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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　タクトは、窓の外から聞こえてくる小鳥の鳴き声で目を覚ました。

　今の時刻はおそらく、六時半ごろ。

　もうしばらく惰だ眠みんを貪むさぼりたいが、カーテンの隙すき間まから差し込む光が、もうすっかり朝だと訴えてくる。

　それに八時には店を開けねばならない。八時きっかりに客が来るなど考えにくいが、それでもタクトのプロ意識が堕だ落らくを許ゆるさなかった。

　ゆえに体を起こそうとしたのだが──なにやら、まとわりついてくる物体があった。

　布団ふとんをはがして見ると、やはり。

　そこには小さな少女がいて、タクトにしがみついてスヤスヤと寝息を立てていた。

　年の頃は十歳前後だ。驚くほど白い肌に、腰こしまである漆しつ黒こくの髪。息を飲むほど整った容姿だが、なによりも特筆すべきは、その頭部に生はえた猫耳。そしてパジャマの裾すそから伸びる尻尾しつぽであろう。

　彼女の名はマオ。その正体は人間ではなく、ホムンクルスだ。

　つい三日ほど前にこのアジールにやって来た、新しい家族である。

「うにゃぁ……」

「マオ。朝だよ。ちゃんと起きないと、店長みたいな駄だ目めな大人になるぞ」

　タクトはしがみついてくるマオを引きはがし、それから肩を揺すって起こそうと試こころみる。しかしマオは「うにゃうにゃ」と呟つぶやくばかりで、一向に起きる気配を見せない。

「おーい」

「……にゃぁ……あと三十分だけ、にゃ……」

　マオはそう呟きながら手探りでタクトが使っていた枕まくらをたぐり寄せ、今度はそれを抱きしめ、再び夢の世界に旅立っていった。

「しかたのない奴。まあ、店長よりはマシだけど」

　店長のクララメラは、起きている時間より寝ている時間のほうが長いという、ぐーたらの極きよく地ちにいる存在だ。それに比べたら、少しの寝坊など論ろんずるに値あたいしない。

　第一、マオが早起きしたところで、やってもらうことは特になかった。

　クララメラのようになっては困るが、常識の範囲内で睡眠を楽しむがよかろう。

「さてと」

　マオの愛らしい寝顔を見ながら、タクトはパジャマから普段着に着替え、一階に降りていく。

　顔を洗って歯を磨みがき、裏のハーブ畑に水をやり、それから自分とマオの朝食を作る。

「今日はスクランブルエッグにするか」

　本当は白米に味み噌そ汁しる、焼き魚に納なつ豆とうという組み合わせが理想なのだが、こちらの世界だとなかなか口に合う米が手に入らない。

　味噌の製法は確立されていないし、納豆となれば更さらに絶望的だ。あのようにネバネバした食べ物、日本人しか口にいれようとしないだろう。

　別にこちらの世界の食糧事情が悪いという話ではなく、種類の問題だ。

　ときたま襲われる、発ほつ作さ。

　タクトの体がラーメンや牛丼を求め、胃腸がむせび泣く。

　ああ、やはり、是ぜが非ひでも次元回廊を開き、こちらとあちらを行き来できるようにしなければならない。

　詮せん無なきことを考えている間に、二人分のスクランブルエッグは完成した。ウインナーと一緒に盛りつけ、ダイニングのテーブルに並べる。

　丁ちよう度どそのとき、ドタドタと、誰かが階段を降りてくる音が聞こえた。

「タクト、おはようさんにゃ！」

　現われたのはマオだ。

　ただし、先程までのパジャマ姿ではなく、黒いロングワンピースに白いエプロン──いわゆるメイド服を着ている。

　タクトがマオのために買ってきた服だが、別にタクトがメイド服フェチだから選んだのではない。セラナのせいでたまたま目についたからだ。が、実際に着せてみると、予想以上に似に合あっていた。

　それを見たクララメラは珍めずらしくやる気を出し、お尻しりのところに尻尾を出すための穴を作ってくれた。

　マオ本人もメイド服を気に入ってくれたようで「服にふさわしく、沢たく山さんお手伝いするにゃ！」と気合いを入れている。

　しかし残念ながら、今のマオは家事手伝いとしても頼たよりなかった。

　そもそも身長が低いから高いところに手が届かない。アジールにある調理器具全般が魔力の使用を前提として作られているから、料理を任まかせることも出来ない。

　また洗濯は、タライと洗濯板による力仕事だから明らかに向いていない。

　となれば掃除くらいしか残らないのだが、これもちゃんと教えてやらないと無理だろう。よって今のマオは、マスコットとして機能しているだけだ。

　タクトとクララメラのみならず、常連の客たちも元気なマオを見て和なごんでいる。

　──いや。

　タクトがマオを購入した真の目的は、魔王の記憶を引き出すことにあった。

　それさえ順調なら他の物事は些さ事じである。

　しかしマオはマオであり、自分が魔王だという自覚がないし、実際違うのだ。

　そのせいか、なかなかタクトが知りたい情報が出てこなかった。

「おはようマオ。ちゃんと起きてきて偉えらいじゃないか」

「マオは有言実行なのにゃ！」

　そう言ってマオは猫耳と尻尾をピコピコ動かす。

　マオは元々表情豊かで、そこに裏表はない。が、それ以上に耳と尻尾の動きが感情を表わしている。

　機嫌がいいと今のように動き出すし、悲しいときは垂たれ下さがり、怒ったときは毛が逆立つ。だからマオの耳がピコピコしていると、こちらまで嬉うれしくなってしまう。

「スクランブルエッグ作ったけど、食べるよね？」

「当然にゃ！　タクトが作ったものは何でも美お味いしいにゃ！」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど。今度、君をちゃんとしたレストランに連れて行かないとね」

　料理の腕を褒ほめられて悪い気はしない。

　だが、タクトが作るものはどれも簡単な品ばかりだ。それを至高の料理の如ごとく語るのは、あまり良いことではないだろう。

　せっかく自我を持っているのだから、もっと視野を広げてやりたい。

「うにゃぁ。やっぱり美味しいにゃー」

　マオはスプーンでスクランブルエッグをすくいながら、幸せそうな顔で呟く。

　耳と尻尾は動きっぱなしだ。

「粉チーズをかけてみる？　もっと美味しくなるよ」

「にゃにゃ!?　これ以上すごくなったら……マオのほっぺは溶とけてしまうにゃー」

　それは大変だ。

　しかしタクトは遠えん慮りよせず、マオの皿の上で粉チーズの缶を振った。

　するとマオの鼻はチーズに反応し、クンクンと匂においを嗅かぐ。

「にゃにゃんと！　これは凄すごいにゃ！　凄いですにゃ！」

「喜んでくれて俺も嬉しいよ」

　もはやマオは手と口を止められないといった様子で、一心不乱にスクランブルエッグを食す。

　更にウインナーをバリバリと嚙かむ。

　これも絶ぜつ叫きよう。何を食べても歓喜。

　もっともマオは、三日前に動き出したばかりなのだから、見るもの食べるもの全てが新鮮なのだ。当たり前といえば当たり前の話。

「はふー、ごちそうさまでしたにゃー。今日も一日、頑張れそうにゃ」

「それはどうも。ところでマオ。君を──いや、魔王を本に閉じ込めたその魔術師がどこに住んでいたのか。思い出せた？」

　お互い朝食を食べ終わったところで、タクトはその話題を切り出した。

　するとマオは──。

「あ、そうにゃ、思い出したにゃ！　タクトに教えようと思っていたのに、朝ご飯が美味しすぎて忘れていたにゃん！」

　と、二重の意味で嬉しいことを言ってくれた。





　　　　　＊






　タクトは自室にマオを連れて行き、床の上にトゥサラガ王国の地図を広げる。

「問題の魔術師はどこに住んでいたんだ？　まさか別の国ってことはないだろう？」

「それは大丈夫にゃ。トゥサラガ王国の中にゃ」

　マオの返答を聞き、タクトはほっと胸を撫なで下おろす。

　なにせトゥサラガ王国の外側には、危険極きわまる渾こん沌とん領りよう域いきが広がっている。そこを走そう破はするのは、大海を渡るよりも遙はるかに困難なのだ。渾沌領域は宇宙空間に比ひ肩けんするほど、人類の生存に適てきさない。

　無論、渾沌領域を渡って他の国へ行く方法はある。

　魔術師協会が五つの生せい存ぞん領りよう域いきにわたって活動しているように、最上級の魔術師なら、想定外の事態が起きない限り渡と航こう可能だ。

　あるいは、今この街に滞たい在ざいしている行ぎよう商しよう旅りよ団だんのように、特別な乗り物を使って移動するという方法もある。

　タクトも、渾沌領域を越えて隣の国へ行ったことがあるのだ。が、それは単独だからこそ可能な技だ。

　案内役であるマオを置いていくわけにはいかず、さりとて、マオを守りながら渾沌領域を渡るのは、まず不可能といえる。

　しかし幸いにも、全てはトゥサラガ王国の中で完結しているらしい。

「場所は……ここにゃ！」

　マオは〝びしっ〟と擬ぎ音おんが聞こえてきそうな勢いで、地図の一点を指差す。

　そこはトゥサラガ王国の東の外れ。生存領域と渾沌領域の境界線。カマルの森と呼ばれる場所だった。

「これはまた随ずい分ぶんと辺へん鄙ぴな……というより、剣けん吞のんな場所に住んでいたんだな……」

　渾沌領域に近いということは、女神の加護が薄いということだ。

　言いい換かえれば、秩ちつ序じよが薄い。

　呼吸をしただけで死ぬような渾沌領域に比べればヌルイが、それでも〝歪ゆがみ〟はあちこちにあるはずだ。

　たとえば、野生動物が魔力を持った魔獣と化したり。あるいは、時間や距離の感覚が狂ったり。

　だからこそ、普通の人間の足は遠のく。

　魔術師ですら特別な用事がない限り、渾沌領域の境界線などに近づかない。

　逆にいえば、未知の場所ということだ。そこにどんな秘宝が眠っていても、不思議ではない。

　いまだ魔王を封印した魔術師の名は不明であるが、カマルの森にいけば、それも分かるだろう。

「……って、マオに聞いたほうが早いか。なあマオ。その魔術師は何という名前だったんだ？　あのグリモワールの完成度からみて、かなり高名な人だったと思うんだけど」

「にゃ？　えーっと、それは……なんて名前だったかにゃぁ……」

「思い出せない？　じゃあ、その人の家はカマルの森のどの辺だった？」

「にゃぁ……もうちょっとで思い出せそうなのに……どこだったかにゃぁ？　なんて名前だったかにゃぁ……？」

　マオは腕を組み、首を捻ひねり、うにゃーんうにゃーんと唸うなり始める。

　しかし、いくらここで唸っても、記憶は蘇よみがえらないだろう。

　忘れてしまった記憶というのは、何かふとした拍ひよう子しに湧わき上あがってくるものなのだ。

　ゆえに一番いい方法は、現地にマオを連れて行くことである。

　ここからカマルの森まで、直線距離で約百五十ラトケメル。地球の単位に直せば三百キロメートルといったところ。遠いといえば遠いが、タクトの飛行速度から考えれば、距離よりもむしろ探索にかかる時間こそが問題だ。

　マオがすぐに場所を思い出し、次元回廊にかんする資料なり研究成果なりを見つけることが出来れば、今日中に終わるかもしれない。

　逆に、マオがいつまでも忘れたままだと、手ぶらで帰ってくることになる。

　なんにせよ、アジールは臨時休業だ。

　遠出するわけだから、クララメラにも言っておく必要がある。

　タクトはマオを連れて、クララメラの寝室をノックした。

「店長、入りますよ」

　もちろん返事はない。

　勝手知ったるタクトは、勝手に部屋に踏み込んだ。

　予想どおり、クララメラは熟じゆく睡すい中ちゆうだ。

　掛け布団はまるまって抱き枕の代わりになっている。ネグリジェの裾が捲めくれ上あがり、美しい形の太ふと股ももが顕あらわになっている。普通の男なら目を奪うばわれるのだろうが、タクトにとっては見慣れた光景だ。母親代わりの女性に劣れつ情じようを抱いだくほど飢うえてはいない。

「店長。ちょっと起きてください」

「起きるにゃ起きるにゃ！」

　タクトとマオは二人がかりでクララメラの肩を揺する。

　それを三十秒ほど続けると、女神はようやく、うっすらを瞼まぶたを開いてくれた。

「うーん……何よぉ……まさか、この私を朝に起こすなんて冒ぼう瀆とく的てきなことを考えているんじゃないでしょうね……」

「朝に起きるのは当たり前のことだと思うんですけど。まあ、それはいいです。それよりも、俺とマオで出かけてくるので。アジールは今日、臨時休業にします。店長一人だけになりますけど、いいですね？」

「構かまわないけど……お出かけ？　どこに……？　また行商旅団の露店でも見に行くの……？」

「いいえ。ちょっとカマルの森まで」

　と、その剣吞な名を口にすると、流石さすがのクララメラも上半身を起こした。

　眠そうに目を擦こすってはいるが、話を真ま面じ目めに聞く必要があると察さつしたらしい。

「カマルの森って……ほとんど渾沌領域スレスレの場所じゃないの。どうしてそんな場所にマオを連れて？」

「どうやらそこに、次元回廊にかんする『何か』がありそうなので」

　タクトがそう答えると、クララメラは表情を曇くもらせた。

　一人置いていかれるのを悲しんでいるような。タクトとマオの身を案じているような。あるいは、怒っているような。そんな顔。

「それって前に言ってた、マオの中にある『異世界の魔王』の記憶？」

「はい。カマルの森に行ったからといって、すぐに次元回廊を開けるとも思えませんが。手がかりの一つでもあれば、と思いまして」

　タクトにとって次元回廊を開くことは悲願なのだ。

　かつて自分が守りたかった地球はどうなっているのか。残してきた家族や友達はどうしているのか。それを知りたくて、この十四年を生きてきた。

　しかし同時に。クララメラにとって次元回廊とは、タクトがこの世界からいなくなってしまうかも、という可能性を意味している。

　だから彼女は、心配するし、泣くし、怒る。

「タクト。あなた、そのままいなくなったりしないわよね……？　私、もう一人は嫌なのよ。私は不老不死の女神になってしまったから……私が人間だった頃の知人は皆、死んでしまったわ。いえ、それどころか──」

　それどころか女神になった時点で、かつて一人の少女だった『彼女』という存在は、全人類の記憶から抹まつ消しようされてしまった。

　まるで、何千年も何万年も昔から、ずっと『彼女』がここで女神をしていたかのように、人々の記憶が改かい竄ざんされてしまったのだ。

　親しい友人も。愛しい恋人も。家族も。誰も彼もが自分のことを覚えていないという耐たえがたい孤独。

　だが、永えい劫ごうの時の流れに耐えられなくなった女神は後継者を選び、消滅することが出来る。

　女神の座を受うけ継ついだ者は、先代と同じく魂たましいが擦すり切きれるまで、樹の特異点ネムス・テラから湧き上がるマナを制御し、生存領域を維い持じし続ける。

　それが女神というシステム。

　どこの誰が作ったのか知らないが、悪あく辣らつ極まっている。

　そして同時に、女神がいなければ人類は渾沌領域に飲み込まれ滅ほろびるしかないという現実も存在した。

　よって、クララメラはこの森で眠り続ける。

　どうせ、誰だれも本当の自分のことを知らないから。

　どうせ、誰もが自分を置いて死んでしまうから。

　タクトにしても、人間だった頃のクララメラを知っているわけではない。

　かつて私は一人の少女だったと、そう教えてもらったから知識として知っているだけ。想いの全てを共有することは無理だった。

　そして、永遠にクララメラと一緒に過すごせるわけでもない。

　いかに勇者と魔王の力を合わせ持っていようとも、この身は人間。多少、寿命を延のばす術すべを会得したとしても、やがて朽くち果はて土に還かえる。

　しかし、それでも。いや、だからこそ。

　タクトはクララメラを置いて消えるなど絶対にしたくない。

　何百年生きようと、彼女がただの寂さびしがりやの少女だと知っているから。

「店長。前にも言ったでしょう。俺が次元回廊を開きたいのは〝こちら〟と〝あちら〟を行き来できるようにしたいからです。一方通行など許しません。ゆえに、あなたを一人ぼっちにするなど有あり得えません。ええ、絶対に」

　それは母親に向ける言葉というより、むしろ妹を言い聞かせるような。

　あるいは別れを惜おしむ恋人をなだめるような、そんな声色。

　タクトはクララメラの手を握にぎり、安心させてやろうとした。

　その瞬間。

「ああ、タクトぉぉ！　あなたは本当にいい子ねぇぇ！」

　クララメラは絶叫し、タクトを両腕で力一杯抱きしめてきた。

「ちょ、店長!?」

　不意のことに驚いたタクトは、されるがまま。

　顔はクララメラの胸に押しつけられ、その豊満で柔らかい感触が目の前に広がっていく。ネグリジェには寝汗が染みついているが、不ふ快かいな匂いは微み塵じんもなく、むしろ花のようですらあった。

　──これは、ヤバイぞ。

　家族だから慣れているという理り屈くつが通用する状況ではなかった。

　ただでさえタクトは女性の胸が好きなのに、それが全力で押しつけられているなど、反応するなというのが無理。しかし、だからといって反応してよいという道理もまた通らない。

　なにせ相手は母親代わりの女性なのだ。

　そういった目で見るべきではなく、そもそも見たくない。

　よってタクトは、自分の下半身が大変なことになりつつあると知られる前に離れようとした、そのとき。

「にゃー！　何だか分からないけど、二人だけで盛り上がってズルいにゃ！　マオも抱きつくにゃん！」

　と、マオが叫んで、タクトの背中に体当たりをしてきた。

　その勢いで、三人仲良くベッドの上に転がる羽は目めになる。

「あら、あらあら。私ったら我を忘れて抱きついちゃったりして。ごめんなさいねタクト。あと、仲間はずれにしてごめんなさい、マオ」

「うにゃー、許さないにゃ。今から二人で私をぎゅーってするにゃ！」

　マオはベッドの上を転がりながら、うにゃうにゃと主張する。

　それを見て微笑ほほえんだクララメラは、ぬいぐるみでも扱うように、ぎゅーっと胸に抱く。

　おかげで出発がかなり遅れそうだが、なんとかタクトは秘密を隠すことが出来た。

　マオにはいくら感謝しても、しきれない。

　街を出る前に、なにかお菓子でも買ってやることにしよう。
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　魔導古書店アジールは、来るときも帰るときも、森の二重結界に立ち向かわなくてはならない。よって、店員であるタクトも街へ繰くり出だすときは、客と同じように結界を突破している。

　タクトほどの魔術師ともなれば、森の二重結界ごとき、まるで苦にならないのだ。

　だが、マオは違う。マオはただの猫耳幼女だ。

　自分の力で結界に立ち向かっても、跳はね返かえされてひっくり返るのがオチ。

「マオ。森を歩くときは俺の手を離しちゃ駄目だよ。君に二重結界の効果が及およばないよう、術式を展開し続けるから」

「にゃん！」

　マオは嬉しそうにタクトの手を握って、スキップしながら森を進んだ。

　それから街につくと二人で『おやつ用＆非常食用』としてビスケットを買ってから、ホウキに跨またがる。

　忘れ物がないことを確認してから、タクトは背中にマオを乗せて飛び立った。

「はにゃ！　ほんとに飛んでるにゃ！」

「そりゃ飛ぶよ。地球にいた頃の俺らなんか、ホウキも使わず、サイヤ人みたいに飛とび交かってたじゃないか」

「うにゃぁ？　そういえば、そんな記憶もマオの中にあるにゃー」

　高度を上げ、ララスギアの街が小さくなっていく中。タクトにしがみつくマオは、吞のん気きににゃんにゃんしている。

　これから魔王をも封印した魔術師のすみかに向かうというのに。

　究極の魔術ともいえる次元回廊の秘密が顕わになるかもというのに。

「しかし。君は本当にマオであって、魔王じゃないんだなぁ」

「にゃにゃ？　そんなの当たり前にゃ！　マオはマオにゃん！」

　そう言って猫耳ホムンクルスは、腕に力を込めてタクトにしがみついた。

　これがもし、セラナやクララメラだったら、押しつけられる胸の柔らかさで大変なことになっていただろう。

　しかし、だ。マオに限ってその心配は皆かい無む。

　なぜなら──ぺったんこだからだ。

「安心というか……残念というか……」

「何のことにゃ？」

「別に。俺の個人的な趣味の話だから、気にしないでくれ」

「にゃー？」

　マオは不思議そうな声を上げる。

　分からないなら分からないでいい。むしろ、そのほうがありがたい。

　まさか〝俺は大きなおっぱいを押しつけられるのが好きです〟などと暴ばく露ろするわけにもいかない。

　もちろんマオに罪はなかった。タクトだって悪くない。

　マオのおっぱいが小さいのは、そう設計したハンバート社が悪いのだ。

　許さんぞ、ロリコン。大きなおっぱいは偉い大だいなり！

「はにゃにゃ!?　タクト、ホウキを加速させすぎにゃん！」

「ああ、ごめんごめん。でも、目的地についたから」

　タクトはホウキを減速させ、眼下に広がる森を眺ながめる。

　それは緑色ではなく──紫色の木々が広がる森だった。

　もう、この時点で視覚的におかしい。踵きびすを返したくなる。

　だが、虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず。見た目が怪あやしかろうと、飛び込むしかない。

「にゃーん。あれにゃ、あの森にゃ。何か見覚えがあるにゃ！」

「あれがカマルの森だよ。とはいっても、結構広いけど……ま、適当に降りるか」

　カマルの森は、小さな山一つを覆おおい尽つくしている。

　そこには川があり、滝たきがあり、湖みずうみもある。本来なら風ふう光こう明めい媚びといえるのだろうが、立ちこめる禍まが々まがしさで全てが台無しになっていた。

「にゃー……近くに川があったような、そんな気がするにゃ」

「本当？　じゃ、川に降りるよ」

　現状、手がかりはマオの記憶しかない。そのマオが〝川〟だと言えば、タクトとしてはそれに従したがうしかないのだ。

　カマルの森に流れる川は、幅はばが十メートル程のもの。深さも流れもゆるやかで、外見上は普通の川だった。しかし、魚が一匹も泳いでいない。

「マオ。あの川には近づかない方がいいよ」

「どうしてにゃ？」

　説明するよりも、見た方が早い。

　タクトはその辺の枝を拾ひろって、川に投げ捨てた。その瞬間、ジュッという音とともに、枝が融とけて消え去った。

「はにゃにゃ！　危ないにゃ、危険にゃ、一巻の終わりにゃ！」

　マオは耳と尻尾の毛を逆立てて、タクトの背中に隠れる。

「近づかなければいいだけなんだけど……でも、そうだね。この森は魔術師ですら滅多に来ない場所だ。何が起きるか分からない。俺のそばを離れちゃ駄目だよ、マオ」

「了解にゃ！　マオはタクトの手をギュッと握って離さないにゃ！」

　と言って、彼女は小さな手でタクトの手を握りしめる。

「なるほど。これなら離ればなれにならないね」

「にゃん♪」

　マオは握った手をブンブンと振って、何やらご機き嫌げんな様子だ。

　耳もピコピコしていて可か愛わいらしい。

　タクトはそれを撫でながら、川の流れを遡さかのぼって二人で歩き始めた。

　しかしそれにしても、渾沌領域に近いだけあって、カマルの森は剣吞だった。

　歩いていると、突とつ如じよとして植物のツルが伸びて攻撃してくる。普通の十倍以上もありそうな鷹たかが急降下して体当たりしてくる。馬ほどもあるカマキリがうろつき、更にそれを捕食する大グモもいた。

　やはり常人では立ち入れない。魔術師でも気を抜けば死んでしまう。

「にゃにゃにゃ！　凄いところにゃ！　これでもまだ生存領域の中にゃ？　渾沌領域はもっと凄いのにゃ？」

「ああ。本当の渾沌領域はこんなものじゃないよ。氷ひよう河がが広がっていたと思ったら、瞬まばたきした途と端たんに火口になっていたりとかね」

「頭が変になりそうにゃー」

　マオは難しそうな顔をして唸る。

　実際のところ、渾沌領域は頭が変になる。タクトとしても、あまり行きたい場所ではなかった。

　渾沌領域にはおそらく〝なにか〟がいる。それは当然、人類ではない。かつて地球に現われた魔族とも違う。得体の知れない、何者か、だ。

　確証も証拠もなにもないが、タクトは渾沌領域を通るたびに、毛穴が開くような感覚を味わっている。

　その〝なにか〟は、強いとか弱いとか、そういう尺しやく度どではなく、とにかく得体がしれないのだ。

　異質すぎて相あい容いれない。

　人間はゴキブリよりも遙かに強いが、しかしゴキブリを見ると恐怖を覚える。

　強しいて言えば、そんな感覚に近いだろうか。

「あれ？　急に木が消えて広くなったな。雑草すら生えていない……」

　どこまでも鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっていた木々が、ふいに消えた。

　野球が出来そうなほどの面積が、空あき地ちになっている。

　外側には変わらず森が広がっているのだが、その場所だけは草一本、虫一匹いないのだ。タクトは、そこに足を踏み入れた瞬間に魔力の残ざん滓しを感じた。それもマナではなく、マギカの残滓だ。

　マナとは、大地から噴ふき出したり、宝石や魔剣などの物質が放つ魔力のことだ。

　対してマギカとは、意志を持つ存在が精神力によって生み出す魔力である。

　──かつて、ここで巨大なマギカとマギカが衝しよう突とつした。

　理り屈くつではなく、感覚でそう分かってしまう。

　もちろん巨大といってもタクトや女神に比べたら矮わい小しようであるが、それは比べる対象がおかしいのだ。

　いつの時代か──おそらくは数百年前にここで戦った二人は、街一つを容易たやすく滅ぼせるだけのマギカを有していたはず。その戦いによって周囲一帯に呪のろいがばらまかれ、生物が近寄れなくなってしまったのだ。

　事実、タクトの手を握るマオは、小こ刻きざみに震ふるえていた。

「ふにゃぁ……何だか寒気がするにゃ……」

「ここは、迂う回かいした方がよさそうだ。俺はともかく、マオは辛つらいだろう」

「そうしてくれると助かるにゃ」

　タクトとマオは引き返し、その広場の外周を歩いた。

　しかしマオがはたと立ち止まり「にゃん！」と自分の手の平を叩たたく。

「どうしたんだ、マオ。俺の手を離しちゃ駄目じゃないか」

「思い出したのにゃ！　私が……じゃなくて魔王がこっちの世界に出現したのは、まさにここなのにゃ！」

　そう言ってマオは生物のいない広場を指差した。

「ここが……？」

　タクトも一緒になって広場を見つめる。

　なるほど、この禍々しい気配は魔王に相応ふさわしいかもしれない。

　だが、それにしては影響が軽けい微び過ぎるだろう。あれはかつて、地球を滅ぼしかけた怪物だ。森の一角を汚染するだけで済すむはずがない──と、そこまで考えて。

　ああ、と呟き、タクトは自分の左手を見る。

　魔王の力はほとんど全て、タクトに移ってしまったのだ。よって、この場に出現した魔王は、いわば残りカス。世界を滅ぼす力などあるはずもなく、この世界の魔術師でも何とか対抗できたかもしれない。

「マオ。ここで何が起きたんだ？　魔王はどうやってここに？」

「にゃー……どうやってと言われても、気がついたらここにいたのにゃ」

　タクトと同じだ。

　タクトも気がついたらアジールの庭に転がっていたのだ。

「そして何が起きたかというと……いきなり魔術師に襲われたのにゃ！」

　マオいわく。

　その魔術師は白はく髪はつの老人だったらしい。

　あたかも魔王がここに出現すると知っていたように待ち構えていたという。

　そして魔王は、あらかじめ仕掛けられた結界と護ご符ふとゴーレムとホムンクルスの波状攻撃を喰くらい、あっけなくグリモワールに封印されてしまった。

　そのグリモワールが巡めぐり巡ってアジールにやってきて、封印されていた魔王がマオになったのだから、世の中、何が起きるか分からない。

「その魔術師は……どうして魔王がここに来ると分かっていたんだろう？」

「それが、もともと次元回廊の研究をしていたらしいにゃ。それで、ここに次元回廊が開いて、何かが飛び出してくると事前に察知して、捕つかまえてやろうと頑張っていたらしいにゃ。グリモワールに封印されて、使い魔として使し役えきされたときに色々教えてもらったにゃん」

「使役されてたのか……」

　どうりで、グリモワールから出てきた魔王が怒り狂っていたわけだ。

　魔族の王たる者が、人間の使い魔にされるなど屈くつ辱じよくの極みだったはずだ。

　そしてタクトは、そんなことをやってのけた魔術師の技術に畏い怖ふと敬意を覚える。

「色々思い出してきたにゃ！　その魔術師のアジトはこっちにゃ！」

　マオはそう言ってタクトの腕を引っ張った。

　どうやらカマルの森に来たのは無駄ではなかったらしい。
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「ここにゃ！」

　マオに案内され辿たどり着ついた先は、滝たき壺つぼだった。この滝の裏に洞どう窟くつがあり、それこそが魔術師のアジトだという。

　しかし、滝の裏まで通じる道が見当たらない。垂直に切り立った岩山があるだけだ。

　それでも目をこらすと、本当に滝の裏に洞窟が見えた。

　そこで何が待っているのかは知らないが、行くしかないだろう。

「仕方がない。ホウキで突っ込む。マオ、乗って」

「了解にゃ！」

　タクトはマオを乗せて一気に加速し、滝を突き抜けた。

　激しい滝の流れにぶち当たっても、タクトの防御結界は少しも揺ゆるがない。

　だというのに、洞窟に入った瞬間、その防御結界がビリビリと震えた。

　どうやら洞窟の入り口には、侵入者を排はい除じよする結界が設置されていて、それがタクトの防御結界と衝突したようだ。

　もちろん、誰が施ほどこしたどんな結界であろうと、タクトの行く手を遮さえぎることなど不可能。

　一瞬で貫つらぬいて、洞窟に着地する。

「奥が真まっ暗くらだにゃー」

「ちょっと待って。明かりを出すから」

　タクトは手の平から光の球を出し、それをマオの頭の上に浮かべる。光の玉はボンヤリとした、しかし遠くまで広がる光を放ち、洞窟を隅すみ々ずみまで照らし出した。

「にゃにゃ！　マオの頭が光ってるにゃ！」

　マオは頭をブンブンと動かす。

　光の玉もそれに合わせて動き、影の形が変化する。

　これで万が一、マオとはぐれても、どこにいるか一発で分かるだろう。

「それにしても入り口に張ってあった結界……出力が弱かったな。誰かが一度破ったような形けい跡せきがある……？　ああ、そうか。魔王を封印したグリモワールが出回っていたってことは、この洞窟はもう誰かに荒らされているんだ」

　ダンジョン探索を生業なりわいにしている者たちは、本当にどこにでも出で向むく。

　金や名誉、好奇心を満たすためなら死んでもいいという酔すい狂きような連中だ。

　もちろん、そんな生活を送っていては長生きなど出来るはずもなく、セラナの両親のように転職でもしない限り、まず天てん寿じゆは全うできない。

　いまだ深部まで探索されていないダンジョンも数多く、志こころざし半なかばで散ちり白骨化してしまった冒険者の死体がゴロゴロ転がっていたりする。

　だが、この洞窟は死体の気配がない。

　なのに結界が破られている。

　更に、奥から持ち出されたらしいグリモワールがアジールまで回ってきた。

　つまりは探索済みのダンジョンなのだ。

　下手をすれば、何も残っていない、ということすら有あり得える。

「……ここで考えていても始まらないな。行こうマオ。もちろん、俺から離れちゃ駄目だよ」

「はいにゃ。手をギュッとするにゃん」

　こんな得体の知れない場所なのに、マオは元気一杯だ。

　魔王の記憶とは無関係に、彼女と出会えて良かったと思う。

　妹と娘と友達がいっぺんに出来たような気分だ。

「撫でられちゃったにゃー、耳がくすぐったいにゃー」

「ああ、ごめん。マオが可愛かったから、つい」

「はにゃにゃ。可愛いにゃ？　それなら仕方がないにゃ。タクトだから特別、くすぐったいのも我が慢まんしてあげるにゃ！」

　お言葉に甘えてタクトが撫で続けると、マオの耳と尻尾がピクピクと揺れ動いた。

　くすぐったいとそうなるらしい。

　本当に可愛いので、いつまでも撫でていたかったが、そうすると完全に目的を見失ってしまう。ここらでやめておこう。

　タクトはマオを撫でたいという誘惑に耐えながら、洞窟の奥へと進む。

　そして十分ほど歩くと、人工的に削けずり取とられたような部屋があった。

　広さは十畳ほど。

　ベッドがあり、本棚があり、机があり、金庫もある。

　更に扉を開くと、実験室のような場所に繫つながっていた。

　試験官。天てん秤びん。干ひからびた植物。何かの動物の骨。

　如い何かにも魔術師が住んでいたような雰囲気ではあるが──しかし雰囲気しか残っていなかった。

　実用的なもの。金目のもの。そういった品はごっそり抜け落ち、色々と収まっていたであろう棚は、すっかり空からになっていた。

「うーん。やっぱり荒らされてる。もう何も残っていないか……」

「でも、見覚えがあるにゃ。魔王が封印されてた本は、この本棚に飾られていたにゃ。そして必要なときはホムンクルスに憑ひよう依いさせられて、雑用してたにゃん」

「……みんな考えることは似てるんだなぁ」

　魔王を閉じ込めた大魔術師と同じ行動を取った自分を誇ほこるべきか。

　あるいは、似たようなことしかしない魔術師の発想力のなさを嘆なげくべきか。

「けど。その魔術師……えっと、名前は思い出せた？」

「うにゃーん……たしか……グラド・エルヴァスティ？　そんな名前だったにゃ」

「グラド・エルヴァスティ？　聞いたことないなぁ。けど、魔術師って偏へん屈くつな人が多いから。優秀だからって名を残せるとは限らないし。そもそも俺自身がこの世界に来て十四年しか経たってないから、魔術の歴史を把は握あくしきっているとは言えないからなぁ」

「ついでに言うと、マオの記憶も怪しいにゃ！」

　猫耳幼女は大声で主張する。

「そこは威い張ばることじゃないけど……とりあえず、そうだね。探せばまだ何か出てくるかもしれない。適当に漁あさってみよう」

「漁るにゃ漁るにゃ」

　マオは張り切ってベッドの下にゴソゴソと潜もぐり込こんでいった。まるで本物のネコのようだ。タクトも負けじと、棚や机の引き出しなどを漁る。金庫も開けてみたが、すでに鍵かぎが壊されており、中身は空だった。

「うにゃぁ、ホコリまみれにゃ……」

　ベッドの下から帰ってきたマオの体には、ホコリどころかクモの巣までついていた。

　せっかくの綺き麗れいな黒髪や、買ったばかりのメイド服が台無しだ。

「大丈夫？　タオルも何もないから……ちょっと我慢して。外に出たら水魔術で洗ってあげるから」

「我慢するにゃ。マオはよい子なのにゃ」

　そんなよい子のマオは、手に手帳のような物を持っていた。

「それは……なんだい？」

「ベッドの下に落ちてたにゃ。よく分かんにゃいけど、色々書いてあるにゃ」

　差し出された物をタクトは受け取る。

　それは手の平に収まるサイズの、小さなメモ帳だった。

　この部屋の持ち主のものだろうか？

　あるいは、タクトたちの前にここを探索した人が落としていったのか？

　それを確かめるためにも、タクトはメモ帳を開く。

「これは……！」




　魔術回路の理論。儀式の方法。参考文ぶん献けんの索さく引いん。

　空間の歪みについて。

　異世界が存在する確率。

　宇宙の外には何があるのかという考察。

　全ての疑問を解くには、次元回廊を開くしかない──。




　小さな文字でぎっしりと、そんなことが走り書きされていた。

　ああ、そうだ。これは次元回廊にかんする研究ノートだ。間違いない。

　この部屋の主は、タクトと同じく次元回廊を開こうとしていたのだ。しかも、その研究はタクトの遙かに先を行っている。

　タクトは珍しく興奮した。動どう悸きが激しくなる。

　だが残念なことに、いくら探しても、このメモ帳以上のものは出てこなかった。

　参考文献としてメモされている本も。完成した魔術回路の設計図もなし。

　研究ノートだってもっと沢たく山さんあっただろうに、どこへ行ったのか分からない。

「魔王を封印したグリモワールが現存している以上、ここにあった研究資料だってどこかにあるはずだ。うん、そうだ。あきらめる必要はどこにもない」

　今日、ここに辿り着いた。

　そして自分以外にも次元回廊を研究していた者がいたと分かった。

　これは立派な成果であり、希望なのだ。

　嘆く必要は微塵もなく、むしろ大きな一歩だと喜ぼう。

「よし、帰るぞ、マオ。今夜はちょっといい物を食べようか」

「それは楽しみにゃ！　お腹なかペコペコだから沢山食べるにゃん！」

　マオは耳と尻尾をピコピコと動かす。

　タクトがマオのように耳を動かせたら、きっと更に激しくピコピコさせていただろう。
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　タクトが分厚いステーキを焼いていると、珍しくクララメラが起こしてもいないのに二階から降りてきた。ぐーたら女神もステーキの匂いには勝てなかったらしい。

「タクト、焼き加減はミディアムレアでお願いね」

「分かっていますよ。それとオニオンソースを作りました」

「あら素敵。タクトはいつお嫁よめに行っても大丈夫ねぇ」

「なにを馬鹿なことを言ってるんです。それより、ほら。起きたならちゃんと着替えて下さいよ」

「はーい」

　クララメラは鼻歌を歌いながら自室に戻っていく。

　彼女が着替えているうちに、三枚とも一気に焼いてしまおう。なにせタクトの魔力でフライパンを熱しているのだから、火力は抜ばつ群ぐんだ。

　焼き上がったステーキを石の皿にのせ、トレイを持って待ち構えていたマオに渡す。

「これをテーブルの上に並べて。熱いから気をつけてね」

「お任せにゃん！」

　マオは耳と尻尾を揺らしながら、三人分のステーキをテーブルまで運んでいく。

　それにしても、食事の準備をする猫耳メイド幼女を自分の目で見ることになるとは思わなかった。大変素晴らしい光景だ。人生とは本当に何が起きるか分からない。

「タクト、マオ。お待たせぇ」

　クララメラは、ダブダブのＴシャツにショートパンツという、女神にあるまじきラフな格好で現われた。しかし、いつもはネグリジェのままウロウロしているので、これでもまだマシといえる。

「早く食べるにゃ。早くしないと口の中がヨダレで大だい洪こう水ずいにゃ！」

「それは大変だ。じゃ、いただきます」

「いただきますにゃ！」

「はい、いただきます」

　ナイフを入れた瞬間、ステーキから肉汁が溢あふれ出だす。

　口に入れると旨うまみ成分が舌を強襲。あまりの快感に絶句してしまう。

　ああ、奮ふん発ぱつして高い肉を買ってきてよかった。

　マオなど一口食べた瞬間、感かん涙るいしている。

　クララメラも目を見開き「あらあら！」と声を出す。

「これはワインも欲しいところね。確か二十年物があったはず……」

　と言って、クララメラは棚の奥からワインボトルを取り出した。

「店長。それ開けちゃうんですか？　凄く高いんでしょ？」

「いいの、いいの。森の入り口にある祠ほこらに誰かがお供そなえしてくれた物だから。こういうのはパーッと飲まないと。それに、タクトとマオが無事に帰ってきたお祝い。そのまま異世界に行っちゃうかと心配してたんだから」

「だから、店長を置いて消えたりしませんって」

「そうね。分かってるけど……とにかく、美味しいお肉には美味しいワインが必要なのよ」

　クララメラはニコニコした表情でボトルの栓せんを抜き、グラスに注そそぐ。

　その赤紫色の液体を、マオが興味深げに見つめていた。

「うにゃぁ？　葡ぶ萄どうジュースかにゃ？」

「違うわよ、お酒よ。マオも一口飲んでみる？」

「飲むにゃ！」

　マオは無邪気にグラスへ手を伸ばす。

　タクトは慌ててそれを奪い取った。

「いや、駄目だぞマオ！　お酒は大人になってから飲むものだ」

「子供が飲むとどうなってしまうのかにゃ？」

「ぶっ倒れる」

「にゃにゃ！　大変にゃ！　クララメラはどうして私にそんな危険なものを飲ませようとしたにゃ!?」

　マオは猫耳をピーンと立たせて驚きを顕わにする。

「え、それは、ほら。酔よっ払ぱらう猫耳幼女が見てみたくて」

「酷ひどいにゃ酷いにゃ。マオはぶっ倒れたくないにゃー」

「ごめんなさい。お詫わびにワインを一口飲ませてあげるから」

「わーい……って、騙だまされないにゃ！」

　マオは怒ったり驚いたり喜んだりと百ひやく面めん相そうだ。

　彼女がいるだけで、その場が一気に明るくなる。

　セラナも似たような性質を持っているが──二人を対面させたらどうなってしまうのだろう。そろそろ引き合わせてみるのも一興かもしれない。

「二人とも、食事中に騒さわがないでくださいよ。特に店長。あんまりマオにイタズラしないでくださいね」

「ええ？　だってタクトが大きくなってイタズラさせてくれなくなったから……ねえ、マオ。あとで一緒にお風呂に入りましょう」

「入るにゃー」

　クララメラの表情はイタズラする気で溢れかえっている。

　なにせこの女神様、相手が可愛いと虐いじめたくて虐めたくて我を忘れてしまうのだ。

　タクトだって五歳くらいまでは色々と──。

　まあ、ここらで一度、マオはクララメラの脅きよう威いを体験しておくべきかもしれない。

　一つ屋根の下で暮らすのだ。

　取り返しのつかないことになる前に、警戒心を養うべきである。

「ところでタクト。次元回廊について収しゆう穫かくはあったの？」

「一応、ありましたよ。とはいっても、小さなメモ帳だけですが」

　タクトはステーキを食べながら、カマルの森での出来事をかいつまんで説明した。

「ふーん……次元回廊の研究なんて気が遠くなりそうなことを真面目にやっている人がいたのねぇ。それにしてもグラド・エルヴァスティ……聞いたことないわ」

「店長はずっと眠っていたから知らないだけでは？」

「あら酷い。否定は出来ないけど……でも、次元回廊が開く時間と場所を予測できるくらい有能だったんでしょ？　なら、もっと有名になってもいいと思うんだけど……もしかして、別の国から来たとか？」

「ああ、なるほど。それは考えられます」

　タクトたちがいるトゥサラガ王国の外側には渾沌領域が広がっている。

　宇宙空間を旅するのに匹敵するほど過酷な環境であり、そのせいで別の国の情報はなかなか入ってこない。

「そもそもマオの記憶が間違っている可能性もあるにゃ！　記憶の怪しさにかんしては自信があるにゃ！」

　そんなことに自信を持ってどうするのか。

「あらあら。マオは本当に可愛いわねぇ」

「はにゃー、褒められちゃったにゃー」

　クララメラに撫でられ、マオはご満まん悦えつな様子だった。

　色々と間違っているような気がするが、可愛いのでよしとしよう。
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　マオとクララメラがお風呂に入っている間。

　タクトは自室のベッドに寝転びながら、洞窟から持ち帰ったメモ帳を眺めていた。

　次元回廊にかんする研究──とはいっても、やはりメモはメモだ。

　肝かん心じん要かなめのことは書いておらず、しかも『あの本の57ページ参照』とか、『32ページを参考に儀式を実行』とか、メモした本人にしか分からないようになっている。

「あの本って……せめてタイトルを書いてくれないと探しようがないじゃないか」

　無論、メモを書いたグラド・エルヴァスティは、誰かに読ませようと思ってこのメモ帳を作ったわけではない。責せめるのは筋すじ違ちがいというもの。それでもタクトは毒づいてしまう。

　だが、分かったこともある。

　次元回廊が開く数日前から、徴ちよう候こうが現われるらしいのだ。

　それを察さつ知ちするには大がかりな装置を作る必要があり、グラド・エルヴァスティはその装置を使って魔王の降こう臨りんを知った。

　もっともメモを読む限り、彼とて本当に次元回廊が開くのかどうかは半信半疑だったようだ。

　しかも、出てきたのが自称『異世界の魔王』である。

　タクトが知る限り、この世界には魔王どころか魔族という概がい念ねんすらなかった。

　魔物ならいる。

　動物や本、宝石などが何らかの理由によって魔力を持ち、自律行動するようになった存在を総じて魔物と呼ぶ。

　しかし魔物の知性はそう高いものではなかった。それこそ動物レベルでしかない。

　一方、かつて地球に出現した魔族は、人間と同等以上の知性を有していた。

　こちらの世界には今のところ、人間に匹ひつ敵てきする知的生命体はいない。ということになっている。

　だからグラド・エルヴァスティは、魔王という存在を理解するのに手間取ったようだ。

　それでも最終的には納得し〝魔族とは人間を超こえる存在と自称する生命体〟とメモ帳に記載していた。

「何か、俺のことまで書いてある……」

　魔王はどうやら、タクトに倒されたときのことを愚ぐ痴ちっていたらしい。

　グラド・エルヴァスティと魔王の仲は意外とよかったのかな、と想像すると面白い。

　──スメラギ・タクトという少年もこの世界に来ている可能性が高い。ぜひ探し出さなくては──そんなことが書かれていた。タクトもぜひ会いたかった。

　生きる時代が違うので、もう不可能になってしまったが。

　それにしても。

　メモにある次元回廊開門の徴候を探知する装置。それを作るための材料は、とてつもなく高価なものばかりだ。

　紅べに羊ひつじの革を使った羊よう皮ひ紙し。アイス・ドラゴンの血。ミスリルで作った短剣。そして極めつけは、フォーメレス国でのみ採とれるブラックオニキス。

　すべて揃そろえたら、数億イエンになりそうだ。

　アジールは現在、五百万で仕入れた本を四千万で売るという、あこぎな商売をやったおかげで金銭的に余裕があった。

　しかし、億単位となれば話の次元が変わってくる。

　クララメラが他の女神のように、住民たちに神殿を作らせ、信者をはべらせたら、金など湯ゆ水みずの如く湧いてくるのだが。

　そういう性格ではないし、そもそもクララメラが人の上にふんぞり返るような女神だったら、タクトを拾って育てたりはしなかっただろう。

「それにしても……あのグリモワールをあと十冊くらい売らなきゃいけないのか。うん、無理だ」

　あれほどのグリモワールがそうそう手に入るわけがないし、都合よく買い手が見つかる確率となれば、これはもう不可能と断言できる。

　では、全ての材料を自力で手に入れるか。

　いやいや。これもまた難しい。なにせ貴重だからこそ高価なのだ。

　タクトは戦闘力ならこの世界で最強だという自信がある。

　しかし、いくら腕うでっ節ぷしが強くても、材料採集が大変なことに変わりはない。

　どうしたものか──そうタクトが悩んでいると。

　突然マオが「うにゃーん！」と叫んで部屋に飛び込んできた。

「どうしたんだマオ!?　ずぶ濡ぬれで、しかも裸はだかじゃないか！」

　マオは布一枚まとわぬ、すっぽんぽん。

　どうやら風呂から体を拭ふかずに飛び出してきたようで、全身ずぶ濡れ。床をびしょびしょにし、それどころか泡あわすらついたままだった。

「クララメラが……クララメラが意地悪してくるにゃぁぁ！」

　そしてマオはタクトに抱きつき、うにゃーんうにゃーんと泣き始めた。

　その直後、バスタオル一枚のクララメラがひょっこり顔を見せる。

「ああ、やっぱりここに逃げていたのね。駄目じゃないのマオ。まだ体を洗っている途中よ。さ、キレイキレイしましょうねぇ」

「いやにゃ！　もう尻尾は触らせないにゃ！」

　怪しい笑みで近づいてくるクララメラに対し、マオは烈火のような瞳ひとみで睨にらみ、耳と尻尾の毛を逆立ててタクトにしがみついた。

「……そんなに尻尾は駄目なのか？」

「にゃ！　耳は我慢できるけど尻尾は駄目にゃ。くすぐったすぎて死んじゃうにゃ！」

「あらぁ？　くすぐったいだけなのかしら？　尻尾触るたびにマオったらビクンビクンて震えて、すっごく甘くて可愛い声出してたじゃない」

「なに言ってるのか全然分かんないにゃ！　とにかくマオはあとでタクトと一緒に入り直すから、クララメラは一人で入ってろにゃ！」

「いや。それは駄目だろ」

　タクトはマオを引きはがしてクララメラに渡す。

「はにゃ？　どうしてにゃ！　どうしてこんな酷いことをするにゃ！」

「いや、だって。君は一応、女の子だし。俺と風呂に入るのは駄目だろう」

「ふふ、そうよねぇ。だから、もう一回お風呂に入って、全身を隈くま無なく綺麗にしましょうね」

「嫌にゃぁぁぁ！　タクト助けてにゃあああああっ！」

　クララメラはマオをひょいと担かつぎ上あげ、実に嬉しそうに部屋を出て行った。

　その姿が見えなくなってからも、マオの悲鳴が聞こえてくる。

　哀あわれだ。

　しかし、これからマオはずっとここに住むのだ。この程度で悲鳴を上げていては先が続かない。頑張って慣れてもらわないと。
















　ララスギアの街から十ラトケメル。地球の単位でいえば二十キロメートルほど離れた場所に、小さな岩山があった。その上はいつも霧きりに覆おおわれており、しかも傾けい斜しやがほとんど垂すい直ちよくに近く、手をかけられそうな突とつ起きも少ない。

　つまり、空でも飛べない限り、山頂に辿たどり着つくのは不可能ということだ。

　そんな岩山の山頂に、小さなログハウスが建っていた。

　入り口の上に、こんな看板が掲かかげられている。

〝魔導古書店キリガクレ〟

　何の捻ひねりもなく、立地そのままの店名である。タクトはそのキリガクレで、店長にコーヒーとショートケーキをご馳ち走そうになっていた。

　店内は古書店というよりはアンティークショップに近く、壁には絵画や木き彫ぼりの小物などが飾かざられ、ステンドグラスランプが幻想的な明かりを広げていた。

　無論、魔導古書店なのだから、魔導書も置いてある。

　しかし本棚よりも、店長が趣味で飾っている雑貨や、団だん欒らんするためのテーブルの方がスペースを取っているのだ。

　そんな変わった古書店の店長は、店に輪をかけて変わり者だった。

　今、タクトの対面に座っている体が人間で頭が馬という化物。これがキリガクレの店長なのだ。

　もちろん、本当は人間なのだが、極きよく度どの恥はずかしがり屋で、素顔を絶対に晒さらそうとしない。いつも馬の被り物をしており、接客もその状態でやる。

　そんな怪物じみた格好のくせに、首から下は清せい楚そな白いワンピースで、体つきも華きや奢しやで実に女性らしい。おまけに声がとても乙女おとめチックという、存在自体がギャグのような人である。名前がローラというのも点数が高い。

「それにしても、タクトくんが『呪術大全・上巻』を持ってきてくれて、本当に助かったわ。うちの店、下巻はあるのに上巻がないから、並べたときに見み栄ばえが悪くって」

「いえいえ。売れずにアジールで眠っていた本ですから。むしろローラさんが買ってくれて、ありがたいです」

　トゥサラガ王国にある魔導古書店は、組合で繫つながっている。

　組合の加入店同士で本を売買することも多々あった。

　今日、タクトがキリガクレに来たのは、ローラから『呪術大全・上巻』を売ってくれ、と手紙で頼まれたからだ。

　タクトは一年半ほど前、この本を客から七万イエンで購入した。そして店には二十万イエンで並べたが、なかなか売れない。そもそもアジールに来るお客さんは、呪術を扱う人が少ないのだ。

　いい加減、値下げしようかと迷っていたところ、ローラが買いたいと言い出した。同じ組合員ということで、タクトは店頭価格より安い十八万イエンで売った。ローラがいくらで並べるつもりかは知らないが、まあ、損そんをしないように商売するのだろう。

「ああ、ところでタクトくん。あの話知ってる？　長老が店を畳たたむって」

　ローラは馬の口で器用にコーヒーを飲む。不思議な光景だ。

「長老が？　本当ですか、それ」

「だって、長老はもう百歳過すぎてるし。息子さんもお孫さんもダンジョン探索にご熱心で、古書店を継つぐつもりがないみたいだし」

　長老というのは、トゥサラガ魔導古書店組合で最高齢の組合員のあだ名である。

　ローラが言うとおり、百歳を超こえていた。

　魔術師というのは一般人に比べて若さを保たもてる傾けい向こうにあるが、それでも百を超えると体のあちこちにガタがくる。

　店を畳むというのは寂さびしい話だが、仕方がないのかもしれない。

「それで、二週間後にララスギアの街で組合の競せりがあるでしょ？　そこに長老の店の本、全部出すらしいわよ」

「それは凄すごいですね。最高に盛り上がるじゃないですか」

　長老の店はかなり大きい。蔵書は一万冊以上はあったはず。

　貴重な本も数多く、タクトが密ひそかに狙ねらっている本もあった。

「競りに向けて現金を用意しないといけませんね」

「それなんだけどタクトくん……どうも〝例の本〟が出てくるらしいわよ」

　ローラは低い声で〝例の本〟と、そう呟つぶやいた。

　部外者が聞けば何のことやら分からないだろうが、トゥサラガ魔導古書店組合に加盟している者にとっては、特別な意味を持つ言葉だ。

「噓うそでしょう!?　いや、だって……あんなの噂うわさに過ぎないでしょう。実際、長老自身は、例の本が実在しているなんて一言も──」

「噂に過ぎなかったはずの本が競売に出るの。組合長から聞いたんだから確かよ」

「そうですか……いや、しかし。次の競りは荒あれますね……」

　例の本──それは長老の店にあると噂されてきた、第二種グリモワールのことである。

　無論、店先には並んでおらず、長老や店員に聞いても、そんなものはないと言われてしまう。

　だが、ある程度実力がある魔術師なら、店に入った途と端たん、違和感を覚えるのだ。

　この店には何かがある、と。何か途と方ほうもないものが隠されているのでは、と。

　その真相は長年謎なぞのままで、だからこそ『長老が第二種グリモワールを隠している』という噂が出てきた。

　そして──ここまで秘密にしているのだから、きっと凄いグリモワールに違いない。億単位の値段がするような、危ない本に決まっている──などと話が大きくなっていく。

　そんな〝例の本〟が出てきたら、組合員たちは目の色を変えて競り合うに違いない。

　むしろ、タクト自身が既すでに滾たぎっている。

「その顔。タクトくんも競り合うつもりね。けど、私だって負けないわ。長老が隠していたグリモワール……もう、この肩書きだけでこの辺の魔術師が全員食いつきそうな本ですもの。キリガクレで落札するからね」

「おやおや、自信満々ですねローラさん。けれど、俺も負けませんよ。こっちは女神の面メン子ツがかかっていますから」

「ふふ。仮にクララメラ様ご本人が競りに来たって手加減しないから」

　タクトとローラの間に、火花がバチバチ散った。

　しかし、敵はローラだけではない。トゥサラガ魔導古書店組合に加入している店は十三店。うち一つは長老の店。よって、残る十二店で戦うのだ。

　そのどれもが強敵。勝つためには、今から準備を始めなければ。
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　それにしても、例の本を競り落とすには一体どのくらいの金が必要になるのだろう。

　なにせ誰だれも現物を見ていないのだ。そのくせ期待値だけは高いから、当日のテンションによって実際の価値よりも釣つり上あがってしまうというのも考えられる。

　あまり高いと儲もうけに繫がらないので当然、入札は見送る。しかし、一億イエンくらいは用意しておきたいところだ。そして、店頭価格は二億イエン以上でもいけるかもしれない。長老秘蔵のグリモワールなら、そのくらいの価値があるはず。

「ええっと……こないだのグリモワールの売上が四千万。もともとあるのが一千万。駄目だ、目標の半分じゃ話にならない」

　タクトは帳簿を見ながらボヤく。

「うにゃ？　タクトお金ないのかにゃ？」

　床をモップでゴシゴシ磨みがいていたマオが、心配そうにこちらを見る。

「ああ、うん。マオが心配することじゃないよ。店の経営そのものは順調だから」

「そうかにゃ。けど、困ったときはいつでも言ってほしいにゃ！　マオに出来ることなら何でもするにゃ！」

　マオは自信満々に言って、その小さな胸をドンと叩く。

「次は二階のお掃除にゃー」

　マオはモップとバケツを持って、階段を登っていく。それと入れ違いにして──。

　カラン、カランと、アジールの扉が開かれた。また本を買わないお客さんかな、と思って顔を上げると。そこにはララスギア魔術学園の生徒がいた。

「タクトくーん、久しぶりー」

「セラナさん。お久しぶりです」

　セラナとは行ぎよう商しよう旅りよ団だんの市場以来だから、五日ぶりということになる。

　つまり一週間も経たっていないのだが、なにやら随ずい分ぶんと久しぶりな気がした。

　その前に頻ひん繁ぱんに会いすぎたせいだろう。

　セラナが近くにいるのが、すっかり当たり前になってしまった。

　彼女の来店や、偶ぐう然ぜんの出会いに頼らず、タクトの方から会いに行ってもいいのだが、しかしセラナの住すまいは学園の女子寮だ。

　男であるタクトが遊びに行くのははばかられる。

「それにしてもセラナさん。前に来たときは死にそうになっていたのに、今日は全然へっちゃらな感じですね」

　セラナは、ぜーぜーと肩かたで息をしている。が、逆にいえばそれだけだ。ひっくり返って気絶するような気配はない。

「二回目だからね。あの結界も慣なれたら割と何とかなるわ」

「流石さすがはセラナさん。以前は俺の前で気絶して、年頃の女の子にあるまじき無む防ぼう備びな姿を晒していたのに」

「うぐっ……あれはだって……しょうがないでしょ！　っていうかタクトくん。私が寝てた間にえっちなイタズラしてないでしょうね！」

「しませんよ。そんなに自分の体に自信があるんですか？」

「いや、別に自信とかじゃなくて……むー！」

　セラナはほっぺを膨ふくらませた。割と本当に怒っている顔だ。しかしタクトは、ついついからかってしまう。

「イタズラしてほしかったんですか？」

「そうじゃない！　その毒どく舌ぜつをやめて欲しいの！」

「分かりました。いや、俺も素直な性格ではないので。本当はセラナさんのことを尊そん敬けいしていますし、もの凄く美人だと思っているのですが。つい逆のことを言ってしまうんですよ」

　タクトがそう適当な褒ほめ台詞ぜりふを並べると、セラナはあっという間に笑顔になり、恥はずかしそうに目をそらす。

「え、そんな……急に言われても、私、照てれちゃう……タクトくん、私のことそんなに気に入ってくれていたなんて……」

「冗じよう談だんに決まっているじゃないですか」

「こ、この毒舌ショタが！」

　セラナの目と眉まゆがつり上がる。感情が爆発し、マギカが溢あふれ出だしていた。わずかに風が巻き起こり──スカートが捲めくれ上あがる。

　なんだかんだと言って、セラナは美少女だ。そしてタクトは男だ。視線が釘くぎ付づけになってしまう。テーゲル山で見て以来、久しぶりのパンチラ！

　と、思っていたのだが。

「ふふん！　私は同じ失敗をくり返さないわ。ちゃんとスパッツ穿はいてきたもんねー」

　セラナはタクトの視線に気がついていたようで、捲れたスカートを押さえることもせず、仁に王おう立だちで自じ慢まんげに語った。

　なるほど。確かに黒いスパッツのおかげで下着は見えない。

　だが、それをもって勝利宣言するのは早そう計けいである。

「セラナさん。今まで言わなかったのですが……実は俺。スパッツフェチなんですよ」

「ふぁっ？」

「だから今の光景は、ええ。凄くいいですね。ありがとうございます」












　タクトはそれこそ穴があくのでは、というくらいスパッツを凝ぎよう視ししてやった。するとセラナは「ひゃん！」と可愛らしい悲鳴を上げ、スカートを押さえてスパッツを隠す。

「タ、タクトくん……変態さんだったのっ？」

「冗談に決まっているじゃないですか」

「なんだ……ああ、よかった」

　ふう、と胸を撫なで下おろし、またスパッツを見せてくれる。

　しかし実のところ、タクトは本当にスパッツフェチである。ゆえに隠されては困るのだ。これからもセラナには無防備なスパッツ少女として頑張っていただきたい。

「まあ、せっかく来たんですから、こっちに来て座ってください。今、ハーブティーを淹いれますから」

「わーい」

　セラナは年齢一桁けたの子供のような声を出し、カウンターの中に入ってきた。

　そのとき二階からモップを担かついだ猫耳幼女が「にゃーん」と現われた。

「にゃにゃ？　お客さんにゃ、いらっしゃいませにゃ！」

「あ、はい……えっと……タクトくん。あの子は？」

　セラナはマオを見つめ、パチパチと瞬まばたきをしながら質問を飛ばしてくる。

「ホムンクルスのマオです。店長があれなんで、店の手伝いをしてもらおうと思って。ほら、マオ。自己紹介」

「これは申し遅れましたにゃ！　ホムンクルスのマオですにゃ。よろしくですにゃ」

「ああ、そういえば、前にお手伝いホムンクルスを買ったとか言っていたわね。そっか、マオちゃんね。私はセラナ・ライトランス。こちらこそよろしくね」

　マオとセラナはぎゅぎゅっと握あく手しゆをかわした。

「マオ。君もハーブティー飲むかい？　今日はカモミールだよ」

「もちろん飲むにゃ！」

　猫耳がピコピコと動く。

　それからマオは手を洗うため台所へ走っていった。タクトも茶を淹れるため、そのあとを追う。

「お待たせですにゃー」

　タクトが淹れたハーブティーを、マオが店のカウンターまで運んでくれた。

「ありがとうマオちゃん。お手伝いして偉いわね」

「セラナに撫でられちゃったにゃん」

　マオはにゃんにゃん。セラナはニコニコ。二人はすっかり仲良しだ。

　もともと何も心配していなかったが、ここまで打ち解けるのが早いと感心してしまう。

　流石は天然と天然の組み合わせである。
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　ハーブティーを飲み終えてから、セラナはマオを自分の膝ひざの上に乗せ、頭を撫でたり、ギュッと抱きしめたりとご満まん悦えつだ。

「そう言えばセラナさん。シンシアさんは元気ですか？　友達になったんですよね？」

　タクトは、ふと金髪のお嬢じよう様を思い出した。

　トーナメントの決勝戦でセラナと戦い、マジックウェポンを暴走させてあわや大だい惨さん事じを起こしそうになった少女。それがシンシアだ。

　彼女には色々と反はん省せいすべき点は多い。しかし才能が優すぐれているのは確かなので、これからも頑張って欲しいと思う。

「うん。元気だし、よく遊んでるわよ。そもそも今日は一緒に来るはずだったんだけど……」

「何か急用でも？」

「そうじゃなくて。シンシア、迷子の結界は私よりも楽らく々らく突とつ破ぱしたんだけど、圧力の結界に跳はね返かえされて、街の方に飛んで行っちゃった」

　それは仕方がない。魔力を鍛きたえて出直していただこう。

「ああ、ところでゴメンねタクトくん。私、お金ないから今日は何も買えないの……」

「そんな分かりきったこと言わなくても分かってますから。セラナさん、ひやかし顔ですからね」

「ひやかし顔って何!?　あ、でも私はともかく、シンシアは買うつもり満々だったわよ。あの子お金持ちだから。トーナメントのお詫わびにアジールの売上に貢こう献けんするんだって気合いれてた」

「買う気満々のシンシアさんの代わりに、セラナさんが飛んでいけばよかったですね」

「タクトくん、本当に息を吐くように毒舌言うのね！　だって仕方ないじゃないの。森の結界が強すぎるのよ」

「いや、だって、あの程度も突とつ破ぱできない人に本を売るわけにはいかないので……はぁ、無一文のセラナさんが来店できるのに、お金持ちのシンシアさんが飛ばされるなんて……この世はままならないことばかりです」

「タクトくん、私そろそろ泣いていいかしら!?」

　泣いていいかしら、と言いつつ、セラナはさっきからずっと半べそだ。

　可愛い。

「タクト。セラナを虐いじめちゃ駄目にゃ！」

　マオは耳をピンと立たせ、タクトを叱しかってきた。

　しかし、こんなにも面白いセラナを虐めるなというのは無理な話で、悪いことだと思いつつもやってしまう。

「マオちゃんはいい子ね……私のうちの子にならない？」

　セラナは味方になってくれたマオを撫で撫でしながら、そんなことを言い始めた。

「にゃぁ？　残念にゃけど、マオはアジールのお手伝いさんにゃ。よその子にはなれないにゃー」

「それはそうよね。ごめんごめん、冗談だから」

「にゃ！　けど一度、お泊とまりに行きたいにゃ！」

「ほんとっ!?　わーい、お持ち帰り決定！」

　セラナはマオをむぎゅぎゅと抱きしめる。

「あ、そうだ、タクトくん。今日は私、ただ遊びに来たわけじゃないのよ。ちゃんと用事があって来たんだから」

「そうなんですか？　別に遊ぶだけでもいいですが。何でしょう？」

　まさかあのときのように〝タクトに似合う服を見つけた〟などと言ってメイド服を出してくるのではないだろうな？

　もしそうだったら本気で店から叩き出すぞ──と、タクトが身み構がまえていると。

「あのね、タクトくん知ってる？　もうすぐトゥサラガ王国に、あの『空そら島じま』が来るんだって！」

　セラナは驚くべき情報を口にした。

「あ、タクトくんビックリした顔になってる！　知らなかったんだ、えへへー。職員室で先生たちが噂してるのを聞いたの。凄くない凄くない？」

　空島とは、その名の通り、空に浮かぶ島のことだ。

　しかし、ここがいくらファンタジーな異世界だからといって、普通の島は飛んだりしない。だからこそ珍しい。

　今から何千年も、もしかしたら何万年も前の古代文明が造り上げた謎の技術によって浮遊し続けている、島。

　地上にはない鉱石、宝石。古代文明のマジックアイテム、書物、遺跡、などなど貴重なものが沢たく山さんあるらしい。

　だが、高度五千ケメル──つまり一万メートル──を維い持じし、不規則に漂ただよっているため調査が難しい。

　そもそも生せい存ぞん領りよう域いきに現われること自体が少ないのだ。

　なにせ、この世界の大半は渾こん沌とん領りよう域いきに覆おおわれている。

　空島もほとんどの時間を渾沌領域で過ごし、人の進入を拒こばんでいた。

　逆にいえば、辿たどり着ついてしまえば一いつ攫かく千せん金きんも夢ではない。

　しかし辿り着いても、まだ問題がある。

　空島は魔術師協会の管かん轄かつで、調査には協会の許可が必要。発はつ掘くつしたものは全て協会に報告し、協会が欲しがっている物は協会に売らなければならない。

　とはいえ、それでもリターンは大きい。

　いつも空島は前触れなく生存領域に現われ、皆があれよあれよと言っている間に、また渾沌領域に行ってしまうのだが──。

「協会の魔術師が偶然、渾沌領域で見つけたんだって。こっちに向かってるって先生が言ってたよ！　タクトくん、一緒に探険しに行こうよ！」

　セラナは瞳ひとみを輝かせ、タクトに迫ってくる。

　無理もない。空島が来るとなれば、魔術にたずさわる者なら、どうしても好奇心を刺激されてしまう。よって、彼女の気持ちは痛いほど分かる。

　だが、絶対に駄目だ。危険すぎる。テーゲル山とは訳が違うのだ。

　タクトは小一時間にわたり、初心者魔術師が高度五千ケメルに到達することの難しさを説といた。

　もし途と中ちゆうで力尽きたら地上へと真まっ逆さかさまであり、原形をとどめない無む残ざんな姿をさらすことになる。

　セラナが潰つぶれたトマトに狂信的なあこがれを持っているのならこれ以上無理に止めたりしないが、タクトとしては全くオススメしない。

　そのようなことを語って聞かせると、セラナもようやく納得したらしく、渋しぶ々しぶながら諦あきらめてくれた。

「けど、タクトくんは行くんでしょ？」

「俺は五千ケメルまで上昇するくらい楽勝ですから」

「いいなぁ、私も行きたいなぁ」

「我慢してください。次の機会があれば一緒に行きましょう。そのときになれば、セラナさんもきっと一流魔術師になっていますから」

「うーん……仕方がないわ。今日のところはマオちゃんと仲良くなれたから、よしとしましょう」

「にゃー。私もセラナと友達になれて嬉しいにゃん」

　それから二時間ほど二人は幼い子供のように庭を駆け回って遊び、疲つかれ果はて、木により掛かって昼寝を始めた。

　やがて目を覚ましたセラナは、図々しくも昼ご飯を食べてから学園に帰っていく。

　タクトは野良猫を餌え付づけしている気分になってきた。

　猫はマオのほうだというのに。

「とても愉ゆ快かいな人だったにゃー」

　と、セラナを見送りながら、マオは呟く。

　タクトは、愉快さにかけてはお前も同格だぞ、と思いつつ猫耳を撫でるだけにした。







　それからタクトは、魔術師協会の事務所に行って、空島の噂が本当かどうか確かめることにした。

　事務所の受付のフィオナ嬢は、メガネがとてもよく似合う二十七歳の美人だ。小柄で大人しそうな顔なのに胸が大きい。

　魔術師としては並以下で、アジールに来店することすら出来ないが、人当たりがいい上、事務処理能力に長たけている。

　そして現在、人妻である。

　昨年、フィオナが婚約したと聞いたとき、タクトは悔くやしさのあまりホウキで宇宙空間まで飛び出して、小惑星を三つ粉砕したほどである。

　その小惑星の破片は重力に引かれて落下。大気圏で燃もえ尽つき、それはそれは美しい流星群が地上から観測されたらしい。

　おまけに流星群が降った時間が、ちょうどフィオナの結婚初夜。

　新婚夫婦はさぞロマンチックな思いで初めての夜を過ごしたのだろう。

　ちくしょう、おめでとうございます。

　なお余よ談だんであるが、タクトが宇宙から見たこの星は丸かった。が、青くはなかった。

　五つの生存領域だけが緑色で、残りの渾沌領域は黒いモヤに覆われ、目視することすら叶かなわない。

　そして宇宙空間は、真空で、無重力。宇宙線が吹き荒れる、まっとうな場所だった。

　渾沌領域のように、法則がねじ曲がっていたりしない。

　やはり渾沌領域は、何者かの意思によってああなっているのでは──と考えずにはいられなかった。

「あらタクトちゃん。久しぶりね。こないだの校内トーナメントじゃ大活躍だったらしいじゃない。今日はどうしたの？」

　何かの書類を整理していたフィオナは、タクトを見つけて振り向き、にっこりと笑ってくれた。

　その拍ひよう子しに、ララスギアの街でも屈くつ指しの質量を誇ほこる胸がたゆんたゆんと揺れ動く。

　こんな清純そうな顔をしたフィオナの胸が毎晩旦那に揉もみしだかれているのかと思うと、タクトは血涙を流したくなってきた。

　しかもフィオナの胸は、心なしか以前よりも大きくなっている。幸せで胸一杯か、くそったれ。

「お久しぶりです……実は『空島』が近いうちにトゥサラガ王国に来るという噂を聞いたものですから。その真しん偽ぎを確かめようと思いまして」

「流石はタクトちゃん。耳が早いのね。ええ、そう。多分、明後日あさつてくらいにはトウゥサラガ王国の生存領域に入ってくるわ」

　意外にもフィオナはあっさりと認めた。空島は地上からも肉眼で見えるくらい大きいので、入ってくれば嫌でも分かる。特に秘密にするようなことでもないのだろう。

「では調査の許可をください。無論、発見した物や情報は、全て協会に報告します」

「うーん……」

　フィオナは腕を組み、なにやら唸うなり始めた。その仕し草ぐさで胸が腕に押されて変形する。タクトはそれをガン見しながら「何か問題でも？」と尋たずねた。

「実はね。この一年くらい、空島が何者かに占せん拠きよされて、協会ですら近づけないのよ」

「空島を占拠ですって？　まさか。何者なんですか？」

「だから、何者か、よ」

　フィオナは深しん刻こくそうな顔をして言うが、実際に深刻な話だ。

　空島は魔術師協会の管かん轄かつであり、許可なく進入することは許されない。

　まして占拠となれば、これはもう明確にケンカを売っていると見なされてしまう。

　その『何者か』があまり調子に乗っていると、頭に血を上らせた協会上層部が、空島に被害が出てもいいから皆殺しにしろと決定を下すかもしれない。

　それは魔術師全体にとって不幸なことだ。

「しかしフィオナさん。どうして占拠されてから一年も放置しているんですか？　それも、相手が誰なのかも確認せず。協会の対応とは思えないほど……その、言ってはなんですが杜ず撰さんです」

「返す言葉もないけどタクトちゃん。あなたは自分の技量を基準に考え過ぎよ。空島ってのは普段、渾沌領域を飛んでるのよ。しかも高度五千ケメル。そんなところまで上昇して一戦交まじえることが出来る魔術師なんて、協会にもそうそういないわ。おまけに拠きよ点てんでの戦闘は、防御側が十倍有利だって言うじゃない」

「ああ、なるほど……」

　魔術師協会は精せい鋭えいを多数抱えている。ゆえに渾沌領域で活動可能な者は珍しくない。

　しかし渾沌領域で高度五千ケメルまで上昇するとなれば難度が一気に上がり、その先で拠点制圧を行うとなれば、本当に一握りの魔術師にしか出来ないだろう。

　タクトなら全てを鼻歌交まじりにやってしまうので、指摘されるまで失念していた。

「空島は確かに貴重なところだけど。取り返すとなれば、優秀な人を集めて、部隊を編へん成せいして……ってなると、なかなか難しくて。優秀な人はそのぶん忙しいし。でも今回、生存領域に入ってきたから、多分、協会でも何か動くはずよ」

「それはつまり、空島が戦せん渦かに巻き込まれるということですか？」

「……そうなるわね」

　フィオナは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　力が弱くても、彼女とて魔術師の端はしくれだ。貴重な古代遺跡が破壊されるのが耐たえがたいのだろう。無論、タクトだって同じ思いだ。

「フィオナさん。どうでしょう。魔術師協会の動きに先んじて、俺が空島を『何者か』から取り戻します。そうしたら、空島の被害は最小限に抑えられますよ」

「けど、それは……タクトちゃんが危険よ？　さっきも言ったけど、渾沌領域で高度五千ケメルまで上昇できる人はそうそういない。けど、敵はそれをやった。何人いるのか知らないけれど、その全員が精鋭と見て間違いないわ」

「それなら大丈夫です。だってフィオナさんはこうも言いました。自分の技量を基準に考え過ぎ、と。それはつまり、俺は基準にしてはいけないほど規格外ということです」

「まあ、タクトちゃん、言うじゃない。格好いい。お姉さん、ちょっとキュンってきちゃった。でも、そうね。タクトちゃんなら大丈夫かも。分かった。空島の調査許可を申請しておくわ。明日にでも空島に上がってＯＫよ」

「ＯＫって、これから申請するのに？　許可がおりるとは限らないじゃないですか」

「ああ、それなら大丈夫。だって私の旦那、トゥサラガ王国支部の支部長だもの」

　と、フィオナはのろけ顔で言った。

　タクトの脳のう裏りに、五十代の白髪しらが男が浮かび上がる。

　あのオッサンが毎夜毎夜フィオナのおっぱいを自由に揉みまくっているかと思うと──この世を滅ほろぼしてやりたくなってくる。

「……分かりました。では明日、空島に上がります」

「お願いね。頼りにしてるんだから」

　それから家に帰ったタクトは、号泣しながら枕まくらを殴なぐり続けた。

　クララメラとマオが気味悪そうに見つめてきたが、知ったことではない。





　　　　　＊






　早朝五時。まだ森には朝あさ霧ぎりがたちこめていた。

　白いモヤの中を色とりどりに輝く光こう虫ちゆうが舞い、その明かりで木々が浮かび上がる光景は、なかなかに幻想的だ。

　そんな中、タクトは四日分の食料と着替えを入れたリュックを背負い、飛び立とうとしていた。

　目指す先は空島。

　魔術師協会が本格的に動き出す前に、謎の勢力を倒し、思う存分に調査してやるのだ。

「お店はマオに任まかせるにゃ。タクトは安心して空島を探検してくるにゃ」

　頼もしい猫耳幼女はすでにメイド服に着替え、やる気に満ちた瞳でお見送りしてくれる。その隣には、ネグリジェの上にカーディガンを羽は織おったクララメラが、あくびをしながら立っていた。

「ふぁぁ……まあ私もコーヒーをがぶ飲みすれば、六時間くらいなら起きていられるから。何とかするわ」

　コーヒーをがぶ飲みしても六時間しか起きていられないというのは、かなり問題がある。これが普通の人間だったら何かの病気を疑うたがうべきであり、今すぐ病院に連れて行く。

　しかし彼女は女神様。そういうものなのだ、と思うしかない。

「では留守番お願いします。もし無理そうだったら、店は閉めてもいいですよ。俺の空島調査が成功すれば、莫ばく大だいな利益が出るんですから」

　空島は古代文明の遺跡。

　しかも、まだまだ未調査の区画が多く残っており、比ひ喩ゆや誇こ張ちよう抜ぬきに宝の山なのだ。

　もしかしたら、億単位の収入になるかもしれない。

「じゃ、いってきま──」

　と、タクトが離陸しようとした、そのとき。

　頭上から脳天気な少女の声が聞こえてきた。

「タクトくーん」

　そこには魔術学園の制服を着た銀髪の少女がいた。

　見習いの杖つえにまたがり、森の上空を旋せん回かい。スカートがバタバタと風にあおられ、スパッツがよく見える。タクトにとって、眼がん福ぷくこの上ない。

「セラナさん。そんなところで何をやってるんですか？」

「えっとね。昨日、フィオナさんのとこに遊びに行ったら、タクトくんが空島に行くって聞いて。それでお願いがあって来たんだけど……出発前でよかったぁ」

　そう言いながら、セラナはぐるぐる飛んで、黒いスパッツに覆われた太ふと股ももを見せてくれた。

　これは出発前に気合が入る。その礼として、話くらいは聞いてやろう。

「ところでタクトくん。森の結界、強すぎない？　さっき、普通に入り口から入ろうとしたら迷子になって街に戻っちゃったんだけど」

「ああ。開店していないときはそうなんですよ。ちょっと待ってください。今、弱めますから」

「ええ、でも空からだといける気がするわ。だってタクトくんが見えるし！」

「そりゃ障害物がないから、迷子の結界も張りようがないですし。そのかわり、空は圧力の結界が一層強くなってるんです。セラナさん、跳はね返かえされますよ」

「本当？　ちょっと試ためしてみる！」

　そしてセラナは、てやぁっ、と気合いのかけ声と共に、杖を真下に向け、垂直に落下。

「きゃああああああああああっ！」

　ものすごい勢いで突っ込んで、ものすごい勢いで吹っ飛ばされていった。

　圧力の結界とは、進入しようとするものを跳ね返す結界である。

　それを突とつ破ぱするには、圧力に屈くつしない魔力が必要なのだ。

　今のセラナには──というよりタクトと女神以外は、閉店時の結界に対抗できない。

　そんなところに垂直に突っ込めば、当然の帰結として、トランポリンのように飛ばされる。

　びよーん、とセラナは天高く舞い、また垂直に落ちてきて、結界に接触。

　びよーん、びよーん。止まらない。

「た、タクトくーん、助けてー、目が回るー」

　セラナは錐きり揉もみ回転をしながら、ずっと同じ軌き道どうで森の上で飛んだり落ちたりを繰くり返かえしていた。見ているだけでこっちが酔いそうだ。

　こんなに悲ひ惨さんな目にあっている少女を見たのは、転生してから初めてである。

「やっぱり愉快な人にゃん」

　マオはなにやら感心し、腕を組んで唸っていた。

　クララメラも頰ほおに手を当て、あらあら、と微笑んで見守っている。

　しかし、いつまでも見守っていては、セラナがシェイクされ本当に死ぬかもしれない。

　錐揉み回かい転てんスパッツを十分堪たん能のうしたタクトは、結界強度を引き下げ、セラナが自分の目の前に落ちてくるように調整する。

「んひゃあああああ！」

　そして、落ちてきたセラナを両腕でキャッチ。

　銀色の美しい髪がふわりと舞い、タクトの鼻先をかすめる。

　何が起きたのか分かっていないセラナは、きょとんとした顔でタクトを見上げていた。

「はい、お疲れ様。セラナさん。トランポリンは楽しかったですか？」

「な、何がなんだか分からなかったわ……！」

　それもそうか、なんて思いつつ、タクトはセラナを地面に下ろす。

　セラナは自分の力で立ち上がりはしたものの、ふらふらしたままだ。三さん半はん規き管かんがストライキ中らしい。

「セラナ。髪の毛ボサボサにゃ」

「駄目じゃないのセラナちゃん。年頃の女の子が、そんな姿で男の子の前に出ちゃ」

　クララメラはセラナの銀髪に触ふれ、手て櫛ぐしで乱れを直す。

　すると、あっという間に美少女セラナの復活だ。

「あ、ありがとうございます、クララメラ様」

「ふふ、いいのよ。そのかわり、アジールの常連になってね。若い女の子が来るなんて皆かい無むに近いから。セラナちゃんが来てくれると、私とても嬉しいの」

　そう言ってクララメラはセラナを撫でる。

　母親か、姉か、そんな気分に浸ひたっているのだろう。

　基本的にクララメラは人恋しい性格だ。だから、セラナのような少女と仲良くなれるのは、彼女にとって本当に嬉しいことなのだ。

「常連になります！　次に本を買えるのはいつになるか分かりませんけど！」

「大丈夫よ、タクトがあなたを一人前にしてくれるから。ね？」

　なぜかクララメラは、タクトにウインクしてみせた。

　まあ、タクトもセラナを鍛きたえてやるつもりではいる。

　彼女が一人前になって金を稼かせげるようになれば店の売り上げに繫つながるし、それを抜きにしても放っておけない少女だ。

　それにタクトはセラナに個人的な好意も持っている。

　というか、おっぱいが大きい美少女に対して非友好的になるのは不可能である。

「それでセラナさん。今日はどういったご用件で？　俺は今すぐ空島に行くつもりなのですが」

「うん、それよ。この前タクトくんの説明で、私が空島まで飛んでいくのは無理だって分かったから……タクトくんの背中に乗っていこうと思って！」

　セラナはぐっと拳こぶしを握りしめ、気迫に満ちた顔で言う。

　そんな自信満々に他力本願を口にするとは、セラナのタクト依い存ぞんもなかなかに極きわまってきたようだ。

「そりゃセラナさん。俺の背中に乗れば空島まで行けますが、しかし危険なことに変わりはないでしょう。高度五千ケメルですよ。酸さん素そは薄いし、寒いし。第一、今の空島はまだ渾沌領域にいますからね。どうするつもりなんですか？」

「頑張れば何とかなる！」

　セラナは不ふ敵てきな笑みを浮かべて言い放つ。

「なりませんって。それにフィオナさんから聞いてないんですか？　今の空島、よく分からない人たちに占せん拠きよされてるらしいですよ」

「そうなの!?」

　その話は教えてもらえなかったらしい。

　協会としてもなるべく秘密にしておきたいのだろう。

「そんなわけで。今の空島はいつも以上に危険ですから……」

「そっかぁ……」

　セラナはがっくりと肩を落とし、悲しげな声を漏もらす。

　魔術師の端くれとして空島に行ってみたいというのは痛いほど分かるが、今回は我慢してもらおう。と、タクトは思ったのだが、しかし、すぐに思い直す。

　──別に問題ないのではないか？

　危険というのは、その辺の魔術師にとっての話だ。

　女神すら軽く凌りよう駕がするタクトにとって、この世界に危険などあるはずもない。

　セラナ一人をつれていったところで、そう問題はないだろう。

　むしろ何日も調査することになるはずだから、いい話し相手になる。

　それに別の見方をすれば、危険を顧かえりみずに未知に挑戦する気き概がいは素晴らしい。とても魔術師らしいといえる。他力本願だとしても、色々な場所に行って見けん聞ぶんを広めるのは、いい経験になるだろう。

　近頃セラナ自身も強くなってきたし、ここは更なる成長を促うながすためにも空島に連れて行ってしまおうか。

　そもそもよく考えてみれば、トーナメントのときのように、セラナのアミュレットにタクトの魔力を流し込めば、何が起きても心配ない。

　それに、だ。

「タクトくん、難しそうな顔してる……まあ、ダメ元で来たんだし。今日は諦めてタクトくんをお見送り……」

「いえ、一緒に行きましょう。俺がその杖を飛ばします」

「え、いいの!?」

　突然の快かい諾だくに、セラナは心しん底そこ意外そうに目を丸くする。

　しかし、これは必然なのだ。

　なにせセラナを背中に乗せて飛べば、おっぱいを押しつけてもらえる！

　これが何よりも重要。

「セラナさんがこのリュックを背せ負おってください。それで杖の後ろに……ああ、その前に、あの剣を持ってきたほうがいいですね」

　タクトはセラナにリュックを渡してから、自室に剣を取りに行く。

　かつてタクトがダンジョンで拾った名もなき名剣。それにサンダードラゴンの骨こつ粉ぷんから作ったダイヤモンドを組み合わせた、手製の魔法剣。

　セラナは校内トーナメントでそれを使用し、魔王の攻撃を見事にしのいだ。

　もともとセラナのために作った魔法剣なのだから、そのまま持たせてやるつもりだった。しかし、珍しくセラナに強く反発され、いまだアジールで預あずかっている。

　なんでも「流石にこれを無料でもらうのは、申し訳なさ過ぎて死ぬ」らしい。

　だが、この剣とセラナの組み合わせは強力だ。

　白兵戦に限っていえば、魔術学園の教師にすら匹ひつ敵てきするだろう。いや、下手をしたら上回るかもしれない。

「お待たせしました。剣はリュックに差して……これで準備ＯＫです。さあ、俺の後ろにまたがってください」

「分かったわ」

　セラナは杖にまたがり、タクトの腰に手を回して、ギュッと抱きしめる。

　するとおっぱいがギュッと背中に押しつけられてきた。

「にゃあ？　タクト、どうしてニヤニヤしてるのにゃ？」

「……空島が楽しみで、つい笑ってしまったのさ」

　タクトはニヒルな笑みで誤ご魔ま化かす。

「はにゃぁ、そんなに楽しいところなら、マオも行きたいにゃ！」

　などと言って、猫耳ホムンクルスがタクトとセラナの間に割り込もうと腕を伸ばしてくる。が、その首根っこをクララメラが摑つかみ、ひょいと持ち上げてしまう。

「だめよマオ。二人の邪魔しちゃ。それに、私とマオは店番する約束でしょ」

「そうだったにゃ！　マオが店番すれば売上倍増間違いなしにゃ！」

　マオは腕を猫耳をピコピコさせ、古書店のエースだと自称し始めた。

　確かにマオのおかげで客足は伸びている。

　だが、誰もがマオとおしゃべりし頭を撫でただけで満足して帰ってしまうから、売上に繫がっていない。むしろ常連客はハーブティーをがぶ飲みするので、マイナスとすら言える。

　なんとかしなければ。

　今度マオに「買ってくれないと泣いちゃうにゃぁ」という芸を仕込んでみよう。

　おそらく客の財さい布ふのヒモが緩ゆるくなるはずだ。

「じゃあ、店をよろしく。数日中には戻るので。あ、セラナさん。もっとしっかり摑まってください」

「うん！」

　セラナは素直に腕に力を込めた。胸が力一杯押しつけられる。

　ただ一言。凄い。

　この世の真理を垣かい間ま見みたような気分だ。

　そうやってタクトが楽しんでいると──。

「セラナちゃん。空島でタクトに変なことされたら私に相談してね。ちゃんとシメておくから」

　クララメラが笑顔のまま、そんなことを口走った。

　まずい。

　ぐーたらでも女神は女神。タクトのよこしまな思いを見抜いている。

「変なことって何ですか？」

　セラナは意味がよく分かっていないらしく、クララメラを見ながら首をかしげる。

「そ、そうですよ……へんなことなんて、するわけないでしょう……！」

　タクトも何とか惚とぼけようと、うわずった声で弁べん解かいを始める。

　が、クララメラの笑顔が怖い。

「ふふ。タクト。帰ってきたら久しぶりにお説教ね。ま、とりあえず行ってらっしゃい」

　タクトは全身から血の気が引いていくのを感じた。

　母親にエロ本を見つけられた中学生のような気分である。

　早くこの場を逃げなければ──ということで、思いっきり地を蹴り、杖を離陸させた。

　そして、あっという間に音速突破し、生存領域の外へと飛び出した。
















　樹の特異点ネムス・テラから噴ふん出しゆつするマナを女神が制御することにより、押し寄せる渾こん沌とんを排はい除じよし、秩ちつ序じよを構成する。

　この世界の人類はそのシステムによって生き長らえており、女神が生み出す秩序ある場所のことを、生せい存ぞん領りよう域いきと呼んでいる。

　生存領域とはリンゴを投げれば下に落ちてくる世界だ。太陽と月が交こう互ごに昇のぼる世界だ。

　では逆に、渾こん沌とん領りよう域いきとはどのような場所かといえば、それはただ一言。無秩序というより他にない。

「タ、タタタ、タクトくん！　さっきまで下が草原だったのに、急に岩だらけになっちゃったんだけど!?」

　タクトの後ろにいるセラナは、初めて目まの当あたりにする渾沌領域の姿に悲鳴を上げていた。なにせ生存領域にいたときは、地平線の向こうまで続く青々とした草原が広がっていたのだ。

　それが、あるラインを越えた途と端たん、景色が一変してしまう。

　振り返っても、さっきまでいたトゥサラガ王国は見えない。

　信じがたい現象だが、これはまだ序じよの口くちだ。

　ザザッとノイズが聞こえ、視界がぐにゃりと歪ゆがみ──岩肌だった眼下が、今度は氷に覆われた。それに驚く暇ひまもなく、昼だった空が夜に変わり、雲一つない満天の星空から、激しい雷が落ちてくる。

「どわぁぁっ、あっ、ああああッ！　昼が夜に！　と思ったらまた昼に！　うわわ急に目の前に火山が！　マグマが飛んでくるゥゥゥゥ！　タクトくん避よけてえええええひゃああああああお母さぁぁぁぁぁんっ！」

「大丈夫ですよ。俺の結界は雷の直撃を受けようが、火山口に突っ込もうが、ビクともしません」

　タクトは宥なだめるように語る。が、やはり目まぐるしく変化する渾沌領域は恐ろしいだろう。実のところタクトとて、切り抜ける絶対的自信があっても、なかなか落ち着けないのだ。

　こんなところに進入すれば、普通の人間は一瞬で消え去る。

　魔術師であっても、超一流の者が短時間滞たい在ざいするのがやっとだ。

「空そら島じまは……あれか」

　赤い空に黒い満月という退たい廃はい的てきな色彩になった景色の奥に、タクトは漂ただよう物体を発見した。

　ゴツゴツとした岩の塊かたまり。

　遠い上に、周りに対比させる物がないので正確なところは分からないが、かなりの大きさだ。少なくとも、ララスギアの街よりは巨大なはず。

　流石さすがの渾沌領域でも、そんな物体が風船のように漂っているのは珍しいといえる。

「セラナさん。あれが空島です。加速して突っ込みますから、しっかり摑つかまって。あと舌したをかまないように」

「わ、分かった！」

　もともと押しつけられていたセラナの胸が、更さらにギュッと密着する。

　が、渾沌領域でその感触にうつつを抜かすつもりにはなれなかった。

　油断すれば何が起きるか分からないのだ。全身全霊で防御結界を張はり巡めぐらせ、空島に向けて一気に突き進む。そして空島の上に回り込んで、着陸しようとした。

　しかし、タクトは意外なものをそこに見た。

「結界が張ってある……？」

　目指すべき空島の地面は見えず、代わりに、空島をドーム状に包む白い壁が広がっていた。かなりの強度だと一目で分かる。そもそも、渾沌領域の中で維い持じされている時点で、生なま半はん可かな代しろ物ものではない。

　それでもタクトは、自分ならこの結界を破壊することなく〝すり抜ける〟ことが可能だと確信していた。

「突っ込みます」

「えぇ!?　だって壁かべが！」

「怖いなら目をつむっていてください」

「ちょ、ストップストォォォップ！」

　セラナが絶叫しているが、タクトは聞く耳持たず白い壁に突撃。

　タクトの結界と、空島の結界が接触する。

　瞬時に結界の構成術式を読み取り、干かん渉しよう。分解。

　案の定、強きよう固こ極きわまるものだったが、タクトは造ぞう作さもなくすり抜けた。

　しかし、ふと違和感を覚える。

　空島の結界が、クララメラたち女神が行うマナの制御に、とてもよく似ていたのだ。

　そして白い壁を越えた先には……なだらかな丘と、小川。蝶ちようが飛び交うタンポポの花畑があった。

「なんと！」

　タクトは驚きつつも減速し、タンポポ畑の上に杖を下ろす。

　ふと見上げれば、白い雲と青空。何の変へん哲てつもない、当たり前の空があった。

　渾沌領域のまっただ中だというのに、まるで生存領域のような穏おだやかさである。

「タクトくん。これが空島……？　なんか、凄い普通なんだけど……」

「はい。俺も驚いています。普通だというのが普通じゃないですね。念のため、俺の手を握にぎっていてください。防御結界を張り続けます」

「う、うん！」

　セラナはドキッとしたような顔になってから、必要以上に力を込めてタクトの手を握ってきた。まさか、異性と手をつなぐという行為に緊張しているのだろうか。

　十七歳のくせに。しかもこちらは三歳も年下なのに。

　まあ、セラナらしいと言えばそれまでだが。

「しかし……結界なんて張る必要がないほど穏やかというか、のんびりしているというか……」

「お弁当持ってきてピクニックしたいくらいね」

　セラナがそんなことを言い出すが、吞のん気きだと責せめられない。

　なにせタクトも似たようなことを考えていたのだ。

　空島の上には──少なくともこの周辺には、秩序が構成されている。

　渾沌を押しのけ、生物が生存できるようになっている。

　誰かが女神の真ま似ね事ごとをしているのか。あるいは、自動的にそうなる機構があるのか。いずれにしても、驚異的な技である。

　タクトは今まで、空島が渾沌領域の中でも秩序を保たもっていられるという話を聞いたことがなかった。もっとも空島についてそれほど詳くわしく調べたわけではないので、たんに勉強不足だったのかもしれない。

　もしくは、一年前から空島を占せん拠きよしている連中の仕し業わざとも考えられる。

「とりあえず、歩いて色々調べますか。何から調べていいのかも分かりませんが」

「そうね……にしても綺き麗れい。夢の中にいるみたい」

　そう呟いたセラナの頭の上に、モンシロチョウがとまった。
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　渾沌領域を漂う、空飛ぶ島。

　そんな得え体たいの知れない場所なら、危険が待ち受けているに違いない。まして、一年前から正体不明の勢力に占拠されているらしい。

　絶対に油断してはならない──と、タクトは身構えていたのだが。

　いざ来てみれば、ご覧の通りのんびりしており、風ふう光こう明めい媚びとすらいえる。

　タクトとセラナは、タンポポが咲き誇る花畑の中を歩き、やがて小川を見つけた。

　タクトでも跨またいで渡れるくらいの、本当に小さな川で、覗のぞき込こめばメダカが群むれをなして泳いでいた。

「メダカかぁ……こんなに小さい魚だと、どうやっても食べられないわね」

「セラナさん。頭の中、食べることしかないんですか？」

「ち、違うわよ！　ただ最近、魚料理を食べてないなぁと思って……」

　結局、食べ物のことを考えていたのではないか。そうタクトがツッコもうとしたとき。

　近くにある丘の向こうから、魔術発動の気配がした。

「セラナさん、ちょっと失礼」

「へ？」

　タクトはセラナの返事を待たず、その体を抱だきしめ、自分たちの周囲に強固な防御結界を展開した。

　次の瞬間、丘の向こうから、直径五メートルほどの岩がタクトたちを狙ねらい、猛もう禽きん類るいを思わせる速度で落下してきた。

　タクトの防御結界はそれに悠ゆう々ゆうと耐たえ、むしろ岩の方が空中で砕くだけ散ちってしまった。

　ゴロゴロと岩の破は片へんがタンポポの上に落ちてくる。そんな光景を見ながら、セラナはうろたえた声を上げる。

「な、なになに!?　どうして岩がっ？　岩って空飛ぶものだっけ!?」

「まあ、渾沌領域では珍しくない話ですが、ここは秩序がありますから……魔術を使った攻撃ですよ。ほら、また来た」

　先程より強力な魔力が放たれる。

　それと同時に、大だい蛇じやが現われた。

　まず丘の向こうから、頭だけが見えた。それでもタクトとセラナが首を上に向けないと視界に収められないほど高い。四階建ての建物と同じくらいだろうか。

　それが丘の上へと登ってとぐろを巻く。

　口から細長い舌をチロチロと出し、大きな瞳ひとみでこちらを見下ろしてきた。

　その大蛇は大きさ以外にも、普通のヘビと違うところがあった。

　それは色。白でも緑でも赤でも茶でもなく、無色。透明。

　光の反射と屈くつ折せつ率りつの変化によってそこにいると分かるが、しかしその体は透すけていた。

「水のヘビか……」

　タクトは感心して呟く。

　これだけの大きさのヘビを作るとなれば、何トンの水が必要になるのだろう。その水を召喚したか空気中から取り出すかして、更にヘビの形にして自在に操あやつる。なかなかに高等な技術だ。

　どうやら結構な腕前の魔術師が、丘の向こうに隠れているらしい。

　ただ腕前が凄くても、この水の大蛇が戦闘に役立つかといえば、はなはだ疑問が残る。

　なぜ、わざわざヘビの形にしたのか？　この大量の水を直接相手にぶつけた方が強力なのでは？

　そもそも水という属性自体が戦闘向きではないのだ。

　これほどの技量を持つ魔術師が、そのことを知らないわけはないのだが、その辺りの事情は、あとでゆっくり尋じん問もんすることにしようとタクトは考える。

　まずは大蛇を消し飛ばすべきだ。

　タクトは防御結界を黒色に染め上げて、外部から入る光を減少させる。これはサングラスのようなものだ。

　それから結界の外に直径一メートルほどの火球を形成し、間かん髪はつ容いれずに大蛇へと発射した。まるで太陽そのもののような閃光を放ちながら、火球は目標へ着弾。

　爆発が巻き起こる。

　丘が半分ほど消し飛び、それから周囲のタンポポが燃え上がり、衝撃波が広がって地面が抉えぐれ、遠くの方でも花や草がちぎれ飛ぶ。

　無論のこと、大蛇は跡あと形かたもない。

　その体を構成していた水は全て瞬時に蒸発していた。

　さて。相手は別の魔術を使って攻撃してくるのだろうか。あるいは──。

「こ、降こう伏ふくじゃぁ……」

　タクトが油断なく周囲を警戒していると、丘の向こうからそんな弱々しい声が聞こえてきた。そして白しろ旗はたが見え、それを振り回す男女が二人現われる。

　歳としはどちらも十六歳前後に見える。

　兄妹きようだいか何かだろうか。うり二つの顔立ちで、文句なしの美形といえる。

　どちらも黄おう金ごん色いろの髪をしており、片方は背中の中程まで伸ばしたストレートヘア。もう片方は耳の上で結んだツインテールである。

　顔だけなら二人とも美女にしか見えないが、それでも片方が男だと分かったのは、体格が違うからだ。

　一人は太すぎず細すぎず、理想的ともいえる筋肉。

　それに対してもう一人は、女性らしい丸みを帯おびた体つき。

　よって、顔がソックリでも、性別を見分けるのは簡単だった。

　そんな彼らの服装はアジア的──というかアイヌ民族の衣装に近く、元は日本人であるタクトにとって、どことなく懐なつかしさを覚えるものだった。

　そして特筆すべきは、彼女らの耳。ピンと尖とがり、上を向いたその形は間違いない。

　エルフ族だ。

　このファンタジー的世界においても、エルフ族は珍しい。

　タクトも実際に見るのは初めてだった。

　エルフ族は人間によく似ているが人間とは微び妙みように違う。住んでいる場所が深い森の奥なので、人間から接触することはほとんどない。そしてエルフ族のほうも人間を避さけている節ふしがあり、互いの交流はないに等しい。

　つまり、なんだかよく分からない存在。

　それがこの世界の人間からみたエルフ族のイメージだ。

　そのエルフ族がどうして空島にいるのだろう。

　タクトとセラナを攻撃してきた理由も分からない。

　そんな疑問を浮かべつつタクトとセラナがエルフ二人を見つめていると、彼らは突とつ如じよとして〝土ど下げ座ざ〟を始めた。

　謎なぞの展開に何事かといぶかしんでいると、エルフは大声で訴うつたえる。

「ワシらが何でもする！　じゃから頼む！　この空島を荒あらさんでくれ人間よ！」

　男のエルフがペコペコと頭を下げながら、必死な声で訴えてきた。

　それから女のほうが、

「このオラが〝どれーはーれむ〟とかいうのになってやってもいいぞ。人間はどれーはーれむが好きなのだろ。美人なオラが、どれーはーれむに入ってやると言うのだ。だから、このまま空島から引き返してくれー」

　などと意味不明なことを言い始める。

　はて。どれーはーれむとは一体何であろうか……？

「セラナさん。この二人はどうして土下座しているのでしょう？」

「え、私に聞かれても……分かるわけないじゃない」

「そうですか。セラナさんなら土下座する人の気持ちがよく分かるかと思ったのですが……」

「ちょ、ちょっと待って!?　どうしてそう思うわけ！」

「だってセラナさん。しょっちゅう土下座してるじゃないですか」

「してないわよ！　そのイメージどこから来たの!?　ビックリしたんだけど！」

　セラナは大声で怒ど鳴なり、大げさにのけぞってみせた。

　どこから来たイメージと言われても、それはもちろん──とタクトは考えてから、愕がく然ぜんとした。

　セラナはまだ一度もタクトの前で土下座したことがなかった。

　そんな馬鹿なと記憶をたどっても、ない。

　ポンコツの極きわみのような少女であるがゆえ、土下座が日常茶飯事になっていると思っていたのに。それはタクトが勝手に貼はったレッテルだったのだ。

「……今回ばかりはセラナさんが正しいようです。たしかにセラナさんはまだ土下座していませんでした。謝ります」

「……いまいち釈しやく然ぜんとしないけど、まぁいいわ。それで……この人たちどうするの？」

　セラナは土下座するエルフ二人に向き直る。

　彼らは額ひたいを地面にこすりつけ、金色の髪を絹きぬのように広げている。

　丘の裏から攻撃してきたのは、まず間違いなくこの二人だ。

　よって普通に考えれば敵なのだが、しかし白旗をあげた上に、ご覧らんの通り全力の土下座である。

　エルフと空島という組み合わせからして奇妙だ。

　まずは事情を聞くべきだろう。

「えっと、エルフさんたち。その〝どれーはーれむ〟が何なのかはよく分からないけど、とりあえず頭を上げてください。どうして俺たちに攻撃してきたのか、説明してくれませんか」

　タクトがそう言うと、エルフの男女は上半身を起こし、互たがいに顔を見合わせる。

「これはどうしたことじゃ、妹よ。こやつ人間のくせに、どれーはーれむを知らぬと言っているぞ」

「不思議だ不思議だ。もしかすると、かなりの田舎いなかから来たのかもしれないぞ兄あに者じや。文化が遅れているから一般常識がないのだ」

　エルフたちは失礼なことを言い出す。

　タクトとセラナがいぶかしげな顔をしていると、エルフの二人はどれーはーれむについて解説してくれた。

　いわく──。

　どれーはーれむとは全ての人間にとっての悲願であるらしい。

　人間は生まれたその瞬間から自分だけのどれーはーれむの完成を夢見て行動し、好みの異性を探し、戦い、屈くつ服ぷくさせてどれーにしていく。

　しかし多くの者は夢半ばで敗やぶれ、他の人間のどれーはーれむに組み込まれてしまう。

　人間は日々、己おのれの刃やいばを磨みがき、強さを追い求め、どれーはーれむを肥ひ大だい化かさせ、一つの生存領域を覆い尽くすまでに成長し──やがてそれは『国家』と呼ばれるようになった。

「と、エルフの村では言い伝えられておる！」

「その伝承。最初から最後まで間違ってるわよ」

　したり顔で語ったエルフに対し、セラナは容よう赦しやない一言を浴あびせた。

　するとエルフ二人は飛び上がって驚き、その尖った耳をギュンッと垂直に伸ばす。

「そんな馬鹿な！　エルフの伝承が間違っているとでもいうのか!?」

「オラたちはずっとそう言い聞かされてきたのだ。人間に捕つかまると性どれーにされてしまうから森から出てはいけないと！」

「そうじゃ、そうじゃ。人間は凶暴で変態だと昔から相場が決まっておる。お主らだって、大人しそうな顔をしていても、頭の中でワシらをどういたぶってやろうかと考えておるのじゃろう！」

「ああ、兄者。オラたちはもう終わりなのか……」

「泣くな妹よ。きっと仲間たちが仇かたきをとってくれるからな！」

　などと言いながらエルフの兄妹は抱き合って、シクシク泣き始めた。

　先に攻撃を仕掛けてきたのはエルフのほうなのに、どうしてこっちが凶暴な変態扱いされなければいけないのか。風ふう評ひよう被ひ害がいも甚はなはだしい。

　腹が立つので、このまま放置して行こうか──という考えが一瞬タクトの脳裏をよぎった。

　しかしこの二人は、空島で何が起きているのかを知るための重要な手がかりだった。何とかして会話を成立させる必要がある。

　難なん儀ぎだが、頑張らなければ。
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　タクトとセラナは一生懸命、エルフの兄妹に訴えた。

　まず、人間の社会に奴ど隷れいハーレムなどという文化はないということ。

　もしかしたら、どこかでひっそりと行なわれているのかもしれないが、少なくともタクトとセラナは知らない。一般的ではないのだ。

　よって人間に出会うことが即、性奴隷にされることには繫がらない。

　大半の人間はおおむね善良であり、タクトとセラナもエルフに危害を加えるつもりはまるでない。むしろ先制攻撃をしてきたのはそちらなのだから、それについての説明を求める──。

　という話を十数分にわたって語り、エルフの兄妹はようやく警戒心を緩めてくれた。

「本当だな？　本当にオラを性どれーにするつもりはないのだな？」

「もし妹に手を出してみろ。ワシの攻撃呪じゆ文もんが火を噴ふくぞ！」

「ええ、誓ちかって。性どれーにも、どれーはーれむにも、興味などありません」

　タクトがそう断言してやると、エルフ二人は顔を見合わせて頷うなずき合う。

「よし。ひとまずは信用してやろう。では自己紹介じゃ。ご覧の通り、ワシはエルフ。生まれはミュレンガ村。名はソルーガ。天才魔術師じゃ」

「同じくミュレンガ村からきたソニャーナだ。兄者と同じく天才魔術師！」

　エルフの兄妹は胸を張り、自分たちを天才魔術師だと名乗った。

　その自信はどこからくるのだろうか。

　とりあえず、兄のソルーガの一人称がワシで、妹のソニャーナの一人称がオラだと覚えておけば、聞き分けやすい。

「さっきタクトくんにボロ負けしたのに天才魔術師なの？」

　とセラナが首を捻ると、エルフ二人は「ぐぬっ」と唸る。

「あ、あれは何かの間違いだ！」

「そうじゃ！　急に攻撃されたから驚いてしまったのじゃ！」

　ソルーガとソニャーナは必死に弁べん明めいする。

「急に攻撃してきたのはそっちなんだけどなぁ」

「そ、そんなことはどうでもいいじゃろ！　それよりも、そちらも名乗るがよい！」

　通りがかりの人間に奇襲を加えておきながら、そんなことはどうでもいいと言ってのける図太さはある意味、尊敬に値あたいする。

　だが、その辺をツッコミ始めると一向に話が進まなくなりそうなので、さっさと自己紹介を終わらせてしまおう。

「俺はタクト・スメラギ・ラグナセカ。魔導古書店アジールの店員です」

「私はセラナ・ライトランス。ララスギア魔術学園の生徒よ」

「ふむ……タクトにセラナか……お主らは人間にしてはいい奴そうじゃから、こちらも腹を割って話すぞ。ワシらが攻撃したのは、不法侵入者を排はい除じよするためじゃ。つまり正統な権利」

「その通り。この空島はもともとオラたちエルフのものだ。今までは人間が入り込むのも大目に見てきたが、少しばかり事情が変わった。一年前から立ち入り禁止にしてある。だからこのまま、お前たち二人は帰ってくれ」

　ソルーガとソニャーナは当たり前のような顔で、そんな衝撃的なことを言い放つ。

　──空島は、もともとエルフのもの？

「タクトくん、タクトくん。知ってた？」

「まさか。本は沢山読みましたけど、初耳ですよ」

　確かに人間は空島について何も知らない。

　誰が作ったのか。いつ作られたのか。どうして浮いていられるのか。

　しかし突然「エルフのもの」と宣言されても、「はい、そうですか」というわけにはいかない。

「なんじゃ、アホみたいな顔をして。この空島はワシらのご先祖様が作ったのじゃぞ。それが何千年前のことなのかはハッキリしないが……とにかくエルフのものなのじゃ。そう言い伝えられてきたのじゃ」

「その証拠に、ほれ。渾沌領域にいながらも、空島は快適そのものだろう。これはオラたちが空島に眠っていた〝装置〟を起動させたからだ。お前たち人間は、空島にこんな機能があったと知っていたか？　オラたちは知っていたぞ」

　エルフの二人は、澄すまし顔で自信たっぷりに語る。

　なるほど。渾沌領域の空であるにもかかわらず秩序が存在しているのは、その装置とやらのお陰らしい。

　そうなってくると、空島を作ったのはエルフだという話にも、信しん憑ぴよう性せいが出てくる。

　少なくとも無根拠に主張しているのではなさそうだ。

「けど、だからっていきなり攻撃してくることないじゃないの。今はタクトくんがいたから平気だったけど……私たちの前にも魔術師協会の人が来たでしょ。まさか、こ、殺したりしてないでしょうね!?」

　セラナがそう尋ねると、

「馬鹿を言え。エルフがそんな野や蛮ばんなことをするはずがないじゃろ。ちょっと驚かして追い返しただけじゃ。怪け我がもさせとらん。実際、さっきだって手加減しまくっていたのじゃ」

「兄者の言うとおり。オラたちが本気だったら、お前たちなど今頃消けし炭ずみになっていたのだぞ！」

　ソルーガとソニャーナは、これまた自信たっぷりに語る。

　しかし事実、先程の攻撃は本気ではなったのだろう。

　もし、こちらを害するつもりなら、水系の攻撃ではなく、炎や雷などを使ったはずだ。

　そうしなかったということは、相手を可能な限り無傷で帰してやろうという思いやりがあるからだ。

　よって話し合いの余よ地ちもある。

　まず、エルフが空島に立てこもっている事情を知るところから始めよう。

　相手の事情が分からなければ、まとまる話もまとまらない。

「今まで空島を放置してきたのに、どうして一年前から立ち入り禁止にしたんだ？　さっき事情が変わったと言っていたけど、もし良かったら教えてくれないか。俺たちも力になれるかもしれない」

「ふーむ……まあ、お主らにバラしても害はなさそうじゃな。特別に教えてやろう。空島に眠る、エルフの聖典を発はつ掘くつするのじゃ。そのためにワシらは一年前からここにいる。もし本当に手伝ってくれると言うのであれば、隊長のところに連れて行くぞ。隊長の信頼を勝ち取れるかどうかは知らぬがな！」

「なにせ手加減していたとはいえ、オラと兄者を退しりぞけたのだから、技量は確かだろう。オラは歓迎するぞ」

　どうやら責任者のところまで案内してくれるようだ。

　ありがたいことだが、こうも簡単に相手を信用してしまっていいのだろうか。

　やはり「人間に出会うと〝どれーはーれむ〟に加えられてしまう！」と警戒しているくらいが丁度いいのかもしれない。
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　今でこそ空島は花が咲き誇る色いろ鮮あざやかな場所になっているが、それはエルフたちが占拠してからのこと。つまり一年前からだとエルフの兄妹は語る。

　それ以前は渾沌領域に飲み込まれ、落雷が吹き荒れたり、熔よう岩がんの雨が降っていた。そんな恐るべき世界を、こんな楽園のように変えてしまうのだから、古代エルフの技術も侮あなどれない。

　ソルーガとソニャーナいわく、今、空島に来ているエルフは十人であるという。

　そして、ソルーガとソニャーナが生まれたミュレンガ村は、タクトたちのトゥサラガ王国ではなく、隣となりのそのまた隣のデルニア王国にある森の奥深くにある村らしい。

　その上空を空島が通過したときに飛び乗って、そこから一年かけて漂い、トゥサラガ王国の近くまで来たというわけだ。

　では、彼らが空島から手に入れようとしている聖典とは何なのか？

　なぜ、一年かけても手に入れることができないのか？

　そんな話を歩きながらしていたのだが、ソルーガとソニャーナはこう語る。

「詳しい話は、隊長から聞いたほうがいいじゃろ。特に聖典にかんして、ワシらから言えることはあまりないのじゃ」

「正直、オラと兄者も聖典の詳しいことは知らないのだ。いや、もちろん全く知らないわけじゃないぞ。ようは創世記の話だ。オラたちも小さい頃は、寝る前に聞かされたもの。その原書ということらしい」

「うむ。神様がこの世界をどのようにしてお創つくりになったか。そういう話じゃな」

「神様って、五大女神様のこと？」

　セラナは、そんな疑問を挟はさんだ。

　なにせ、この世界で神様といえば、クララメラをはじめとした女神たちのことを指す。

　タクトも、てっきりそうだと思ってエルフたちの話を聞いていた。

　ところが──。

「違う違う。さらにその上の、大おお神がみ様さまのことじゃ。人間はそんなことも知らぬのか？」

　ソルーガは呆あきれた顔でそう言った。

「大神様……？　それってエルフに伝わる土着の神様か何か？」

　タクトが聞くと、今度はソニャーナが肩をすくめ、やれやれという顔を作る。

「人間というものは無む知ち蒙もう昧まいなのだなぁ。いいかタクトとやら。大神様はこの世界を創った神様だ。五大女神も偉大だが、しかしその五大女神は大神様によって創られた。お主ら人間も、オラたちエルフも、その他の動物も植物も、みんな大神様が創ってくれたのだぞ」

「左様。こんなことはエルフなら子供でも知っている。人間には伝わっていないのか？　嘆なげかわしい話じゃ」

　ソニャーナは、まるで大神が実在する存在であるかのように言う。

　世界の創造主。創世記。

　その手の神話は珍しいものではない。

　たとえば地球のキリスト教では、神が六日かけて天地創造を行い、七日目に休んだとされていた。

　更に古いゾロアスター教でも、最高神アフラ・マズダーによる世界の創造が語られている。

　また日本神話では、イザナミとイザナギが日本列島を創ったと言われている。

　タクトはそれほど詳しくはないものの、ほぼ全ての神話で世界の始まりが語られているはずだ。

　だが今にして思えば、この世界の人間社会には、天地開かい闢びやくや宇宙創造にかんする神話が存在しなかった。

　そもそも、神話と呼べるような物語がないのだ。

　なぜなら語るまでもなく、本物の女神がその辺をウロウロしている。

　神が見えないからこそ預言者なり宗教組織なりが必要で、そこに権威や権力が集中する。しかし本物の女神が古書店の店長をしているような世界では、神話などというファンタスィテックなものが成立する余よ地ちはない。

　全ては歴史上の出来事。事実として扱われていく。

　女神がそこにいる世界では、カルト宗教も生まれないし、解かい釈しやくの違いで分派したりもしない。

　だから設定を作って格調高くする必要もなかったのだ。

　それゆえに、事実として確認できないことは語られない。なまじ女神と直じかに会えるため、想像力を働かせることができなかった。神話は生まれず、そこにあるものだけを享きよう受じゆする。

　では、エルフ族は？

　エルフ族はこの世界の主流から外れている。人里離れた森の奥で暮らしているため、女神に会う機会も少ないのだろう。

　だから神話が生まれた？

　なるほど、有あり得える話だ。

　そして逆に、人里離れているからこそ、原初の真実が残っていた──とも考えられないだろうか。

　なにせここは魔術や女神が実在するファンタジーな世界。

　創造主なる者がいたとしても、不思議ではないのだ。
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　タンポポの花畑はどこまでも続いているように見えたが、それも唐とう突とつに途と切ぎれた。

　不意に崖がけが現われ、その向こうには大きな窪くぼ地ちが広がっている。

　野球ができそうなほどの面積が、スプーンですくったようにへこんでいた。

　その奥底は……見えない。

　不思議なことに、窪地の底には白い霧がかかっており、どうなっているのかは確認不可能だった。

　しかし、崖の上は快晴。そして崖の縁ふちには、いくつかの小屋が並んでいた。

　焚たき火びを取り囲む人の姿もある。

　ただし、彼らは正確には純粋な人間ではなく、ソルーガやソニャーナと同じく、耳をピンと尖らせたエルフ族。

　滅めつ多たにお目にかかれないはずの彼らが八人も並んで、和わ気き藹あい々あいと談笑をしていた。

「タクトくん、凄い。エルフ族って、こんなに沢山いたのね……」

「そりゃいるでしょう……と言いたいところですが、同感です。ほとんど幻獣の類たぐいだと思っていたので」

　種として生きながらえている以上、その個体数が一人や二人というのは有り得ないことだ。少なくとも数百人はいるだろうというのが普通の考え方である。

　しかし、人間にとってエルフ族は非常に珍しい。お目にかかる機会がない。

　よって八人──ソルーガとソニャーナをいれたら十人──という数のエルフ族が一カ所に集まっているというのは、信じがたい光景なのだ。

「なんじゃ。失礼な連中じゃな。ワシらに言わせれば、人間のほうがよほど幻獣じゃ。まぁそれはさておき。おーい隊長。ソルーガとソニャーナじゃ。今戻ったぞ！」

　ソルーガがそう叫んで手を振ると、焚き火を取り囲んでいたエルフたちが一斉にこちらを見た。

　男五人に、女三人という構成。その全員がとてつもない美形だった。

　タクトは普段からクララメラやセラナといった美人や美少女と接しているので慣なれているほうだが、その水準から見ても、やはりエルフ族は凄い。

　その造形に遊びがない。工芸品のごとく整っている。

　だが逆に、完成されすぎていて画一的ともいえた。

　どこか人形めいていて、おまけに髪色が全員金色なので、差さ異いが分かりにくい。

　しかし、それは人種の違いからくる感覚かもしれない。

　もしかしたら、エルフから見れば人間のほうこそ同じ顔かもしれないのだ。

「ええっと……お前がタクトだったか？」

　案の定、ソニャーナはセラナを指差して、そんなことを言う。

「私はセラナ！　タクトくんはこっち！」

「おお、そうだった。タクトは亜あ麻ま色いろの髪のほうだったな。ではタクト。オラたちを倒した人間ということで、隊長たちに紹介するぞ。ついてこい」

「うむ。人間が突然近づいていったら皆が驚いてしまうからな。まずはワシらが紹介するぞ」

　エルフも驚くだろうが、タクトだって驚いている。

　しかし、そんなことはお構いなしに、ソルーガとソニャーナはこちらの手を引っ張って小屋に近づいていった。

「ああ、タクトくん待ってぇ！」

　セラナが慌てた声を出して追いかけてくる。

　そして、向こうにいるエルフたちは、セラナ以上に慌てた顔でこっちを見ていた。

　なにせ彼らの間で人間は〝どれーはーれむ〟を作ると言い伝えられているのだ。

　控えめに評して変質者。変態。おそらくは悪あつ鬼き羅ら刹せつにしか見えないだろう。

「な、なんだ!?　二人とも、どうして人間をここに……！」

　エルフたちはザワザワとどよめき、一歩二歩と後ろに下がっていく。

　顔面蒼そう白はくになり、ガタガタ震え出す始末。

　そんな中、毅き然ぜんとタクトの前に立ちはだかるエルフが一人いた。

　長髪をオールバックにまとめた男だ。見た目は二十歳前後だが、落ち着いた物腰は、その倍以上の経験を思わせる。

「ソルーガ、ソニャーナ。人間が空島に近づいたら追い返せと命じたはずだが。なぜここに連れてきた。説明しろ」

　口を開いた彼の表情には、タクトやセラナに対する警戒がこもっていた。

　しかし恐怖ではない。状況を観察し、冷静に対処しようと努つとめていた。

「おお、隊長。聞いてくれ。このタクトという人間。なかなか強い上に、人間にしては話が分かるのじゃ」

「そうそう。オラたちを性どれーにするつもりはないらしい。おまけに聖典を手に入れるのを手伝ってくれるとも言っていたぞ」

　まだ手伝うとは断言していないのだが。ここまで来たからには仕方がない。

　エルフたちに恩を売って、空島を解放してもらおう。

「うむうむ。ワシらの強さに恐れをなして、ペコペコ土下座を始めたのじゃ。そして『何でもするから命だけはお助けを～～』と哀れな声で訴えられてな。ワシらは心優しいので、助けてやることにしたというわけじゃ」

　タクトが黙だまって聞いていると、ソルーガが不ふ穏おん当とうなことを言い始めた。

　誰が誰に恐れをなしたと？　話があべこべではないか。これは流石に反論しておこう──と、タクトが思ったそのとき。

「タクトくんを馬鹿にするなぁ！」

　セラナはソルーガの後ろに近づき、その耳元で怒鳴る。

　離れていても耳がキンキンするほどの大声だった。

　それに驚いたソルーガは飛び跳ね、倒れ、そして運が悪いことに石に頭を打ち付けた。

　ゴツン──とても鈍にぶい音がする。明らかに打ち所が悪い。

「あ、兄者ぁぁぁ！」

　ソニャーナは悲鳴を上げて兄に駆け寄っていく。

　どうやら、ややこしいことになりそうである。

「兄者ぁ！　兄者しっかりしてくれぇぇ!!」

　ソニャーナの泣き叫ぶ声が響く中、エルフたちはこちらを取り囲み、敵意を込めた目で睨んでくる。

　怯おびえや恐れもまだ残っているのだろうが、それよりも仲間をやられた怒りが優まさっているのだ。

「に、人間め……！　よくもソルーガを！」

「油断させて後ろからとは卑ひ怯きようだぞ！　これだから人間は信用できないんだ！」

「私たちで〝どれーはーれむ〟を作るつもりなんでしょう！」

　せっかくソルーガとソニャーナを通して、エルフとの間に信頼関係を築きずこうとしていたのに。

　しかし、タクトはセラナを責せめる気はさらさらない。

　なにせソルーガの言っていたことは、あまりにも礼を欠いていた。

　セラナがやらなければ、タクトがやっていたかもしれないのだ。

　とはいえ、この状況はマズい。一いつ触しよく即そく発はつだ。

　特にセラナに対して、エルフたちは今にも摑みかかりそうだ。

　タクトにはセラナをここに連れてきてしまった責任がある。よって彼女に指一本触れさせはしない。そのこと自体は容よう易いだ。

　しかし、エルフたちに怪我をさせるのも本意ではなかった。

　どうしたものか──と、次の手を決めあぐねていると。

「皆の者、落ち着け！」

　一いつ喝かつする声が響く。それはエルフの隊長の声だった。

　あれほど不穏な空気が流れていたのに、一瞬にして場が鎮しずまり、全員が黙だまってしまう。

　彼らの隊長に対する信頼が見て取れた。

「人間の娘よ。なぜソルーガを怒鳴った？　言ってみろ」

　隊長はセラナを真っ直ぐ見て問いかけてくる。

「だって、ソルーガとソニャーナはタクトくんにボロ負けしたのに！　なのに自分たちが勝ったみたいな言い方して……ペコペコ土下座したのはそっちじゃないの！」

　セラナがそう叫ぶと、ソニャーナは気まずそうに目をそらした。

　それから昏こん倒とうしていたソルーガが目を覚まし、うーん、と唸ってタンコブを撫でる。

　エルフたちの注目は、その兄妹に集まった。

　目覚めたばかりのソルーガは、何が起きているのか分かっていないようで、不思議そうな顔を浮かべている。

「ソルーガよ。この人間は、負けたのはお前たちだと言っている。それは本当か？」

「あ、いや……それは、その……隊長は人間の言うことを信じるのか!?」

「私が見る限り、この人間たちは手て練だれだ。特に少年の方はずば抜けている。とてもではないが、お前たちが勝てる相手とは思えぬ。いや、我々が全員束たばになっても返かえり討うちだろう。もう一度聞く。本当に勝ったのか？」

「うぐっ……それはじゃな……」

　ソルーガは助けを求めるように妹を見るが、しかしソニャーナは首を振る。誤ご魔ま化かすことなど無理だと悟さとっているらしい。

　そんな妹の様子を見てソルーガも観念し、またペコペコと土下座を始める。

「そのとおりじゃ……ワシらはこの人間たちに負けた。しかし、こやつら人間なのに大人しいから利用できるかと思って……それで、せっかくだからワシらが倒して屈くつ服ぷくさせたことにしたほうが、手柄も大きいかと……」

　ソルーガがそう白状すると、エルフたちからため息が漏もれた。

　またかよ、という雰ふん囲い気きである。

「たわけ。どうしてお前は昔からすぐ分かる噓うそをつく。噓などつかなくても、お前の才能は誰もが認めているというのに」

　隊長は特に声を荒らげるでもなく、淡々と説教をしている。

　そのことが逆に応こたえたらしく、ソルーガはすっかり小さくなっていた。

「隊長……兄者をそれ以上叱しからないでやってくれんか……確かに兄者は噓をついたかもしれぬが、負けたのはオラも一緒だし、オラにとってはたった一人の兄なのだ……」

「ソニャーナ。私は負けたことを責めるつもりはない。噓をついたこと。さらに客人の名めい誉よを傷つけたことを責めている。その相手が人間であっても、だ」

「うむ……」

　ソニャーナは土下座する兄を悲しげな顔で見つめていた。

「というわけで、ソルーガ。お前は明日まで食事抜きだ。人間の客人よ。それで許してやってくれんか？　私からも謝る」

　隊長はタクトとセラナに視線を向け、そして頭を下げた。

　威い厳げんある彼にそんなことをされては、むしろ恐縮してしまう。

「いや、その。事情はどうであれ、ケガをさせてしまったのはこちらですし」

「そう……私、ついカッとなっちゃって……ごめんなさい」

　別にこちらが頭を下げる必要はないのだが、隊長の迫力に負け、ついつい下げてしまった。

　だが、そのお陰で随ずい分ぶんと雰囲気が和やわらいだ。

　他のエルフはまだうさんくさげな目をしているが、少なくとも即座に殴り合いが始まるような剣けん吞のんさはなくなった。

「なるほど……どうやら話し合える人種のようだ。聖典を手に入れるのを手伝ってくれる、というのは本当なのか？」

「ええ、まあ。しかし何も詳しいことを知らないので。まずはお互いの事情を語りませんか？」

「よかろう。では二人とも、私の小屋に来たまえ。他の者たちは、ここで待機を続けろ」

　隊長は踵きびすを返し、小屋に向かって歩いて行く。

　拒否する理由もないので、タクトとセラナはそのあとをついていった。

　背中にエルフたちの視線を感じるが、隊長は道理が通じるタイプに見える。

　話がこじれたりはしないだろう。
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　エルフの小屋は、外も中も、しっかりした造りになっていた。

　材料はどこから運んできたのだろう、とタクトは一瞬悩んだが、この空島には植物が生はえているのだ。木材は現地調達できるし、一年も前からここにいるのだから、小屋くらいは作れるだろう。

　タクトとセラナは勧すすめられるまま木製の椅い子すに座り、その対面に隊長が座る。

　そして、これまた木製のマグカップでコーヒーを飲みながら、話し合いが始まった。

「まず、自己紹介から始めようか。私の名はロッツ。ここにいるエルフの隊長を務めている」

「俺はタクト・スメラギ・ラグナセカです」

「セラナ・ライトランスです」

　こちらの名前を確認したロッツは頷き、そして早さつ速そく本題に入った。

「では、エルフ側の目的を告げよう。それはたった一つだけ。この空島にある聖典を持ち帰ることだ。それさえ叶かなえば、空島自体に用はないのだ」

「なるほど。しかし、それならなぜ立てこもるような真似を？　魔術師協会に申請を出し、正規の手続きを踏ふんでから聖典を持ち出せば、ことを荒らげずに済んだのです。おそらく協会は近いうちに攻め込んできますよ。そうなれば、エルフの十人などひとたまりもないでしょう」

「ハッキリと言ってくれるな。だが、君たち二人にも勝てないようでは、そうなのだろう。しかし、だ。その正規の手続きを踏めば、本当に聖典を持ち出せるのかね？　人間である君たちの前でこんなことを言うのも失礼だが、我々エルフは人間を完全に信頼することはできない。特に魔術師協会は警戒に値あたいする。同じ人間が相手でも、協会が欲しいと思った物は強ごう引いんに持って行ってしまうと聞くぞ。それが何千年も前の、古代エルフが残した聖典の原書となれば、なにやらゴタゴタが起きそうな気がするのだが。どうかね？」

　タクトとセラナは言葉に詰つまってしまう。

　ロッツの協会へのイメージは少々偏へん見けんも混じっているが、おおむね正しいと言わざるをえない。

　魔術師協会は、この世界の魔術を全て管理しようと考えている集団だ。

　エルフの聖典の原書、などという貴重な物があると知れば、当然手に入れようとするだろう。

「第一、この空島はエルフが作った物なのだ。それが、どうして人間の組織の顔色をうかがって調査する必要がある？　いや、仮にそうでなかったとしても。空を漂っている島の所有権を、魔術師協会はどのような理屈で主張しているのだ？　その強大な権力を使い、強引に言い張っているとしか思えん。むしろ我々エルフとしては、そのような連中に聖典の存在を知られるわけにはいかんのだ。エルフは聖典がいつか人間の手に渡るのではないかと危き惧ぐしてきた。そして一年前、空島が我々の村の上空を通過した。これは大神様のおぼしめしとしか思えぬだろう。長老の指示で、我ら十人が飛び乗った。タクトとセラナよ。お前たちのことは信用するが、しかし聖典は絶対に手に入れるし、渡さぬぞ」

　ロッツの主張は、ぐうの音が出ないほどの正論だった。

　確かに、魔術師協会が空島の所有権を主張するに足たる、合理的な根拠はなにもない。

　ただ、誰も逆らえないからそうなっているだけだ。

　むしろそれは、タクトが普段から感じていた疑問である。

　協会はときとしてやり過ぎではないか、と。

　おまけに聖典の存在が知られた時点で危険だという考えも正しい。

　なにせタクト自身が、その聖典を見たくてたまらない。

　だが、正論が通るとは限らないのが世の中だ。

　そして魔術師協会はこの世界で最強の組織だ。そんな彼らがルールを決めるというのは、むしろ自然なことであろう。

　地球には『長い物には巻かれろ』という諺ことわざがあったが、それはこちらでも通じる概念だ。

　しかしエルフ族というのは、どうやら誇ほこり高い種族らしい。

　不条理に従したがうことをよしとせず、戦ってでも勝ち取るという選択を取ってしまった。

　別に悪いことではない。その気概はむしろ尊敬できる。

　だが、勝てない。無む謀ぼう。

　魔術師協会が本腰を入れたら、その瞬間に終わってしまう。

　仲間が人間に殺されたりすれば、エルフの人間に対する心証は更に悪化するだろう。

　そうならないよう、タクトは言葉を選んで提案する。

「ロッツさん。俺たちの目的は二つです。まず第一に、あなたがたが空島から撤てつ退たいすること。第二に、空島の探索です。思うに聖典さえ手に入れてしまえば、互いの目的は達成されると思うのですが、いかがでしょう？」

　魔術師協会がくる前に、聖典を手に入れ、エルフにはお帰り頂く。

　これが全員にとって一番幸せな結末のはずだ。

　タクトは、自分ならそれを実現する自信があった。

　ただし、ロッツがここで頷いてくれれば、の話ではあるが。

「それは是非、こちらからお願いしたいこと。先程も言ったが、私は君たち二人のことは信頼している。なにせソルーガとソニャーナは私たちの村で、天才と呼ばれていた。精神的に未熟でも、魔術では一番だったのだ。それを容易たやすく倒してしまう力を持っていながら、こちらを害する意志がない。君たちが協力してくれるというのであれば、全員が救われるだろう」

　ロッツは手を差し出してきた。タクトはそれを握り返す。

　そのあとロッツはセラナにも手を伸ばしたので、彼女は慌てた様子で対応する。

　何とか、話が収まるところに収まりそうになってきた。

　物語の中はともかく、自分の周りに起きることは、全てハッピーエンドであって欲しいとタクトは願っている。

　今回も、そうであってくれればいいのだが──。
















　予想していたことだが、聖典はこの小屋が立ち並ぶ崖がけの下にあるらしい。

　しかし、崖の下には古代のゴーレムがいて、聖典を守っている。

　何千年も経たったせいか、ゴーレムは主人であるエルフですら敵と見なして攻撃してきたという。だから一年かかっても聖典が手に入らないのだ。

「君たちの協力を得られたのは喜ばしいことだ。しかし、いつの間にか日も暮れてしまった。本格的に動くのは明日にして、今日は体を休めてくれ。小屋を一つ、空あけさせよう」

「お構いなく。渾こん沌とん領りよう域いきで屋根がある場所に泊とまれるとは思っていませんでしたから」

「しかし、現に小屋があり、我々はそこで寝泊まりしている。なのに客人である君たち二人を野宿させたのでは、エルフの名めい誉よに傷がつく」

　ロッツにそこまで言われてしまっては、小屋に泊めてもらうしかない。

　ところで、小屋を数えると十一軒もある。エルフが十人だから、一人一軒としても、一つあまる。何のための小屋なのかとロッツに尋たずねると、風呂場だと教えてくれた。

　野宿を回避したどころか、風呂まである。その贅ぜい沢たくにタクトは思わずニヤリとした。

　焚たき火びの周りでは、エルフたちが集まって、鍋なべを取り囲んでいた。

　野菜やキノコが山盛りになっており、とても美お味いしそうだ。

　酒盛りしているエルフもいて、とても賑にぎやかである。

　しかしソルーガの姿だけが見えない。彼は明日まで食事抜きの刑なのだ。可か哀わい想そうに。

「ソニャーナ」

　ロッツが声をかけると、その輪の中からソルーガの妹が飛び出してくる。

「隊長。オラに用か？」

「うむ。タクトとセラナにお前の小屋を貸してやってほしい。構わぬか？」

「ああ、それならオラは兄者のところに行く。タクト、セラナ。小屋にはベッドが一つしかないから、片方が床や椅子で寝るなり、仲良く二人で寝るなり、工夫してくれ」

　そしてソニャーナの案内で、小屋まで連れて行かれる。

　タクトとセラナは彼女に礼を言ってから、リュックや杖、剣といった荷物を降ろして、焚き火の輪に加わった。

「兄者がメシ抜きなのにお前たちに食わせるのも悔くやしいが、まあ、考えてみればこっちに原因があるし、何よりオラたちは負けた。お前たちは勝者らしく、好きなだけ食え」

　そう言ってソニャーナは鍋からスープをすくい、どんぶりにいれ、タクトとセラナの前に置いた。

　温かいご飯を食べさせてくれるのはとても嬉しい。

　しかしそんな言い方をされると、まるでこちらが敗者を虐しいたげ、食料を奪うばっているように聞こえてしまう。

　現にソニャーナの台詞せりふを聞いた他のエルフの目つきが険けわしくなる。

　だが、そこに助け船を出してくれたのは、やはりロッツだった。

「こら、ソニャーナ。どうしてそう皮肉じみたことを言う。彼らは聖典を手に入れるのに協力してくれるのだぞ。つまりは仲間。種族は違うが、仲良くしろ」

「むむ……別に意地悪のつもりで言ったのではないのだが……」

　そう呟つぶやき、ソニャーナはどんぶりに椎しい茸たけを一つずつ追加してくれた。

　どうやら、お詫わびのつもりらしい。なかなか可愛らしいところがある。

　しかし、今度は別のエルフが口を開いた。

「隊長。なんだって人間なんかを信用する？　いくら大人しそうな顔をしていても、裏で何を考えているのか分からないのが人間ってものだ」

　そして彼はタクトとセラナをジロリと睨にらむ。

　そんな態度を取られては、こちらとしてもムッとするしかない。

　エルフの間で人間がどう言われているのか知らないが、それはお互たがい様だ。

　人間の世界にも、森に迷い込んだ子供がエルフに化ばかされたとか、行商人の荷物が盗まれたとか、おとぎ話がいくつもある。

　そういった類たぐいの話がエルフ側にもあるのだろう。

　だが、それを根拠に批ひ判はんされても、難なん癖くせにしか聞こえない。

「私は何も人間という種を信頼したのではない。この二人と直じかに話し、その上でタクトとセラナは信頼に足たると、そう判断したのだ。この二人のことが信じられなくても、この私の判断は信じて欲しい」

　ロッツはそう言って彼をたしなめる。

　理屈になっているような、なっていないような、そんなロッツの言葉で話は終わってしまう。大した人物である。

　実のところ今まで、タクトはエルフなど森の奥に住む田舎いなか者ものという認識をしていた。

　しかしロッツは大たい概がいの人間より視野も度ど量りようも広く、威い厳げんがあった。

　一方、さっきタクトとセラナを睨んでいたエルフは、まさにイメージにピッタリだ。

　ソルーガとソニャーナの兄妹は──まあ変な奴、という感じだ。

　つまり、エルフにも色々いる。ステレオタイプで語ることに意味はない。

　人間と同じだ。

　そのことを互いに認識できたら、二つの種族の関係も、いい方向に変わってくるのかもしれないなぁ──と思いながらタクトはスープを飲んだ。

　とても美味しかった。
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　彼らの話によると、エルフ族は人間が信じているほど長寿ではないらしい。

　普通は百三十年くらい。百五十年も生きると長老扱あつかいだ。

　つまり人間よりほんの少しだけ長生きなだけ。いや、人間でも魔術師なら百歳を超こえることがザラなので、ほとんど同じともいえる。

　しかし、老化の仕方はまるで違うようだ。

　まず二十歳程度までは人間と同じように歳をとる。

　だからソルーガとソニャーナは見た目そのままの年齢だ。

　だが、二十代からは極きよく端たんにゆっくりと歳を取っていく。いつまでも若々しいままだ。死の間際でも人間のようにシワシワになったりしないという。

　ちなみにロッツはもう五十代らしい。どうりで威厳があるわけだ。

　また、エルフ族は全員が生まれつき、それなりの魔力を持っている。

　よって人間のように魔術学園で学ばなくても、全員が魔術師になれるのだ。

　そんなエルフの作る風呂は、魔術で水を召喚し、魔術で熱する。

　そして、使い終わったお湯は、栓せんを抜くと崖下に排はい出しゆつされていくという構造になっているらしい。

　お手軽な仕組みの風呂だが、毎日は使っていないという。

　もっとも、それはエルフに限ったことではない。

　なにせこの世界は中世ヨーロッパ風。人間だって三日に一度くらいしか入らないのが一般的だ。それを考えれば三日に一度というのは、むしろ清せい潔けつにしている方といえる。

　しかしタクトは元日本人だ。毎日入らないと気が済すまない。

　エルフたちは今日誰も風呂を使う予定がないらしいので、思う存分貸し切りにさせて頂く。

「セラナさん。俺は風呂に行ってくるので、しばらく適当に遊んでいてください」

　タクトは小屋のベッドでゴロゴロするセラナにそう告げ、リュックからタオルと着替えを取り出した。

「お風呂？　私も入りたい！」

　風呂と聞いたセラナは起き上がり、赤くなった顔を見せる。

　ちなみにセラナが赤いのは、さっきソニャーナに半ば強制的にハチミツ酒を飲まされたからだ。それ以来、ずっとぐにゃぐにゃしている。

「けどセラナさん。別に汗あせ臭くさくないですよ」

　酒の匂いはするが。

「臭いとかそういうのはどうでもいいの……！　毎日入りたい！」

「それは珍めずらしいですね。いえ、綺麗好きなのはいいことですけど」

「まあ……確かに周りの話聞くと、毎日入ってる人は少ないみたいだけど……ほら、私の実家、温泉旅館でしょ。周りも温泉だらけだったし、故郷では毎日入るのが当たり前だったのよ。寮の浴場は隔かく日じつでしか沸わかしてくれなかったから入れなかったけど……」

「はぁ、なるほど」

　ララスギアの街は上下水道が完かん備びされているので、水の入手は容よう易いだ。

　しかしそれでも、湯船一杯に水を張り、火を焚いて湯にするというのは手間がかかる。

　一方、地面から湧き上がってくる温泉なら、入りたいときに入ることが出来る。

　商売でやっているのだから、むしろ湯を止めることが稀まれなのだろう。

「でも……一緒に入るわけにはいきませんよ」

「あ、当たり前でしょ！　タクトくんのえっち！」

　セラナは壁際まで後ずさった。一瞬で酔いが覚めたらしく、赤い顔が青くなる。

　女子としては自然な反応といえるが、しかしタクトは心外だった。

「むしろ『俺が入っているときに覗のぞいたり、乱入して来ないでください』という意味で言ったんですけど」

「そんなことしない……わよ？　たぶん……きっと」

　最初はハッキリした口調だったが、途と中ちゆうから目を泳がせ、徐じよ々じよに自信なさげになっていく。言っている途中で、自分ならやりかねないと思ったらしい。困った人だ。

「セラナさんのえっち」

「えっちじゃないわよ！　ただちょっと……興味があるだけで……」

　世間一般では、それをえっちと言うのではないだろうか。

　タクトは無言のまま、非難がましい瞳でセラナを見つめる。

　するとセラナは俯うつむき、胸の前で指を絡からめ、恥ずかしそうにもじもじした。

　まあ、これ以上いじめても仕方がない。

　これだけ念を押せば、覗かれることはないだろう。

「ああ、むしろセラナさんが先に入っちゃいますか？　言うまでもなく、俺はセラナさんと違って、覗いたり乱入したりはしませんよ」

「私もしないってば！　それと、タクトくんが先に入っちゃって。私だと多分、湯船に丁度いい量の水をいれて沸かすのって出来ないから」

「それはそうですね。セラナさんだと、魔力を強くし過ぎて蒸発させて、湯ゆ気げだらけにしそうです」

「そんな気がする……」

　あえて練習のためにセラナに風呂の準備をさせるという手もあるが、何時間かかるか分からない。

　素早く風呂に入って、明日に備そなえたいから、セラナの修行はまた今度にしよう。

「じゃ、行ってきます。本当に覗かないでくださいよ。容よう赦しやしませんからね」

「覗きませんッ！」

　プクーとふくれっ面つらになったセラナを見て苦笑しつつ、タクトは風呂道具をもって外に出る。

　誰もいない。

　さっきまで火がついていた焚き火は消え、エルフたちも自分の小屋に帰ってしまったようだ。

　エルフは眠るのが早いのだろうか？

　タクトも夜よ更ふかしが好きというわけでもない。手早く済ませよう。
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　セラナはタクトがいなくなった小屋で一人、ベッドに寝転がっていた。

　枕まくらを抱きしめ、顔を埋うずめる。

　そして左右の太ふと股ももを擦すり合あわせながら、息を荒くしていた。

「はぅ……タクトくんが変なことを言うから……覗くつもりがなかったのに、覗きに行きたくなっちゃったじゃない……！」

　一緒に入ってみたいなぁ、とは思っていたが。

　人が入っている風呂を覗くだなんて、そんな破は廉れん恥ちな発想。セラナの頭には浮かばなかった。

　しかしタクトによって、そういう選択肢もあると教えられた。

　教えられた以上は、妄想してしまう。まだ見ぬタクトの裸を想像してしまう。

　白い肌に、華きや奢しやな体。女の子と見み紛まごう撫なで肩がた。毛なんて全然生はえていないに違いない。

　ああ、全身をペロペロ舐なめ回したい──。

「って！　私は何を考えているのよ！」

　セラナは枕を投げ飛ばし、それから額ひたいを壁に打ち付けた。

　膨ふくれ上あがったタンコブをさすりながら、どうすればこの煩ぼん悩のうを消すことが出来るのだろうと悩み抜く。

　そして、答えは意外と単純であると気がついた。

「そうよ！　こんなに覗きたいなら、覗きに行けばいいんだわ！　タクトくんだってあんなに『覗くな』って言ってたし。きっと振りよね、振り。ここで覗きに行かなきゃ、逆に嫌われるパターンだわ。待っててねタクトくん！」

　自分を納得させるための理論を展開している間に、セラナはそれを本気で信じ、世界の真理であるかの如ごとく心に刻きざみ込こんだ。

　方針が決まれば、善は急げ。

　セラナは千ち鳥どり足あしで風呂がある小屋に向かう。

「窓から覗く……うーん、それだとエルフの人に見られたら変に思われるし。やっぱり脱衣所よね！」

　セラナは堂々と脱衣所に入っていく。

　すると籠かごの中に、丁寧に折りたたまれたシャツを発見する。

「タクトくんのシャツだ……わーい！」

　セラナは反射的にそれに飛びつき、手にとって、くんかくんかと匂いを嗅かぐ。

　しかし、さっきからドンドンいい気分になっていくのはなぜだろう？

「ふぁぁ……タクトくん、いい匂いだよぉぉ……本人はもっといい匂いなんだろうなぁ……」

　もはやセラナは冷静な判断力を完全に失っていたが、自覚はない。

　ふらふらと夢遊病のように歩き、何の小こ細ざい工くもなしに浴室の扉をあける。

　そこには湯に浸つかり、手ぬぐいを頭の上にのせてくつろぐタクトの姿があった。

「ほぁぁっ!?　セラナさん、な、何のつもりですか！」

　いつも何が起きても平然としているタクトが、目を見開き愕がく然ぜんとしていた。

　だが、セラナは構わず進撃する。

「えへへ、タクトくーん。一緒にお風呂はいろー」

「こ、来ないでください！　セラナさんのえっち！」

　タクトは近くにあった桶おけを摑み、思いきり投げてきた。

　普段のセラナなら苦もなく避よけられるものだったが、今は泥酔状態。

　そもそも危機が迫せまっていると察することすら出来なかった。

　ゆえに顔面直撃。

　その衝撃でセラナは後ろに倒れ、今度は後頭部を石の床に強打する。

　ドガンッ、と盛せい大だいな音が風呂場に響く。

「ちょ、ちょっとセラナさん！　大丈夫ですか!?」

　タクトが慌てて湯から上がり、裸で駆け寄ってくる。

「うわっ、血が、血が割とシャレにならない勢いで広がっていく！　セラナさん、しっかり！」

　なにやら大事故でも起きたような大声で喚わめいてくる。

　しかし、セラナは何も痛みを感じない。いい気分なだけだ。

「うへへ……タクトくんが裸だぁ……」

「何を言って……ああ、もしかして。いまごろ酔いが回ってきたんですか。慣れないものを飲むから……もう！　俺、回復魔術は苦手なんですけどね！」

　タクトがセラナの頭に手を添そえ、魔力の光を放つ。

　そのおかげでますます気持ちよくなり、セラナは幸せな気持ちのまま、眠りに落ちていった。
















「ねぇねぇ、タクトくんタクトくん」

　早朝。

　床に寝ていたタクトは、ゆさゆさと揺ゆすられて目を覚ました。

　見ればセラナが隣となりに正座して、タクトの肩かたを摑つかみ、これでもかと左右に揺すっている。

　寝起き一発目でこのシェイクは辛つらい。

　というか、目を開けたのになぜセラナは手を離してくれないのか。

「起きましたから、俺を攪かく拌はんするのやめてもらっていいですか？」

「あ、ごめんごめん。それでさ、タクトくん。私、起きたら頭に包ほう帯たい巻まいてたんだけど、どうして？」

　セラナは自分の頭をさすりながらそう言った。

　確かに、彼女の銀色の髪の上には、白い包帯が巻かれている。昨晩、セラナが風呂でぶっ倒れ、血をドクドク流したので、タクトが治ち療りようしてやったのだ。

「回復魔術で傷は治しましたけど、念のためにロッツさんから包帯をもらったんですよ」

「え。私ケガしたの？」

　セラナは小首をかしげる。どうやら覚えていないらしい。

　良かった良かった。タクトとしても昨晩の出来事は恥はずかしいのだ。

「まあ、大したことじゃありません。セラナさん、ソニャーナさんからもらった蜂はち蜜みつ酒でよっぱらって、頭ぶつけたんですよ」

「うーん……そうだったような、そうじゃないような……あ、思い出した！」

　セラナは合が点てんがいったという顔になり、手の平をポンと叩たたく。

　その瞬間、傍はた目めに分かるほど青くなり、悲鳴を上げて飛び上がった。

　そしてベッドへと走り、布団ふとんにくるまって隠れてしまう。

「わ、私は、何ということをぉぉぉっ！」

　ベッドの上を、イモムシのようにのたうつセラナ。

　とても恥ずかしそうだが、しかし本当に恥ずかしいのはタクトである。

「セラナさん……あの、気にしないでいいですよ……って言うか、しないでください。そういう反応をされると、その……とても気まずいので」

　タクトがそう言うと、布団がモゾモゾと動き、そしてセラナが頭だけを出す。

　カメなのか、イモムシなのか。ハッキリして欲しいところだ。

「だって、だってぇ……私、タクトくんのお風呂に……ああ、なんてはしたないことを……！　タクトくん、どうして裸はだかだったの!?」

「いや、風呂で服着てたら変でしょ……」

「それはそうなんだけど……うぅ、ごめんねタクトくぅん……」

　セラナはおでこも鼻も耳も、それどころか目まで充血させて真しん紅くになっている。

　このままでは頭に血が上って破は裂れつするかもしれない。

「許ゆるします。許すのでこの話は終わりにしましょう。一瞬の出来事でしたから。そんなしっかり見たわけじゃないんでしょ？」

「え……私、その、動体視力には自信があるから……」

　そういえばそうだった。

　セラナの両親はどちらも超一流剣士。その血を引いたセラナは、魔術師の卵でありながら剣士としての才能に恵まれている。刹せつ那なの攻防を常とする剣士ならば、あの間かん隙げきでタクトの裸を見み極きわめるのも容よう易いだっただろう。

　ゆえに──。

「タクトくん……本当に男の子だったのね……！」

「ええ、そうですよッ！」

　何を今いま更さら言っているのか。まだ信じていなかったのか。

　というか、しっかり見られてしまったのか。

　これは恥ずかしい。

　タクトは自分の顔が熱くなっていくのを感じた。

「けど……昔お父さんとお風呂に入ったときに見たのとだいぶ違ってたわ。やっぱりタクトくんは男じゃないのね!?　でも、女の子でもなかったし……うーん。性別：タクト？」

「いや！　俺もそのうち大きくなりますから！　男ですから！」

「ええ!?　タクトくんもいつかお父さんみたいにモジャモジャになるのっ？　ダメ、絶対にダメェェ！」

　などと叫び、セラナは両腕をタクトの腹の下に向け、「縮ちぢめぇ、縮めぇ」と呪いを送ってくる。その呪いを断ち切るため、タクトはセラナの額ひたいにチョップをぶちかます。

「あいた！　酷ひどいよタクトくん……」

「酷いのはどっちですか。アホなことしてないで、いい加減ベッドから出てきてください。今日中に聖典をサクッと手に入れて、エルフの皆さんにはお帰り願うつもりなんですから」

「うん……」

　セラナはようやくベッドから這はい出だした。

　しかし、まだタクトを見ながら赤くなっている。

「どうしよう……お風呂場のタクトくんを思い出しちゃう……」

　これは、喧けん嘩かを売られているのだろうか。

「じゃあ、その記憶を抹まつ消しようしましょう。頭に電気を流せば何とかなりますよ、きっと」

　タクトは手の平から稲いな妻づまを放ち、部屋一杯に空中放電させた。

　そのバチバチという派手な音に驚き、セラナは飛とび退のいた。

「うひゃぁ！　忘れるから！　もう忘れたから！　何も見てない。見えなかった。生えてなかった。タクトくん、何も生えてなかった！」

「俺のこの手が光って唸る！　お前を倒せと輝き叫ぶ！　シャァァァイニング──」

　タクトは電気を出したまま、セラナの頭を容よう赦しやなく鷲わし摑づかみにした。

「うぎゃあああああ！」





　　　　　＊






　聖典の原書。

　それは目の前に広がる窪くぼ地ちの底そこにあるとエルフたちは言う。

　しかし、窪地の底には白い霧がたちこめ、どうなっているのか全く分からなかった。

「あの霧は、我々の魔力で発生させたものだ。金属を腐ふ食しよくさせる効果がある」

　崖がけの縁ふちから見下ろしながら、ロッツがそう教えてくれた。

　タクトとセラナも並んで見下ろす。

「金属を腐食？　何のために？」

「ふむ。それは口で説明するより、実際に見た方が早いだろうな。術式を解除する」

　ロッツはパチンと指を鳴らす。

　すると、窪地を覆おおっていた霧が薄らぎ、風に散らされて消えてしまった。

　そして現われたのは、四角い石の建物。大きさは平均的な一軒家くらいだ。

　更に、その建物を守るように立っている、二つの影があった。

　鎧よろいを着た、騎士？　否いな。身の丈たけが人にあらず。

　建物と同じくらいの高さなのだ。明らかに四メートルを超こえているだろう。

「ゴーレム、ですか？」

「そうだ。我々の先祖が聖典を守るために作り出した、鋼鉄のゴーレムだ。しかし長い年月の果てに、我々はその止め方も倒し方も忘れてしまった。見たまえ」

　そう言ってロッツは石を拾い上げ、窪地に向かって放り投げた。

　すると二体のゴーレムは俊しゆん敏びんな動作で石を見る。

　兜かぶとのような顔の奥で、赤い光が輝いた。

　マナが溢れ出す。

　そして──ゴーレムの瞳から真紅の光線が伸びた。

　二本のそれは、放物線を描えがく小さな石を正確に撃ち抜き、蒸発させてしまう。

　大した精度と威い力りよくだ。反応も素早い。

　おまけにあの巨体から察さつするに、格闘能力も高いのだろう。

　エルフがこんなところで一年間ももたついている理由が、ようやく分かった。

「自慢ではないが、我々十人は、エルフの中でも精せい鋭えいだ。魔術師協会が攻めてきたとしても、それなりに戦える自信がある。しかし、あのゴーレムには歯が立たない。見ただけで分かるから、挑いどむ気すら起きない。負傷者が出るだけだからな」

「たしかに……」

　昨日、ロッツはソルーガとソニャーナを天才だと言っていた。

　そして実際、二人の魔力は大したものである。

　タクトと戦ったときは水の魔術を使っていたので脅きよう威い度どが低かった。しかし、本気で相手を倒すため炎や雷を使ったなら、かなりの破壊力を生み出すだろう。

　上位の魔術師とも互ご角かくにやり合えるはずだ。

　だが、仮にここにいる十人のエルフが全員、あの兄妹並の実力者だとしても、ゴーレムには勝てそうもない。

　あの装そう甲こうの隙すき間まから漏れているマナだけで、そうだと分かってしまう。

「それで直接戦闘せずに、ガスで腐食させる作戦に出たわけですか。にしても、錆さびた様子も、融とけた様子もありませんね」

「ああ。一年もかけたのだがな……そろそろ別の手段をこうじなければ、と悩んでいたところに君たちが来たというわけだ」

「なるほど。運がいいですね。あと数日もすれば、魔術師協会が大軍で攻めてきたでしょうから。ギリギリのタイミングでした。早さつ速そく片かたづけましょう」

「片付けるといっても……どうやって？」

　ロッツはタクトの顔をまじまじと見つめ、難しそうな顔で疑問を口にする。

　自分たちが一年かけても倒せなかった相手に、昨日来たばかりのお前がどうするつもりなんだ──そんな表情だった。

「もちろん、下に降りていって破壊するんです。一瞬で終わらせますから、その間に朝食を作っておいてください」

「い、いや、しかしだな……接近戦こそしていないが、私たちもここから遠距離攻撃を何度も行なったんだ。それでも無傷なのだぞ!?」

「仮にあれがオリハルコンの塊かたまりだったとしても、俺なら造ぞう作さもなく破壊できます」

　そう答えてやると、ロッツは絶ぜつ句くしてしまった。

　虚きよ言げんに聞こえただろうか？

　ここは百の言葉を飾かざるより、行動で示したほうが早いだろう。

「隊長。やらせてみたらいいじゃろ。なにせタクトはワシらを倒したのじゃ」

「そうそう。ただ負けたのではなく、もう本当に手も足も出なかったからな。タクトの強さは実際に戦ったオラたちじゃないと分からん」

　焚き火のそばでたむろしていたはずの兄妹が、いつの間にかロッツの後ろにきて、そんなことを言ってくれた。

「うーむ……お前たちがそう言うのならそうなのかもしれないが……」

　それでもロッツの歯切れは悪い。タクトの命を気づかってくれているのだろう。種族が違うのに無む下げにされないのは嬉しい話である。

「ロッツさん。気持ちはありがたいですが、いいじゃないですか。代だい案あんはないのでしょう？　仮に失敗しても、紛まぎれ込こんだ人間が死ぬだけ。エルフに損そんはありません。それに、止めても行きますよ」

「そうか……分かった。そこまで言うなら君に任まかせる。だが、危なくなったら引き返してくれたまえ」

「はい。では行きましょうか、セラナさん」

「ふぇ!?　私もっ？」

　関係ないという顔で話を聞いていたセラナだが、急に話を振られて目を丸くする。

「当然でしょう。むしろ、いつもなら自分から行くと言い出す癖くせに」

「いやいや。限度があるから。私だって明らかに死にそうなところには行かないから！」

　セラナは、セラナのくせに妙みように常識的なことを言い出した。

「死にませんよ。何のために俺がその剣を持たせたと思ってるんです？　ほとんど何でも斬きれますよ、その剣。今のセラナさんでも、五分五分でゴーレムに勝てます」

「へぇぇ……エルフたちが一年がかりでも倒せないゴーレムに勝率五割！　私凄い……って、それ五割の確率で死ぬってことでしょ!?」

「死にませんって。そのアミュレットに俺の魔力流しますから。攻撃されたら、自動的に防御結界で跳ね返します」

　タクトはセラナが首からさげているアミュレットを指差す。

　そこには、かつて二人でテーゲル山からとってきたルビーがついていた。

　タクトも同じデザインのアミュレットをさげている。

　セラナのアミュレットの特性は、自動防御。敵の攻撃を感知して、防御結界を張るという汎はん用よう性せいの高いものだ。

　一方、タクトのアミュレットは用よう途とが限られている。タクトの魔力をセラナのアミュレットに流し、防御結界を強化するという特性だ。つまり、セラナを守ること以外に使えない。

「タクトくんが強化してくれたら、防御結界はどのくらいまで耐たえられるの？」

「マグマの海で泳いでも服に焦こげ目め一つつかないくらいに」

「しゅごい！」

　セラナは大げさな声を上げる。それから右手の杖を見つめながら首をかしげた。

「けど、見習いの杖はどうしたらいいの？　剣は両手で構えるのに」

「その辺に置いていったらいいじゃないですか」

「ええ!?　だって仮かり免めんの魔術師は、見習いの杖を通さずに魔術を使っちゃ駄目なことになってるのよ！」

「空そら島じままでは協会の目も届きませんから大丈夫。もしバレて因いん縁ねんつけられたら、俺とクララメラ様で話つけに行きます」

「タクトくん、なんかギャングみたい！　格好いい！」

　かくして、タクトとセラナは崖を滑すべり降おりていった。

　頭上からソルーガとソニャーナの声援が聞こえる。

「頑張るのじゃぞー」

「おいしいシチューを作っておくからなー」

　気の抜ける声だが、シチューは楽しみだ。

　タクトとセラナが崖の斜面を滑り降りていると、二体のゴーレムが睨んできた。そしてゴーレムは頭部を発光させ、赤い光線を連射する。

　光線が崖に当たると、ドッカンドッカン爆発が巻き起こった。

　レーザー的なものかと思いきや、粒りゆう子しビームに属しているらしい。

「うひゃあああっ！」

「セラナさん。うるさいですよ。もうアミュレットに魔力送ってますから。ギガントドラゴンに踏ふまれても大丈夫ですから」

「大丈夫だとしても音と光が怖いぃぃぃ！」

　鼓こ膜まくや網もう膜まくが潰つぶれるレベルになると防御結界がカットしてくれるが、それ以下は素通りだ。そうしないと無音で真っ暗闇の空間になってしまうから、今よりも怖いだろう。

　我が慢まんしてもらうしかない。

「ほらほらセラナさん。底に辿たどり着つきましたよ。ゴーレムが向かってきました。俺が左のをやるので、セラナさんは右の奴をお願いします」

「わ、分かった！」

　セラナは剣を抜きはなち、てぃやっ、と掛け声を出して右のゴーレムへ走っていく。

　タクトは左のゴーレムを十分に引きつけてから、拘こう束そく魔術を発動。

　地面から光の鎖くさりが伸び、鉄の巨体を縛しばり上あげた。

　ゴーレムは鎖を引き千ち切ぎろうと力を込めるが、微み塵じんも動けない。

　この拘束魔術を破りたいなら、空島を消し飛ばすくらいの威力が必要だ。

　いくら何でもゴーレムにそんな力はないだろう。

「えっと、セラナさんは……やってるやってる」

　ちらりと相方を見ると、彼女はゴーレムがくり出す拳こぶしの猛攻を回避しながら、相手の隙を探っていた。

　無敵の防御結界があるのだから、真正面からそのまま斬りかかればいいのに──と一瞬思ってから、タクトは自分が間違っていると気がつく。

　セラナは今、修行中なのだ。

　なにせ彼女の夢は、ダンジョンを探索する冒険者になること。様々な魔物と戦わねばならない。そしてそれは、タクトの力を借かりず、自分の力で行なうのだ。

　ならばタクトの魔力を当てにしないで、やれるところまでやってみるのがセラナ・ライトランスという少女だろう。そういう向上心があるから、タクトはセラナを気に入っているのだ。

　今、セラナはゴーレムの正拳を髪の毛一本分の差で回避し、その懐ふところに潜もぐり込こんだ。

　間を置かずに剣を振り上げる。

　銀ぎん閃せんが走り、ゴーレムの丸太のような右腕を切断した。

　だが、ゴーレムに痛覚はない。

　間かん髪はつ容いれずに左腕が振り下ろされる。

　視界の外からの奇襲であったが、セラナはネコ科の如ごとき超反応で飛び退き距離を取る。

　改めて剣を構え直し、睨み合った。

「うん。あれなら勝つな。やっぱりセラナさんの剣技は凄い。まあ、それはそれとして。こっちもゴーレムを料理するか」

　料理といっても無論、塩をふりかけたり焼いたりすることではない。

　どんな素材で、どんな構造になっているのか調べるのだ。

「さて。セラナさんが斬った腕の断面は空洞だったけど、胴体は？」

　タクトはゴーレムの前に体を浮かせ、コンコンと叩いてみる。跳ね返ってきた音からして、やはり空洞のようだ。

　せっかくだから確かめてみようと思い、指先に魔力を集中させて貫ぬき手てをかました。

　当然、楽々と貫通した。が、それはタクトの魔力が卓たく越えつしているからで、実際はかなりの強度である。

　二十一世紀の地球では、宇宙開発用やら軍事用やらに様々な合金が開発されていたが、このゴーレムの素材はそれらすら上回っているかもしれない。

　エルフの手に負えないのも頷ける。

　そして、そんなゴーレムの腕を斬り落としたセラナに拍手だ。

　無論、剣自体が凄すさまじいというのもある。しかし、どんな名刀でも、使い手が素人しろうとなら竹すら斬れないものだ。実際、タクトだって剣だけでゴーレムと戦えと言われたら、絶対にお断りする。

「ふむふむ。胴体も空洞……つまり全部空からっぽ。機械がつまったロボットとかではないらしい。魔術的に制御されているのか。術式はどんなだろう……まあ、調べるにしても、とにかく無力化しないと始まらないな」

　手刀でゴーレムの頭を切断する。

　兜のような頭部は、ガランゴロンと音をあげ、岩の地面を転がった。

　すると奥で光っていた赤い瞳が消え失せ、そして胴体からも力が抜ける。

　タクトの魔力で作った鎖がなければ、倒れていたところだ。

「ははぁ、本体は頭か。セラナさーん、頭を斬り落とせば勝てますよー」

　アドバイスしてみたが、しかしそれは無用だった。

　すでにセラナは高く飛び上がり、ゴーレムの頭上を取っている。

　そして振り下ろされる雷光の如き斬撃。

　真っ向からの一刀両断。

　身長四メートルを超えるゴーレムが、真っ二つになった。

「やったぁ！　勝ったぁっ！」

　ガラガラと崩れ落ちるゴーレムの前で、セラナは剣を天に突き上げ、嬉しそうに小躍りを始めた。

　正直、驚きだ。さっきも言ったとおり、勝敗は五分五分だと思っていたのだ。

　なのに余裕を持って勝利している。

　しかも、一度もアミュレットの防御結界を作動させていない。

　つまりこの結果は、セラナの実力なのだ。

　魔術による肉体強化と、自前の剣技を高次元で融ゆう合ごうさせた彼女特有の動きが、タクトの予測を凌りよう駕がしたのだ。

「セラナさん。魔法剣士って感じですね」

「魔法剣士!?　なにそれ格好いい！」

　セラナは嬉しそうに、ぴょーんぴょーんと跳ねながら近づいてくる。

　タクトが可愛いなぁと思っていると、頭上から歓声が聞こえてきた。

「うぉぉぉ、お前ら、本当にゴーレムを倒したのかぁ！」

　見上げると、エルフたちが崖の縁からこちらを見ていた。

　昨夜、タクトたちを馬鹿にしていたエルフが、嬉しそうな顔で腕を振っている。

　そして、ソルーガとソニャーナの姿もあった。

「ワシが見込んだだけのことはある。あっぱれじゃ！」

「オラたちが負けてやったかいがあるなぁ」

　エルフの兄妹は、まるで自分の手柄のように語り、例の如くロッツに説教された。

　それを見て他のエルフたちが笑っている。

　どうやら、タクトとセラナの勝利は祝福されているらしい。
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「わはは。ワシの手にかかればこんなものじゃ」

　降りてきたソルーガは、倒れたゴーレムの上に仁王立ちし、勝利を誇った。

「兄者よ。別に兄者が勝ったのではないだろうに」

「何を言う妹よ。タクトならゴーレムを倒せるとワシが判断した。そしてタクトは見事ゴーレムを倒した。つまり、ワシの勝利ということじゃ！」

「おお、なるほど。凄いぞ兄者！」

　兄妹は頭が温かい会話をして盛り上がっている。

　そちらの方は好きにさせておき、タクトとセラナはロッツの前に立つ。

「ロッツさん。約束どおりゴーレムは倒しました。それで、聖典はやはりあの建物のなかですか？」

「ああ、そうだ。しかしそれにしても……二人とも何という強さだ。私は人間を見くびっていたつもりはないが……その若さでこれほどとは。信じられん。我々が住んでいるデルニア王国の人間はここまで圧倒的ではなかった。トゥサラガ王国は違うのか……？」

「いえ。どこも似たようなものだと思いますよ。俺たちは参考にしないでください」

　タクトは異世界から来たチート転生者だし、セラナも反則的切れ味の剣を持っている。

　何の基準にもならない。

「そうか。だが、本当にありがとう。エルフを代表して例を言う。さあ、聖典を取りに行こう」

　ロッツを先頭にして、あの四角い建物に向かう。

　するとソルーガとソニャーナの兄妹もあとを追いかけてきた。

　しかし、残りのエルフはまだ崖の上にいる。やはり、まだまだ人間と一緒に行動する気になれないのだろうか。

　いや、むしろ単純に、崖から飛び降りるのが億おつ劫くうなのかもしれない。

「これが扉だが……押しても引いても動かないな」

　ロッツの言うとおり、四角い石造りの建物には大きな扉があった。

　だが、見るからに重そうだ。人力でどうにかなる代しろ物ものではない。

「魔術で破壊してしまってもいいですか？」

「仕方あるまい。しかし、扉を破る程度のことはエルフにも出来る。君らの手を煩わずらわせるまでもない」

「そういうことなら隊長。ワシと妹でやろう」

「うむ。兄者とオラなら朝飯前じゃ」

　ソルーガとソニャーナは小躍りするように前に出た。

　そしてパンと手を叩いてから、術印を結むすぶ。

　二人から同じ波長の魔力が放たれ、そして扉の前に集まっていく。

　次の瞬間、眩まばゆい光と共に、一匹の蛇が顕現した。長さは十メートル以上。その体はなんと炎で作られていた。

「ゆけいファイヤー・スネーク！」

「兄者、そのネーミングはなんとかしてくれ！」

　炎の蛇は石の扉へと体当たりする。まずは右下の端はし。そこを高温でもって溶かし始めた。扉は見る見るうちにドロドロになり流れ出した。それから蛇は上へ上へと登り、石を溶かし斬っていく。

　工場などで使われる、プラズマジェットの切断機のようである。

「よし、綺麗に斬れたのじゃ。妹よ、扉を押すぞ」

「心こころ得えた」

　兄妹は最後に、空気の塊を扉に叩き付ける。

　その衝撃で石の扉は奥へと倒れ、轟ごう音おんと煙けむりを上げた。

「ぬはは。ワシらにかかればこんなものじゃ」

「文字どおり朝飯前だったな、兄者。おかげでお腹なかが空すいたぞ」

　ソルーガとソニャーナは二人揃って胸を張り、ふんぞり返る。やたらと偉えらそうだが、いつものことだし、実際に手柄をたてたのだ。好きにさせておこう。

「中がよく見えませんね」

「あ、じゃあ私がライティング使うわ」

　タクトが中を覗き込むと、セラナがすかさず魔力で明かりを作ってくれた。

「ありがとうございます」

「ふふ、私だってこのくらい出来るんだから！」

「知っています。むしろ、すでに空を飛べるし、雷系の攻撃呪文も威力ありますし、セラナさん魔術師っぽいですよ、ちゃんと」

「ほんと!?　タクトくんに褒ほめられると自信出るわ！」

　セラナはウキウキと踊り始める。

　それを放置し、タクトとロッツは中に入っていく。

「何千年閉ざされていたのか知りませんが……空気がひんやりとしていますね」

「うむ……ご先祖様の残した空気がずっと残っていたのだ……感かん慨がい深ぶかいものがある」

　ロッツは目を閉じ、何かを感じとっているらしい。

　そんなエルフの遺跡は、内部の壁も灰色の岩で出来ていた。

　そして、奥が一段高い台座になっており、そこには箱が一つ安置されている。

　ＲＰＧに出てきそうな、如い何かにもな宝箱だ。

「聖典が入っていそうですね」

「ああ。他にそれらしきものもないし、あれだろう」

　そう答えるロッツの声は、少し震ふるえていた。

　なにせ念願の聖典がもうじき手に入るのだ。無理もない。

「ロッツさんがあけてくださいよ。エルフの聖典なのですから。俺があけても仕し方かたがありません」

「そうか……では、お言葉に甘えよう」

　ロッツは台座に登り、宝箱に手をかけた。タクトたちはそれを後ろから固かた唾ずを飲んで見守る。

　宝箱には鍵もなく、すんなりと開いた。そして中には、更に金属の箱が入っていた。

　辞書くらいの大きさの本が収まりそうな、銀色の箱だ。

　装飾は一切なく、完全に均きん一いつな作り。

「伝承が確かなら、この中に聖典の原書が入っている」

「なるほど。ですが、どうやってあけるのです？　蓋ふたが見当たりませんが……」

「そんなものはない。原書は神聖であるがゆえ、封印されているんだ。見ることは許されない。内容は口く伝でんで残っているから、見る必要もない」

「はあ……それじゃあ、どうして苦労して取りに来たんです？」

　タクトとセラナは並んで首をかしげた。

　見ることが出来ないものを手に入れても、意味がないように思える。

　たんに手元に置いておきたいというのも分からなくはないが、しかし、これだけ厳重に保管されていたのだ。

　空島に安置されているということ。それこそが聖典に神秘性を与えていたはず。

　なぜ危険を冒おかしてまで回収に来たのだろうか。

「それは単純な話だ。タクト、セラナ。君たちは、出来ることならこの鉄の箱を壊して、中の聖典を見たいと思っているだろう？」

「それは──」

「当然よね」

　タクトとセラナは顔を見合わせて呟き合う。

　するとロッツは、それこそが理由だと語り始める。

「人間はたびたび、この空島を探索している。さっきの二体のゴーレムが破壊され、聖典を奪うばわれるのは時間の問題だった。そして、人間は確実に中を見るだろう。エルフとして、それだけは看かん過かできない。それを防ぐには、こうして手に入れるしかなかったのだ。これは私たちの村だけで決めたのではなく、デルニア王国に住むエルフ全員の総意なのだ」

　ロッツは鉄の箱を両手で、大切そうにかかえる。

　開けないことによって価値を生み出す箱。

　しかし種族が違えば、その価値は理解できない。

　日本人でなければ三種の神器のありがたみが分からないように、タクトも聖典の価値が分からない。

　価値の分からない奴の手に渡してたまるかというのは道理であり、エルフとしては他に選択の余地がなかったのだろう。

「それでロッツさん。聖典が手に入った以上、エルフは空島から撤てつ退たいしてくれるんですね？」

「それはもちろん。じきに生せい存ぞん領りよう域いきに入る。そのときに飛び降りよう」

「分かりました。それなら問題ありません。俺もセラナさんも、魔術師協会にあなた方のことは報告しません。俺たちが辿り着いた時点で、空島には誰もいなかった──と言っておきましょう」

「助かる。我々は聖典を村まで持ち帰らなければならないからな。魔術師協会と戦っている暇ひまはない」

　そしてタクトたちは建物を出て、崖上に戻った。

　すると意外なことに、エルフたち全員が歓迎してくれた。

　それどころか、彼らはタクトたちのために朝食を作って待ってくれていた。
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　エルフたちは大鍋でシチューを煮込んでいた。

　栽さい培ばいしたのか自生していたのか知らないが、ニンジン、ジャガイモ、マッシュルームなど、具材も豊富だ。見ただけでヨダレが溢れ出してくる。

「おう、お前ら……昨日は酷ひどいこと言って悪かったな。まあ、食えや。たっぷりあるからな」

　昨晩、人間なんて信じられないと言っていたエルフが、そう言ってタクトとセラナの場所を用意してくれた。他のエルフからの視線もかなり好意的になっており、居心地の悪さはもうどこにもない。

　歓迎してくれているなら、遠慮なく。丁ちよう度どお腹も空すいている。

　タクトとセラナは焚き火の前に座り、そしてエルフが差し出してくれたお椀わんを受け取り、シチューを食べた。

「あ、これ美味しい！」

　と、セラナは声を上げる。

　タクトも言葉にこそしなかったが、同じ思いだ。

　それにしても、昨晩も思ったことだが、空島は野菜が豊富なのだろうか？

「この野菜。一体どうやって手に入れているんです？」

「む？　それは簡単じゃ。空島は土も肥こえているからな。皆で畑を耕たがやしたのじゃ」

「オラの華か麗れいな鍬くわ使づかいを見せてやろうか？」

　ソルーガとソニャーナがそう教えてくれた。

「まあ、機会があれば」

　エルフの農作業風景に興味がないわけではない。

　しかしタクトが空島に来た本当の目的は、金目のものを探すことにある。

「ああ、そういえば。混こん沌とん領りよう域いきにいるのに空島がこんなに快適なのは、古代エルフの技術を使っているからだと言っていましたが。その原理って分かります？」

　タクトはエルフたちを見回しながら聞いた。

　すると全員の視線がロッツに集まった。

「原理……となると、誰も分からない。なにせ失われた古代の技術だからな。しかし、その制御装置ならどこにあるか知っている。我々は一年前、それを動かしたのだから」

「では、あとでそこに案内してもらってもいいですか？」

「構わないよ。君たちは恩人だ。その要望には可能な限り応えたい。何か欲しいものがあれば、持ち帰っても結構だ。聖典以外はね」

「ありがとうございます」

　エルフの古代文明が残した制御装置。それはどんな物なのだろうか。

　なにせ空を飛ぶ島だ。その時点で常識外なのに、女神の如ごとく、混沌領域の中で秩序を生み出している。まともな仕組みではないはずだ。

　そもそも、女神というシステムは誰が生み出したのか──とタクトは想いをはせる。

　樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナを制御して、生存領域を生み出す五人の女神。

　それが何万年前から続いているのか、誰も知らない。

　クララメラが女神になってから、まだ三百年程度しか経たっていない。

　クララメラは元々、普通の人間だった。

　それが先代の女神から後継者として選ばれ、不老不死の肉体と、生存領域を維い持じする技を受け継いだ。

　ところが、その代替わりを人々は観測できない。

　人々は、何万年も前からクララメラがあの森で女神をやっていたと思っている。

　先代の女神の記憶も記録も残っていない。

　当然、クララメラが普通の少女だったという事実も消えている。

　女神が代替わりするたび、何もかもが自動的に改変されてしまうのだ。

　ゆえに女神は永遠の存在として敬意を集める。

　そして次代の女神の座を巡めぐった争いも起きない。なにせ代替わりする事そのものを知らないのだから。

　こんなよく出来たシステム、自然発生したと考えるのは難しい。

　誰かが設せつ計けいしたに違いないのだ。

　では、誰が？

　どんな力を持っていれば、これほど完璧で悪あく辣らつなものを構築できるのか？

　もしかしたら、ここでそのヒントが見つかるかもしれない──と思うのは、いささか期待が過ぎるか。

　なんにせよ、貴重な代物には違いない。一刻も早く見たい。

　気がはやったタクトは、シチューをがっつくように食べた。
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　それは純白の塔だった。高さは五十メートルほどだろう。

　造られてから長い年月が経っているはずなのに、漆しつ喰くいのような白さを保たもっている。

「この塔、最近ペンキで塗り直したわけじゃないですよね？」

「いいや。ずっとこの状態で建っている。原理は分からないが、魔術的な効果があるのだろうな」

　ロッツはそう言ってから、塔の入り口の前に立ち、扉に手をかざして呪文を唱となえた。

「」

　それは音。

　人間には言葉として聞き取ることも、まして発音することなど絶対に不可能な、エルフにしか出せない人外の音階だ。

　その旋せん律りつに反応し、塔の扉は左右にゆっくりと開いていく。

「タ、タクトくん、今の呪文!?　一言も分からなかったんだけど！」

「安心してください。俺もです。しかし……エルフにしか発音できない呪文で開いたとなると、やはりこれはエルフが作ったものなのか……」

　タクトがそう呟くと、なぜか同行しているソルーガとソニャーナが話に入ってきた。

「何じゃ何じゃ。まだ信じておらぬのか。島を浮かべるなど、エルフにしか不可能な芸当じゃ。タクト、お主は無理じゃろ？」

「まあ、無理ですけど」

　ぶん投げることなら出来るが。

「それみろ。やはりエルフのものじゃ！」

「けど、ソルーガさんだって無理でしょ？」

「…………ワシに出来るかどうかは関係ないじゃろ！」

「俺に出来るかどうかも関係ないですよ」

　そうやってタクトとソルーガが不ふ毛もうな言い争いをしていると、横で聞いていたソニャーナとセラナがそろってため息をついた。

「兄者よ。たまに妹として恥はずかしくなるから、やめておくれ」

「タクトくん。たまにもの凄く子供っぽくなるわね。可愛いからいいけど……」

　二人の少女にそんなことを言われ、男子二人は押し黙る。

　それにしても、ソルーガと同じレベルだと思われるのは辛い。タクトは適当にあしらっただけのつもりであり、本気で戦ったのではないのだ。

「君たち、入らないのか？」

　ロッツが塔の中から呼び掛けてくる。

　彼にも呆れられてしまった。なんという不覚。

「今行きます」

　塔は内装も白塗りで、天井まで続く空洞になっていた。その広さはテニスコートくらいだろうか。

　そして不思議なことに、その中央にはもう一本、塔が生えていた。

　こちらも天井まで続いているが、太さはタクトの両腕でも抱かかえ込こめるくらいだ。

　そんな二本目の塔には、無数の模様が走っていた。

　あみだくじのように、上から下に、右から左にと線が彫ほられている。

　その線はたんに窪んでいるだけでなく、淡い青色に発光していた。

　しかも、光の強さは目まぐるしく変わり、離れて観察すると線の上を光点が走っているようにも見える。

　タクトはコンピュータの回路図を連想した。

「これが、空島の制御装置ですか？」

「そのとおり。本来なら空島の運行すらコントロール出来るはずなのだ……あいにく、その方法はもう分からない。私たちに出来たのは、塔の中に入り、結界を起動させることだけ。それによって混沌領域でありながら、生存領域と同等の環境が再現できるのだ。おまけにどういう仕組みか、一週間ほどで草木が生はえそろい、そのあと昆虫や小動物まで出てきた。まるで創世記だよ」

　本当か、と疑うたがいたくなるほどの技術である。

「空島の軌き道どうをコントロール……その方法、聖典に書いてあるのでは？」

「かもしれない。だが、駄だ目めだ。開いてはいけないと伝承に残っているのだから」

　そう言われるのは予想していた。

　なのでタクトは聖典は諦あきらめ、制御装置をコツコツ叩いてみたり、周りを歩いてジロジロ観察したりしてみる。しかし、よく分からない。

「うーん……ここからマナが放たれているのは確かですが……時間をかけて詳しく調べたいですね」

「それは自由にしてくれたまえ。私たちは小屋に戻っているぞ」

　ロッツはソルーガとソニャーナを連れて帰ろうとした。が、兄妹は異を唱となえる。

「待つのじゃ隊長。せっかくここまで来たのじゃから、ワシらは洞窟に遊びに行きたい」

「うむ。まだ探険し終わっていないからな。聖典が手に入った以上は、撤てつ収しゆうするのだろ。その前に隅すみ々ずみまで見て回らねば」

「仕方のない奴らだ……夕飯の時間までには帰ってこい。あとケガはするなよ」

「はは、分かっておる。ワシらは子供ではないぞ」

　子供だろ、とタクトは心の中でツッコミを入れた。

　そして、洞窟と聞き、テンションを上げた人間の子供もいた。

「洞窟探検!?　私も行きたい！」

「おお、セラナも来るか？　いいぞ、お前くらいの剣士なら大歓迎じゃ。今日中に最深部まで行ってしまおう！」

「やったー！　というわけでタクトくん。私は二人と一緒に洞窟に行ってくるから」

「いいですけど。気をつけてくださいよ。まあ、アミュレットに魔力を流し続けておくので、ケガしようと思っても出来ないとは思いますが。迷子にならないように」

　タクトとセラナのアミュレットは、無限の距離を超えてリンクできるというわけではない。しかし空島くらいの広さなら、どこにいても問題ないはずだ。

「迷子の心配は無用じゃぞ。ワシと妹でエスコートするからな」

「うむうむ。オラたちは何度も行っているから大丈夫だ」

　そう言って、エルフと人間の子供たちは走って洞窟に向かっていった。

　彼女らの背中を見送りながら、タクトとロッツは苦笑しあう。

　どこの社会でも、保護者というのは同じ思いらしい。
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　どうやら、あの塔が空島のほぼ中央に位置しているようだ──と、上空を飛び回ったタクトは、そう結論づけた。

　塔は空島全体にマナを広げ、それを制御して混沌領域の中に秩序を生み出している。

　やはり、樹の特異点ネムス・テラと女神の組み合わせによく似ている。

　ただ、その規模は当然、比べものにならないほど塔のほうが小さい。

　使われているマナの量が少ないというのもあるが、燃ねん費ぴ効率そのものも悪いように見える。もしあの塔に女神がいれば、同じマナの量でも、空島の三倍以上の面積をカバーできるはずだ。

　クララメラを間近で見続けてきたタクトにすれば、あの塔で実行されている術式は、少々稚ち拙せつに見えてしまう。

　もっとも、それは当然の話だ。

　塔によって機械的に作られた生存領域が、女神が作る生存領域と同じ精せい度どなら、女神など無用になってしまう。

「けど。それにしてもソックリだな……」

　稚拙ではあっても、その設計思想は通ずるものがある。

　いや、むしろ。

　空島を作った者が、その改良型として構築したのが女神システムなのではないか。

　タクトは空島を見下ろしながら、そんな妙みような想像をしてしまう。

「……流石さすがにそれはないか。女神を作ったのがエルフだってことになってしまう。いや、まあ、空島をエルフが作ったって話も、本当がどうか確かめようがないけど」

　それからしばらく、タクトは滝やら森やらを見てから塔に帰った。

　塔を調べるのは、これで終了だ。

　タクトの魔術は攻撃に偏かたよっており、何かを分析するのは専門外。

　頭を捻ひねっても、これ以上は何も分からないだろう。

　アジールに帰ったら、タクトが調べたことを報告書にまとめて、協会に提出する。

　そうすれば、いずれ誰か、タクトより博はく識しきな者が詳しく調査してくれるはずだ。

　無論、エルフのことは伏ふせるが。

「にしても、あの三人はどうしてるんだろう？　あれから三時間くらい経ったけど」

　探険すると言っていた洞窟は、ソルーガとソニャーナが何度も遊びに行っている場所らしいので、危険はないだろう。

　仮に危険だったとしても、アミュレットが自動防御を行い、セラナを完璧に守りきる。

　また、タクトの魔力を必要とするほどの防御結界が張られた場合、タクトはそれを感じ取ることが出来る。

　しかし今のところ、そのような気配はない。

　仮にゴーレムのような敵と遭遇しても、あの剣を持ったセラナなら、自力で何とかしてしまう。魔術師セラナはともかく、剣士セラナは既すでに立派な戦力なのだ。

「タクトくぅぅん」

　タクトが小屋に帰ろうかと思っていると、セラナが銀髪を揺らしながら走ってきた。

　その後ろをエルフの兄妹が追いかけてくる。

　すっかり仲良し三人組だ。

「三人とも、お帰りなさい。洞窟探検はどうでした？」

「一番奥の宝ほう物もつ庫こまで辿り着いたわ！」

　そう語るセラナの両手には、それぞれ一本ずつインゴットが握にぎられていた。

　人間の肘ひじから手首くらいまでの大きさだ。

　セラナの髪と同じ、光り輝く銀色をしている。

「セラナさん、それ……もしかして純銀のインゴットですか？　お金持ちになれるじゃないですか！」

「それがね、銀にしては妙に軽いの。持ってみて」

　タクトは、セラナが差し出したインゴットを受け取る。

　すると確かに軽かった。いや、ほとんど重さを感じないくらいだ。

　銀は金属の中でも重いほうで、鉛なまりの次くらいの密度があるはず。

　よってこれは銀ではない。

　だが、この質感は金属のはずだ。少なくとも発泡スチロールでないのは確かである。

「セラナさん。これ、ちょっと思いっきり叩いてもいいですか？」

「いいわよ。タクトくんにあげようと思って持ってきたんだし」

　その言葉に甘え、タクトはインゴットを地面に置く。

　それから手に魔力を集め、空手チョップを振り下ろした。

　決して本気ではないが、しかしダイヤモンドですら切きり裂さく一撃だ。

　なのにインゴットは、へこみもしないし、傷もつかない。

　カーン──と高い音を響ひびかせるだけ。

「この強度……まさかミスリルのインゴット!?」

　ミスリルといえば、オリハルコンと並んで高価かつ貴重な金属だ。

　尋じん常じようならざる強度と耐たい熱ねつ性せいを持ち、加工するには一万度まで熱する必要がある。

　これを使って作った剣や盾はまず破壊不可能であり、剣士にとっては憧あこがれの存在だ。

　だが、オリハルコンと違って魔力をほとんど通さない。よってマジックアイテムの素材には適てきさない。

「やっぱりミスリル？　洞窟の奥にまだ沢山あったわよ。タクトくん、残りも持ち出しちゃおうよ！」

　セラナはそう言ってグッとガッツポーズを作る。

　しかし、空島のものを勝手に持ち帰ったら、エルフに怒られるのではないだろうか？　確かにロッツは聖典以外は好きにしていいと言ってくれたが、彼以外のエルフはどう思っているのだろう？

　タクトは、ソルーガとソニャーナをちらりと見やる。

「ま、いいじゃろ。どうせいつか他の人間に見つかって持って行かれる。なら、恩人であるお主らにくれてやった方がマシじゃ」

「むしろ、好きなだけ持って帰ってくれ。エルフの誠せい意いというやつだ」

　ソルーガとソニャーナはそう言ってくれた。

　もともとタクトは、空島から金目のものを持ち帰ろうとしてやってきたのだ。それがエルフのお墨すみ付つきになったのは嬉しい。

「ありがとうございます。では、その洞窟に案内してくれませんか」

　するとセラナはタクトの手を取り、「こっちこっち！」と言って歩き出す。

　目的の洞窟には、十五分ほどで到着した。

　切り立った小さな岩山の壁に、入り口が開いていた。

「その宝物庫とやらは遠いんですか？」

「ワシが道を暗記したから、三十分もあればつくぞ」

「兄者は記憶力が凄いのだ。兄者の脳内マッピングがなければ、この洞窟の探索を終えるのにもう一年かかったかもしれん」

「凄いなぁ、私一人だと絶対迷子になって帰れなくなりそう」

　そんな会話をしながら、タクトたちは洞窟に進入した。

　先頭はもちろんソルーガだ。彼はライティングの魔術で周りを照らし、迷いのない足取りで進んでいく。

　洞窟の壁は綺麗な断面になっており、自然に出来た物ではないと物語っている。分かれ道が無数にあり、進入者を惑まどわそうという魂こん胆たんも明確だ。

「ここを右に行くと、天井から槍やりが降ってくる罠わながあるから気をつけるのじゃぞ」

　そう言ってソルーガは分かれ道を左に曲がる。

　やがて通路が突とつ如じよとして開け、巨大なドーム状の広場が目の前に広がった。

　丸い床の直径は百メートルほど。高さはその半分といったところだ。

　そんなドームの中央には、先程倒したゴーレムと同型のものが一体。それから、一回り小さいタイプが二体転がっていた。

　どれも頭部を切断され、停止している。

「あれは……？」

「この場所で待ち受けていたのじゃ。おそらく宝物庫の門番として配置されていたのじゃろうな。しかし、オラたちが見事倒したのじゃ！」

「兄者。またそうやって噓をつく。倒したのはセラナ一人でだぞ。いやはや、見事な技だった。魔術と剣術を組み合わせて戦うとは珍しいな。人間の間では流は行やっているのか？」

　ソニャーナに褒められ、セラナは照れくさそうに頭をかき始める。

「流行ってないですよ。普通の人は両方極きわめるなんて無理ですからね。セラナさんはまず剣術を極めてから魔術学園に入学したので、世にも珍しい魔法剣士として戦えるんです。まだまだ魔術の方は発展途上ですけど、これからの成長に期待です」

「ほほう。魔法剣士とは格好いいのじゃ。まあ、確かに魔術の方はワシらから見ても未熟なところが多いが……タクトが指導すれば、すぐに上達するじゃろ」

　ソルーガも珍しく素直に褒め称え、セラナの肩をバンバン叩く。

　するとセラナはますます赤くなり「えへへー」とニヤついた。

「そんな、私の剣なんて、お父さんやお母さんに比くらべたらまだまだ……でも、ありがとう……えへへ」

「アミュレットの防御結界を作動させないまま勝ったのは、本当に大したものですよ。この調子で頑張ってください」

「うん、頑張る！」

　セラナの成長と努力に期待しつつドームの奥へと向かう。そこには大きな扉があった。

「ここが宝物庫ですか？」

「そうじゃ。ビビるくらい色々あるぞ」

　ソルーガが扉を押し開くと、中から光が飛び出してきた。

　ライティングの明かりが中のお宝に反射して、眩く輝いているのだ。

　ガラスケースに飾られた、黄金の首飾りや王おう冠かん。宝石をちりばめた鎧に盾。水晶で作った剣もある。

　そんな中、片隅に積つまれたインゴットの数々。

　金、銀、プラチナ。そして、ミスリル。それぞれ二十本はあるだろう。

「全部持って帰ったら、お主ら億万長者じゃな！」

「いや、そこまで欲張りではないというか、二人じゃ持ち帰るのは無理です。どう頑張っても十本くらいでしょう」

「タクトくん、謙けん虚きよ！」

「いや。謙虚じゃないですよ。セラナさん、このミスリルのインゴット一本でいくらするか知ってます？」

「うーん……百万イエンくらい？」

「その十倍はしますよ」

　そう教えてやると、セラナは「どひゃー」と叫さけんで目を白黒させる。

「ってことは十本で一億イエン!?　一生遊んで暮らせるじゃない！」

「一生は無理だと思いますけど。山分けしても五千万イエンですからね。セラナさん、毎日美味しいものが食べられますよ。良かったですね」

　タクトは山分けするのが当然だと思っていた。

　なにせ二人でここに来たのだ。であればお宝は二等分だろう、と。

　しかしセラナはブンブンと首を振った。

「五千万イエンなんてもらえないわよ！　私はくっついてきただけなんだから！　これは全部タクトくんのもの。当たり前でしょ」

「いや、しかし……このミスリルを見つけたのはセラナさんですし。全部俺のものというのは……」

「タクトくんのもの！　私は絶対にいらないから！」

　セラナはムスッとした顔になり、そっぽを向いてしまった。

　まあ、気持ちは分かる。タクトがセラナの立場でも、断っていただろう。

　しかし、セラナの財布事情が本当に心配なのだ。

　せめて一本でもいいから素直に受け取って欲しいのだが……。

「……分かりました。その代わり条件があります。俺がセラナさんにご飯を奢おごりたくなったら、いつでも奢られてください」

「……結局、私が得してるじゃない。私がタクトくんにお返ししなきゃ駄目なのに……」

「細かいことはいいんですよ。この条件が飲めないようでしたら、俺が風呂に入っているところを覗きに来たって街中に言いふらしますよ」

「それはやめて！　大人しく奢られるから、それだけは許して！」

　セラナはタクトの肩を摑み、ガクガクと揺すりながら必死に訴える。

　よかった。タクトとしても、あの話を世に広めるのは避さけたい。

「では話がまとまったところで、インゴットを持って帰りましょう」

「あ、そうだ。私のローブを鞄かばんの代わりにしたら運びやすいんじゃないかしら」

　セラナはローブを脱ぎ、それを風ふ呂ろ敷しきみたいに広げてインゴットを包み始める。

　これならセラナ一人で十本運べる。

　ならタクトも同じようにすれば、更に持ち出せる──と一瞬考えたが、地上まで降りていくときのことを思えば、やはり欲張らずに十本に抑えておいた方が無難だろう。
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　タクトたちはエルフたちの小屋がある場所に戻った。

　十一個も小屋が並んでいると、ちょっとした村のような雰囲気で、タクトはそれを結構気に入っていた。

　が、どうしたことだろう。

　エルフ手作りの小屋が、綺麗サッパリ消えている。

　しかしロッツたちがいるので、場所を間違えたわけではなさそうだ。

「むむ。ワシらの家がないのじゃ！」

「オラたちどうやって暮らしていけばいいのだ！」

　ソルーガとソニャーナは悲鳴を上げてロッツのもとへと走り出したので、タクトとセラナも少し遅れて追いかけた。そしてエルフたちのところに辿り着くと、兄妹が脳天気な笑い声を上げていた。

「あはは。撤てつ収しゆうの準備をするなら事前に言ってくれ隊長。何事かとビックリするじゃろ」

「オラはてっきり、魔術師協会が攻めてきて、小屋を焼き払ったのかと思ったぞ」

「いや、すまない。なにせ我々の痕こん跡せきは可能な限り消したいからな。崖下の遺跡と一緒にうめてしまったのだ」

　ロッツの言うとおり、崖は崩くずれていた。ゴーレムの残ざん骸がいや、聖典があった遺跡はもう見えない。これなら、タクトとセラナが黙っていれば、ここにエルフがいたと誰も思わないはずだ。

「おお、タクトにセラナ。君たちの荷物はそこにある。しかし、それにしても本当に世話になった。まともに礼も出来ないのが申し訳ない……」

　ロッツが指差した先には、タクトのリュックサックが置いてあった。

　四日分の食料と着替えをいれてきたのだが、結局、ほとんど使わずに済んだ。

「礼なんていいですよ。勝手にミスリルのインゴットを持ってきたので。これで一ひと儲もうけさせて頂きます」

「そうか。そう言ってくれると助かる。もし君たちがデルニア王国に来ることがあれば、我々の村に寄ってくれ。精せい一いつ杯ぱい、歓迎しよう」

「はい。そのときは是ぜ非ひ。あとそれから、今のうちに聞いておきたいことがあるのですが」

「なんだ？　私が知っていることなら、喜んで話そう」

「ありがとうございます。実は、その聖典に書かれている創世記について知りたいのです。ソルーガさんとソニャーナさんからざっくりとは聞きましたが、なにせ人間社会に創世記はまるで伝わっていないので。詳しく教えてくれませんか」

　タクトがそう言うと、セラナがコクコクと頷いた。

「それ、私も聞きたいと思ってたのよ！　聖典そのものは見ちゃ駄目でも、中の話は伝わってるんでしょ。ロッツさん、教えてください！」

「そんなことか。いいだろう。それほど長い話でもないからな」

　そう言ってロッツは草むらの上にあぐらをかいた。

　タクトとセラナもそれに倣ならい、彼の前に座り込む。

　わくわくしながら待っていると、ロッツはよく通る声で語り始めた。

　いわく──。




　かつてこの星に混沌領域などなかった。

　大地の全てが緑に溢れ、空はどこまでも澄すみ渡わたり、海は生物の宝庫だった。

　だが、ある日突然、世界の秩序に亀き裂れつが走る。

　空間の裂け目から別世界の法則が流れ込んできたのだ。

　それはあっという間にこの星を覆い尽つくし、混沌で塗ぬりつぶしてしまう。

　そのとき、この星に住んでいた大おお神がみ様さまたちは混沌を止めようとした。

　しかし勝てなかった。

　彼らは為なす術すべなく死んでいった。

　このままでは星が滅ほろびてしまう。

　ゆえに彼らは五人の女神、五つの樹の特異点ネムス・テラを創り、それに適応した生物を生み出した。

　それがエルフであり、人間であり、その他の動植物である。

　大神様たちは混沌に敗やぶれ消えてしまったが、今この星に生きる我々は、その末まつ裔えいとして命を繫つないでいかなければならない。

　いずれ混沌を消滅させ、星をあるべき姿に戻すために──。




「というのが、エルフに伝わる創世記だ。十万年以上昔の出来事と言われている」

　ロッツはそう締しめくくった。すると周りから拍手が巻き起こる。

　いつの間にかエルフたちが集まって、一緒に創世記を聞いていたのだ。

「いやぁ、隊長の語り方はいつ聞いてもいいなぁ。何度も聞いた物語なのに、聞き入ってしまう」

　エルフの一人がしみじみと言った。

　実際、素晴らしい声である。演説などをすれば、嫌でも士気が上がるだろう。

　セラナなど完全に聞き入っており、紙芝居を楽しむ子供のような顔になっていた。

　タクトも当然、ロッツの美声に聞きき惚ほれていたが、それ以上に色々と考えてしまう。

　どこまで本当の話なのだろう、と。

　混沌領域も、五大女神も、樹の特異点ネムス・テラも、実在するものだ。

　人間はその起源を知らない。一方、エルフには語かたり継つがれている。

　エルフの伝承が〝必ず正しい〟ということにはならないが、与よ太た話ばなしだと切り捨てることもまた出来ない。

　この星が混沌領域に覆われる前にいた、大神様たち。

　それは何者なのだろう。

　古代人の比ひ喩ゆ？　あるいは本当に神々がこの星を支配していたのか？

　どうやら、しばらくは考えごとで眠れない夜を過ごすはめになりそうだ。

「ロッツさん。貴重な話をありがとうございます。トゥサラガ王国は特にエルフ族との交流が少ないので、おそらくこんな機会がなければ、一生知らずに過すごしていたでしょう」

「気に入ってくれたようでありがたい。私も人間に語って聞かせるなど初めてだから、新鮮だったよ」

　タクトは創世記の礼として、リュックから干し肉を取り出し、エルフたちに配って一緒に食べた。

　そうしているうちに、ホウキに乗ったエルフが一人、空から降りてきた。

　そういえば一人足りないと思っていた。見回りにでも行っていたのだろうか。

「混沌領域を抜けたぞ。下に草原が見える。トゥサラガ王国に入ったらしい！」

　彼は興奮した声でそう言った。
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　タクトたちはまず塔に行き、空島を覆う結界を解除した。

　それから、それぞれのホウキや杖に跨またがって地上へと飛び降りる。

「あ、セラナさん。ミスリルのインゴットは俺が背負うので、杖の制御を任せます」

「え、ええ!?　大丈夫かしらっ？」

「もう生存領域ですから大丈夫でしょ」

　というわけでタクトは、インゴットをリュックサックに詰めて背負い、セラナの後ろに乗った。

「ほら、セラナさん。エルフの皆は飛び降りちゃいましたよ。怖がってないで、思い切って」

「う、うん！」

　空島のふちから眼下を眺めていたセラナだが、エルフに遅れること数十秒。

　意を決して降下を開始する。

「うひゃあっ、風が強い！」

　近頃、空を飛ぶのに慣れてきた様子のセラナだが、やはり高度五千ケメルは勝手が違うようだ。杖はタクトを乗せたまま、上下左右へと激しく揺れ動く。

「落ち着いてください。エルフに追いつくことは考えず、まずは杖を安定させましょう。風を読んで。基本は低空飛行と同じです」

「分かったわ……！」

　エルフとの距離は開いていくが、杖は徐じよ々じよに安定し、やがて揺れを感じなくなる。

　いい調子だ。やはり何だかんだいってセラナは才能がある。ただのポンコツ少女ではないのだ。

「それじゃ、細かいことはお任まかせするので、エルフのあとを追いかけてください。もしヤバくなったら、俺がコントロールを奪うばうので、安心して」

「うん。多分、大丈夫！」

　自信満々に言うだけあり、杖は快適に降下していく。

　そして草原に降りると、エルフたちが待っていた。

「おお、二人とも。ようやく来たか。我々はララスギアの街に行き、そこで行ぎよう商しよう旅りよ団だんに乗せてもらい、故郷に帰ろうと思う。できれば、ララスギアの街まで先導してくれないか？」

　ロッツがそう頼んできた。

　こちらもララスギアの街に帰るのだから、断る理由はない。

「いいわよ。私についてきて」

　セラナは張り切って、再び杖に跨がる。

　しかし、その前にタクトは、エルフの皆に言っておくべきことがあった。

「街に入る前に、耳を隠しておいたほうがいいと思いますよ。行商旅団の人たちはあちこちで商売しているので大丈夫かもしれませんが、ララスギアの住民はエルフに慣なれていないので……」

「ああ、それなら問題ない。こちらも心得ている」

　エルフたちは服についたフードを被った。

　尖とがった耳も金色の髪も隠れてしまい、ただの美形集団に早変わりだ。

「さあ、セラナよ。ワシらをララスギアとやらに案内するのじゃ」

「ついでにこの国の美味しいものが食べたいぞ」

　ソルーガとソニャーナが脳天気なことを言い出す。

　だが次の瞬間、上空で轟音が鳴り響いた。

　見上げると、魔術師の編隊二十人ほどが、トゥサラガ王国に進入した空島に向けて、超音速で突入していた。

　全員が精鋭だ。

　やはり魔術師協会はこの期に、空島を占せん拠きよした連中を全滅させるつもりだったらしい。

　もっとも、全員既すでに脱出していて、ここで談笑しているのだが。







　そして一同がララスギアの街につく頃には、すっかり夕方になっていた。

　ギガントドラゴンの周りに広がる露店市はまだ健けん在ざいだ。

　もっとも、行商旅団が来て九日目なので、明日か明後日には撤てつ収しゆうしてしまうだろう。

　エルフたちが便乗するには、かなりギリギリのタイミングだったというわけだ。

「ありがとう。君たちのおかげで聖典が手に入り、行商旅団のところまで辿り着けた。あとは私たちが何とかする」

　露店市の外側に降り立ったロッツは、タクトとセラナと握あく手しゆを交かわしながらそう言った。

「大丈夫ですか？　行商旅団にコネでも？」

「うむ。いくらエルフといっても、完全に外界との接触を断たっているわけではないからな。行商旅団が国に来たときは、人に紛まぎれて取引をすることもある。なかには、こちらがエルフと知った上で付き合ってくれる商人もいた。そのツテを頼たよってみようと思う」

　なるほど。それでロッツは人間であるタクトとセラナを見ても取り乱したりしなかったのか。

「しかし、人間との交流が多少でもあるなら、どうして〝どれーはーれむ〟なんて迷信が残っているんですか？」

「人間と接触するのは大人だけだ。人間である君たちの前でこんなことを言うのもなんだが……人間のなかにはエルフに対する差別意識が強い者もいる。好奇心の強い若者が森の外に出るのは危険なのだ。だから人間は危険な生き物だと教えている。実際、人間の全てが善人だと、君らとて断言は出来ないだろう？」

「それは、まあ……」

　その通りなのだが。

　だからといって〝どれーはーれむ〟というのは酷い。もう少しマシな方便はなかったのだろうか。しかし〝どれーはーれむ〟のインパクトがあったからこそ、ソルーガとソニャーナのような脳天気エルフですら人間を恐れたのだ。

　実は最適な方便だった……のかもしれない。

「なにはともあれ。デルニア王国まで半年以上かかりますから、お気をつけて」

「頑張ってください！」

　こうしてタクトとセラナは、エルフたちと別れを告げた──と思いきや、なぜか知らないが、ソルーガとソニャーナだけがこちらを追いかけてくる。

「こら、二人とも。どこへ行くつもりだ。勝手な真ま似ねは許さんぞ」

　ロッツが当然の説教をする。

　しかし兄妹は胸を張り、したり顔で抗こう議ぎする。

「隊長。こうして行商旅団のところに辿り着いた以上、旅はもう終わったも同然じゃ。ならばララスギアを探索し、見けん聞ぶんを広めるべきじゃろ」

「兄者の言うとおりだ。幸いにも、信頼できる案内役が二人もいるしな！」

　と言って、ソニャーナはこちらを指差す。

　あいかわらず図々しい兄妹だ。この二人に比べたらセラナですら霞かすんでしまう。

「まあ、俺は別にいいですけど。十人全員でぞろぞろするならともかく、二人だけなら」

「私もこのままお別れするより、もっと遊びたいわ！」

「よし、決まりじゃ！」

「二人がいいと言っているのだから、隊長に止める権利はないぞ！」

　ぴょんぴょん飛び跳ねるソルーガとソニャーナを見て、ロッツはため息をつきつつ頷いた。

「いいだろう。ただし、明日の朝までには帰ってこい。私がここで待っているから」

「了解じゃ。さてタクトにセラナ。街を案内するがいい！」

「とにかくオラはお腹が減へったぞ！」

　案内しろと言いながら、エルフの兄妹は勝手に歩き始めてしまった。放っておいたらどこまで行くのだろうと考えつつ、タクトはそのあとを追いかけた。
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　ソニャーナはお腹が減っているらしいが、まずはアジールに行って、帰還の報告だ。

　当然、森の二重結界の中を進んで行くことになる。エルフの兄妹は無事についてくることが出来るだろうか。お手並み拝はい見けんである。

「森に足を踏み入れた瞬間、方向感覚を狂わされたのじゃ」

「これは迷子の結界か？」

「なかなかの結界じゃが、この程度ではエルフは迷ったりせん！」

　それからしばらく進むと、今度は圧力の結界が待ち受ける。

　魔力が足りない者は跳ね返され、街に逆戻りしてしまう強力な壁だ。

　が、ソルーガとソニャーナはこれも悠ゆう々ゆうと突破した。

「すごーい。楽勝って感じね！　私なんか初めて来たとき、死にそうになったのに」

　セラナは羨うらやましそうに呟く。

　しかし、そのセラナとて、今は汗一つ流さずに結界の中を歩いている。

「ワシらは天才魔術師じゃからな」

「オラたちの歩みはこんな結界では止められぬ！　ところでタクト。あれがお前の家か？」

「はい。魔導古書店アジールです。そして、あそこで虫網を持ってアゲハチョウを追いかけているのが、お手伝いのマオです」

　タクトの視線の先には、必死の形ぎよう相そうで走り回る猫耳メイド幼女がいた。

「マオちゃん、あいかわらず反則的な可愛さね。はぁ……お持ち帰りしたい……」

「だから駄目ですって。おーい、マオ。ただいまー」

　そう叫ぶと、マオはアゲハチョウからこちらへ視線を移し、そして「うにゃん！」と大声を上げた。

「タクトにゃー、タクトが帰ってきたにゃー！」

　虫網を投げ捨て、マオは全速力で走ってくる。

　そのまま減速せずにタクトの胸にドスンとぶつかり、猫耳と尻尾をピコピコさせた。

「おいおい。昨日出発して今日帰ってきたのに、随ずい分ぶんと大げさだなぁ。店長がいるから寂しくはなかっただろ？」

「クララメラも好きだけど、タクトも好きにゃ。両方いないと駄目にゃん！」

　出発前は「安心して空島を探検してくるにゃ」なんて言っていた癖くせに。

　一日留守にしただけでこれである。

　随分と寂しがり屋さんのようだ。

　今後、アジールを留守にするときは気をつけないといけない。

「何じゃ何じゃ。こやつはホムンクルスか？」

「タクトに懐なついておるな。可愛いのう」

　エルフにもマオの愛らしさは通用するようで、ソルーガとソニャーナは興味深げに猫耳幼女を眺めていた。

　するとマオもタクトの胸からを顔を上げ、二人のエルフをしげしげと見つめる。

「お客さんかにゃ？」

「お客さんだけど、店の客じゃなくて俺の客だよ。えっと、こっちがソルーガで、そっちがソニャーナ」

「タクトのお客さんにゃー。ようこそいらっしゃいませにゃ、私はマオですにゃー」

　マオはタクトから離れ、両手を広げて歓迎のポーズをとる。

　そのときエルフの二人は被っていたフードを外し、耳を露出させた。

「歓迎してくれてありがとう。ワシらはこういうものじゃ」

「にゃ!?　変な形の耳にゃん！」

　マオは大きな目を更に見開いて、ピンと尖ったエルフ耳を凝視する。

「変な耳はお主のほうじゃろ」

「オラたちのは平均的エルフ耳だ」

　ソルーガとソニャーナは鋭いツッコミを入れ、二人でマオの耳を左右から撫で回した。

「にゃーっ！　くすぐったいにゃ、そんなに撫でちゃ駄目にゃぁぁ！」












　マオはじたばたと暴れてから逃げ出し、タクトの背中に隠れてしまう。

「ところでマオ。店長は起きてる？」

「さっきまで頑張って起きてたけど、つい三十分ほど前に力尽きて居眠りにゃ。幸せそうにスヤスヤにゃ」

「へえ。八時からさっきまで起きてたんだ？　そりゃ凄い」

　開店時間が朝八時で、今が夕方の五時だから、九時間も起きていたことになる。

　あの睡眠大好き女神にしては快かい挙きよといえよう。

　そして眠ったばかりのところを申し訳ないが、帰還の報告のため、叩き起こす。

「店長、ただいま戻りました」

　店に入って叫んでも、反応がない。

　しかし、クララメラはちゃんとカウンターの奥にいた。

　椅子に座り、背もたれに体重を預あずけ、ヨダレを垂らして眠っている。

　近づいて耳を澄すませば、静かな寝息が聞こえ、その肩がゆっくりと上下しているのが分かる。

「これがタクトの上司か？　美人じゃなぁ」

「それに乳ちちが大きい。オラもこんな乳が欲しいぞ」

　ソルーガとソニャーナはそんな感想を口にした。

　女神に対して失礼だなぁ──とタクトは思ったが、よく考えたら二人にはクララメラが女神だと教えていなかった。

　今更教えるのも面倒なので、黙だまっておこう。

「ちょっと二人とも退どいてください。店長を起こすので。これが結構、難しいんですよ」

　タクトはカウンターに進入し、クララメラの前に立ち、その顔に手を伸ばして、両頰をムニッと摘つまんだ。

　女神の美しい顔が変形する。

「店長、タクトです。帰ってきましたよ。ほら、お客さんもいます。起きてください。店長、店長！」

「ん、ん……なに……いたっ、ほっぺが伸びる……いたい、いたいっ！」

　指に力を込めて左右に引っ張ると、クララメラはようやく目を覚ましてくれた。

「おはようございます、店長。そして、ただいま」

「うぅ……タクト？　ああ、おかえりなさい。意外と早かったのね……けど、こんな痛い起こし方しなくてもいいじゃないの……」

「他の方法だと起きそうもなかったので」

「そんなことは、あるけど……」

　クララメラは目に涙を浮かべて、赤くなった頰をさする。

　情けない姿だ。とてもではないが女神には見えない。

「セラナちゃんも無事……それから、ん？　エルフが二人？」

　店内にエルフ兄妹を発見したクララメラは、目をゴシゴシ擦こすり、それからもう一度眺める。三百年以上生きている彼女にとっても、エルフは珍しいようだ。

「幻覚じゃないですよ。本物のエルフです。ソルーガとソニャーナというのですが……空島のちょっとした縁えんで、ララスギアを案内することになったんです」

「へぇ……色々複雑な事情がありそうね……けど今は眠いから……話はまたあとで……ふぁぁぁ……っ」

　クララメラははしたなく口を大きく開けてアクビをすると、そのまま眠りの世界に帰っていった。

「美人なのに怠なまけ者じゃなぁ。美人じゃから許すが」

「そして乳が大きい。乳が大きいのは正義だぞ」

　ソニャーナは自分の胸をぺたぺた触りながら、クララメラの胸と見比べた。なるほど。確かにソニャーナの胸は小さい。

　そしてエルフの世界にも、胸は大きいほうが良いという価値観があるようだ。

　同じ価値観をもっているということは、分かり合えるということ。

　やはり人間とエルフは仲良く出来るのだ。

「店長が寝てしまったので、俺たちだけでご飯を食べに行きましょう。マオも来るだろ？」

「当然にゃ！」

　マオは、にゃんにゃんと両腕を上げる。

　なぜだか、セラナやソルーガ、ソニャーナまで一緒に「にゃんにゃん」と言って楽しそうにしていた。

　感染したのだろうか？

　タクトは、にゃんにゃん病の彼女らを尻目に、ミスリルが入ったリュックサックを床に置く。

　それから、にゃんにゃん踊っている人々の背中を押して街へ向かう。

　泥棒など入らないとは思うが、念のために結界強度を最大まで上げてから、目的の定食屋を目指す。

　そこは運送屋のエミリー・エイミスが、港町から持ってきた魚をおろしている店だ。

　普通、海辺の村でしか生魚は手に入らないのだが、エミリーが冷凍魔術と飛行魔術を駆使して、鮮度を保ったまま運んでくれるのだ。

　その冷凍魔術はタクトが教えたものだ。しかし、どんな魚を仕入れてくるかまでは指示していない。だから店のメニューは来るたびに変わる。

　さて。今日はどんな魚があるだろう。実に楽しみだ。

「こんばんは」

　扉を開けて中に入ると、晩ご飯にはまだ少し早い時間ということもあって、他に客はいなかった。

　ソルーガとソニャーナの正体がバレる恐れがなくて安心だ──と思ったのも束つかの間ま。

　奥のトイレから、黒い三角帽子に黒いローブの女性が出てきた。

　魚を運ぶ官能小説大好き魔女、エミリー・エイミスだ。

「おや、タクトくんじゃないか。それに君はえっと……魔術学園で一番強い女の子！」

「セラナ・ライトランスです！　エミリーさん、よく私の部屋に実家の手紙届けてくれるじゃないですか」

「うん。顔と部屋は覚えているのだけど、名前は失念していた。いや、失しつ敬けい。そしてマオにゃん！」

「にゃーん♪」

　エミリーとマオは、にゃーんと言いながら抱き合った。

　どうやらエミリーもにゃんにゃん病を患わずらっているらしい。

「あれ？　エミリーさん、いつの間にマオと知り合ったんです？」

「ふふ。実はさっき、用事もないのにアジールに遊びに行ったんだ。タクトくんが留る守すでガッカリしたが、代かわりにマオにゃんと仲良くなれた。いやぁ素晴らしい。まさかこの世に猫耳メイド幼女が実在したなんて！　タクトくん、君は実にいいセンスをしている！　私が見込んだだけのことはあるなぁ！」

「はぁ、それはどうも」

　しかし、マオことＣＬ01を設計したのはハンバート社であり、メイド服を発見したのはセラナだ。

　タクトはお金を出しただけで、マオが猫耳メイドになってしまったのは全くの偶然である。

　もちろん、猫耳メイド幼女が素晴らしいというのは同感であるが。

「そして、そちらのフードを被った二人は何者だい？　とんでもない美形だが……」

「ようやくワシらに興味を持ったか。では名乗ってやる。ワシの名はソルーガ！」

「そしてオラはソニャーナ。ソルーガの妹である！」

「これはご丁てい寧ねいに。私はこのララスギアの街周辺で運送業をやっているエミリー・エイミスだ。とこで君たち……」

　エミリーは二人に近づいて、その顔をジロジロと見つめる。

　あまりの図々しさに、流石の二人も戸と惑まどっている様子だ。

「もしかして、エルフかい!?」

　エミリーはどんな理り屈くつか知らないが、二人の正体に気付いてしまった。

　そして、彼らのフードに手を伸ばす。

　が、すんでのところでセラナが後ろから羽は交がい締じめにし、更にタクトが口を塞ふさぐ。

「もが、もがもが」

「エミリーさん、お願いですから黙ってください。幸さいわいにも他のお客さんはいませんが……」

　店内を見回してタクトが安あん堵どしていると、厨ちゆう房ぼうから店のマスターが現われた。

　白髪しらがの交じった初老の男だ。そしてヤクザ映画に出てきそうな強こわ面もてである。

「俺の店に客がいないのが、どうして幸いなんだ、タクト！」

「あ、いや。その……」

　確かに冷静に考えると大変失礼なことを口走っていた。

　どう謝るべきか。

「なんてな。冗談だ。平日だから客がいないのは仕方がない。あと、エなんとかって単語も聞こえなかったぞ。そんなわけで、俺は厨房に戻る」

　マスターは急にガハハと笑い出し、奥に引っ込んでしまう。

「ぷはっ。ああ苦しかった。セラナちゃんも放してくれよぅ」

「あ、ごめんなさい」

　そして自由になったエミリーは、少し離れた場所から、もう一度ソルーガとソニャーナを監視する。

「うん、やはりエルフだ。別に嚙かみついたりしないから、君たち、フードをちょっと外してくれないか？」

　エミリーの懇願に、兄妹は顔を見合わせる。そして、エミリーが悪い人間ではないと判断したのか、素直にフードを脱ぬいだ。

「おお、尖った耳。輝く金髪！　ああ、美形だなぁ……今夜の妄想が捗はかどるぞ！」

　エミリーは潤うるんだ瞳でそう呟いた。

　それを見てエルフの兄妹は困こん惑わくした顔になる。

　しかしエミリーが寝る前にどんな妄想をしようと、彼らに害はないので、安心してもらいたい。

「それでエミリーさん。どうして二人がエルフだと気付いたんです？　まさか透とう視し魔術を身につけたんですか？　結構難しいと聞きますけど」

「まさか。私は空を飛ぶことと、魚を凍らせること以外に能のない女さ。いや実は、私の実家の近くに森があって。そこで小さい頃、エルフを見たことがあるんだ。ちらっとだがね。素晴らしい美形だった。君たちとそっくりだったよ」

　エミリーが言うとおり、トゥサラガ王国にもエルフは住んでいる。

　しかし森から滅めつ多たに出てこないので、人間と交流することはほとんどない。

　目撃したというだけでも珍しく、まして『街の定食屋に現われる』のは奇跡といえるだろう。

　なにせ剛ごう胆たんなエミリーですら、エルフを見て興奮しているくらいだ。

　もしフードをかぶらずに道を歩いたら大騒ぎになるのは確実である。

「あ、ところで、私は十七歳だから。小さい頃というのはほんの数年前のことだよ！」

　エミリーは自分の設定年齢を思いだしたらしく、慌ててそう付け加えた。

「え!?　エミリーさん、私と同い年だったんですかっ？」

　セラナはギョッとした顔になる。

「騙だまされちゃ駄目ですよ。この人は毎年十七歳だと言い張ってるんですから」

「うん。かれこれ十三年ほど言い張っている」

「自分で暴ばく露ろするんですか……」

「ははは。噓はつけない性しよう分ぶんなのでね」

　などと言ってエミリーは胸を張る。〝じゅうななさい〟なのにマオ並の胸だった。

「正直なのは偉えらいにゃー」

「ありがとうマオにゃん。しかし、常に正直が偉いというわけでもないぞ。たとえば、そうだな。今ここで、私が毎晩、タクトくんをおかずにどんな妄想をしているか赤裸々に語ったら、タクトくんは怒るだろう？」

「ぶっとばします」

「はっはっは。私はＭ寄りだがタクトくんにぶっ飛ばされると結構本気で入院するはめになりそうだから勘かん弁べんだ。まあ、そんな感じで、正直だからいいというわけじゃないのだよ、マオにゃん」

「難しいにゃー」

　マオは首を捻る。

　だが、この場合。正直かどうかというより、エミリーという存在そのものに問題があるような気がしてならない。

　取り返しのつかないことになる前に、闇やみ討うちをした方がいいのでは──と真剣に検討するタクトだった。

「まあ、何はともあれ。愉快なメンバーが勢せい揃ぞろいしたんだ。席について食事とお酒を楽しもう。あ、ソルーガくんとソニャーナちゃんはフードを被った方がいいぞ。いつ他のお客さんが来るか知れないからね。なぜエルフがここにいるのかという話は、酒を飲んでからだ」

　エミリーは変態のくせに常識的なことを言って、テーブル席を陣じん取どった。

　丁度、六人全員が座れるテーブルである。

「おーい、マスター。私にビールをジョッキで持ってきてくれ！」

「ワシもトゥサラガ王国のビールが飲みたいのじゃ」

「オラもだ。ビール二つ追加！」

「にゃーん。マオもそのビールというものを飲んでみたいにゃー」

「駄目だマオ。前にも言っただろ。子供が酒を飲むとひっくりかえる」

「はにゃ。ビールはお酒だったのかにゃ。残念にゃ……」

　猫耳が残念そうにしおれた。

　耳と尻尾さえ見ていれば、マオの感情が全て分かってしまうので可愛い。

「お酒はどうでもいいから、私たちはご飯を食べましょ」

　セラナはメニューを片手に語る。

「ですね。あ、そうだマスター。今日はどんな魚がオススメですか？」

「ああ、魚っていうか……イカの刺さし身みがあるぞ」

　マスターはビールジョッキ三つを運びながらそう語る。

　イカ、か。魚ではないが、海の幸さちだ。

　デルニア王国に海はないから、ソルーガとソニャーナは見るのも初めてのはず。

「じゃ、マスター。そのイカの刺身を人数分お願いします。それと、俺とセラナさんとマオに水を」

「あいよ！」
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　エミリーとソルーガとソニャーナは、ジョッキで乾かん杯ぱいしてからビールをゴキュゴキュゴキュと飲み干す。

　そしてプハァァァッとお決まりの声を幸せそうに漏もらした。

　タクトは酒が飲めないし、飲んだこともないが、何だか羨ましくなってしまう。

　普通の水を飲んでいる自分たちが少々虚むなしい。

　が、そんな惨みじめな思いも終わりである。

　なぜなら、マスターがイカの刺身を運んできたからだ。

　これでビールに対抗できるはず。

「おまちどおさま！」

　大皿がテーブルの真ん中にドカンと置かれる。

　そこには美しく盛もられた大量のイカそうめんがあった。

　添そえられた青じその葉っぱが鮮あざやかにイカを引き立てる。千せん切ぎりにした大根もある。

　これだ、これ。これぞ日本人の心。

　無論、これだけでは刺身の完成とは言いがたい。

　マスターは六人分の小皿を並べ、そして黒い液体が入った瓶びんを置く。

　そう。醬しよう油ゆ、だ。醬油がなければ始まらないだろう。

　ただし、この世界には大だい豆ずを発はつ酵こうさせる文化がないので、魚と塩を漬け込んで発酵させた魚ぎよ醬しようである。

　独特のコクがあり、大豆の醬油とは異ことなる味だが、それもまた美う味まいのだ。

　ここにアレさえあれば最高なのだが──。

「おい、タクト。今日はお前さんが食べたがっていた、アレもあるぜ」

　なん、だと？

「ワサビ、だ。行商旅団から買ってきた」

「うおぉっ！」

　タクトは悲鳴が口から飛び出すのを止めることが出来なかった。

　だって、刺身に、醬油に、ワサビだぞ！

　この組み合わせを、転生してからの十四年、ずっと夢見てきた。

　次元回廊を開くまで実現不能だと諦めていたが……この世界にも八や百お万よろずの神の加護が届いていたらしい。

　マスターが手に持っている緑色の物体。

　イボのついた茎くきに、その何倍もの大きさの葉っぱ。

　これぞワサビに相そう違いない。

「確か、この茎をすり下ろすんだったよな？」

「はい……はい！　その通りです！」

「ちょっと待ってろ。おろし板を持ってくる。お前が自分でやるんだろ？」

「それはもちろん！」

　タクトは頰を涙が伝わっていくのを感じた。

　それを皆が不思議そうに見つめているのも分かっていた。

　みっともないが、それでも涙がとまらない。

　セラナたちだって、食べたら分かる！

　厨房からマスターが帰って来ると、ワサビは葉がとられ茎だけになっていた。

　そして、おろし板も一緒だ。

「タクトくん……どうしてそんなに目を血走らせているの……？」

「まるで、初めて女の裸を見た少年のような瞳じゃぞ……」

　そんなことを言っていられるのも今のうちだ。

　見るがいい。

　嗅かぐがいい。

　これがワサビの力なり！

　じょりじょり、じょりじょり。

　ごりごり、ごーりごり。

「はにゃにゃ？　急にツーンとした匂いがしてきたにゃん！」

「しかし、いい匂いだ……オラ、こんな匂い初めてだ……」

　すりたてのワサビの香りが、店内に広がっていく。

　マスターを含めた全員が、興味深げにタクトの手元を見つめ、そして鼻をくんくんと動かす。

　やがてワサビは、おろし板の上でペースト状になった。

　タクトは箸はしを使って、それを刺身の皿のふちに乗せてやる。

　ちなみにこの箸は、街の木工職人に頼んで、この店用に特注したのだ。

　やはり、刺身を食べるときは箸でなければならない。

「皆さん。ワサビは醬油に溶とかさず、刺身に少量ずつつけて、その反対側に醬油をつけて食べて下さい。それが一番風味が出ます」

「めんどくさい奴じゃのう」

「タクトくん、刺身番長ね」

「タクトくんとの付き合いは長いが、こんなに必死な姿を見るのは初めてだよ」

　無知な彼女らは、タクトのこだわりに呆れた顔で応える。

　やれやれ、だ。

　いいから言われたとおりにすればいい。そして敗北を認めろ。

「箸、使いにくいにゃー。フォークがいいにゃー」

「オラと兄者にもフォークだ。こんな二本の棒で食えるか！」

「……罰ばち当あたりな。まあ、いいでしょう。セラナさんとエミリーさんは？」

「ふふふ。私は何度もこの店に来ているから、箸の使い方などお手の物さ」

「私も箸に挑戦してみるわ！」

　ララスギア在住の女性二人は頼もしい。それでこそアジールの常連だ。

「それでタクトくん。箸ってどうやって使うの？」

「こうです、こう」

　タクトはセラナの目の前で、箸をパカパカ閉じたり開いたりしてみせる。

　セラナは、見よう見まねで何とか箸を操ろうとする。剣士だからだろうか。上達が早い。危なっかしいが、一応は箸の動きになっている。

「おいおいタクトくん。もう食べていいのかい？」

「お腹ぺこぺこにゃん」

「ああ、申し訳ありません。では皆さん。どうぞ」

　彼女らはタクトの指示どおり、イカを醬油につけ、その上にワサビをちょんと乗せ、ぱくりと一口。

　その瞬間、全員の顔に花が咲いた。

「あ、甘いにゃぁっ！」

　そう。イカの刺身は甘いのだ。

　もちろん、その種類や鮮度によって味は違ってくる。

　釣つったばかりのイカは透明で、もっとコリコリした食感だ。

　だが、この刺身は漁村から運ばれてきたものなので、少し白くなっており、柔らかく、そして甘い。

「これは美味い。ビールが進むのじゃ！」

　ソルーガはイカそうめんにフォークを突き刺し、グルグルとパスタのように巻き付ける。それに醬油とワサビをつけて口に入れ、もにゅもにゅと嚙んで飲み込み、続いてビールをがぶがぶ。

「マスター、ビールおかわりじゃ」

「オラにもビール！」

「では私も頂こう！」

　ビール三人組は、酒も早いしイカも早い。

　うかうかしていると、全て食べられてしまう。

「ああ、ところで。ソルーガくんにソニャーナちゃん。どうしてここにエルフがいるのか、もし良かったら教えてくれないか？　まあ、無理にとは言わないが。ぐびぐび」

「ぐびぐび。うむ……お主は悪い人間ではなさそうだから個人的には教えてやってもいいのだが……ぐびぐび。秘密を漏らすと村全体を危険に晒さらすことになりかねないのじゃ……ぐびぐび」

「兄者の言うとおり。すまんが細かいことは秘密だ。まあ大おお雑ざつ把ぱに言うと、親切なタクトとセラナに助けられた縁で遊びに来たと、そういうわけだ。親切な二人はこうしてイカとビールまで奢ってくれた。いやはや、人間も捨てたものではないな。ぐびぐび……ビールが美味い！」

　いつの間にか奢ることになっていた。

　しかし二人が金を持っているとも思えないので、誘った時点で覚かく悟ごはしている。

「ふーん。タクトくんとセラナちゃんはエルフを助けてしまったのか。凄いな。きっと将来大物になるぞ」

「タクトはマオのマスターだから既に大物にゃん！」

「はっはっは。確かにそうだな！」

　タクトが大物かどうかはともかくとして、セラナは実際に大物になるだろう。

　この前の校内トーナメントのおかげで協会の注目も集めたし、順調に成長していることは空島で証明された。

　タクトのサポートさえあれば、今すぐでもダンジョン探索が出来るくらいである。

　それに、ミスリルのインゴットはセラナがいなければ見つからなかったはずだ。

　ほとんどノリでセラナを同行させた今回の旅だが、連れて行って本当によかった。
















　イカそうめんを皆で食べたあと、ソルーガとソニャーナはアジールで一泊し、それからロッツと合流した。

　朝早い時間だったが、行ぎよう商しよう旅りよ団だんは既すでに撤てつ収しゆう準備を始めており、夕方にはギガントドラゴンが歩き始めた。

　タクト、セラナ、マオ、エミリーは、地平線の向こうに去って行くギガントドラゴンを眺ながめて手を振った。

　やかましかったソルーガとソニャーナであるが、こうしていなくなると寂さびしいものだ。

　だが、いつまでも寂しがってはいられない。

　タクトにはやるべきことが沢たく山さんある。

　まずは創世記について知っていることはないかとクララメラに尋たずねたいのだが……トゥサラガ王国の女神様は、いつも寝ているか寝ぼけているかのどちらかなので、これは後回しだ。

　次に魔術師協会への報告書の作成だ。

　真っ先に書いた文面は「自分が到着した時点で、空そら島じまには誰だれもいなかった」である。

　その上で、塔の制御装置や、ミスリルがあった洞窟などの詳しよう細さいを書き連つらねる。

　空島の上に生せい存ぞん領りよう域いき並の環境があった理由は、古代文明の技術であろうと推すい察さつできるが、詳細は不明──と、そんな感じだ。

　エルフの存在を秘密にしたこと以外、一つも噓うそをついていない。

　ミスリルのインゴットを持ち帰ったことも正直に書いた。

　実に素晴らしい報告書だ。

　協会に提出すると、ミスリルのインゴットの所有権が無事に認められた。

　あとは魔導古書店組合の競けい売ばいが始まる前に、ミスリルを現金化すればよい。

　しかし、これが意外と難なん儀ぎだった。

　なにせ一本一千万イエン。十本で一億イエン。

　買いたいという魔術道具屋はいくつもあったが「あと十日以内に一億イエンを用意してくれ」という条件は、どの店もクリア出来ない。

　鍛か冶じ屋やや武器屋も回ってみたが、そんな現金をすぐに用意できる店はなかった。

　一つくらいあっても良さそうなのだが、十日で一億はやはり難しい。

　どうしたものかとタクトが店番をしながら悩んでいると、ドアベルの音と共に、アジールの扉が開かれた。

　そして現われたのは美しい銀色の髪。

「なんだ。セラナさんでしたか」

　一億イエンとは無む縁えんな人である。

「何だとは何よ！　それよりもタクトくん、手伝って。シンシアが大変なの！」

「シンシアさん？」

　シンシアとは校内トーナメントでセラナと戦った少女のことだ。

　彼女がどうしたのだろう──と思っていると、扉の外から声がした。

「うげぇ、、ぇえええっ、ぼぅぅうげぅっ！」

　声というか、嘔おう吐との音だった。

　何事かと慌あわてて店から出ると、そこには太陽光を反射する金色の草原が広がっていた。

　否、それは地面に座った少女。

　その髪は黄おう金ごんに輝き、ゆるくウェーブを描いて地に広がっている。

　高貴な顔立ちは貴族を思わせ、まるで絵本から飛び出したお姫様だ。

　そんな少女がアジールの店先で、吐と瀉しや物ぶつを盛せい大だいにぶちまけていた。

「げほっげほっ……ぐぶおぇぇえっ！」

　なぜ、こんなことに？

「あのね。今日こそはアジールに辿たどり着つくんだって、シンシア、頑がん張ばって結界を越えてきたんだけど……頑張りすぎて！　疲つかれすぎてこうなっちゃったのよ！」

「はぁ……いや、もう、ほんと勘かん弁べんして下さい」

　どうしてタクトの周りにいる女性は、ことごとく変な人ばかりなのだろう。

　シンシアだけは別だと思っていたのに。

　いや、セラナと友達という時点で、そういうことなのだ。

　類るいは友を呼ぶ。

「にゃにゃぁ？　お店の前を汚しちゃ駄だ目めにゃん！」

　変な奴の筆ひつ頭とうが現われ、タクトの脇わきから頭を出した。

「まったく。どうしてタクトの知り合いは変な人ばかりにゃ？　類友なのにゃ？」

「俺は変じゃないぞ、断じて」

　失礼な話だ。タクトに変なところは微み塵じんもない。女神を凌りよう駕がする魔力と、前世の記憶があるだけなのだ。

「それでシンシアさん……もう大丈夫ですか……？　まだ吐き足りないなら、吐いてもいいですけど……」

「いえ……もう、大丈夫、うぷ……大丈夫ですわ……」

　微妙なところだが、本人が大丈夫と言って立ち上がったので信じよう。

　まだ顔色は蒼そう白はくだが、そのうち元気になるだろう。

「タオルにゃ、使うといいにゃ」

「ありがとうございます……」

　シンシアはマオが持ってきたタオルを受け取り、口の周りを拭ふく。

　その間に、タクトは指先から水を高圧で放出し、シンシアのゲロを洗い流した。

「シンシア、大丈夫？」

「傷は浅いにゃ！」

　セラナとマオが、ふらつくシンシアをカウンターの椅子に座らせ背中をさすっている。

　だが、その介護も虚しくシンシアは白目だ。見た目は死体そのもの。

　セラナが初来店したときはハーブティーで復活したが、はたしてシンシアにも効きくだろうか？

「……俺はお茶を淹いれてくるので、シンシアさんをお願いします」

「任せてタクトくん！」

「お任せにゃん！」

　任せたところで二人にどうにか出来るわけがない。

　早くハーブティーを淹れてやろう。
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　タクトは滅め茶ちや苦く茶ちやに濃こくしたローズマリーのお茶をカップになみなみといれた。

　この際、味や風ふ情ぜいはどうでもいい。とにかくシンシアを復活させるのが最優先だ。

「さあ、シンシアさん。これを飲んで下さい」

　タクトは彼女の前に立ち、カップを差し出す。が、反応がない。

　シンシアはただ「あー」とか「うー」とか呻うめき声を漏もらすだけ。

　白目でそんなことをされると、かなり怖い。

「シンシア、お茶を飲む元気もないみたい」

「割わりと重症にゃ……時間とともにヤバくなっていくにゃぁ……」

「仕方ありません。強ごう引いんに飲ませましょう」

　タクトはシンシアの鼻をつまむ。呼吸のために彼女が口を大きく開けたところで、カップを近づけ、中身を一気に注そそぎ込こんだ。

「げふぉっ！」

　当たり前だが、シンシアは激しく咳せき込こむ。

　それでも容よう赦しやせず、一いつ滴てき残らずぶちこんだ。

　そして吐き出さないよう、手でシンシアの口を覆う。

　案の定、胃から逆流してきたが、全てせき止める。

「む、むがが！　ごぼぁ！　おえっぷっ！」

　ハーブティーは食道を何度も往復したが、何とか胃に落ち着いてくれた。

　樹の特異点ネムス・テラで育てたローズマリーのお茶だ。

　染みこんだマナがシンシアの全身に行き渡り、あっという間に体力と魔力を回復させるはず……。

「ふぁぅ……ぅ……酷ひどいですわ……こんな……」

　シンシアは鼻水と涙を大量に流しているものの、ちゃんと意識が回復した。

　屍しかばねにならずに済すんで、本当に良かった良かった。

「あ、シンシア話せるくらいに復活した。やったー」

　と言って、セラナはハンカチでシンシアの顔を拭き始める。

「やったー、ではありませんわ。陸地で溺おぼれるところでした！　タクトさん、助けてくださったのは感謝しますが……次からは、もう少し優しくしてください！」

　シンシアは眉まゆを吊つり上あげムスッとした顔になる。

「申し訳ありません。しかし、ああでもしないと復活まで時間がかかりそうだったので」

「時間をかけると、何か問題でも……？」

「たんに、いつまでも居座られると邪魔だなぁと思っただけです」

「な!?」

「冗談です。若い女性が悲ひ惨さんな姿を晒さらし続けるのもどうかと思ったので、多少荒あら療りよう治じでも復活させた方がいいかと思いまして」

「あれが多少ですの……しかし助けて頂き、ありがとうございますわ」

　シンシアは椅子から立ち上がり、両手を揃そろえて一礼した。

　残念系であっても、育ちがいいだけに礼儀はちゃんとしている。

　セラナも無ぶ礼れいというわけではないが、こういう大人の振ふるまいは無理だろう。

「それから今のことだけではなく。校内トーナメントで、わたくしの尻しりぬぐいをタクトさんにさせてしまって……タクトさんがいなければ、どうなっていたことやら……」

「あれは、まあ。グリモワールを売った俺に責任がないとも言いきれないので、そう気にしないでください。そういえば、チャーリーさんはお元気ですか？」

「ええ、それはもう。今朝も朝食を二回食べるほど、食欲旺おう盛せいですわ。お庭の散歩も毎日していますし」

「……体が元気そうで何よりです」

　シンシアの祖父、チャーリー・バルフォアは、かつてマジックアイテム職人として名をはせた超一流の魔術師だ。

　タクトは彼に憧あこがれすら抱いだいていたのだが、先月の一件で、彼が認にん知ち症しようになっていたことが発覚。

　その結果、チャーリーの魔術師ライセンスは没ぼつ収しゆうされてしまった。

「それでシンシアさん。今日はどういったご用件で？」

「魔導古書店に来たのですから、もちろん魔導書を買わせて頂きます。そのくらいしか、タクトさんへ恩返しする方法がありませんもの」

　別に恩を売りたかったわけではないので返してくれなくてもいいのだが、店の売上に貢こう献けんしてくれるなら大歓迎だ。

「一方、セラナさんはいつになったら新しい本を買ってくれるんでしょうね」

「ぐぬっ……だってお金ないし……それに前の本もまだマスターしてないし……」

　知っている。知った上でからかってみたのだ。

　セラナはすぐに半べそになるので実に面白い。

「にゃにゃ。シンシアはお金持ちなのにゃ？」

「わたくしが、というか。バルフォア家は、まあ、そこそこですわ」

　シンシアの答えは謙けん虚きよ極きわまっていた。

　タクトはバルフォア邸を見たことがあるが、噴水つきの巨大な庭の奥に、宮殿のような屋敷が建っていた。

　あれで「そこそこ」なら、ほとんどの者は極ごく貧ひんになってしまう。

「それならタクト。あのミスリルをシンシアに買い取ってもらったらいいにゃん！」

　と言って、マオは尻尾しつぽと耳を揺らしながらシンシアにむぎゅっと抱きついた。

「ミスリル、ですか？」

　シンシアは首をかしげつつ、にゃんにゃんするマオの頭を撫なで回す。

「実は、空島から持ってきたミスリル一億イエン分の買い手が見つからなくて。どこか心当たりありませんか？」

　校内トーナメントでシンシアが使用した杖つえには、大量のオリハルコンが使われていた。

　つまりバルフォア家は、貴重な材料を扱あつかっている業者に顔が利きくということだ。

　きっと大規模な業者のはず。

　そこなら一億イエンもすぐに用意できるに違いない。

「まあ。そういうことでしたら、お父様に頼んでみましょう。多分、買ってくださいますわ」

「ありがとうございます……って、バルフォア家で買うんですか!?　一億ですよ！」

　マオが適当に言ったことが実現してしまいそうだ。恐るべし、にゃんにゃん。

「はい。ミスリルの価格は年々上昇傾けい向こうにありますから。投資先としては有効ですわ」

「ああ、なるほど、投資ですか……」

　流石さすが、金持ちは言うことが違う。

　タクトの頭には、貴金属で資産運用するという発想がなかった。

　全て魔術の道具にしか見えない。

　しかし、そうなると、タクトはミスリルを売らずにしばらく保有しておけば、もっと儲もうかるということか。

　いやいや。長老秘蔵のグリモワールを落札するために、空島まではるばる宝探しに出かけたのだ。

　いくら儲かるといっても、競売の日に間に合わなければ意味がない。

「ではシンシアさん。お願いしてもいいですか？」

「分かりましたわ。あとでお父様にお話ししておきます。それはそれとして……本も何冊か買わせて頂きますね」

　そう言ってシンシアはニッコリと微笑ほほえんだ。

　天使のような人だ。

　残念ながら胸は小さめだが──とにかくいい人である。
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　次の日の午後。

　早速、シンシアの父親が、青年執しつ事じを引き連れてやってきた。

　シンシア・パパはシルクハットとお髭ひげが似に合あう紳しん士しで、如い何かにもチャーリー・バルフォアの息子という感じだった。

「君がタクトくんか。私はシンシアの父親、アーサー・バルフォアだ。トーナメントでは娘が迷惑をかけたらしい。申し訳ない。そしてありがとう。それで、シンシアから聞いたのだが、ミスリルを売ってくれるんだって？」

　昨日の今日でいきなり来るとは思っていなかったタクトは、面めん食くらいながら奥からインゴット十本を持ってきて、カウンターに並べた。

　するとシンシア・パパはそれを手に取り、しげしげと観察し、指でコツコツ叩いてみたりする。

「うむ、間違いない。本物のミスリルだ。アルバート、価格を計算しろ」

「御ぎよ意いに」

　青年執事は持じ参さんした重量計で、十本のインゴットの質量を測定し始める。

「９９２４万５８７６イエン分です、旦だん那な様さま」

「そうか。ではタクトくん。ここに一億イエン入っている。釣つりはいらない。君には娘を救ってもらった上、グリモワールを預あずかってもらっているからね。その礼だ」

　シンシア・パパはアタッシュケースを開く。

　そこには札束がぎっしりとつまっていた。

　これだけまとまった現金を見るのは久ひさしぶりだ。

　まして、それが自分のものになるというのは初めてである。タクトは思わず唾つばをゴクリと飲む。

「タクトくん。これで交渉成立かな？」

「は、はい！」

「結構。よい取引が出来て私も満足だよ。アルバート、インゴットをケースに」

　青年執事は別のアタッシュケースにインゴットを詰め、そして二人は去って行った。

　一億イエンが入ったアタッシュケースはいまだタクトの目の前にある。

　目をゴシゴシ擦こすってみたが、幻ではない。

「一日で現金一億を用意するなんて……お金持ちって、お金持ってるんだなぁ」

　タクトはそんな当たり前のことを呟きながら、一億イエンをポカンと見つめていた。

　それにしても、シンシア・パパにこうして一億イエンも稼かせがせてもらい、チャーリー・バルフォアには四千万イエンの本を売りつけた。

　シンシアも昨日、十万イエンほど買ってくれたし、本当にありがたい。

　もうバルフォア家に足を向けて眠ることが出来ない。

「ふぁぁ……今日は久しぶりにお日様が出ているうちに目が覚めたわ」

「クララメラの抱だき枕まくらにされたら、マオもいつの間にかお昼寝しちゃったにゃ……」

　二階からクララメラとマオが目を擦りながら降りてきた。

　まだ半分寝ぼけているような顔の二人であるが、カウンターの上に載のせられた一億イエン入りアタッシュケースを見た瞬間、目をまんまるにする。

「まあ、タクト！　あなたそのお金どうしたの!?　まさか……偽にせ札さつ！」

「毎日イカのお刺さし身み食べてもビクともしないようなお金にゃん！」

　クララメラは絶叫し、マオは大喜びで駆かけてくる。

「偽札じゃありませんよ、人聞きの悪い。さっきシンシアさんのお父さんが来て、ミスリルを全部買ってくれたんです。これはその代金です」

「あら、そうだったの。ごめんなさい。見たこともない大金があったから、驚いちゃって。それにしても、お金持ちって凄いのねぇ……」

　女神様は頰ほおに手を当て、感心したように札さつ束たばを眺めた。

　そして猫耳幼女もその隣となりで飛とび跳はね、アタッシュケースを覗き込む。

「お金持ちは毎日お刺身食べてもいいのにゃ!?」

「お刺身どころか、ステーキだろうがケーキだろうが食べ放題さ」

「凄いにゃ！　マオもお金持ちになるにゃ！」

　マオはお金お金と目を輝かせる。あんなに純心な子だったのに。やはり金の魔力は人を狂わせるのだ。恐ろしい。

　しかし、これで競売に間に合った。既に用意してある五千万イエンと合わせれば、長老のグリモワールも落札出来るはずだ。

「よし。今夜はお祝いだ。また刺身を食べに行こう！」

「行くにゃー」

「あらー。私は外で食べるの久しぶりね。楽しみだわー」

　かくしてタクトたちは三万イエンも使ってしまった。

　だが、大丈夫。なにせ、まだ１億４９９７万イエンもあるのだから。
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　ついにトゥサラガ魔導古書店組合の競売日がやってきた。

　会場はララスギアの街にあるイベント会場だ。

　入場者は組合に加入した店の関係者に限定されるが、それでも十三店も加入しているので、来場者は三十人を超える。

　更さらに組合のスタッフを合わせれば四十人にもなり、それなりに賑にぎやかだ。

　長テーブルが並べられ、そこに各店舗が持ってきた魔導書が置かれる。

　貴重な本は一冊ごとのばら売りだが、ほとんどの本は一箱いくらというように、まとめて扱あつかわれる。

　買いたいと思ったらメモ用紙に希望金額を書き込む。

　終了時間までにそれより高い値段がつかなければ買うことが出来る。

　他にも同じ本を狙ねらっている店がいると、メモ用紙により高い金額が書き込まれる。

　そうやって各店の損そん益えき分ぶん岐き点てんが火花を散らすのだ。

　アジールも段ボール箱一つあたり十冊いれて、三箱出品した。

　店番はクララメラとマオだ。久しぶりに女神直じき々じきのお出ましということで、組合員たちが挨あい拶さつにやって来る。しかし、クララメラは睡眠中だ。

「クララメラ様。お久しぶりです」

「むにゃむにゃ……はい……お久しぶり……すぴー」

「駄目だこりゃ」

　いつもと変わらない女神の姿に、人々は苦笑した。

　だが、今日は女神におまけがついている。

　隣にちょこんと座る猫耳ホムンクルスだ。

「おや。君が噂うわさのマオにゃんか」

「にゃーん。マオは噂になっているのかにゃ？」

「アジールに可愛いホムンクルスのお手伝いさんが来たって、業界じゃ有名な話さ」

「マオは有名人になってしまったにゃぁ」

　噂のマオを一目見ようと、アジールのブースに人だかりが出来た。

　しかし、買うつもりはないらしく、誰も本には目をくれない。

　罰ばち当あたりな連中め。女神の御ご前ぜんだぞ。

　とはいえ、今日ばかりは無理もない。

　なにせ、これから壇だん上じようで特別な競売が始まるのだ。

　長老の店の本。その全てがこれから売りに出される。

　歴史ある長老の店が閉店してしまうのは悲しいことだが、それとこれとは話が別。あの素晴らしい品々を自分のものとするため、全員が殺気立っていた。

　マオにゃん観賞は、いわば戦いが始まる前の、ちょっとした休息に過ぎないのだ。

「タクトくん。どう？　お金集まったかしら」

　そう言ってタクトに近づいて来たのは、魔導古書店キリガクレの店長、ローラだ。

　今日もいつものように、首から上が馬の被かぶり物ものになっていた。そのくせ着ている服はガーリー系のゆるふわな感じなので、とてつもなく奇きっ怪かいである。

　ウケ狙いなら遠慮なく笑ってやるところだが、彼女は顔を見られるのが恥ずかしくて顔を隠しているのだ。ゆえに笑っては気の毒だろう。

「そこそこ集まりました。例の本はアジールで買わせて頂きます」

「ふーん。キリガクレだって負けないわよ。他の本は全て無視して、例の本だけに集中するつもり」

　長老が出品する本の数は膨ぼう大だいすぎて、当日になってから品物を見て入札するという形式では、パニックが起きると分かりきっていた。

　そこで組合のスタッフが、事前に本のリストを作り、加盟店に配布した。

　その数、一万二千冊。

　だが、本命はそれとは別。

　配布されたリストにもしっかり書かれてある。

　例の本──と。

　これが最後に、単品で競せりにかけられる。

　おそらく、今日ここに来ている者のほとんどが、例の本を狙っているのだろう。

　もっとも、予想落札価格が一億イエンを超えているので、最初から諦あきらめ、いつもどおり雑ざつ多たな本を漁あさっている者もいる。

　あるいは、そう見せかけて油断させようという作戦か？

　どちらでも構わない。

　タクトには１億４９９７万イエンがある。これをぶちかますだけだ。

「皆さん、お待たせ致いたしました。これより特別競売を開始します」

　壇上に上がった組合のスタッフが、拡声魔術を使って呼よび掛かけた。

　全員の視線が彼に集中する。

　いや、クララメラだけは眠ったままだが、それ以外はマオですら見つめた。

　それだけ、今から始まる競売は特別な意味を持っているのだ。

「ご存じのように、我らが長老の店は惜おしまれながらも三日前にその歴史に幕を閉じました。そして今日、長老の意志を皆さんに継ついでもらうため、その蔵書一万二千冊を千二百冊ずつに分けて、オークションを行ないます。そして最後には……例の本を単独で出品いたします。では、まずはリストのブロック一を百万イエンからスタートです」

　事前に配布された分厚いリストには、一万二千冊のタイトルが全てびっしりと掲載されている。

　しかし、いくら長老の店とはいっても、その全てが希少本というわけではない。

　むしろ店が大きいからこそ、どうでもいいような本も扱っている。

　中には魔導書とは呼べないような啓けい蒙もう書しよも混まじっていた。

　そこで出品するときは、安価な本と高価な本を上手く混ぜて、十個のブロックにわけたのだ。

　ブロック一つあたり、二千万から三千万イエン程度といったところだろう。

「二千五十万イエン！」

「二千五十五万イエンだ！」

「二千二百万イエン！」

「現在、二千二百万イエンが最高額です。これ以上の方はいませんか？　では、魔導古書店アルファオメガが最初のブロックを落札です。おめでとうございます。代金は一週間以内に現金か小切手で。品物は代金を受け取り次第、発送させて頂きます。では次のブロックです！」

　タクトがオークションを見物していると、店番に飽あきたマオが隣にやって来た。

「にゃーん。タクトは参加しないのにゃ？」

「俺は一番最後に出てくる本を狙っているんだよ。まだしばらくかかりそうだし……コーヒーでも飲んでくるか」

　このイベント会場の入り口には喫茶店があった。

　ここからすぐ近くだから、聴力強化魔術を使えばオークションの流れも分かる。

　いや、例の本が出てくれば、その喧けん騒そうが勝手に伝わってくるだろう。

　かりにタクトの予想よりオークションが早く進んだとしても、余よ裕ゆうで間に合う。

「行くにゃん！　でも、クララメラはどうするにゃ？」

「店長は起きないだろ……」

「それもそうにゃ」

　しかし黙っていくのも気が引けるので、一応、声をかけてみる。

　すると予想どおり「むにゃむにゃ」と意味不明な答えが返ってきた。

　心置きなく女神を放置して、タクトとマオは喫茶店に向かった。
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　喫茶店でコーヒーを飲みモンブランを食べ終えると、だいたい三十分ほど経っていた。

　これで手持ちは１億４９９６万８４００イエンだ。

　まだ大丈夫。使った内には入らない。

　頃ころ合あいかなと思い会場に戻ると、九番目のブロックが終わったところだった。

　まだ少し早かったらしいが、ギリギリすぎるよりはいいだろう。

「あら、タクトにマオ。どこに行っていたの？」

　信じがたいことにクララメラが起きていた。

「店長こそ昼寝していたんじゃないんですか」

「寝たいのはやまやまだけど……ここ、うるさいじゃない」

　それはそうだ。オークションをしているのだから。

　カレー屋に行ってカレーくさいと文句を言っているようなものだ。

「最後のブロックは、二千四百三十万イエンで落札されたわね。で、次がいよいよ例の本？」

「はい。落札できればアジールの大きな利益になりますよ。もっとも、どんな魔導書なのか見てからですが」

　とは言っても、長老秘蔵の魔導書なのだ。

　雑ざ魚こであるはずもなく、むしろ落札したとしたら、その膨ぼう大だいな魔力をどうやって抑え込もうか──そんな声が聞こえてくるほどだ。

　例の本だけは、リストではなく現物がここに出てくることになっている。

　その証拠に、奥の方から気配を感じる。

　幾いく重えにも結界が施ほどこされているはずなのに、魔力が会場に広がりっぱなしだ。

　全員が固かた唾ずを飲んで壇上を見守る。

　そして、台座に載せられ運ばれてきたのは、金庫だった。

　大きさは犬小屋程度。かなり頑がん丈じようそうにみえる。

　その金庫には呪じゆ符ふが何枚も何枚も、下手をすれば百枚以上貼はり付つけられていた。

　なんと厳げん重じゆうな封印だろうか。かつて見たギャングの地下倉庫よりも、なお凄い。

　そんな状態であるにもかかわらず、中身が剣けん吞のんであると分かってしまうほど禍まが々まがしい。

　一体、どんなグリモワールなのだ。

　金庫を開けて直視したら、それだけで死んでしまうのではないか。

　会場は期待と恐怖で、ざわめき始めた。

「ええ、皆さん、ご静せい粛しゆくに。ここで長老から預かった手紙を読ませて頂きます。この金庫の中にあるグリモワールについてです。さて──」




　長老いわく。




　先代がどこかのダンジョンから入手したもので、自分も中身を見たことがない。

　あまりにも魔力が強すぎて、いくら結界を強化しても追いつかない。

　三年に一回、高価な呪符を追加しているが、維い持じ費ひだけが膨ふくらんで商売あがったり。

　金庫を開けたらどんな厄やく災さいが起きるかも分からない。

　怖くてとてもじゃないが試ためす気にならない。

　こいつのせいで赤字になって店をたたむはめになったんだ。

　頼むから誰か買ってくれ。なんならタダでもいいぞ。




　手紙の内容は、おおむねこのようなものだった。

　会場がシーンと静まりかえる。

　全員が長老にそこまで言わしめたグリモワールに畏い怖ふし、それ以上に失望したのだ。

「タクト……どうするの？　誰も入札しないみたいだけど……買う？」

「うーん。俺なら自前の魔力で封印できるから、呪符代はかかりませんけど……」

　店に並べたとして、欲しがる客がいるのだろうか。

　それが一番の問題だ。

　魔導古書店組合の競売で盛り上がったグリモワールという箔はくがあれば、客の興味も集まる。だが、タクトしか入札しなかった不人気な本という評判が広まると、逆効果だ。

　もう少し様子を見よう。

「百万イエンからのスタートですが、誰か入札する人は……では十万イエンからで……えっと、一万イエンでもいいですよ……」

　最低落札金額が下がるとともに、司会役の声も小さくなっていく。

　しかし、長老でも維持できなかった魔導書を、誰が何のために買うというのか。

　益えきがないだけならともかく、赤字になるのだ。

「じゃあ、その……百イエン、で……」

　司会役は蚊かの鳴なくような声で呟いた。それならば、とタクトは手を上げる。

「買います！」

　その瞬間、周りから歓かん声せいが上がった。

「タクト、お前正気か!?」

「いや、あいつとクララメラ様なら何とかするだろ。魔力の桁けたが俺らと違うからな」

「くそ……百イエンなら買えばよかったかな」

「馬鹿。維持費だけで死ぬわい」

　良くも悪くも、タクトは注目を集めてしまう。

　少々恥はずかしい思いをしながら、組合のスタッフに百イエン硬貨を渡す。

　始まる前は一億イエン超えは確実と言われていた例の本だったが、意外な結果に終わってしまった。

「よいしょっと。あら、意外と軽いわね」

　金庫はクララメラが受け取った。

　小さいといっても鋼鉄の金庫だ。それを女性が笑顔で持ち上げる構図は、なかなか違和感がある。

「クララメラ様すげぇ……あんな細い腕で」

「いや、それよりも、あんな禍々しい金庫に触ふれるか普通」

「あと、おっぱいでけぇ」

「金庫に押しつけられておっぱいが変形してやがるぜ」

「ありがたや、ありがたや」












　などと組合員は罰当たりなことを言い出すが、当の女神様は気にした様子もなく、金庫を持ってスキップして出て行った。

「タクト。目的の本が落札できてよかったにゃん！」

「うん。もの凄く安く買えたし、よかった……のかな？」

　タクトはクララメラのあとを追いかけながら、首をかしげてしまう。

　まあ、何はともあれ一段落。

　資金は残り１億４９９６万８３００イエン。

　今夜も美味しいものが食べられるぞ。





　　　　　＊






　金庫を担かついだまま夕食を食べに行くわけにはいかないので、タクトたちはひとまずアジールに帰ってきた。

「んじゃ、開けますか」

「え、もう開けるつもりなの？　私は明日にした方がいいと思うんだけど……」

　クララメラはなぜか気弱なことを言い出す。

「どうしてですか？」

「うーん……運んでくるときに思ったんだけど。やっぱりこれ、中身が相当ヤバイわよ。面倒くさいから、今度にしましょうよぉ」

　店の前に金庫をドンと降ろしたクララメラは、それを手の平でバンバンと叩く。

　乱暴なようだが、グリモワールのマギカも逃さない強力な金庫だ。

　女性の力で叩いたところで、どうということはない。

「面倒って言われても。まだ夕方にもなっていませんし。それに俺は早く中が見たいですね」

「じゃあ、街に被害が出ないように結界強度を最強にしなきゃ」

　それは当然だ。

　金庫の中身が第二種グリモワールなのはほぼ確実であり、それを解放すれば広範囲に破壊や呪いが飛び散っていくのは必ひつ至し。

　しかし、この森の結界は外敵の侵しん入にゆうを防ぐと当時に、内部のものが外に漏もれるのも防いでいる。

　また住人も、タクトとクララメラというこの世界最強クラスの二人なので、何が起きてもへっちゃらというわけだ。

　よって、危険物を広げるには最適な場所といえるだろう。

　と、そこまで考えてから、新しい家族のことを思い出す。

「うにゃあ？」

　世界最強どころか、その辺のクワガタにも劣おとる猫耳幼女が一人いた。この子を何とかしないと、金庫を開けることが出来ない。

「店長。マオを結界で守ってください。あと念のために店もお願いします」

「おっけー。任まかせて頂ちよう戴だい」

「守られちゃうにゃん！」

　クララメラはマオを抱き上げ、自分の周りに球状の防御結界を張る。

　それから更にドーム状の防御結界も出し、アジールそのものを取り囲む。

　仮に全盛期の魔王が飛び出してきたとしても、十数分は持ちこたえてしまうほど堅けん牢ろうなものだった。もちろん、森の結界も最強に設定する。

　流石は女神様。ぐーたらでも、やるときはやるのだ。

「さて。まずは呪符を焼くか」

　ベタベタと貼られた百枚近い呪符。金庫の鍵よりも、こちらのほうが強力に扉を封じている。ゆえに、まずは呪符をとらないことには始まらない。

「タクト、かえんほうしゃにゃ！」

　マオはクララメラに抱っこされながら、適当な命令を飛ばしてくる。

「はいはい」

　言われずともそうするつもりだった。

　タクトは指先から炎を出し、金庫の表面をまんべんなく焼く。

　さて、次は鍵を何とかしよう──と思いきや、意外なことに呪符は無事だった。

　内側のものを封印するのと同じくらい、外部からの攻撃にも強いらしい。

　焦こげ目めすらほとんどついていなかった。

　中のグリモワールを気遣うあまり、手加減しすぎたかもしれない。

「タクト、スペシウム光線にゃ！」

「マオ。君は俺を何だと思っているんだ？」

　マスターは一応タクトなのだ。命令される筋すじ合あいはない。

　それに『魔族が何のために地球に来たのか』とか『そもそも魔族とは何か』といった大切なことは一向に思い出してくれないのに、なぜ、どうでもいい『スペシウム光線』はしっかり思い出すのか。

「まあ、リクエストにお応こたえして」

　タクトは腕を十字に交差させ、そこから強力な火炎を放つ。

　五メートルくらいのドラゴンなら致ち命めい傷しようになりそうな火力だった。

「よし。流石に全部焼けたな」

　隙間がないほど貼り付けられた無数の呪符は、Ｍ78星雲人の力の前に敗れ去った。

　いや、実際にはポーズを真似しただけで、ただの炎系魔術なのだが。

　とにかく、金庫の黒い外装が顕あらわになり、これで魔術的な封印力は消失した。

　するとグリモワールのマギカが外部へと流出を始め──。

「これは……予想以上ですね……」

「ちょっと……こんなの私も初めて見るわよ」

　金庫を開ける前から、そのマギカにタクトとクララメラは顔を引きつらせた。

　平気な顔をしているのは、女神に守られているマオだけだ。

「にゃにゃ？　そんなに凄いのかにゃ？」

　魔術的素養のないマオは、どうしてタクトたちが戦せん慄りつしているのか分からないようだ。

　この膨ぼう大だいなマギカの圧を感じずに済むとは、ある意味、幸せといえる。

　もっとも、クララメラに抱きかかえられていなければ、呪符を焼いた瞬間に絶命していただろう。

「マオは店長から離れちゃ駄目だよ」

「大丈夫にゃ。ちゃんとおっぱいにギュッと顔を押しつけるにゃ！」

　それは羨うらやましい。

「あらあら。マオは甘えんぼさんね」

「にゃーん♪」

　マオもクララメラも幸せそうだ。

　過去類を見ないほど強力なグリモワールを前にして、何と吞のん気きな。やはりマオの『にゃんにゃん力』は全てを超ちよう越えつするのだろうか。タクトの気まで抜けてくる。

「それじゃ、開けます」

　金庫の鍵を力任せに壊し、扉を開け放つ。

　すると、内壁にも呪符がびっしりと貼られていた。

　そして、中には古書が一冊。

　その大きさは、Ａ４サイズくらいだろうか？

　表紙の材質は……色は……なぜだろう、よく見えない。

　金庫の中が暗闇というわけでもないのに、タクトはどうしても、その本をはっきり視認することが出来なかった。

　視覚に干かん渉しようする術式が組み込まれているのだろうか。それとも、初めから実体など存在しないのだろうか。

　いいや、そんな馬鹿なこと、あるわけがない。

　ちょっと薄暗くて、見えにくいだけだ。

　金庫の外に出せば、ちゃんと見えるはず。

　と、本を金庫から出した、その刹せつ那な。

「にゃにゃんっ!?」

　マオにも分かる、物理的な現象が起こった。

　地震、である。

　グリモワールが放出するマギカが完全解放され、大地すら揺らしたのだ。

　せいぜい震度四かそこら。家が崩壊するほどではない。

　だが、それでも。

　取り出したというだけで、地震を起こしてしまうような本。そんなもの、タクトは見たことも聞いたこともない。

「タクト、早く封印しなさい！」

　クララメラが声を上げた。悲鳴のような声だった。

「分かっています！」

　タクトは右手に勇者の紋もん章しようを浮かべる。

　そして手の平をグリモワールに押しつけ、己のマギカを叩き付けた。

　本から溢れるマギカを抑えつけ、まずは地震を止める。

　それから封印結界を幾いく重えにも構築。

　仕上げに、封印結界がグリモワール自身のマギカを使って永久展開するよう術式を編あみ上あげた。

「ふう……これで、とりあえずは大丈夫でしょう」

　タクトは大きく息を吐いた。久しぶりに疲労を実感する。

　グリモワールがピンキリなのは分かっていたが、これほどの代しろ物ものが出てくるとは予想していなかった。

　もちろん、余裕はまだある。事実、右手の紋章しか使っていないのだ。タクトは本気の半分も使っていない。

　それでも、このグリモワールが異常なのは確かだ。

　なにせ、こうして太陽の光のもとに引きずり出しても、いまだその輪りん郭かくや色がぼやけたままなのだから。

「タクト。もう大丈夫かしら？」

「ええ。危険は去りました……けど、この本を見て下さい。いえ、見えますか？」

　タクトがそう言うと、クララメラは不安そうな顔のまま、マオを抱っこして近づいてくる。そしてタクトが突きだした本を見て、幾いく度ども瞬まばたきをする。

　マオも一緒になって本を眺めたが、やはり見えないらしく、目をゴシゴシと擦った。

「どうなってるの、これ。ここに本があるってことは分かるんだけど……どうしてもハッキリと認識できないわ。大きさも色も形も。幻惑魔術でもかかっているのかしら？」

「ええ、俺もそう思います。しかし、色や形を誤魔化すための幻惑ではなく、むしろ逆ではないかと」

「逆？　どういうことかしら」

　クララメラはマオを地面に降ろしながら、そう尋たずねてきた。

　彼女の疑問はもっともだ。

　普通、幻惑魔術といえば、その姿を偽ぎ装そうするのが目的だ。それの逆といわれても意味不明だろう。

「つまりですね。ここに本など存在しないのに、あたかも存在しているかのように見せかけているのではないか。俺はそんな印象を受けたのですが」

　タクトの手には、しっかりと一冊の本が握られている。

　そこから放たれていたマギカは、第二種グリモワール級。あるいはそれ以上のものだった。

　しかしマギカを放つ存在というだけならば、別にグリモワールである必要はないのだ。

　それこそ、タクトたち魔術師だってマギカを放っているし、魔物だって同じだ。

　この物体は──いや、そもそも物体なのかどうかすら不明なコレは、本に擬態しているのではないか。

「何を言っているにゃ。どう見ても本にゃん。ぼんやりしているけど、本は本にゃん。マオは前にもこんな感じの本を見たことがある気がするにゃ！」

　マオは自信たっぷりに言って、ジィィッと本らしき存在を見つめる。

　が、すぐに首を捻り、自信を消していく。

「もしかしたら本じゃないかもにゃぁ……」

「私も自信ないわね。タクト、とりあえずページをめくってみたら？　本ならめくれるはずよ。本じゃなくてもめくれるかもしれないけど。そこまで本に似せてるなら、もう本ってことでいいじゃない」

　そう言いながらクララメラは再びマオを抱き上げて、遠くまで歩き、木の陰かげに隠れてしまう。

「……なんで逃げるんです？」

「だって。金庫から出しただけで地震が起きたのに。開いたら何が起きるか分からないじゃない」

「同感にゃん！」

「はぁ。すると、俺はどうなってもいいんですか？」

「だって、タクトは私より強いし。何が起きても何とかするでしょ」

「それはまあ……」

　何とかする自信はある。あるが、こうも露ろ骨こつに押しつけられると困こん惑わくしてしまう。

　もっとも、このグリモワールはタクトが買うと判断したものだ。クララメラやマオからすれば、巻き込まれた状況である。ならばタクトが危険を背負うのは道理に適かなっているのだ。

「タクト、ファイトにゃん」

「あとでクッキー焼いてあげるから！」

　無責任な二人の声援を背に受けて、タクトは怪しいグリモワールを開いた。

　ページは適当だ。

　なにせその姿をハッキリ見ることすら出来ないのだから、一ページ目なのか、それとも真ん中辺りなのかすら分からない。

　幸いなことに、開いても地震は起こらなかった。

　ならば次にすることは当然、読むことである。読めない本など意味がない。

「うーん……やっぱりボンヤリしてて、何か書いてあるような、書いてないような……」

　顔を近づけたり、遠ざけたり。目を見開いたり、細めてみたり。

　実際は何か見えているのに、脳が見えないと認識している。

　あるいは。

　実際は何も見えていないのに、脳が見えていると認識している。

　もはやタクトは、自分が何を眺めているのかすら分からなくなってきた。

　やがて、足元が融とけるような感覚に襲われ、次第にそれが全身に広がっていく。

　──なん、だ？

　景色が、ぼやける。五感も、薄れていく。

　マオもクララメラも、森もアジールも、それどころか自分自身も。何もかもが薄くなっていく。

　なのに、何かが──情報が流れ込んでくる。




　断片的な。とりとめのない。

　支離滅裂で。てにをはの狂った。

　とんでもない悪文を読まされているような。

　名状しがたい感覚。




　だけど、視みえる。




　それは、十万年以上の昔の記録。

　それは『彼ら』の終わりの物語。

　超古代の地上を治おさめた、人ならざる種族。

　次元回廊を開く実験と、暴走による混沌の流入。

　その混沌と、超古代文明との戦い。

　敗北し、滅ほろびた超古代文明。

　彼らはわずかな希望を託たくすため、五大女神システムを大地に刻きざむ。

　そこに命の種しゆ子しをまき、力尽きた。




　ゆえに我らに代わり──。




　進化せよ、進化せよ。

　混沌はこの世界を侵しん食しよくし続ける。

　女神システムはいずれ限界を迎える。

　その前に進化せよ。

　混沌を倒せるまで進化せよ。

　さもなくば、この世界は滅びるのみ──。




「──っ！」

　強烈なイメージの数々に圧倒されたタクトは、慌てて本を閉じた。

　今、確かに、タクトはこの本を読んだ。

　文字など見えないし、絵があるわけでもない。

　それでも情報が脳に直接、流れ込んだ。

「ちょっとタクト……大丈夫？　汗かいてるけど」

「にゃー、走り回ったあとみたいにゃぁ」

　クララメラとマオが戻ってきて、心配そうに声をかけてくる。

　だが、タクトの体に異常はない。意識もハッキリしている。

　記憶も、ある。

「大丈夫です。ただちょっと疲れただけで」

「疲れた……？　本を開いて、閉じただけじゃない」

　やはり、あのイメージはタクトにしか見えなかったのか。

　あれは間違いなく創世記。

　エルフたちに伝わっていたものと、酷こく似じしている。

　しかし、この本を作ったのはエルフでも人間でもない。

「店長。聞いてください。信じられないかもしれませんが……この本。いえ、本の形をしたコレは、人じん類るい発はつ祥しよう以い前ぜんに作られたものかもしれません」

　端たん的てきに言い表せば、そういうこと。

　第二種でも、第三種でもない。

　タクトの予感が当たっていれば、これは第一種グリモワールだ──。
















　この本の中身は、口で語るよりも実際に触ふれた方が早い。

　そう考えたタクトはクララメラに手渡して、ページを開くように言う。

「どこでもいいですから、適てき当とうに。そしたら頭に直接、情報が流れてきますから」

「ほんとに？　変な幻げん惑わく魔術でもかかってるんじゃないでしょうね？」

　クララメラは懐かい疑ぎ的てきな表情を浮かべながらも、言われるがまま、グリモワールを開く。

　そして、すぐに固まった。

　一点だけを見つめ、瞬まばたきすらしない。

　呼吸さえ止めているのでは、と思うほど微び動どうだにしない。

　しかし、それも長くは続かず、三秒ほど経たつとクララメラは勢いよくグリモワールを顔から遠ざけた。

「はぁ……はぁ……っ！」

　肩で息をして、頰ほおに汗あせを流す。きっとタクトと同じものを見たのだろう。

　三百年以上生きている女神にとっても、強烈な内容だったということだ。

「どうでしたか店長。創世記が見えました？」

「ちょ、ちょっと待って……見えた……というか感じたけど……え、何これ」

　クララメラは頭を抱かかえ、うーん、と唸うなる。

　その気持ちはタクトにもよく分かる。

　一緒になって頭を抱えたいからこそ、クララメラに見せたのだ。

「にゃー、マオも見たいにゃん」

「いや、マオは駄目だ。危険だから」

「そうね……マオはやめておきなさい」

「うにゃぁ、二人だけで見てズルいにゃー」

　マオは頰を膨ふくらませて拗すねてしまう。

　だが、タクトやクララメラですら疲労を覚えるほどのイメージなのだ。

　マオに見せたら、その心と体にどれだけの影響を及およぼすか分からない。

「話を整理するため、お茶でも飲みましょう。私、まだ混乱してるわ……」

「同感です。思いっきり濃こいのが飲みたいですね」

　タクトはグリモワールを金庫に戻す。

　マオが不用意に開けないよう、即席の施せ錠じよう魔術をかけてから、担かつぎ上あげてアジールに入る。

　そして金庫をカウンターの裏に置いてからダイニングに行き、クララメラの淹いれたエルダーフラワーとペパーミントのブレンドティーを三人で飲む。

　甘さのあとから、ミントの爽そう快かい感かんがやってくるお茶だ。

　頭がいい感じに働いてくれる。

「美お味いしかったにゃー」

　ついでにマオを見ていると和なごむ。これで話し合う余裕も生まれるというものだ。

「さて、店長。まずは俺が感じたイメージと、店長が感じたイメージ。それが同じものかを確かめましょう」

「そうね。お互い違うイメージだったら、それこそ話にならないから」

　タクトとクララメラは二杯目のハーブティーを飲みつつ、グリモワールから流入してきたイメージを語り合う。




　人類発はつ祥しよう以前の種族。

　この星が混こん沌とん領りよう域いきに覆おおわれてしまった理由。

　五大女神システムの限界。

　迫り来る混沌。




　そして、いずれ訪れるであろう、この星の滅めつ亡ぼう。




　それを回避するために必要なのが、生命体の進化──グリモワールに刻きざまれていた情報は、ざっとそのようなものだ。

「どうやら俺と店長は同じものを感じ取ったようですね」

「みたいね。けど、だからといって、グリモワールが私たちに語ってきたことが真実だとは限らないわよ。だって人類発祥以前なんて……タクトが異世界転生してきたってのより信じがたいわ。技術を持もて余あました魔術師が、後世の人間を驚かせようと作ったんじゃないの。あのグリモワール」

「うーん……絶対にありえないとは言いませんけど……」

　タクトもクララメラも、この世界の水準から見れば非常識なレベルで強いのだ。

　まずクララメラは人間ではなく女神だ。国一つを覆い尽つくす巨大結界を維い持じし続けている存在である。弱いわけがない。

　そしてタクトは異世界から転生してきた人間だ。根こん本ぽんが違う。比くらべることからして間違っている。タクトの本気を十とすれば、女神ですら端は数すうにしかならないだろう。

　そんなタクトとクララメラに対し、問答無用で幻覚を見せる。

　まさに人外の技だ。

　そんな技術を持った魔術師がいたとは到とう底てい思えない。

「常識的に考えて、あんな本、人間には作れないと思いますよ。というより、本じゃないでしょ。あれは」

「じゃあ、タクトは本当に人類発祥以前のナントカってのを信じるの？　どうしてそんな凄すごいものが長老のところにあるのよ。第一種グリモワールに分類されてもおかしくないような代しろ物ものよ」

「うーん……それは長老に聞いてみないことには何とも……」

　競けい売ばいに長老本人は来ていなかった。その代かわりに読み上げられた手紙いわく、あのグリモワールらしき物体は、長老の先代が手に入れてきたらしい。

　つまり、長老自身も詳くわしくは知らないのだ。

　だが、店の記録や日記などに、情報が残っているかもしれない。

「近いうちに長老のところに行ってみます。それより店長こそ何か知らないんですか？　女神様でしょう？　あのグリモワールが噓うそつきの仕し業わざか否いなかはともかく、混沌領域とか女神システムとかが生まれた理由があるはずです。先代の女神様から何か聞いていないんですか？」

「聞いていないわね。先代様は……早く死にたい消えたいってしか言っていなかったから。私が跡あとを継つがないと、女神が不在になってトゥサラガ王国が滅ほろびていたかもね」

　クララメラは重い話をさらりと言った。

「……女神は死ねるんですか？」

「死ぬわよ、そりゃ。一応、生き物だもの。寿命はないけどね。首を切り落したり、心臓を貫つらぬいたりすれば死ぬし、自殺できる。だから、女神システムがいつか限界を向かえるっていうのは同意ね。むしろ、いまだに維持されているほうが奇跡。薄はく氷ひようの上に立っているのよ、人類は。もっとも歴代の女神は、途と中ちゆうで役目を投げ出さないような人を後継者に選んでいるはずだし、私も引いん退たいするときはそうするつもり」

　引退するとき──。

　それは単純に女神をやめて、普通の人間に戻りたくなったときのことだろうか。

　もしくは、この世界から消えてしまいたくなったときなのだろうか。

　そもそも女神から人間に戻れるのだろうか。

　世界から消えてしまいたいというのはどういう感情なのだろうか。

　分からない。怖いから聞かない。

「店長。俺が生きている間は、消えたりしないでくださいね」

「あら、それはこっちの台詞せりふ。勝手に消えたりしないでよ、タクト」

「消えませんよ。何度も言っているじゃないですか」

「だったら私も消えないわ。だってタクトがいて、マオもいて、たまにセラナちゃんも遊びに来て。ええ、楽しいわ。今は本当に楽しい。だから、あなたたちが生きている間は女神をやめない。この国を守ってあげる」

　それは逆に言えば──タクトたちがいなくなれば、クララメラの生きる意味がなくなる、ということなのか？　この場合、タクトは何と言えばいい？

　俺が死んでもあなたは生きていて下さい、なんて無責任。

　けれど、好きなときに死んで下さい、というのも不ふ謹きん慎しん。

　三百年以上生きている女神を前に、タクト程度の人生経験では語る言葉が出てこなかった。

「にゃぁ！」

　ダイニングに漂ただよっていた微び妙みような空気を吹き飛ばすように、猫耳幼女の元気な声が響ひびく。

「にゃぁぁ、にゃあにゃぁにゃあ！」

「どうしたんだマオ。お茶のお代わりかい？」

「そうじゃないにゃ！　思い出したのにゃ、魔族がどうして地球に攻め込んだのか、思い出したにゃ！　混沌領域の仕業にゃん！」

　と、猫耳幼女は唐とう突とつに衝撃的なことを言い出した。

「混沌領域の仕業ってどういうことだマオ。混沌領域ってのは、この世界には広がっているけど、地球にはなかったんだぞ？」

「ないから魔族が攻め込んだにゃん！　魔界が混沌領域に侵おかされたから、生き残りをかけて地球に攻め込んだにゃー！」

「んん!?　ちょっと待ってマオ。なんか色々いっぺんに情報が出てきて分からなくなってきた。そもそも、魔界ってどういうものなんだ？　異世界の一つなのか？」

「にゃん！　その通りにゃ、魔界は一つの世界にゃ。魔族はそこに住んでいたのにゃ」

　マオは語る。




　いわく、魔族は総そうじて高い魔力を有する種族だった。

　そしてあるとき魔族は、魔界以外にも世界があることを知った。

　巨大な魔力と魔力を激突させると、異世界に通じるゲートを開くことが可能というのも発見した。

　そしてどうやら異世界には、無む尽じん蔵ぞうのエネルギーがあるらしい。それを手に入れることが出来れば、魔界はより一層、快かい適てきになる。

　ならば善は急げと、即座にゲートを開いた。

　しかし、魔界に流入してきたエネルギーは、制御不能のものだった。

　その未知のエネルギーに魔界は侵食され、魔族は滅めつ亡ぼうまでの秒読みを開始する。

　だが、魔王は諦あきらめなかった。

　己の種族を率ひきいて、再度ゲートを開き、飛び込んだ。

　結果、辿たどり着ついた先は『地球』という惑星で、人間という種族がそこを支配していた。

　人間そのものは惰ぜい弱じやくだったが、人間が集まって『軍隊』になると、そこそこ手て強ごわい。特に『米軍』という連中が強かった。米軍のせいで地球侵略がなかなか進まない。

　熱核兵器とかいうので魔族の半数以上を殺されたのには参まいったが、しかし上位の魔族には効かない。

　逆に米兵どもに取りつき体を乗っ取って、核ミサイルを各国の主要都市に撃ち込んでやった。

　これで魔族は地球を掌しよう握あくしたも同然。魔界は滅びてしまったが、ここを第二の故郷とするとしよう──そう思ったのも束つかの間ま。

　人間たちの中から、魔族に匹敵する魔力を持つ子供たちが生まれ始めた。

　その中でも『皇城すめらぎ拓たく斗と』という日本人が尋じん常じようならざる力を持ち、魔王すら上回る力を有していた。

　そして力を持つ子供たちに魔族は押され、魔王は日本上空にて拓斗に敗北し──今はマオの中に融とけて自じ我がを失うという末まつ路ろ。




「──というわけにゃ」

　マオはリンゴをしゃりしゃり食べながら語ってくれた。

「その未知のエネルギーっていうのが、混沌領域と同じものってことか？」

「きっとそうにゃ！　未知のエネルギーに覆われた場所は、しっちゃかめっちゃかだったにゃ。瞬きするたびに景色が変わるような場所になっていたにゃん！」

　確かにそれは、混沌領域とそっくりだ。

　あのグリモワールを作った種族も、そして魔族も、同一の世界に次元回廊を繫つなげてしまい、流れ込んだ混沌のせいで滅びへの道を歩んでしまった、ということか。

　だが、この世界はまだ完全には滅びていない。

　五大女神によって、かろうじて維持されている。

　そして全生物は、混沌を排はい除じよするために進化しているとグリモワールは語っていた。

「うーん……話が繫がっているような気がするんだけど……いまいち信じがたいなぁ」

　エルフに伝わる創世記と、グリモワールが語る創世記は、非常に類るい似じ点てんが多い。

　おそらく、起源は同一のもの。

　人間の社会ではどこかで廃すたれてしまった伝承が、エルフの間では残り続けてきたということなのだろう。

　それに空そら島じまに使われていたテクノロジーは、おそらく人類発祥以前のものだ。

　空島を覆っていたあの結界は、女神システムが劣れつ化かしてエルフに伝わった技術。それを元に古代のエルフが空島を作ったのかもしれない。

　あるいは、空島の結界は女神システムのプロトタイプで、人類発祥以前の種族が作ったのかもしれない。それをエルフは歪ゆがんだ伝承で、自分たちが作ったものだと誤認していた、と考えることも出来る。

「ねえ、タクト。話が大きくなりすぎてない？　私たち、ただの古書店の店員よ。混沌領域の排除とか、人類発祥以前のホニャララとか、正直、お呼びじゃないんだけど」

　クララメラはリンゴにフォークを突つき刺さしながら、そう語る。

「いや……俺とマオはともかく、店長はただの店員じゃなくて、女神なんですけど」

　とは言いつつ、タクトもおおむね同感だった。

　世界の命運に対して、積極的に責任を持ちたいとは思わない。まして人類発祥以前の〝何者か〟がしでかしたツケを払わされるなど、ご免めんこうむりたい。

　しかし、そこに次元回廊にかんする手がかりがあるとなれば、話は違ってくる。

「とにかく、早急に確かめなければならないのは一つ。あのグリモワールらしき物体が俺と店長に語りかけてきたイメージが、真実なのかどうか。結局はそこです」

「やっぱり長老に聞かないと始まらないということね？」

「ま、そういうことです。ここでうだうだ語り合ってもどうしようもないわけです。そこで……」

「そこで？」

　クララメラは首をかしげる。

「そろそろ晩飯を食べに出かけませんか？」

　もったいぶって言うことではないのだが、しかし、そろそろ時間である。

　晩飯は豪華な外食といきたい。

　なにせ予定落札が一億イエン以上であったグリモワールを、百イエンで落札してしまったのだ。肉だろうが魚だろうが、ドンと来い。

「にゃにゃぁ！　それはいいアイデアにゃん！　三軒くらいハシゴしたいにゃ！」

「あら、いいわね。グリモワールのインパクトのおかげで私もお目々パッチリだし。今日は盛もり上あがるわよ！」

「にゃーん！」

「ほどほどに……と、今日ばかりは言いません。なにせ、億単位ですからね。俺も今日ばかりは豪ごう遊ゆうしますよ！」

　三人とも気合いを入れて、夕焼け色に染まった街に繰くり出だした。

　吐きそうになるほど食べまくったのは言うまでもない。





　　　　　＊






　魔導古書店ヌービアム。通称『長老の店』は、ララスギアの街から少し離れた場所にある。

　平原の中に建たつレンガ造りの立派な建物で、しかも街道のすぐそばだ。

　近くを通れば、嫌でも目につく。

　ところが、普通の人間には視認できない。目に映っても、そこに建物があると認識できない。そういう術式が常時展開していた。

　よって長老の店に行きたいのなら、まず長老の店がそこにあるということを知っていることが大だい前ぜん提ていだった。

　そして店にかけられた術式を無効化し『建物がある』と認識したのち、初めてその扉をくぐることが出来る。

　この術式の無効化は、慣なれないうちはかなり難しい。しかし自転車の乗り方と同じで、一度コツさえ摑つかんでしまえば簡単なものだ。

　長老の店は残念ながら閉店してしまったが、店内はいまだ慌あわただしかった。

　なにせ閉店したのはたった一週間前で、そしてオークションからも三日しか経っていない。ゆえに店舗にはまだ本が残っており、落札した人へ発送するため店員たちは忙しいのだ。

　タクトが長老の店を訪ねていったのは、そんな作業のまっただ中だった。

　五十坪ほどある店内には、四人の店員がいて、全員が汗水流して働いている。

　邪魔をするのは非常に心苦しい。

　だが、肝かん心じんの長老が見当たらないのだ。話しかけるしかなかった。

「あの……今日、長老と会う約束をしていたのですが……」

　魔導書を段ボールに一生懸命つめるエプロン姿の男性店員を捕まえ、タクトは遠慮がちに尋ねる。

　すると店員は忙しいにもかかわらず、笑顔で応対してくれた。

「ああ、タクトさん。長老なら二階にいますよ。勝手に登っちゃってください」

「そうですか。ありがとうございます」

　二階は長老の住居になっている。そこへ行くための階段は客から見えない位置にあるのだが、タクトは何度も遊びに来ているので、勝手知ったるものだ。

「長老、お久しぶりです」

　タクトはリビングに入り、ソファーに座っている老人へ語りかけた。

「おお、タクトか。待ちわびていたぞ」

　タクトを見て笑顔を浮かべた彼の名は、アレクシス・アップルビー。

　人呼んで、長老。確か、今年で百七歳。

　当然、髪の毛は全て真っ白で、それもほとんどが抜け落ち、まばらに残っているだけ。

　顔のシワは蛇へびのウロコのようにハッキリと刻まれ、彼が辿たどってきた人生の深さを物語っているようだった。

「さあさあ、座れ。ちゃんとお前さんのためにチョコレートを用意したんだぞ」

「長老。さすがにお菓子で釣つられる歳としじゃないですよ」

「何を言う。十三歳など、まだ卵の殻からがついているようなものだ」

「もう十四歳になりましたよ」

「ワシから見れば同じだよ」

　百七歳にそう言われてしまっては、タクトに反論の余よ地ちはない。

　ちょっと卑ひ怯きようだな、と思いつつ、大人しく長老の向かい側に腰を下ろすことにする。

「まずは長老。お疲れ様でした。九十年近くにわたってトゥサラガ王国の魔導古書店業界を支えてきた長老の功こう績せきは、きっと語かたり継つがれますよ」

「そう大したことはしていない。ワシは父親から店を受け継いだだけ。この店の歴史はワシの人生の三倍もあるのだ。それをワシの代で終わらせてしまったのだから、むしろ罪人だよ」

　長老は寂しげに自じ嘲ちようした。

　彼は妻に先立たれ、子供たちは全員独立し、手元から離れていった。

　これで店までたたんでしまっては、本当に一人ぼっちになってしまう。

「長老。誰か店を継いでくれる人はいなかったんですか？　息子さんとか……」

「ワシくらいの歳になるとな、子供ですら全員、ジジイとババアになってしまう。八十を過ぎた奴らに店を継がせても、そう長くは続かんよ。それに、魔導古書店をやるなら魔術師でなければいかん。しかし、魔術師の血を引いているからといって、必ずしも魔術の才能に恵まれるとも限らん。曾ひ孫まごまでいれると三十人ほどになるが、現役で魔術師をやっているのは七人。そして全員、ダンジョン探索が本業だ。古書店にこもるより、そっちのほうが遙はるかに儲もうかるからな」

　確かに、魔術師で一番稼かせぎがいい仕事はダンジョン探索だ。

　タクトは今、資金に余裕がある。だが、それは魔導古書店の売上が良かったからではなく、空島でミスリルを見つけたおかげだ。

「なら、店員さんたちは？　この店の店員さんは皆、この店が大好きだと思いますよ？」

「駄目だ、駄目だ。大した給料も払えないのに、今まで善意で店を支えてくれた連中だぞ。そんな奴らにこれ以上、苦労をさせてたまるか。それに、店員として働くのと経営者になるのとでは、必要な覚悟の量がまるで違う。実はそういう話も上がったんだが、やはりご破は算さんになったよ。流石さすがに人生を棒ぼうに振ふるのは嫌らしい」

「それは長老が経営の難しさを耳元で囁ささやき続けて、半なかば強ごう引いんに諦めさせたとか、そういうことなんじゃないですか？」

「はて。何のことかな？」

　長老は部屋の隅すみに視線を移し、わざとらしくとぼけてみせた。

　やはり、店を継ぎたがっていた店員たちを、説得したのだろう。

　古書店などという先の見えない商売に人を巻き込みたくないという長老。

　歴史あるこの店を後世に残していきたいという店員たち。

　タクトとしては両者の気持ちが分かるので、非常に複雑な気持ちだ。

　しかし、全ては終わったこと。この魔導古書店ヌービアムは既すでに潰つぶれたのだ。

　寂しいが、それが現実だった。

「ところで長老。手紙でお伝えしたとおり〝例の本〟の出所を知りたいのですが。何か分かりましたか？」

　タクトは気分を変えるため、本題を切り出した。

　例の本──つまり百イエンで落札した、あのグリモワールらしき物体のことだ。

　人類が書いたものなのか。そもそも本なのか。

　なにやら、この世界の根底というか、根源にすら接触しそうな代物だ。

　実のところタクトは、例の本を金庫に閉じ込めたまま、忘れてしまいたいとすら思っている。

　タクトの望みはこの世界と地球を自由に行き来できるようにすることであって、スケールの大きい物語にはもう関わりたくないのだ。

　そんなものは地球で嫌というほど味わった。あとは静かに暮らしたい。

　しかし、例の本は次元回廊の手がかりだった。なにせ、次元回廊を開いて混沌をこの世界に呼び寄せた張本人たちが残したものなのだ。

　それが噓か真まことかは知らないが。

　とにかく、タクトとしては例の本の正体を探らざるを得ない。

「例の本か。ワシは金庫の本と呼んでいたが……ワシの記憶が確かなら、あれはワシが十歳くらいのときに、親父がどこからか入手してきた本でな。親父が手に入れた時点で、何重にも封印されていたらしい。それで、ワシの親父は何でもかんでも記録をつける几き帳ちよう面めんな男でな。きっと当時のことを詳しく書いているはずだと思い、店の記録を調べてみたんだが──」

「長老。申し訳ありませんが、結論から教えてくれませんか？」

「若い者はせっかちだな。人生を急ぎすぎるな。クララメラ様を見ろ。いつも落ち着いておられるだろう」

「店長は落ち着いているんじゃなくて、ぐーたらなだけです。それで例の本は」

「ああ、ああ。分かった、分かった。記録は見つかったよ。ちょっと待て。今持ってくるから」

　長話に付き合ってくれないタクトなんてうんざりだ。長老はそんな表情を浮かべて立ち上がり、部屋の奥へと歩いて行った。

　百七歳にしてはしっかりとした足取りだ。

　魔術師は普通の人間よりも平均寿命が長いが、それにしても長老は元気である。

「ところでタクト。チャーリー・バルフォアがボケたってのは本当か？」

　そう言いながら、長老は古びたノートを手に持って帰ってきた。

「ええ、本当です。体の方は元気みたいですが、記憶力は……朝ご飯を二回食べるそうですよ」

「情けない奴だ。ワシよりも若いくせに。なんでも、孫に誤魔化されて強力なマジックウェポンを作り、校内トーナメントを滅め茶ちや苦く茶ちやにしたらしいじゃないか。子供が馬鹿をしでかそうとしたら叱しかって止めるのが大人の役目なのに、利用されてどうする！」

　どうやら本気で怒っているらしい。年寄り仲間が脱落して、悲しいのだろうか。

「いや、まあ……長老より若いといっても、八十歳を過ぎていますし。というか、長老から見たら皆が若者になってしまいます」

「何を言う。ワシだって若者のつもりだ。クララメラ様を見ろ。あのお方は大昔からトゥサラガ王国を守って下さっているのに、ずっと若々しくて可か憐れんなままだ。ワシらのアイドルだ。ロリババアだ！」

「はぁ、ロリババアですか……本人にそう伝えておきます」

「お、おいタクト！　やめてくれ、冗じよう談だんだろ!?」

　今まで気合いに満ち満ちていた長老の顔が、途と端たんに情けないものになる。

　タクトにすがりつき、本気で懇こん願がんしていた。

「ええ、冗談です。だから長話はやめて、そのノートを貸して下さい」

「全まつたく……可か愛わいい顔をしていながら狡こう猾かつだな、お前さんは」

「褒め言葉として受け取っておきます」

　タクトが飄ひよう々ひようとした態度をとっていると、長老はついに降こう伏ふくした。

　何も言わずにノートをテーブルに放り投げ、自分はソファーにずてんと腰を下ろす。

　ノートのどこを見たらいいのか、と一瞬迷ったが、ちゃんと付ふ箋せんが挟んであった。

　それを信じて開くと、例の本にかんするものと思わしき、記録が書かれていた。

　日付は九十七年前。

　さっき長老が言っていたように、発見した段階で箱に入れられ、結界で封印されていたようだ。

　そして重要なのは、発見した場所。その記述にタクトは驚きよう愕がくする。

　なにせ『カマルの森にある滝の裏の洞どう窟くつ』で手に入れたと、そう書いてあるのだ。

　つまり、魔王を封印し、次元回廊にかんするメモを残してくれた、あのグラド・エルヴァスティの住居である。

　そんな馬鹿なと思い、タクトは三回読み返した。

　しかし当然、書いてある内容は変わらない。

「どうした、タクト。目を点にして」

「いえ……実はこのカマルの森の洞窟に行ったことがあるんですよ。すでに荒らされていて、めぼしいものは何も残っていなかったんですが……長老のお父さんの仕業だったんですね」

「ほう。お前さんもお宝探しにダンジョン探索なんぞするのか。まあ、そうやって見つかった魔導書も多々あるからな。ワシは洞窟だの古い砦とりでだのに入っていくのは好まんが……とにかく、ワシの親父がタクトに一歩先んじたということだな」

「そのようです」

　タクトは平静を装って答えたが、内心、不思議な思いで一杯だ。

　荒らされていた洞窟を見たとき、そこにあったはずの品物とは、もう巡り会えないだろうと思っていた。

　それが実は長老の店にあり、タクトの手に渡ったのだ。

　しかも、長老の父親が持ち帰った本は、一冊だけではない。

　ノートには、三十冊近い魔導書の題名が羅ら列れつされていた。

　そしてその中に、特別目を引くタイトルがあった。

『次元回廊の研究』

　短いその一行の記述が、タクトの心を鷲わし摑づかみにする。

　まさに、欲していたものだ。

「……長老。この本は今どこにありますか？」

　タクトは震える指でそのタイトルを指差し、長老に尋ねる。

　どうしても声がうわずってしまう。

　胸の高まりが止まらない。本当に手に汗を握にぎってしまう。

　しかし、なぜタクトが興奮しているのか分からない長老は、不思議そうに首を捻っていた。
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『次元回廊の研究』は残念ながら売ばい却きやく済ずみだった。百年近く前に入荷した本なのだから当然であろう。

　だが、そのあとを追いかけるのは容よう易いだった。

　なぜなら購入したのはバルフォア家であると、そう記録が残っていたからだ。

　セラナを通せば、アポイントメントを取りやすい。

　本当に不思議な縁が繫がっているなぁ──と思いつつ、タクトは長老の店を出て、すぐに魔術学園の女子寮に向かった。

　セラナの部屋番号はあらかじめ聞いていた。

　今度遊びに来てね、なんて言われていたが、今の今まで尋ねたことはない。

　タクトは男子禁制の女子寮に遊びに行く勇気を持ち合わせていないのだ。

　しかし、今日はそんなことも言っていられない。タクトは一刻も早く『次元回廊の研究』を見つけたいのだ。よって恥を忍しのんでこうして女子寮にやって来たのだが──。

「うーん……やはり入りづらい……」

　ララスギア魔術学園の女子寮は、五階建ての立派なアパートメントである。

　周りはレンガ畳だたみで綺き麗れいに舗ほ装そうされ、樹と花か壇だんで目を楽しませてくれる。

　そして授業を終えた女子生徒たちが、仲良く語らいながら帰路についていた。

　そんな場所をタクトはかれこれ十数分間ウロウロしていた。

　はっきり言って、不審者以外の何者でもない。

　セラナが通りかかってくれたら問題は解決するのだが、先に部屋に帰っていたらお手上げだ。

　まさか男子禁制の寮に突撃するわけにもいかないし。

　今日のところは帰ろうか──と思った、そのとき。

「ねえ、ちょっとあなた。さっきからここで何してるの？」

　背後から声をかけられた。

　驚いて振り返ると、そこには眼鏡めがねをかけた女子生徒が立っていた。

　魔術学園は入学年齢も卒業までの期間も、それぞれバラバラなので様々な年齢の生徒がいる。しかし彼女は若い。もしかしたら二十歳になっていないかもしれない。

　見るからに真ま面じ目めそうな雰囲気を漂わせた少女だ。

「いや、あの、俺はその……セ、セラナさんに会いたくて……！」

　慌てたせいで、声が裏返り、嚙かみまくりだ。

　完かん璧ぺきに変質者。通報されたら言い訳できない。

　タクトは冷や汗を流す。だが意外なことに、眼鏡の女子生徒はニッコリと笑った。

「ああ、何だ。セラナの友達ね。いいわ、案内してあげる。こっちよ」

　眼鏡の女子生徒はタクトの手を引っ張り、女子寮に入っていく。

　そしてセラナの部屋の前まで連れて行ってくれた。

「はい、ここがセラナの部屋。じゃ、私は帰るけど、セラナにちゃんとご飯食べるように伝えておいてね。あと、制服以外の服も買うようにって」

「は、はぁ……」

　委員長タイプの女子生徒は、タクトを置いてどこかへ行ってしまった。

　いいのだろうか？

　もちろん騒ぎになるよりは遙かにありがたい。だが、ここは男子が立ち入ることが許されない女子寮。ましてタクトは部外者だ。もう少し警けい戒かい心しんを抱くべきだと思うのだが。

「まあ、いいや。セラナさーん、いますかー？」

　タクトはセラナの名を呼びながら、金属製の扉をノックした。

　すると、奥から「あ、タクトくんだ！」と声が聞こえてくる。

　そして即座に扉が開かれる。

「やっぱりタクトくん！　いらっしゃい！」

　銀髪の少女が顔を見せる。

　もちろん制服だ。彼女は制服以外の服を持っていない。

「こんにちはセラナさん。急に訪ねてしまって申し訳ありません。けど、よく扉越しに俺だと分かりましたね」

「え、だってそりゃタクトくんだもん。分かるわよ！」

　セラナは理由にならない理由を語る。

　意味はよく分からないが、野生の勘かんみたいなものだろう。

「えっと、上がってもいいですか？」

「どうぞ、どうぞ！　狭せまいけど遠慮なく！」

　なにやらセラナは大喜びで招まねき入いれてくれた。

　本当にここは男子禁制なのだろうか。

　タクトが知らないうちに、規則が変わったのかもしれない。

「お邪魔します」

　その部屋は１Ｋで、六畳間ほどの広さだった。

　ベッドと机と小さな本棚があるだけの簡素な部屋で、飾りといえばベッドの上に転がっているクマのぬいぐるみくらいだ。女子にしては色気がない。

　しかしセラナは、万年金欠の苦学生。むしろイメージどおりだ。

　ただ予想外だったのは、ベッドの上に、ぬいぐるみと並んでシンシアが座っていたことである。

「あら、まあ。タクトさん」

　シンシアは驚いた声を上げ、口元に手を当てる。いかにもお嬢様育ちといった感じの声色と仕草だ。この貧ひん相そうな部屋に相応ふさわしくない。身分が違うとすらいえる。それでもセラナとシンシアは仲が良いらしいから、世の中、不思議なものである。

「シンシアさん。先日はありがとうございました。おかげさまでミスリルを売ばい却きやくできました」

「いいえ、お父様もお喜びでしたわ。あんなまとまった数のミスリル、滅めつ多たに手に入りませんから」

　一億イエンも現金でもらってしまい心苦しかったのだが、先方が喜んでくれているなら問題ない。

　双方の利り益えきになるのが、理想的な商売の形なのだから。

「んでんで！　タクトくんが来てくれたことだし、何する何する？　とは言っても私の部屋にはトランプくらいしか遊ぶものないけど！　ババ抜き？　七並べ？　あ、私、ポーカーのルールは分からないから！」

　友達が部屋に集まってくれたことがよほど嬉うれしいらしく、セラナはウキウキと小躍りすらしていた。

「まあ、トランプをしてもいいですけど。それより、聞いてください。ここって確か、男子禁制ですよね？　なのに俺がウロウロしていても怪しまれないどころか、親切な人にセラナさんの部屋まで案内してもらったんですが。これはどういうことでしょう？　まさか規則が形けい骸がい化かしてるんじゃないでしょうね？　駄目ですよ、学生なんですから。ちゃんと節せつ度どを保たもたないと……」

　タクトは割と本気で心配している。

　セラナの両親だって、女子寮ということで安心し、娘を遠くの学校に入れたはず。

　それなのに当たり前に男が出入りしていたら大問題だ。

　まさかセラナも男を部屋に連れ込んだりしているのではないだろうな。

　お父さんは許しませんよ！

「え、普通に男子禁制だし……門限とかは割と緩ゆるいけど、そこだけは厳しいわよ？　男の人が入ってきたり、連れ込んだりしたのがバレたら、停学もありえるわ」

　セラナは真顔でそう答える。

「そうなんですか。それを聞いて安心しましたけど、じゃあ、なぜ俺は大丈夫だったのでしょう？」

「なぜって……それはタクトくんがタクトくんだから……」

「はあ？　ちょっとよく分からないので、詳しく」

「え、詳しく!?　詳しく言ったらタクトくん、怒るじゃん……」

　セラナは言いにくそうに口をモゴモゴさせた。

　それを見て、タクトも理由に思い至いたった。

「ああ、はい……そっち系の理由ですね……もっと早く気がつくべきでした」

　ゆえに、この話はもう終わりだ。

　トランプに興じつつ、今日ここに来た訳を語ろう。

　そうタクトは思ったのだが……空気を読めないお嬢様が一人いた。

　彼女は頰に手を当てて、心しん底そこ不思議そうに口を開く。

「そもそも、男子禁制の寮にタクトさんが入ることのどこに問題があるのですか？」

　シンシア・バルフォアはタクトをジッと見つめながらそう言った。

　タクトは自分の頰がピクピクと痙けい攣れんするのを感じた。

　それを見てセラナがアワアワと慌てる。

　しかし、お嬢様はポカンとしたままだった。

　どうやらシンシアは重大かつ途と方ほうもない勘かん違ちがいをしているらしい。間違った知識は人生の敵だ。

　彼女のためにも、説明してやる必要があるだろう。

「いいですか、シンシアさん。俺は男です。そこをまずハッキリさせましょう」

　タクトは可能な限り、ハキハキとした声で、聞き取りやすいように語った。

　いちいち言わなければ分かってもらえないというのも悲しいことだが、しかし説明する努力を放ほう棄きするのは怠たい慢まんだ。

　そのくらい言わなくても分かれ、とか、言わなくても察してよ、というのは身勝手な人間の主張。

　人はそれぞれ立場が違うのだから、見えている世界も違う。

　だからこそ言葉を交わして、理解を深め合っていくのだ。

「はぁ……そういえば……以前セラナからそう聞かされたような……」

　シンシアは相変わらずポカンとした顔のままだ。

「そうだよね、そうだよね！　私、教えたよね！」

「ええ。ですが生物学的な性別など問題ではありません。わたくしは気にしませんわ」

　気にしません──シンシアはそう声高らかに宣言した。

　その表情はとても自信に満ちている。真理を語る賢者めいていた。

　だが、意味はさっぱり分からない。

　どうしてだろう。タクトが哲てつ学がくに詳しくないからか？

「えっと……生物学的な性別が問題ではないとしたら、何が問題なのでしょう……？」

「いいですかタクトさん。殿との方がたというのは、もっと毛むくじゃらで、お髭ひげも生えていて、体臭もするのです。そんな汚けがらわしい存在を女子寮に入れるわけにはいきませんわ」

「はい。それはよく分かりますけど……」

「タクトさんは殿方ではありません。ですから、女子寮に入っても大丈夫なのですわ」

「ん？　んん？」

「つまり、タクトさんは生物的には男性ですが、殿方ではないということですわ！　むしろ女子！」

　断言。圧倒的な断言。

　しかしタクトは理解不能。

　脳細胞をクエスチョンマークが駆け巡る。

「なるほど……私もなんだかタクトくんが女子な気がしてきた！」

　完璧に気のせいだ。

　そもそもセラナは空島でタクトの風呂を覗のぞいたではないか。

　断固としてタクトは男である。

「二人とも落ち着いてください。誰がどんな理り屈くつを並べても、俺の性別は変わりません」

「ええ。タクトさんは女子ですわ。存ぞんじ上あげております」

　話が通じない。

「あのですね……この際、生物学的な性別だけを語りませんか……？」

「何を仰おつしやるのです！　そんなお可愛らしい姿をしていながら今いま更さら！」

　怒られてしまった。タクトは悪いことをしていないのに。理不尽である。

「ああ、タクトさん……見れば見るほどお可愛らしい……わたくし、もう我慢できませんわ！」

「うぇっ、ちょっと、シンシアさん!?」

　シンシアは潤うるんだ瞳ひとみでタクトを見つめたかと思うと、突然、もの凄い勢いで飛びかかってきた。

　そして、そのままタクトをベッドの上に押し倒し、両腕でむぎゅぅぅと抱きしめ、ゴロゴロ転がる。

　これは何事なのか。

「あのねタクトくん。シンシアは可愛いものが大好きなんだよ。だから男の人より女の子が好きなんだってぇ」

「それは……とても危険な人ということでは……？」

「え、でも私もシンシアのこと好きだよ？」

　そう呟つぶやきセラナは小首をかしげた。

　しかしセラナの好きは、友達としての好きであり、シンシアの好きはまたベクトルが異なるような気がする。

「タクトさんもセラナも本当にお可愛らしくて……わたくし幸せですわぁ……」

　タクトに抱きついたままのシンシアは、恍こう惚こつとした声を漏もらす。

　シンシアは文句なしに美人だ。

　そんな彼女に好かれるというのは光栄なことで、とても喜ばしい。

　流れるような金髪も、小ぶりだが柔やわらかい胸も、ほのかに漂ただよう香水の香りも、全てが女性を感じさせる。

　悪い気はしない。むしろ、いい。

　だが、好かれる理由が『お可愛らしい』というのが、どうにも納得できない。

「むむむ……シンシアにタクトくんを独り占めされて腹が立ってきたわ！　私も混ざる！」

　そしてセラナまでベッドにダイブし、タクトにしがみついてきた。

　顔はシンシアの胸に埋うまり、背中にセラナの胸が押しつけられる。

　金色と銀色の髪が混ざり合って、鼻先をかすめる。シャンプーの香りがした。

　女の子たちの柔らかい体が、タクトをサンドイッチにして放さない。

　凄い。凄すぎる。

「タクトさん、撫なで撫なでですわ」

「私も撫で撫でぇ」

　いつもなら撫でられるとムッとするタクトだが、なぜだろう。

　今はむしろ嬉しい。

　あまりの心地よさに、だんだん意識が融とけてきた。

　このまま眠ってしまいたい──。





　　　　　＊






　ふと気がつくと、すっかり夕方になっていた。

　場所は見知らぬ部屋──いや、セラナの部屋だ。

　はて、いつの間に眠ってしまったのだろうか。別に疲れていたわけでもないのに。そう思いながらタクトは体を起こそうとした。

　しかし自分の左右から、静かな息づかいがすることに気がつく。

　更には、柔らかい感触と人肌の温もりも。

　何事かと見れば、タクトの両側でセラナとシンシアが眠っていた。

　二人ともローブを脱ぬいで、白いブラウスとプリーツスカートだけになっている。

　ネクタイは外され、ボタンも二つ開いているので、首筋や鎖さ骨こつがよく見える。それどころか、もう少しで胸の谷間まで見えてしまいそうだ。

　またスカートも捲めくれ上あがり、太ふと股ももが顕あらわになっていた。

　セラナは制服を改造しているらしく、かなり短いスカートだ。それが更に際きわどいところまで裾すそが捲れているので、健康的な脚が丸見えだ。黒いニーソックスのおかげで肌の白さが際立っている。むしろスパッツも丸見えだ。よい。実によい。

　シンシアは黒タイツだ。お嬢様らしくて、これまたよい。スラリとした脚が一層引き締まって見える。大変貴重な眺め。なにせ、あのバルフォア家の娘だ。そのおみ足を至近距離から観察する機会など、もう二度と巡ってこないかもしれない。

「しかし……どうしてこんな、あられもない姿の二人が俺の両側で寝ているんだ……何が起きたんだ一体……」

　記憶がない。

　シンシアとセラナに抱きつかれ、ベッドに押し倒されたところまでは覚えている。

　そのあと、どうなった？

　まさか。いや、しかし。

　男女が同じベッドにいて、服が乱みだれているということはつまり、そういうことなのか？

「俺は知らない間に二人に……！」












　ああ、なんということだろう。これは大変だ。責任を取らなくては。

「ふぁ……あらタクトさん……おはようございます」

「シ、シンシアさん……」

　バルフォア家のお嬢様が、金色の髪を揺らしながら上半身を起こす。

　まだ眠そうに目を擦こする姿はとても無防備で、タクトに全てを許してしまいそうな雰囲気があった。

　やはり、これは。

「あの、シンシアさん……俺たちは、その……」

「はい？」

「して、しまった……のでしょうか……？」

「はぁ？　ええ、三人で仲良くお昼寝をいたしましたが、それが何か？」

　震える声のタクトに対し、シンシアは平然とした様子で答える。

　まるで、何も起きていないという感じだ。

「……お昼寝、ですか」

「はい」

「それだけ、ですか……？」

「それだけですわ。わたくしとセラナでタクトさんをむぎゅと抱きしめていたら、タクトさんが眠ってしまって。そのお可愛らしい寝顔を見ていたら、わたくしたちもお昼寝をしたい気分になったのですわ」

　シンシアはとても嬉しそうにそう語る。

　昼寝をしただけ。

　どうやらそれが真相であり、タクトの心配はただの誇こ大だい妄もう想そうだったらしい。

　安心すると同時に、少し残念な思いだ。

　タクトは肩まで使って大きく息を吐いた。

「あら、タクトさん。どうしたのですか？　まるで『おそるおそる体重計に乗り、太っていなかったことを確認して安あん堵どする乙女おとめ』のような表情になっていますわ」

「いや、その……昼寝していただけだと知って安心したというか……いや、何でもないです」

　タクトがそう答えると、シンシアは不思議そうな顔で首をかしげる。

　が、それも一瞬のこと。

　何やら思い至ったようで、ニヤリと笑った。

「あら。あらあらタクトさん。もしかして、わたくしたちでイヤらしい想像を？」

「いや、ちがっ！　違います！」

「ふふ……真っ赤になったタクトさんもお可愛らしいですわ。意外とおませさんなのですわね」

　シンシアはタクトの耳元で「いけない子」と呟く。

「……うぅ」

　大人っぽい外見の彼女にこのようなことをされては、ドキドキしてしまう。

　シンシアもそれを狙ねらっているらしく、胸をタクトの腕に押しつけたり、超至近距離から顔を覗き込んできたりする。

「あの、シンシアさん……もう少し離れてくれませんか……」

「あら、いやですわ。タクトさんがこんなにドギマギしている姿は珍しいですから。もっといじめたいですわ」

　いじめられてしまうのか。タクトは年上の金髪のお姉さんにいじめられてしまうのか。

　それは、凄くいいかもしれない。

「ふふ……タクトさんったら、とても期待した顔になって……お可愛らしいのにえっちなのですね。セラナが知ったらどんな反応をするでしょうか」

　シンシアは小悪魔のような微笑ほほえみでそう呟いた。

　その瞬間、タクトはハッとする。

　なぜだろうか。今の自分の姿をセラナに見られたくない。

　まして、いかがわしい妄想をしていたなど、絶対に知られたくない。

「あの、シンシアさん……このことはセラナさんには秘密に……」

「あら？　このこと、とは一体？」

「だから、その……俺が妙みようなことを考えていたということをですね……」

「妙なこと……つまり、いやらしいことを考えていたと認めるのですね？」

「認めます……」

「わたくしとセラナとで、えっちなことをしてしまう妄想をしたと白状するのですね？」

「はい……」

「ふふ、ふふふ……こんなにお可愛らしい顔なのに、心はちゃんと男の子なのですね。食べてしまいたいですわぁ。あらあら、そんなに真まっ赤かになってしまって……大丈夫ですわ。セラナには内ない緒しよ。わたくしとタクトさんだけの秘密です。けれど、その代わり……」

　シンシアはタクトの耳元で、そっと囁いた。

　秘密にするための条件。

　小悪魔どころではない。それは悪魔そのものだった。

「嫌です！　なぜ俺がそんなことを……！」

「まあ。ではセラナにバラしてしまいましょう。タクトさんは隙すきあらば女の子を襲うことしか考えていない狼おおかみのような人だった、と」

「そ、そこまでは言ってないじゃないですか！」

　駄目だ。完全に弱みを握にぎられてしまった。

　条件を飲むしかない。

　これほど屈くつ辱じよく的てきな状況に追い込まれたのは初めてだが、しかし他に手がないのだ。

「それでどうしますかタクトさん。わたくしのお願いを聞いてくださいますか？」

「……分かりました。ただし一回キリですよ。もし二度も三度もこのネタで脅おどしてくるようなら……俺も腹をくくります。バルフォア家の安全は保証しませんからね」

　タクトはシンシアをジロリと睨にらむ。それによって、シンシアはタクトの戦闘力を思い出したらしく「うっ」と短く唸った。

「そ、そんなことはしませんわ！　一度だけのスペシャルイベントですわ！」

　シンシアは声を震わせながらも、条件の撤てつ回かいはしなかった。

　命を懸かけてでもやりたいらしい。もの凄い情熱だ。

　何がいいのかタクトにはサッパリ理解できないが、約束は約束だ。

　一度だけつきあってやろう。

「うーん……あれ、タクトくんとシンシア……おはよう……」

　ようやく目を覚ましたセラナは、むくりと起き上がり、大きなアクビをした。

「おはようございます、セラナ。せっかく起きたところを申し訳ありませんが、時間も時間ですので、わたくしはもう帰りますね」

「えー。あんまり遊んでないじゃない！」

「ふふ、ごめんなさい。また明日遊びに来ますから」

　セラナは小さな子供のようにふくれっ面つらになっている。

　シンシアはその頭を撫でながら、なだめすかした。すっかり『お可愛らしいもの』を見るときの表情になっている。

「しょうがないなぁ。じゃあまた明日ね！」

「はい。ではタクトさんもご機嫌よう。例の件はまた後日」

　シンシアは怪しげな笑みをタクトに向けてから、セラナの部屋から出て行こうとする。

　恐ろしい相手なので、早くいなくなってほしい──などと思いながらタクトはその後ろ姿を見ていた。

　が、この部屋に来たそもそもの目的を思い出す。

　バルフォア家に行くため、セラナに仲ちゆう介かいして欲しかったのだ。

　しかし、シンシア・バルフォア本人がいるのだから、彼女に直接頼んだほうが早い。

　気は進まないが──。

「シンシアさん。俺も一緒に行っていいですか？　シンシアさんの家で百年近く前に、長老の店から一冊の魔導書を買ったはずなんですが、俺はそれを探しているんですよ」

　ぶしつけなお願いだが、断られる、という可能性は低い。

　むしろ危き惧ぐしているのは、喜ばれるということ。

「まあ！　タクトさん、わたくしの家に来てくださるのですかっ？　今から!?　ああ、なんて素敵なのでしょうか！」

　案の定だ。

　シンシアは金色の髪をなびかせてこちらに向き直り、目を輝かせて声を上げる。

　このままついていけば、何をされるかは目に見えている。

　それでも行かなければならないのが辛つらいところだった。

「タクトくん、シンシアの家に遊びに行くの？　じゃあ私も行く！」

　そしてセラナもベッドから勢いよく立ち上がり、テンションの高い声で宣言する。

「けどセラナさん。寮の門限はいいんですか？」

「門限とかはゆるゆるだから大丈夫！　厳きびしいのは異性を連れ込むことだけだから！」

「ふふ、なんならお泊まりしますか？」

「いいの!?　やった！」

　セラナはぴょんぴょん飛び跳ねて無む邪じや気きに喜ぶ。

「一緒にお風呂に入って、一緒のお布団で眠りたいですわ～～」

　シンシアも怪しく喜ぶ。

　しかしタクトはお泊まりなどしない。ただ本を探したいだけだ。そのことは道中でハッキリさせておこう。

　もし監禁されそうになったら、そのときは実力で突破してくれる。
















　バルフォア家は言うまでもなく豪ごう邸ていだ。

　門をくぐってレンガ畳だたみの道を進めば、左右に管理の行き届いた芝生しばふが広がっている。

　当然の如ごとく噴ふん水すいがあり、その奥には二階建ての屋敷が堂々と待ち構えている。

　その白はく亜あの外壁は個人の家というより、まるで王が住まう宮殿のようだ。

　裏庭にはプールまであるというから、貧富の差ここに極きわまれり、である。

「前にも遊びに来たことあるけど、何度来ても凄すごい家ね……」

　噴水の前に立ち、屋敷を見上げるセラナの顔は阿あ呆ほうそのものだった。

　しかしタクトも人のことは言えない。きっと同じような顔をしているだろう。

　幾いく度どか通りかかり、門の外から眺ながめたことはある。

　そのときは「豪華な屋敷だなぁ」としか思っていなかったが、こうして間近で見せつけられると圧倒されてしまう。

　無論、アジールだって立派な建物だし、不満があるわけではない。

　それでも、一度くらいはこんなところに住んでみたいと思ってしまうのが人情だ。

「ふふ、タクトさん。物欲しそうな顔をしていますね。わたくしのお嫁よめさんになれば、ずっとここに住めるのですよ」

「お断りします！　というか無理です！」

　男であるタクトがお嫁さんになるのは物理的に不可能だ。概がい念ねんが崩壊している。

「あら、まあ。何事も挑ちよう戦せんですわ。どんなことでも頑がん張ばれば道は開けるもの。タクトさんだってきっと立派なお嫁さんになれますわ！　いいえ必ずなれます。わたくしが保証致いたします！」

「保証はいらないし、別になりたくないし、むしろ絶対に嫌です」

　大きな屋敷には住んでみたいが、人間としての尊そん厳げんは守りたい。

「そうよ、タクトくん。シンシアのお嫁さんになっちゃ駄目！」

「誰の嫁かというのは論点ではなく、嫁そのものが嫌だという話なのですが……この話はもうやめましょう。それより家に入れてくださいよ、シンシアさん」

「それもそうですわね。ではどうぞ」

　シンシアが開けた扉の向こうには、赤あか絨じゆう毯たんが広がっていた。

　広い玄関ホールの真正面に階段があり、廊下は左右に伸びていく。

　何やら高そうな絵画や石像が飾かざられ、見上げるとシャンデリアが光を放はなっている。

　空間そのものが『この屋敷の持ち主は金持ちである』と主張していた。

「ただいまですわ～～」

　シンシアがそう叫ぶと、二階から玄関ホールを覗のぞき込む少女の顔が現われた。

「ああ、シンシア。お帰りなさい」

　そう言って少女はタンタンタンと軽けい快かいなステップで階段を降りてくる。

　金色のショートヘア。身長はあまり高くない。百五十センチを少し超こえるくらいだろうか。タクトとそう変わらない。

　体つきもほっそりとしていて、まるで少年のようだ。

　年齢は仕し草ぐさや外見だけを見れば十代半ばだ。しかし服装は落ち着いている。紺こんのワンピースは装飾もほとんどなく、地味とすらいえた。もっとも、素材はよいものを使っていると遠目にも分かる。ペンダントのダイヤも本物だろう。

　センスはよい。だが十代のものではない。

　若く見えるだけで、もしかしたら二十歳を過すぎているのだろうか。

「えっと……シンシアさんのお姉さん、ですか？」

　階段を降りて目の前に立った彼女に、タクトは質問をぶつけてみる。

　すると意外な答えが返ってきた。

「シンシアの姉？　あなたは妙みようなことを言うのね。もうすぐ四十になろうというオバサンを捕つかまえて」

　彼女はこちらをからかうような笑みを浮かべ、腰こしに手を当てる。その様が妙に大人びていた。だが四十というのは有あり得えない。冗じよう談だんに決まっている。

　きっと初めてこの家に来たタクトをからかっているのだろう──と思ったのだが。

　左手の薬くすり指ゆびに、金色の指輪を発見した。

　こちらの世界でも、結婚指輪は左手の薬指につけるのが一般的だ。

　つまり彼女はすでに結婚、あるいは婚約している。

「タクトくん。ポカンとした顔になってる」

「ふふ、無理もないですわ。タクトさん。この人は、わたくしのお母様ですのよ」

　この少女がシンシアの母親？

　どういうことだ。意味が飲み込めない。

「えっと……ちょっと二人で並んでみてくれませんか？」

　タクトはシンシアの肩を摑み、母親だという少女の横に移動させた。

　そして二人を比べて、よく観察する。

　髪色は同じ黄おう金ごんだ。血縁なのだろう。

　顔立ちも似ている。血縁なのだろう。

　身長は……かなり違う。頭半分ほどシンシアの方が高い。

　ゆえに、どちらが年上かと問われれば、答えは決まっている。

「妹さん？」

　タクトは少女を指差し、そう口にした。

「いやいや。だから母親だと言っているでしょう。あたしの名前はアンジェラ・バルフォア。ええっと、タクトくん？　君はたしか、シンシアを校内トーナメントで助けてくれた子だったわね。ありがとう。一度、お礼を言いたかったのよ」

　アンジェラと名乗る彼女は、ケラケラと笑いながらタクトの肩かたをぽんぽん叩く。

「はぁ……どういたしまして」

　返事をしつつタクトはアンジェラを改あらためて観察する。

　やはり、どう見たってシンシアの母親には見えない。

　しかしアンジェラに冗談を言っている様子はないし、タクトを騙だましたところで得をするとも思えない。

「本当に……シンシアさんのお母さん？」

「そうだって言ってるじゃない。どうして初対面だと誰だれも信じてくれないのかしら？　セラナちゃんも最初は疑ってたし」

　アンジェラがそう言うとセラナは「だってぇ……」と申し訳なさと不満を混ぜた声を出す。

「こんなにもソックリな顔なのに」

　それは、あなたが子供にしか見えないからです──とは流石さすがに言えなかった。

　というか、本人だって分かっているはずだ。

「お母様。タクトさんをいじめるのもそこまでにしましょう。タクトさんはどうやら、我が家の書しよ架かに用事があるそうです」

「書架？　確かにうちには沢たく山さんの本があるけど、何を探しているの？」

　シンシア・ママの疑問に対し、タクトは説明を始める。

　長老の店が百年近く前『次元回廊の研究』という本を入荷したこと。

　その本はバルフォア家で買ったらしいということ。

　そして訳あって、タクトはその本を必要としているということを。

「なるほどねぇ。あたしはあんまり本を読まないからどこに何があるのか分からないけど……おじいちゃんなら知っているかも」

「ええ、おじいさまなら知っているはずですわ。この家にある本は全て読んでいますから。ただし、覚えていたら、の話ですが」

　おじいさま。つまりチャーリー・バルフォアのことだ。

　彼はタクトですら一目置く偉大な魔術師であるが、残念ながらすっかり認にん知ち症しようが進み、記憶力がとても怪あやしい。

　もっとも、昔のことはボケてもなかなか忘れないというので、きっと大丈夫だろう。

「おじいさま、おじいさま」

　そう言いながら、シンシアは扉を開けて部屋に入っていく。

　タクトがそのあとを追いかけて行くと、高そうな調度品が並ぶリビングがあった。

　そしてソファーに体を埋うずめ、のんびりと紅茶を飲んでいる老人が一人いた。

　チャーリー・バルフォアである。

「おや、シンシア。おはよう。今日は早起きだね」

「まあ、おじいさま。もうすっかり夜ですわ」

「そうか？　うむ、どうやらそのようだ。そういうこともあるものだなぁ」

　朝と夜を間違えたチャーリーだが、特に気にした様子もなく、リラックスした表情のままだ。色々と心配だが、本人が幸せそうなので、多分これでいいのだろう。

「おじいさん、こんばんは！」

　そしてセラナも顔を出し、挨あい拶さつする。

「こんばんは、お嬢さん。シンシアの友達かな？　ゆっくりしていきなさい」

「はーい」

　と、元気よく答えてから、セラナは小さな声で「前にも一回会ってるんだけどな……」と寂さびしそうに呟いた。

　無理もない。

　一度顔を会わせただけの人間を覚えていられる状態ではないのだ。

　タクトのことだって忘れているだろう。

「こんばんは、チャーリーさん。俺はタクト・スメラギ・ラグナセカです」

　いっそ、初めまして、と言ってしまおうかとも思った。

　しかし、それは悲しい。彼がアジールに来店してくれたという思い出が、消えてしまうような気がしたのだ。

　だが事実、彼の中からは消えているのだろう。と、思ったのだが。

「君とは……どこかで会ったような気がする……はて、どこだったかな？」

　チャーリーのその言葉に、タクトの心臓は高まった。

　まさか、覚えているのか？

「たしか、アジールの新しい店員だったかな？　うん、そうだろう？　いや、しかし私は随ずい分ぶん前に魔術師を引退したのだが、何のためにアジールに行ったんだったかなぁ？」

　チャーリー・バルフォアは不思議そうに首を捻ひねる。

　自分の記憶に自信なさげな顔だった。

　だが、間違っていない。それは正しい記憶なのだ。

「はい。俺はアジールで働いています。チャーリーさんは先月、来店して魔導書を一冊買ってくださいましたよ」

　自分の存在がチャーリーの中に残っていたということが光栄で、タクトは感激してしまった。セラナには悪いが、優越感すら覚える。

「そうだったか。ふむふむ。フラッと寄ったような気もするなぁ。クララメラ様はお元気かな？」

「ええ。相変わらず日々怠たい惰だに睡眠しています」

「そうか、そうか。お変わりないようで何よりだ」

　チャーリーは懐かしそうな顔でティーカップを持ち、紅茶を一口飲む。

「ところでアンジェラさん。朝ご飯はまだかね？」

「はいはい。もうすぐ晩ご飯できますからねー」

　シンシア・ママは慣れた様子で対応する。

　間違いを指摘されたことに気がついた様子もなく、チャーリーは「そうか」と呟いて、満足げに頷いた。




　ところでタクトは『金持ちという生き物は、家事は全てメイドさんに任まかせ、料理は専属のシェフに作ってもらうものだ』とばかり思っていた。

　ところがアンジェラが自分でキッチンに立つと聞き、タクトは驚いてしまう。

　一応、この家でもメイドを二人雇やとっているらしい。が、住み込みではないので、夜は自分の家に帰ってしまう。

　またアンジェラが料理好きで自分で作ってしまうため、専属シェフというのはいないという。

「せっかくだから、タクトくんとセラナちゃんも食べていきなさいよ。腕によりをかけて作るから！」

　アンジェラは袖そでをまくり、気合いの入った顔で言った。

　遠えん慮りよすると怒られそうな雰囲気だったので、タクトは素直に頷うなずいた。

　そしてセラナは、貴重な栄養補給の機会に喜び「わーい」と子供のようにはしゃぐ。

「お母様。わたくしも手伝いますわ」

　シンシアはキッチンに向かう母親を追いかけ、リビングから出て行く。

　これで部屋には、タクトとセラナとチャーリーの三人だ。

　せっかくなので『次元回廊の研究』のことを聞いてみよう。

「チャーリーさん。バルフォア家の誰かが九十五年前、長老の店で『次元回廊の研究』という本を買っているはずなのですが、何かご存じありませんか？」

　バルフォア家の書架に何千冊あるのか知らないが、数日かけて探し回る覚悟は出来ている。

　だからこれは、世間話のようなもの。

　アンジェラとシンシアが晩飯を作り終えるまでの時間潰し。

　まともな答えを期待はしていなかった。

　ところが──。

「次元回廊の研究……ああ、うん。昔々、そんな本を読んだ気がするなぁ……」

　チャーリーは遠い目をしながら、記憶を探るようにそう呟いた。

「本当ですか？　ちなみに、その本がどこにあるか覚えていますか!?」

「うむ、覚えている。というより、その手の奇書・怪書の類たぐいは一カ所にまとめられている。私の父親がそういうのを集めるのが好きでね。まあ、荒こう唐とう無む稽けいな本ばかりだったよ。言うまでもなく、ちゃんとした魔導書もあるがね」

　荒唐無稽。チャーリー・バルフォアはそう言い切った。

　やはり、まともな魔術師からすれば、次元回廊など笑い話でしかないのだろう。

「実は、その『次元回廊の研究』を探しているのですが……見せてもらってもいいですか？　そして、出来ればお借かりしたいのですが……」

「構わないよ。どうせホコリを被かぶっているだけの本だ。しかし君は物好きだね」

「まあ、趣しゆ味みのようなものでして」

　本気で次元回廊を開くつもりだと言えば、正気を疑うたがわれてしまう。

　チャーリーの記憶は明日まで続かないだろうが、たとえ一瞬でも軽けい蔑べつされたくなかった。

　しかし、これでまた一歩前進だ。あるいは一気に終わるかもしれない。

　懐なつかしの日本に戻って牛丼を食べるのだ！

　などと、タクトが故郷の味を思い出して空腹を感じていると、

「皆さん。夕ご飯が出来ましたわ。食堂へどうぞ」

　丁ちよう度どいいタイミングでシンシアがやってきた。

「やった！　私もう、お腹なかペコペコよ！」

「あら。セラナはいつもお腹ペコペコではありませんか」

「確かにそうだけど、今は特に！」

　セラナは真っ先にソファーから立ち上がり、鼻歌を歌いながら廊下に向かう。

　続いてチャーリーが立つ。杖つえをついているが、しっかりとした足取りだ。体の方は元気そうだと知り、タクトはホッとする。

　そしてシンシアの案内で辿り着いた食堂は、中央に八人掛けの広いテーブルがあった。その上に染み一つない白いクロスがかけられ、更にロウソクの灯ともった燭しよく台だいが乗っている。

　その明かりに照らされる料理が、とても美味しそうだった。

　海え老びがたっぷりのグラタンに、マッシュルームが入ったポタージュ。それからトマトとレタスのサラダだ。

　随分と庶民的であるが、だからこそアンジェラとシンシアの手作りだと分かる。

　とても温ぬくもりを感じる。

「さあ、皆さん。たんとお食べ。あたしとシンシアの合作なんだから」

　エプロン姿のアンジェラが自じ慢まんげに語った。

　こうしてみると、なるほど主婦っぽい。

　それにしても、シンシアがどの程度手伝ったのか知らないが、料理の完成度を見る限り、彼女もなかなかの腕前のようだ。

「わたくしはトマトを切りましたわ！」

　実は大したことがなかった。

　よく見ればトマトの大きさが不ふ揃ぞろいである。これならタクトのほうが遙はるかにマシだ。

　もっとも、トマトの形や切り口がどうであろうと、味は変わらない。

　ありがたく食べるとしよう。

「いただきます」

　そして食事をしながら雑談に花を咲かせる。

　シンシアの父親の姿が見えないのは、仕事で出張しているからだという。

　なんでもバルフォア家で所有している山に、ダイヤモンドの鉱脈がある可能性が出てきたので、あの青年執しつ事じを引き連れて探査に行ったらしい。

　個人で山を持っているとは、流石は金持ちだ。

　しかも、そこにダイヤモンドが眠っているというのだから、金は金があるところに集まるのだなぁ──と詮せん無なきことを考えてしまう。

　ちなみにシンシアの父親アーサー・バルフォアは、探索魔術の専門家である。

　戦闘中は隠れた敵を探しだし、ダンジョンではトラップの有う無むを見分け、そして山では鉱脈を探し出す。とても重ちよう宝ほうされるスキルだ。

「ちなみにあたしが得意なのは回復魔術。というか、それしか使えないの。つまり魔術師としては出で来き損そこない。その代わり、武術が得意。むしろ、それが本職って感じ？」

　アンジェラさんの語りを聞き、タクトは意外に感じた。

　なにせバルフォア家は昔から魔術師の家系として有名である。

　そういう家は基本的に、優秀な魔術師を伴はん侶りよとし、より血を濃こくしていくものだ。

　血統で魔術師の才能が決まるというデータはないのだが、それでも優秀な親からは優秀な子が生まれると信じたい人は多い。

「武術家であるあたしが、どうして回復魔術を覚えたか知りたい？」

「そうですね。ちょっと興味があります」

「ふふ、それはね。思いっきり殴なぐったあとに、壊れた自分の拳こぶしを治すためよ！」

「ええ……」

　そのアグレッシブ過ぎる答えに、タクトは若じやつ干かん引いてしまう。

「だって。武術をやってると自分の強さを試ためしたくなるでしょ。強さを試すには魔物と戦うのが一番でしょ。けど人間の拳で魔物を殴ると、どうしてもこっちが壊れちゃうから。それを治すには魔術が一番！」

　恐るべき理論だ。頭のネジが完全に抜け落ちている。

　そして、今の話を聞いて、タクトは合が点てんがいった。

　さっきからアンジェラが誰かに似ていると思っていたが、セラナに似ていたのだ。

「えへへ。アンジェラさんって、私のお父さんとお母さんとダンジョンに潜もぐったことがあるんだって」

「かつて冒険者だった者の子供たちが出会い仲間になる！　ああ、ロマンチック！　わたくしとセラナは運命の出会いだったのですわぁ」

「私たち凄い！　格かつ好こういい！」

　セラナとシンシアは大興奮だ。

　しかし実際、たまたま友達になったのに、親同士も知り合いだったというのは珍しい。

　盛り上がるのは無理もないといえる。

　ちなみにチャーリーは先程から、黙もく々もくと食べていた。八十を過ぎているとは思えないほどの食欲。健康的で何よりだ。

「ごちそうさまでした。とても美味しかったです」

「アンジェラさんのお料理、本当に美味しい！」

　裏表のないセラナは当然として、タクトもお世せ辞じ抜ぬきの賞しよう賛さんを口にした。

　店を開いても恥ずかしくないほどの味だった。

　トマトの形が不ぶ格かつ好こうなのを除のぞけば、完璧とすらいえる。

　そして、そのトマトを切った張本人は、

「ふふん」

　と、なぜか自慢げだった。別にシンシアのことは褒ほめていないのに。

「ありがとう。そう言ってくれると作ったかいがあるわ。さて、後片付けはあたしがやっちゃうから、シンシアはタクトくんとセラナちゃんを図書室に案内してあげて。なんとかって本を探しているんでしょう？」

「分かりましたわー」

　シンシアは快こころよく引き受けてくれた。

　だが、案内するならば、彼女よりもチャーリーが適てき任にんだ。

　なぜなら彼は『次元回廊の研究』がどこにあるのかを把は握あくしている。

「チャーリーさん。『次元回廊の研究』がどの本棚にあるのか、教えてくれませんか？」

　チャーリーは晩飯を完食し、満足げな様子だ。

　これならきっと元気に連れて行ってくれるはず。

　と、思いきや。

「次元回廊の研究……？　はて、何だったかな、それは……？」

「え」

　タクトは固まる。呼吸まで止まる。

　たっぷり三秒硬直し、それからようやく次の言葉を絞しぼり出だした。

「いや、さっき……どこにあるか覚えていると……」

「覚えておらんなぁ」

　チャーリーはハキハキした声で断言してしまった。

　これは困った。

　しかし仕方がない。まともな人間でもド忘れというのはたまにする。

　一度繫がった記憶の回路が、いつまでも繫がったままとは限らないのだ。

「タクトさん。頭を抱えて、どうされました？」

「さっきチャーリーさんが『次元回廊の研究』は奇書・怪書の棚にあると教えてくれたのですが……もう忘れてしまったらしくて」

　先程アンジェラは〝図書室〟と言っていた。

　つまり本棚の数は一つや二つではないのだろう。

　これだけ大きな家だ。下手をすればアジールよりも多くの本がある。

　その中から目当ての一冊を探すというのはタフな仕事だ。

　もちろん覚悟していたことではある。しかし、出来れば楽に見つけたかった。

「奇書・怪書の棚ですか？　それならわたくし知っていますわよ？」

「え、本当ですか!?」

「ええ。だってわたくし、この家で生まれ育ったのですから。当たり前ですわ」

　言われてみればその通りだ。

　シンシアはバルフォア家の娘として魔術の英才教育を受けて育った。

　ならば図書室には何度も入っているはずだ。

『次元回廊の研究』という一冊のことを知らなくても、ジャンルの区分け程度は把握していて当然だ。

「早速案内してください！」

「お安いご用ですわ。その代わりタクトさん……さっきセラナさんの部屋でした約束。今日、お願いしますね」

「うっ」

　やはりそう来たか。

　本だけ受け取って帰ってしまおうと思っていたのだが、逃げられないらしい。

　この屋敷に入った時点で、タクトは蜘く蛛もの巣すにかかった虫と同じということか。

「分かりました……俺も男です。約束は守ります！」

「まあ凜り々りしいお顔！　タクトさん、男らしいですわ！」

　シンシアはとても嬉しそうだ。反対にタクトは今すぐ砕くだけ散ちりたい思いだが、次元回廊を開くまでは死ぬわけにはいかない。

「ほら、セラナさんも行きましょう。いつまで空からになった皿を見つめているんです？」

「グラタンおかわりしたいなぁ……と思って」

　浅あさましい人である。

「ああ、ごめんねセラナちゃん。おかわりはないの。また今度作ってあげるから」

「そうですか……でも、次が楽しみです！」

　落ち込んだと思ったら、一瞬で復活するセラナ。

　前向きで実に素す晴ばらしい性格だ。

「アンジェラさん。朝ご飯はまだかなぁ？」

「もう、おじいちゃん。今、晩ご飯食べたでしょう？」

「そうかね？　そんな気もするなぁ」

　チャーリーとアンジェラの会話を聞きながら、タクトたちは廊下に出る。

　約三万冊。

　それがバルフォア家にある本の総数であるとシンシアは語る。

　なにせ古くから続く魔術師の家系だ。実用的な魔導書だけでも相当数になる。

　加えて趣味で蒐しゆう集しゆうした本も加えれば、あっという間に五桁けたになってしまう。

　よってバルフォア家の図書室は、アジールを遙かに凌りよう駕がする面積と棚数だった。ざっと十倍くらいだろうか。

「迷子になりそうなくらい広いわね……」

　奥まで続く本棚の森を前にして、セラナは感心と呆あきれを混ぜたような呟きをする。

　迷子というのは少し大げさだが、本当に凄い。

　この中から手がかりなしに目的の一冊を探すとなれば、ほとんど発はつ掘くつ作業のようなものだ。しかし、その心配をする必要はないだろう。シンシアが案内してくれる。

「ここが奇書・怪書の棚です。わたくしは子供の頃〝変な本の棚〟と呼んでいましたわ」

「本当に変な本ばかりですね……」

　まっさきに目に付いたのは『クラゲ・ボクサー』という本だ。

　手に取ってみると、それは小説だった。

　ある日、突然クラゲになってしまった主人公が、色々あってボクシングを始め、チャンピオンになるまでの日々を描えがいたスポ根小説のようだ。

　面白そうだが今は関係ないので元の場所に戻す。

　その下の段には『トゥサラガ街道二に十じゆう三さん次つぎの井戸』という画集があった。

　元ネタは、かの有名な『トゥサラガ街道二十三次』である。トゥサラガ王国の街道にある二十三個の宿場町の風景を、木版画で描いた有名な連作だ。元日本人のタクトとしては、歌うた川がわ広ひろ重しげの『東海道五十三次』を思い出してしまう。

　それのひねくれたパロディとして、宿場町にある井戸だけをひたすら木版画にしたのが、この『トゥサラガ街道二十三次の井戸』であるらしい。

　苦労している割にギャグとして滑すべっている。まさに怪書だ。作者は何を思ってこの本を作ったのだろう。

　そんな訳の分からない本たちと一緒に『次元回廊の研究』が棚に収まっていた。

　動物の革で装そう丁ていされたハードカバー。

　背表紙にタイトルが金きん箔ぱく文字で書かれている。

　見つけた瞬間、タクトははやる気持ちを抑えきれず、反射的に手を伸ばした。

　そしてページをめくる。

　全て羊皮紙に手書きだ。多くの人の手に渡ってきたのだろう。かなり汚れている。何百年前に執筆されたのだろうか。

「タクトくん、タクトくん。その本でいいの？」

「ええ、これです。シンシアさん。この本、借りていってもいいですか？」

「おじいさまが許可したのでしょう？　なら構いません。どうせ誰も読みませんし」

　シンシアは当然という顔で言う。

　この本に何の価値も認めていないのだ。

　それはチャーリー・バルフォアも一緒だった。

　貴重なグリモワールならともかく、二に束そく三さん文もんのトンデモ本などくれてやっても構わない──そんな感じだった。

　しかし、これは価値ある本だ。

　なにせ、長老秘蔵の〝例の本〟とともに見つかった本である。

　中身がデタラメなはずはない。と、タクトは信じたい。

「ではお借りしていきます。ありがとうございました」

　タクトは本を大事に抱え、素早く立ち去ろうとする。

　が、シンシアに肩を摑まれた。

「うふふ、タクトさん。約束をお忘れではありませんか？」

「ぐっ……」

「先程、タクトさんは仰っていましたね。約束は守る、と。逃げ出すなんて、男らしくないですわぁ」

「に、逃げたりなんて、とんでもない。約束は、ま、守りますよ」

　タクトは自然と声が震えてしまった。

　覚悟を決めていたはずなのに、いざ挑いどむとなると、どうしても恐ろしくなってしまう。

　なりふり構わず逃げ出したい。

　しかし、それは本当に男らしくない行いだ。

「え、なになに？　約束って？」

「ふふ。セラナも一緒に鑑賞いたしましょう！　さあ、こちらがわたくしの部屋ですわ」

　よく分からないという顔をするセラナと、怖おじ気けづいたタクトの手を引き、シンシアは図書室を出て廊下を突き進む。

　そして連れて行かれたシンシアの部屋は、図書室ほどではないものの、アジールの店舗などよりは広い場所だった。

　天てん蓋がいつきのベッド。白く可愛らしい化粧台。装飾の施された小物入れ。薔ば薇らの花が生けられた花瓶もあり、その香りが漂っている。

　まさにお嬢様の部屋といった感じだ。

「てい！」

　タクトが感心している隙に、シンシアは掛かけ声ごえとともに、その体をベッドの上に放り投げる。

　ふかふかの布団の上に転がりながら、タクトは「もうどうにでもなれ」という境地に至った。

「さあ、セラナ。手伝って下さいな。これをタクトさんに着せるのです！」

　シンシアが張り切ってクローゼットから出してきたのは、純白でフリフリのブラウス。それと焦こげ茶ちや色いろのシックなジャンパースカート。レースのついた白のニーソックスに、ワンストラップのパンプス。

　更にスカートを膨ふくらませるためのパニエ。頭を飾るヘッドドレス。ガーターベルトまで出てきた。

　セラナやシンシアのような美少女が着たら、さぞ素敵で華やかだろう。

　ゆえにこそ、タクトは着たくない。

　なんだか、本格的に自殺したくなってきた。

「す、凄い！　これをタクトくんに着せるのが約束なの!?」

「そうですわ！　ああ、わたくし想像しただけで鼻血が……！」

「私も！」

「ふふふ、タクトさん。怖がることはありませんからね。なぜなら女装は男性にしか出来ない……つまりこの世で最も男らしい行為！　さあ、まずは今の服を脱ぬぎ脱ぬぎしましょう！」

　二人の美少女はひらひらの服とタクトを交互に見ながら、鼻から一筋の血を垂たらす。

　一体、何を考えているのか。

　これは「タクトがいやらしい妄想をしていたこと」を秘密にしてもらうための条件だった。

　しかし、あの服を着るというのは、もはや妄想をバラされるより遙かに恥ずかしい。

　本末転倒というより他にない。

　つまり、ここは逃げの一手。

「あの。俺、用事を思い出しましたので。失礼します」

　セラナとシンシアが鼻血をハンカチで拭ふき取っている隙に、タクトは窓を開けて夜空に飛び出す。もちろん『次元回廊の研究』はしっかりと持ったままだ。

「あ、ああ！　タクトさん逃げるおつもりですか!?　この服を着なければ、本を持ち帰ることは許しませんわ！」

「何を言っているんですか、シンシアさん。この本はチャーリーさんから借りたんですよ。シンシアさんは関係ありません」

　タクトは窓の外にフワフワ浮きながらそう答える。

「ぐぬぬ……では約束を破った罰として、あの秘密をバラしますわよ！　いいのですねっ？」

「ああ、俺がいやらしい妄想をしていたって話ですか？　あれはむしろ、いたいけな十四歳の少年をベッドに倒して、胸を押しつけてきたそちら側に問題があると思いますよ。バルフォア家の皆さんに言いふらそうかなぁ」

「なっ！　タクトさんが邪悪な笑みを……それだけは勘かん弁べんしてください！」

　シンシアは真まっ青さおになる。形勢逆転だ。初めからこうしていればよかったのだ。

　実際、あの状況に追い込まれたら、男子は誰でもエロいことを考えるだろう。

　そもそも冷静に考えれば、タクトは年上の女性二人に虐いじめられているという状況なのだ。世間はタクトの味方をしてくれるはず。

「タクトくぅん！　どうして逃げるの？　この服、可愛いよ、タクトくんに絶対似合うわよ！　ほら、こっちおいで！　着方が分からないなら、私が着せてあげるから！」

　セラナはまだ自分の立場が分かっていないらしく、窓から顔を出して必死に呼び掛けてくる。

　だが、もう決着はついていた。場の支配権はタクトにある。

「セラナさん。自分の部屋に俺を連れ込んだと学園に知られたくなかったら、大人しくしていることですね」

「ふぁっ!?　だって、あれはタクトくんのほうから来たのに……！」

「けど、俺をベッドに押し倒したのは事実ですし。しかも今は軟なん禁きんして女装させようとしている……これは言い逃れが出来ないほど酷ひどい行いです。学園だけでなく、セラナさんの実家を調べ上げて、お父さんとお母さんにも教えてあげないと」

「やめて！　何でもするから、それだけはやめて！」

　セラナも恐怖に顔を歪ゆがめ、大慌てで叫ぶ。

　これで二人とも陥かん落らく。他た愛あいもない。

「へぇ、何でも？　分かりました。俺も鬼ではないので、セラナさんがその服を着たら許してあげましょう。それからシンシアさん。クローゼットに色々可愛い感じの服が入っていましたね。適当に着替えて俺を楽しませてください。そうしたら秘密は守ってあげましょう」

　こうしてタクトは絶体絶命の危機を乗り越え、逆に眼福を得た。

　二人の美少女に恥ずかしいガーターベルトを装着させて楽しんだタクトは、鼻血を流しながら帰路につく──。





　　　　　＊






「タクト、お風呂があいたにゃーん」

　最近、ようやく一人で頭を洗えるようになったマオが、髪をタオルで拭きながらタクトの部屋にやってきた。

　ちなみにマオは、その日の気分によってクララメラと一緒に寝たり、タクトのベッドに潜もぐり込こんできたりする。

　昨日はクララメラと一緒に寝たので、今日はきっとタクトの部屋に居座るつもりなのだろう。

「タクト、寝転んで何を読んでるにゃ？」

　タクトはベッドにうつ伏ぶせになり本を読んでいる。

　その内容が気になったらしく、パジャマ姿のマオが隣に寝転んできた。

　しかしマオは本を覗き込むと、途と端たんに困り顔になり、にゃーんと唸った。

「難しくて何が書いてるのか分からないにゃぁ……」

「そりゃそうだろう。一応、魔導書だから。世間では認められていないけど」

　魔術師の一族であるバルフォア家の書架において、この本はクラゲ・ボクサーなどという訳の分からない本と同じ扱いを受けていた。

　つまり、次元回廊は魔術ではない。

　まともに語るのも馬鹿馬鹿しい、与よ太た話ばなしの類い。酒の場で笑い話とする分には楽しいが、本気で研究しだしたら、それは変人に分類されてしまう。

　チャーリー・バルフォアの父親は、この本を一つのネタとして買ったはずだ。

　実のところ、タクトの目から見ても荒唐無稽。

　なにせ冒頭一ページ目から「自分は次元回廊を開くことに成功した」という著者の断言から始まるのだから。

　笑わずにはいられない。

　それなのに不思議と引き込まれる〝何か〟があった。

「マオ。俺はしばらくこの本に集中するから。暇ひまなら店長の部屋に行って遊んでおいで」

「分かったにゃ。けど、お風呂に入らないまま寝落ちしちゃ駄目にゃん！」

「はいはい」

　部屋から出て行く猫耳幼女の後ろ姿を目の端で追ってから、タクトは再び本に集中する。

　次元回廊の研究──この本の著者は『テルタン・テールフラ』というらしい。

　女性、だろうか？

　内容からして、しっかりとした知識を持った魔術師なのは間違いない。

　しかし、信頼に値あたいするかといえば、これは疑わしい。

　知識を持った者が、悪ふざけで作った本と考えるのが妥当だ。

　いわく──。




『この世界は〝カラビヤウの海〟と呼ばれる空間にたゆたっている。

　カラビヤウの海には無数の世界が浮かんでいて、この世界はその一つ。

　この世界と他の世界、あるいはカラビヤウの海と繫げる呪じゆ文もんこそが次元回廊である。

　次元回廊を開くには、絶対に必要なものがある。

　それは超エネルギー同士の激突だ。

　その超エネルギーはそれぞれ女神に匹ひつ敵てきするものでなければならない。

　それだけのものを用意しても、まだ完全ではない。

　たんに次元回廊を開いただけでは、どこへ行ってしまうか分からないからだ。

　よって行き先を指定する方法を作らねばならないが、私はそれに成功した。

　その方法はこの世界のとある場所に隠してあるので、興味をもった者は探して欲しい』




「本当かよ」と、タクトは声に出して疑いつつ、更に読み進める。

　開いた次元回廊を探知する方法とか。

　生命が発生している世界は全体の一パーセント以下である、とか。

　カラビヤウの海の外側に、更に広大な何かがある可能性、とか。

　そんなことが書かれていた。

「……これは明らかに、グラド・エルヴァスティのメモにあった本だな」

　タクトは改めて洞窟で見つけたメモを見返す。

　すると最後のページに「いまだ次元回廊を開くこと叶かなわず。夢で出会ったテルタン・テールフラと再会することは無理なのであろうか」と書かれているのを発見した。

　メモはそこで終わりだ。

「夢で出会った……？　グラド・エルヴァスティが、この本の著者と？」

　まるで意味が分からない。

　やはり、一から十まで噓なのではないかと疑ってしまう。

　あの洞窟でメモを発見してから一連の流れが、全て茶番劇に思えてきた。

　性格の悪い魔術師が、後世の者を騙だまそうとして仕掛けた壮そう大だいなイタズラなのでは、と。

　だが、グラド・エルヴァスティは次元回廊が開くのを事前に知り、魔王を捕ほ獲かくし、グリモワールに閉じ込めた。

　そのグリモワールが巡り巡ってタクトの元にたどり着き、魔王の魂たましいは猫耳ホムンクルスと融ゆう合ごうした。

　これは厳げん然ぜんたる事実である。

　そして、魔導古書店組合の競きよう売ばいで落札した〝例の本〟の存在だ。

　例の本は今でも金庫にしまったまま、タクトの部屋の隅に置いてあった。

　とてもではないが、店に並べる気にはならない。

　例の本がグラド・エルヴァスティの洞窟から見つかったという一点だけでも、全てを与太話と切り捨てるのは早そう計けいだ。

　きっと、点と点は繫がる。

　その先に次元回路がある。

　タクトは故郷への扉を開くことが出来るはずだ。

　そう信じながら、タクトはウトウトと眠りに落ちていった──。





　　　　　＊






　ボンヤリしているように見えて、クリアな視界。

　地に足がついているのに、どこかフワつくような奇妙な感覚。

　──ああ、これは夢だな。

　タクトはそう自覚した。

　だから、自分が見知らぬ場所に立っていても驚かない。

　輝く星々に照てらされた白い砂浜から、波一つない静かな海を見つめる。

　動くものがまるでない。

　海面だけでなく、星も、風も、何もかもが静止した世界だ。

「……確かに夢なんだろうけど。これは俺の夢か？」

　どこか違和感を覚える。

　誰かがタクトの睡眠に侵入し、強制的にこの夢を見せているのではないか。ふと、そんな気がした。

　まあ、仮にそうだとしても上等だ。犯人を見つけ出して尋じん問もんしてやる。

「わざわざ夢の中に誘い込んだということは、俺に話があるんだろう」

　軽口を叩たたきながらも警戒を怠おこたらず、タクトは砂浜を歩き始めた。

　向かう方向は、海とは逆。

　理由は特にない。なんとなく、そちらに引っ張られているような気がしただけだ。

　ほどなくして森が見える。

　ただし、生えているのは木ではなく、色とりどりの巨大な珊さん瑚ごである。

　かつてここは海の底だったのか。それとも陸上でも繁はん殖しよくする珊瑚虫がいるのだろうか。

　もっとも、これは夢の風景だから、真面目に考こう察さつしても意味はない。

　そして更に歩いて行くと、珊瑚の森の中で、大きな巻き貝を見つけた。

　どうやら既に死んでいる。ただの貝かい殻がららしい。

　ただし、その大きさが一軒家よりも巨大で、おまけに窓や煙えん突とつがついているとなれば、いやでも目にとまる。

　しかも、本来穴が開いているべき場所には、材質不明の艶つややかな扉がつけられていた。

　開けて入ってみれば、テーブルや椅い子す。食器棚やベッドまであった。

「貝殻の家、か。ロマンチックだなぁ」

　この夢を作った者の趣味だろうか。あるいは、かつて実在した風景か。

　実在したとすれば、それはいつ？　どこに？

「人類発祥以前──」

　なんとなしに呟いてみた言葉だが、存外、当たっているかもしれない。

　なにせ今、アジールには怪しげな魔導書が集まっている。

　訳の分からない化物がタクトの夢に侵入してきても、不思議ではないくらいに。

　とはいえ、この家にある家具を見る限り、それほど人間からかけ離れた姿ではないようだ。

　いやいや。夢を真面目に考察してどうする。

　かぶりを振って外に出たタクトは、似たような貝殻が他にも並んでいるのを発見する。

　どうやら、ここは集落だったらしい。

　そしてその奥に、純白のピラミッドがそびえ立っていた。

　高さは五十メートルほど。形状はエジプトよりもインカ帝国のものに近い。

　親切なことに、頂上まで登るための階段があった。タクトは迷わずそれを登っていく。

　トントントンと登るたび。

　一歩一歩進むたび。

　なぜだろう。

　空気が重くなっていく。

　この上で、なにか途と方ほうもない存在が待ち受けているような、そんな空気だ。

「君が俺を呼んだのかい？」

　頂上にいた人影に、タクトは語りかける。

　それが振り向くと同時に、一筋の風が吹いた。

　少女。それも今のタクトと同じくらいの歳の少女だった。

　玉虫のような不思議な色の髪はツーサイドアップに結ゆわれている。

　それをなびかせて、彼女は微笑む。そして呟いた。

「ええ、そうよ」と。

　ただそれだけなのに、強烈な違和感。

　思えばタクトは、この夢に迷い込んでから、初めて自分以外に動くものを見た。

　自分しかいないはずの夢の中。

　そこに自分以外の意志ある存在が侵入している。

　違和感があって当然だろう。

「あなたは皇城すめらぎ拓たく斗とさんね。いえ、タクト・スメラギ・ラグナセカと呼ぶべきかしら？」

「後者のほうが助かる。今更、日本風の呼び方をされても困るよ。それで君は何者？」

「ふふ、私はね──」

　彼女は目を閉じ、両手でスカートを広げて、少し頭を下げる。

　桃色のブラウスはノースリーブで、小さな胸にぴったりと張り付いている。

　襟えり元もとには大きな赤いリボン。

　両腕を肘ひじの上まで覆うロンググローブも、ガーターベルトのついたストッキングも、大きく広がったスカートも白色。

　そして右手には先端に星の飾りがついたステッキが握られていた。

　まるでそれはアニメに出てきそうな姿で──。

「魔法少女。魔法少女テルたん。それが私の名前よ」

　そう彼女は言った。

　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく。噴ふん飯ぱんものの台詞せりふを堂々と。

　なのに笑えない。

　笑い飛ばせないほど彼女は強い。圧倒的に。冗談のように。

　魔王より。女神より。

　前世でも転生後でも、これほどの者と対たい峙じしたのは初めてだった。

　しかし、相手がただ強いというだけなら、タクトもこれほど緊張しないだろう。

「テルたん……テルタン・テールフラか」

『次元回廊の研究』の著者。

　少なくとも九十七年以上昔に書かれた本の著者。

　存命である可能性は低く、まして少女の姿のはずはない。

　だが目の前の魔法少女は怪しく微笑みながら頷く。

「そう。私がテルタン・テールフラ。私が書いたの。『次元回廊の研究』を。そして『例の本』も。どう、作者に会えた気分は？　サインしてあげましょうか」

「別に。ファンというわけでもないし」

「あらそう。残念」

　テルタンは唇に手を当て、クスリと笑う。

　少女なのに妖よう艶えん。

　それだけで彼女が外見どおりの年齢ではないと分かった。

　多分、クララメラよりも長く生きている。ゆえに人にあらず。

「君は何者だ？」

　二度目の質問。同じ質問。

　けれど意味はまるで異なる。

「あら酷い。私のような可憐な魔法少女をつかまえて、まるで化物扱い。ちゃんとした人間よ。けれど、あなたたちとは違うわ。もっと昔の人間。そう、例えばエルフなんかは私たちをこう呼んでいたわ──大おお神がみ様さま、と」

　エルフに伝わる創世記。

　五体女神を創り、人を創り、エルフを創り、その他の動植物の全てを創ったといわれる太古の存在。大神様。

　自分はそれであるとテルタンは語る。

「君は……強いな。俺の知る限り、最強だ。負ける気はしないけど」

「あなたも強いわね。けど私はもっと強いものを知っている。勝てる気はしないけど」

「俺より強いもの？　なんだい、それは」

「聞きたい？　聞きたいなら、お話をしましょうタクトさん。時間はたっぷりあるわ。だってここは夢の中。時間の流れはいい加減。一日中喋しやべっていても問題ないわ」

「そんなに語りたいわけじゃないけど。知りたいことは幾いくつかある。単刀直入に聞こう。次元回廊は実在するのか？」

「あるわ。あるに決まっているじゃない。そうでなければ、あなたがここにいるはずないじゃない。異世界からきたタクトさん？　あなただけじゃない。魔王も、そしてグラド・エルヴァスティも。次元回廊を使って私が呼んだのよ」

　タクトは自分の眉がピクリと動いたのを感じた。

　タクトも、魔王も、グラド・エルヴァスティも、テルタンによって呼ばれた？

　噓か真か知らないが、聞き捨てならない話である。

「あら、そうでしょう？　いったい幾つの異世界があると思ってるの？　万や億じゃきかないわ。それこそ無数。偶然開いた次元回廊に飲み込まれたあなたと魔王が、たまたま同じ世界にたどり着いたと思っていたの？　どんな確率よ、それ。誰かが細さい工くして呼び寄せたに決まってるじゃないの」

　決まってる、と言われても。

　異世界が複数あるなんて、今まで知らなかったのだ。

　だが、考えてみればそうかもしれない。

　タクトが生まれた世界があり、そしてこの世界がある。

　ならば他にもあると考えるのが自然である。

　もっとも、テルタンの言っていることが本当なのかは、まだ分からないが。

「他の世界で強い力のぶつかり合いが起きたとき。次元回廊が偶ぐう発はつ的てきに開いてしまったとき……本来ならランダムに飛んで行ってしまう放浪者を、私の世界に呼び寄せる魔法。あなたはそれに導かれてきたのよ。十四年前に。とても強かったから覚えているわ」

「なるほど。じゃあ話が早い。俺は故郷に帰りたい。元いた世界に通じる次元回廊の開き方を教えてくれ」

　呼び寄せたのなら、帰すことも出来るだろう。

　なにせ『次元回廊の研究』には、偉そうなことが沢山書いてあった。

　それを信じるなら、彼女はかなりのところまで次元回廊を自在にコントロールできるはずだ。

「ええ、いいわよ。ただし夢の中じゃなく、自力で私に会いに来ることが出来たらね。グラド・エルヴァスティはそれが出来ないまま死んじゃったけど」

「グラド・エルヴァスティは……俺と同じ世界から来たのか？」

「いいえ。また別の世界。彼はあなたと違って、何かの実験中に次元回廊を開いてしまったようね。結構な実力者だったのだけれど、私の期待には応えられなかった。あなたはどうかしらタクトさん。楽しみね」

「期待、か。君は何のために転生者を集めているんだ？　生物のいない不毛な世界に迷い込むよりはマシだけど……」

　しかし理由も分からず連れて来られたというのは落ち着かない。

　テルタンの話を聞く限り、次元回廊に迷い込んだ者を無差別にこの世界に連れてきているようだ。

　そんな所しよ業ぎよう、並大抵のことではない。

　イタズラ目的にしては大だい規き模ぼすぎる。

　どんなに酔すい狂きようであっても、余よ程ほどの理由がなければやらない。成なし得えない。

「何のため？　それはねタクトさん。混こん沌とんを倒すため。家族の仇かたきを討うつためよ。けれど私はまだまだ弱いから。ええ、だからタクトさん。私の代わりに強くなって。せめて本物の私に会えるくらいに。そうしたら、もっといいことを教えてあげる。地図を一枚送るわ。それがヒント。それじゃあ、頑張ってね」

　テルタンはまた微笑んだ。それはどこか寂しげで、口調とは裏うら腹はらに余よ裕ゆうがないように聞こえた。

　そして風が吹いて──タクトは目を覚ます。

「朝、だな……」

　見み慣なれた自分の部屋の、自分のベッド。

　カーテンの隙すき間まから朝日が差し込んでいる。

「にゃぁ……ちゃんとパジャマに着替えなきゃ……駄目……にゃ……」

　同じベッドに寝転がったマオが、寝言でタクトを叱ってきた。

　なるほど。見ればタクトは服を着たまま寝ていた。

　時計を見るとまだ五時半だ。

　起きるには早いが、目が覚めてしまったものは仕方がない。

　シャワーを浴び、新しい服に着替えて、如じよ雨う露ろに水を入れて裏庭のハーブ畑に向かう。

「それにしても、妙な夢だったなぁ……」

　見ていた最中は明めい晰せき夢むだとか、外部から侵入されたとか興奮していたが、覚めてしまえば夢は夢。

　魔法少女のコスプレをした美少女が大神を名乗り、そして彼女こそがタクトをこの世界に呼び寄せた張本人──まさに夢物語。荒唐無稽の極きわみだ。

　なぜ自分はあんな夢を見たのだろうか。

　夢分析をすれば深層心理とかが分かるかもしれない。

　今度そういう本を探してみようか。と思いながら、水やりを終えたタクトは店に戻る。

　そして、ポストに手紙が入っているのを発見した。

「はて？　こんな早朝からエミリーさんが届けてくれたのかな？」

　いつもなら午後になってから来るのに。まあ、彼女はアジール以外にもあちこち配達しなければならないのだ。今日はアジールから届けたほうが効こう率りつが良かったのだろう。

　そう納得して封筒を取り出す。

　だが、差出人の名を見た瞬間、タクトは硬直した。

「テルタン・テールフラ……！」

　中身には手紙と、そして一枚の地図が入っていた。

　つまり。

　夢だけど、夢じゃなかった。
















　店を開けてから約一時間が経けい過かしたが、今日はまだ客が来ていない。

　もっともそれは、いつものことだ。

　仮に来たとしても雑談をするだけで何も買わずに帰る人が多い。

　そんな人たちでも稀まれにまとめ買いしてくれるし、バルフォア家のように数千万単位でお金を落としてくれる客もいる。

　よって来客数は、それほど問題ではない。どかんとデカイ客が一人来れば、数ヶ月は安あん泰たいだ。

　むしろ今は、バルフォア家のおかげで何年も遊んで暮らせる状況にある。

　そこに胡座あぐらをかいてニートになるつもりはない。が、今のタクトは仕事に集中できる気分ではなかった。

「うーん……夢に出てきた人物から手紙が届くなんて……」

　カウンターの上に手紙と、同封の地図。それから『次元回廊の研究』を広げ、手に入った情報を整理する。

　まず、昨日の夢。

　テルタン・テールフラは自らを大おお神がみ──つまり五大女神やあらゆる動植物の創造主の一人であると自称した。

　そして世界は無数にあり、そこから次元回廊に迷い込んだ者をテルタンが何らかの方法で捕つかまえ、この世界に呼び寄せているらしい。

　その目的は『混こん沌とんを倒すため』と、そう言っていた。

　漠ばく然ぜんとしている。

　混沌とは生せい存ぞん領りよう域いきの外に広がる空間のことだ。現象そのものとも言える。それを倒すとはどういう意味なのか。戦いとして成立するのだろうか。

　訳わけが分わからない。

　夢ではなく、現実世界でテルタンの元までたどり着けば詳くわしく教えてやる、ということも言っていた。

　そのテルタンの居場所は分からない。

　しかし彼女から送られてきた地図と手紙がここにある。

　手がかり、なのだろう。

　テルタン・テールフラはタクトに向かって「強くなって」と言っていた。

　なるほど、確かにテルタンは強かった。対たい峙じしているだけで、その魔力の膨ぼう大だいさが感じ取れた。あれは女神をも凌りよう駕がしている。

　だが、タクトほどではない。

　両手の紋もん章しようを解放すれば、なんとか倒せる相手だ。

　つまり「強くなって」とはテルタンより強く、という意味ではない。

　それが「混沌を倒す」という謎なぞめいた言葉に繫つながるのかもしれない。

　なんにせよ、テルタンを捕まえて聞くのが一番早いだろう。

　ゆえにタクトは改めてテルタンの手紙を読み返す。

　そこには、次元回廊を開いた際における、行き先の指定方法が書かれていた。

　第一に、次元回廊を開くには、巨大なエネルギー同士の激突が必要である。だが、それだけでは、どの世界に飛ばされるか分からない。

　よって、座ざ標ひようを指定する工こう程ていが必要となる。

　まず材料としてクリスタルがいる。

　それも普通のクリスタルではなく、ライトクリスタルと呼ばれる、自みずから発光するものが必ひつ須すであると書かれていた。

　ライトクリスタルは、マナを持っているから発光しているわけだが、自然界ではなかなかお目にかかれない。

　実在しているのかも疑うたがわしい。

　タクトは、天然のライトクリスタルが市場に出回ったという話を聞いたことすらなかった。

　人工的に加工して作られたライトクリスタルならまだ入手可能だが、手紙によれば天然物でなければ駄だ目めだという。

　普通ならここで頭を抱かかえるのだが、手紙に同封された地図の場所に行けば、ライトクリスタルが採とれるらしい。

　本当だろうか。いまいち信じがたい。

　そして、ライトクリスタルに座標を記録し、それを触しよく媒ばいに次元回廊を開けば、狙ねらった世界に行くことが出来る。と、手紙にはそう書かれていた。

　座標軸にかんしては『次元回廊の研究』の百五十ページから百六十三ページを参照せよ、とのこと。

　指定のページを開くと、確かにもの凄すごく細かい記号で術式が書かれていた。

　虫むし眼鏡めがねを使わないとよく見えないほどだ。

「この術式を使って次元回廊を開けば、テルタンがいる座標にたどり着くってことかな？　この世界のどこかか、あるいは別の世界か……他に手がかりはないし、やってみるか」

　幸さいわい、地図はトゥサラガ王国内部だ。

　いや……幸いというか、テルタンが仕し組くんだことなのだろう。

「にゃにゃぁ、疲つかれたにゃーん」

　タクトが地図を見つめていると、外で遊んでいたマオが帰ってきた。

　なにやら随ずい分ぶんと息が荒あらい。

　よっぽど熱心に遊んできたようだ。

「おかえりマオ。一人で何して遊んでたんだ？　かけっこ？」

「遊んでたんじゃないにゃ！　トレーニングにゃ！」

　マオは語る。

　全てはこの森の王者、オオクワガタとの再戦のためである、と。

　かつてマオはアジールの庭に吊つるしたハンモックをオオクワガタに占せん拠きよされ、その所有権をかけて死闘を繰くり広ひろげた。しかし鼻を挟はさまれて敗北してしまった。

　その雪せつ辱じよくを果はたすため、厳きびしい特訓をしているのだ。

「シャドーボクシングに縄なわ跳とび。兎うさぎ跳とびもしたにゃ！」

「猫耳なのに兎跳びか……」

　タクトは、猫耳幼女がにゃんにゃん言いながら兎跳びしている光景を想像し、ほんわかしてしまう。

「とても疲れたからお昼寝してくるにゃ。店番は任まかせたにゃん」

　と言って、マオは二階に行ってしまった。

　元よりまともな店員はタクトしかいないので、頼たのまれるまでもない。

「さて。この地図は海の方だな。せっかくだからセラナさんを誘って行くか」

　タクトはそんな独り言を呟つぶやきながら、地図や本を片付ける。

　するとそのとき、ドアベルが鳴って来客を知らせてくれた。

「いらっしゃいませ……って、なんだ、エミリーさんじゃないですか」

　黒い三角帽ぼう子しに黒マントの女性。見た目は二十歳前後だが、実際は三十歳を超こえているはず。

　もっとも本人は「永遠の十七歳」を自称しているので、真の年齢は誰だれも知らない。

　謎多き魔術師だ。

「なんだとは酷ひどいなタクトくん。私はこんなにも君を慕したっているというのに」

「へえ、それは光栄です」

「はっはっは。清すが々すがしいまでに棒読みだなぁタクトくん。ところで今日は、アジールの客として来たんだ。買い取って欲しい本がある」

「それは珍めずらしいですね。どんな本ですか？」

　ひやかしならともかく、ちゃんとした客というのであれば、タクトは真ま面じ目めに接客する。相手が何者であろうとも、だ。

「ふふふ……私のとっておきの本。それは、これだ！」

　エミリーは「ばばーん」と効果音を口に出し、カウンターの上に本を置く。

　それは『究極！　ポーションの作り方』というタイトルだった。

「へぇ、エミリーさんが持ってくる本だからどんなものかと警けい戒かいしていましたが、まともじゃないですか。あれ？　付ふ箋せんが挟まってますね」

　真ん中あたりのページから、付箋が一枚飛び出している。

　何気なく開いてみると、『強力な媚び薬やくの作り方』という見出しがついていた。

「あ、はい」

「んん？　どうしてドン引きしているんだいタクトくん。これは素晴らしい本なんだよ。そんじょそこらのインチキ媚薬とは違って、本当に効果がある媚薬を作れるんだ。だが私は暗記してしまったから、アジールに売ってあげよう。さあ、査さ定ていするがいい！」

　エミリーは小さな胸をはり、自信満々に語った。

　正直、あまり欲しくない本だ。

　こんなものを棚に並べると、店の品ひん格かくが疑うたがわれる。

　もっとも、本を売りたいという客を追い返すわけにもいかないので、適当に買い取って、次の組合競けい売ばいに出すとするか。

「あれ、しかしエミリーさん。媚薬をいったい何に使うんです？　まさかエミリーさん……好きな男の人ができたとか？」

「はははっ、とんでもない。現実の男なんて興味ないさ。官能小説の世界のほうが余よ程ほどいい。もっともタクトくんは別だよ。君さえよければお姉さんと今夜──」

「そういう冗じよう談だんはいいので」

「きついなぁタクトくんは。それはもちろん、自分で飲むんだよ。媚薬を飲んでから官能小説を読むともの凄すごい臨りん場じよう感かんなのだぞ。君も試ためしてみるといい」

「はぁ。そういう大人にだけはならないよう気をつけます」

「はっはっは！」

　エミリーは笑っているが、割と本気で哀あわれだ。そこそこ美人なのに。どこで人生を踏ふみ外はずすとこうなってしまうのか。

「ところでエミリーさん。今朝の五時半より前に、アジールのポストに手紙を届けたりしていませんよね？」

「五時半？　その時間は媚薬の効果で朦もう朧ろうとしていたから私じゃないよ。いや、実のところ、今でも少し媚薬が体に残っていてね。火ほ照てっているんだ！」

　見れば確かに、エミリーの頰ほおが赤い。

「そうですか。よかったですね。じゃあこの本は五千イエンで買い取らせて頂きます」

「むむ、もう少し高くなるかと思ったが……まぁいい！　これで新しい官能小説が買えるぞ！」

　媚薬で火照った三み十そ路じ女は、五千イエン札を握にぎりしめ、「はぁはぁ」言いながら帰っていった。

　タクトはその後ろ姿を見ながら、人生は色々あるのだなぁ、としみじみ思う。

「この本は目立たない場所に隠しておこう。マオの教育に悪いし……店長に見つかったら最悪だ。俺に飲ませようとするかもしれない」

　なにせクララメラには前科がある。

　あれはタクトが六歳のときの話だ。

　クララメラはタクトのシャンプーに強力な育毛剤を混こん入にゆうさせた。おかげで次の日の朝、目覚めたタクトの髪は腰の下まで伸びていた。あれは完全に女の子だった。

　愕がく然ぜんとするタクトとは真逆に、それを見て喜ぶ女神。

　タクトは迷うことなく双そう紋もん章しようを解放し、クララメラを押さえつけ、関かん節せつ技わざの数々をお見舞いしてやった。

　それ以来、クララメラはこりたらしく、一線を越えるようなイタズラはしてこなくなった。

　おかげでタクトは、ふざけた奴は一度シメておくべきだと学べたわけである。
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　夕方になってから、タクトは店を閉めてララスギア魔術学園の女子寮に向かう。

　そろそろ授業が終わる頃だろうと思って来たのだが、その狙ねらいは見事当たった。

　女子生徒たちが雑談しながら校舎から寮へと向かっている。

「女子生徒に混じって階段登っていくのもアレだし、空からおじゃまするか」

　タクトはサッと飛び立ち、四階にあるセラナの部屋まで上昇する。

　なんと無む防ぼう備びにもカーテンが開いていた。

　悪い人に覗のぞかれたらどうするつもりなのか。

「セラナさんいないな……ってか、鍵かぎかけてないし。無防備にもほどがある」

　ここは四階だが、魔術師なら簡単に侵しん入にゆうできるのだ。

　年頃の女の子なのだから、もっと注意すべきだろう。

　その説教をするためにも、セラナが帰ってくるまで部屋で待つことにする。

「よいしょっと」

　タクトは窓から侵入した。

　はたから見れば変質者かもしれないが、セラナが帰ってくるまで廊下で待たい機きする勇気はない。男子がうろついていたら騒さわぎになるし、バレなかったとしたら、それはそれでショックだ。

　しかし、こうして部屋に入ってしまえば問題ない──と思ったのだが。

　タクトが入り込んだ瞬間、ドアががちゃりと開いた。

　現われたのはセラナだ。

　セラナに会いに来たのだから、それはむしろ歓かん迎げいすべき状況である。だが、彼女は服を着ておらず、バスタオルを巻いただけの姿だった。

　髪がしっとりと濡ぬれており、肌にも水すい滴てきがついている。












　ああ、シャワーを浴あびていたんだなぁ──と、タクトは妙みように冷静に考えた。

　人間、本当にどうしようもない状況になると諦あきらめがつくのかもしれない。

「きゃ、きゃぁぁぁぁあっ！　タクトくんのえっちぃぃぃいぃぃぃぃいいぃいっ！」

　セラナの悲鳴が女子寮に響ひびき渡わたる。

　終わった。タクトの人生は終わった。

　残りの時間を『女子の部屋に忍び込んで裸を覗いた変態』として生きていくだけだ。

「セラナどうしたの！　まさか痴ち漢かん!?」

　悲鳴を聞きつけた女子生徒が玄関からドタドタと入ってくる。

　昨日、親切にもタクトを案内してくれた眼鏡めがねの人だ。

　あのときはこちらの性別を誤ご認にんしていたらしい彼女も、今度ばかりは見逃さないに違いない。と、タクトは絶望していたのだが。

「なーんだ。昨日のセラナの友達じゃない。もうセラナったら同性に裸見られたからって大騒ぎすることないでしょ。まったく」

　眼鏡の彼女はため息をついて、そのまま出て行ってしまった。

　助かった。助かったが、良かったのかこれで。

　いやいや、残りの人生を変態として過すごすことに比べたら、女と間違われることなど何でもない。

　タクトは生まれて初めて、女顔であることを運命に感謝した。

「タ、タタタ、タクトくん！　どうしてここに!?　え、なんで、あれ、ちょっと見ないでよ！」

「あ、はい、すいません、えっと、どうしたらいいでしょう？」

「どうもこうも後ろ向いて！　服着るから！」

「は、はい！」

　そうだ、セラナに背を向ければいいのだ。

　そんな簡単な判断も出来ないくらい、今のタクトはテンパっていた。

　慌てて窓のほうを向き、空を見上げる。

　すると背後から、がさごそと布の擦すれる音が聞こえてきた。

　今、タクトのすぐ後ろでセラナが完全な裸になり、下着をつけ、服を着ている──。

　これは危険だ。頭に邪じや念ねんしか浮かばない。

「もういいわよ」

　振り返ると、セラナはスウェット素材のパーカーとショートパンツになっていた。

　部屋着姿も可愛い──ではなく。とにかく謝らねば。

「あの、その……」

「タクトくん。ちょっとそこに正座して」

　セラナは目を吊つり上あげ、いつにもなく怒っている。

　声色からしてトゲがある。漏もれ出だすマギカも張はり詰つめていた。

「はい……」

　逆らうと怖いことになりそうなので、大人しく床に座った。

　するとセラナも一緒に正座し、ギロリと睨にらんできた。

　そして──。

「タクトくんのえっち」

　再び言われた。今度は低い声で淡たん々たんと。さっきの悲鳴よりよほどこたえた。本当に怒られているんだという実感が湧わいてくる。

「一応、言い訳を聞いてあげるわ、タクトくん」

「……わざとじゃないんです」

「当たり前でしょ！　わざとだったらアレよ。いくらタクトくんでも殴なぐるわよ！　あ、いや殴るのは可か哀わい想そうだから……ギュってするわよ！」

「え、ギュってしてくれるんですか？　じゃあ、わざとでいいです」

「タクトくん！　私怒ってるんだからね！」

「ご、ごめんなさい」

　タクトはしょんぼりと反省する。

　しかし相手がセラナだから、いくら怒られても、いまいち迫力がなかった。

　とはいえ勝手に部屋に侵入したあげく、風呂上がりの姿を見てしまったのは事実であり、全面的にタクトが悪い。

　ひたすら謝るしかなかった。

「……まあ、いいわ。窓の鍵をあけっぱなしにしていた私も悪いし」

「その……本当に申し訳ありませんでした」

「いいってば。けど、次からは玄関から入ってきてね。女の子の部屋に窓から入っちゃ駄目なのよ！」

　いいか悪いかで言えば、そもそも男が女子寮に来ている時点で悪なのだが、セラナはそこに言げん及きゆうしなかった。

　しかし許してくれるらしいので、これ以上話を掘ほり下さげるのはよそう。

　それに考えてみれば、セラナは空そら島じまでタクトの全裸を見ている。

　対してタクトは、バスタオル越しだ。

　つまり現状、タクトのほうが損そんをしている。

　だからといって「脱げやオラァ！」と言うつもりはないが……不公平だ。

　世の無情を感じる。

「それでタクトくん。私に何か用だったの？」

「ええ、実はですね──」

　タクトは、とあるダンジョンの場所が書かれた地図を手に入れたと説明した。

　近い内に探険に行くつもりなので、よかったらセラナも一緒にどうか──。

　そのようなことを語ると、案の定セラナは目を輝かせる。

「ダンジョン！　探険!?　楽しそうッ！」

　そこまでは分かりやすい反応だった。が、一瞬後にはなぜか表情が曇くもってしまう。

「あ……でも駄目。私行けない……」

「え、どうしてです？　セラナさんなら足手まといにはなりませんが」

「そうじゃなくて。近頃の私、タクトくんと遊んでばかりでしょ？　だから授業料が無駄になっちゃって。早く卒業すればそれだけ実家に負ふ担たんかけないから、しばらくは勉学に集中しようと思って……あれ、タクトくんどうしてビックリした顔になってるの？」

「だって、セラナさんが真面目なことを言っているので……あ、さては偽にせ物ものですね！　本物のセラナさんはどこですか!?」

「ええっ？　私が本物よ！　ほら、どこからどう見てもセラナでしょ!?」

「俺の目でも見分けがつかないほどの変装……只ただ者ものではない！」

「タ、タクトくんが信じてくれないよぅ……ふぇぇ」

　セラナは涙目になり、真まっ赤かな顔で「ぐすんぐすん」と鼻を鳴らす。

　この情けなさ。間違いなく本物のセラナだ。

「まあ、冗談はこのくらいにして」

「冗談だったんだ！　ひどい！」

　セラナはぷーと頰を膨ふくらませる。十七歳だというのに。困った人だ。

「そういう事情なら、分かりました。頑張って勉強して下さい」

「うん！　年内には卒業してみせるわ！」

「セラナさん、正規の魔術師になったらダンジョン探索で生せい計けいを立てるんですよね」

「そのつもりだけど」

「じゃあ、そのとき改めて一緒にダンジョンに行きましょう」

「もちろん！　あ、けど流石さすがにずっと勉強ってのは辛つらいから、たまに遊んでね！」

「はい。息抜きは大切ですからね」

　タクトが思うに今のセラナが本気を出せば、年内どころか、あと三ヶ月くらいで卒業してしまう。

　かなり余よ裕ゆうがあるということに、本人もほどなくして気がつくはずだ。

　きっと、すぐアジールに遊びに来るだろう。
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　次の日。

　マオとクララメラに店を任まかせて、タクトは早朝から出発した。

　一人なので、遠えん慮りよなく加速する。アジールからわずか数分で海上に到達したタクトは、地図を片手にダンジョンの場所を探す。

「ええと、半島から西に進んで、小さな岩山があって、そこから北にいったところの海底……この辺かなぁ」

　タクトは周りに球状の結界を作り、海に飛び込んだ。

　底が見えないほど深い海を、渦うず巻まきが発生するくらいの速度で潜もぐっていく。

　三百メートルくらい進むと底にたどり着いた。

　しかし真まっ暗くらで何も見えない。

　ライティングの光を四つ出して四方に浮かべると、ようやくまともに探索できるようになった。

　海底には、やたらと脚あしが長いカニや、真っ白なエビ。かの有名なダイオウグソクムシなどが這はっていた。

　他にもグロテスクな魚やら細長いサメやらと、多種多様な生物でごった返している。非常に興味深い。

　しかしタクトの目的は海底探査ではなく、ライトクリスタルを見つけ出すことだ。

　ウロウロしていたタクトは、それらしき大穴を発見する。

　穴の直径は約五メートル。深さは分からない。

　まさか無限に続くわけでもないだろうから、とりあえず飛び込んでみる。

　そして海底から更に百メートル程度潜ると、今度は上に向かう別の道が現われた。

　つまりこの海底洞窟はＵ字形になっているのだ。

　タクトはもちろんそれを登っていく。

　すると不意に水のない空間に出た。

　垂直に続いていた洞窟は九十度折れ曲がり、ようやく水平になってくれた。

　洞窟の上に降り立ったタクトは、奥の方から不ぶ気き味みな気配を感じ取った。

　もしセラナを連れてきていたら、即そく座ざに引き返すほどの威圧感。

「これはあれか。テルタンが俺に課かした試練ってことなのか？」

　強くなって──。

　彼女はそう言っていた。

　グラド・エルヴァスティはテルタンの元にたどり着つけなかった。

　つまり強くなければたどり着けないということ。

「けれども、この程度で俺に対する試練というのは、やれやれ、と言ったところかな」

　タクトは気き負おいもなく、すたすたと歩いて行く。

　すると、奥から何やら地獄めいた咆ほう哮こうが聞こえた。

　かと思えば、目を爛らん々らんと光らせたコウモリの群むれが、空気を切きり裂さくようにして突進してきた。

　明確にこちらを排はい除じよしようとしてる。

　それは外敵が侵入してきたからか。あるいはタクトだからか。

　コウモリはタクトの結界に触れると同時に蒸発していく。数こそ多いが、脅きよう威いにはなり得ない。

　次に現われたのは巨大ミミズ。タクトの胴体よりも太いそれは、鞭むちのように体をしならせ襲いかかってくる。だが当然、タクトの敵ではない。睨みつけただけで燃え上がり炭化する。

　続いてムカデ、クモ、サソリと薄気味悪い生物が、魔力を放ちながら矢のように飛んでくる。

　その尽ことごとくを殲せん滅めつしながらタクトは進む。

　並の魔術師なら既に百回は死んでいるような猛攻であるが、歩みは緩ゆるめない。

　一切合切を灰かい燼じんにしながら、タクトは奥を目指す。

　そして親玉のように大きな化物が現われた。それは骸がい骨こつだった。人間の物とも動物の物とも分からぬ白骨が集まって、象ほどもある四足歩行の形を作っていた。

　隙すき間まだらけで、関節の構造もデタラメ。

　なのに崩れることなくタクトの眼前に立っていた。

「────」

　骸骨から、人の口では到とう底てい発音できない意味不明の音が広がり、タクトの鼓こ膜まくを打つ。

　何らかの魔術であろう。こちらの防御結界が削けずられていく。

　しかし、彼ひ我がの魔力量に差がありすぎた。

　削られるそばからタクトの防御結界は再生していき、結局は何も起きていないのと同じになってしまう。

「今度はこっちの攻撃だ。セラナさんの技を借かりてみよう。ライトニング・ブレード！」

　タクトの手に蒼あおく輝く光の剣が現われる。

　初めは打うち刀がたな程度の刃渡りだったそれは、タクトの意に従したがい、どこまでも伸びていく。

　骸骨まで届くほど伸ばしてから、タクトは無む造ぞう作さに振り下ろす。

　まずは洞窟の天井を抉えぐり、それから骸骨の脳天に直撃した。

　無論のこと、一刀両断。

　四足歩行の骸骨は、頭から尻しりにかけて切断され、左右に分かれた。

　と、思いきや。異変が起きる。

　不意に骨と骨の結合が剝はがれ、バラバラに崩くずれたのだ。真まっ二ぷたつどころではない。

　これではどんな形だったのかすら不明である。

　何かしてくるに違いない──とタクトは警戒する。

　予想は的中し、骨は再び集合し、形を作った。

　今度は二足歩行。すなわち人型である。

　洞窟の天井スレスレまでの身長だ。ざっと五メートルといったところか。

　しかし大きいというだけなら珍しくもない。

　問題なのは、自らバラバラになったり、再び結合したりというその特質。それから放つマナの量だ。

　馬鹿げていると言いたくなるほど膨大だった。

　おそらくこの骸骨が地上に出れば、都市を一夜で壊かい滅めつさせてしまうだろう。

　それを証明するように、骸骨は腕を振る。

　巻き起こる衝撃波がタクトを襲う。

「へえ──」

　感かん嘆たんを漏もらしてしまうほどの威力。

　洞窟の壁が砕くだけ、岩が飛び散り、地震が巻き起こる。

　これでは人の作った建物などひとたまりもない。

　だが、タクト・スメラギ・ラグナセカにとっては、鼻歌交まじりに倒せる相手だ。

「紋章解放──」

　タクトの右手に勇者の紋章が浮かび上がる。

　出力は一パーセント以下。

　でなければ、この洞窟ごと崩壊してしまう。

「テルタン・テールフラ。もし見ているなら、次はもっとマシな試練を用意するんだな。あまり俺を舐なめるなよ」

　そして魔力の塊かたまりを放つ。

　紋章から飛び出したソレは、無慈悲に骸骨を飲み込んだ。

　そのまま洞窟を抉り取り直進。おかげで道幅が一回り広くなった。

　当然、骨など欠片かけらも残らない。圧勝である。

　しかし。

　──奥からまだ威圧感がくるな。何だろう……マナっぽいけど。また敵かな？

　面倒なのは嫌だから、敵が複数いるならまとめて来て欲しい。

　そんな横着なことを考えながら、タクトは洞窟の奥へと向かう。

　そして、辿り着いたのは、光り輝く空間だった。

　足元も壁も天井も、全てが透すき通とおり、そして水色に淡あわく発光している。

　どうやら、そこから先は洞窟の全てがクリスタルで作られているらしい。

　自然に出来たのか。あるいは人工物か。

　いや、そもそも自然という概念が怪あやしくなっている。

　この世界が大神たちによって創られたというのなら、全ては人工物だ。

　──これが全てライトクリスタル……ではなさそうだな。マナを感じない。

　タクトはそのガラスのような壁に手を当て、光の正体を探ろうとする。

　確かにこの壁はマナを放っているわけではない。

　しかし、どこからかマナが流れ込んでいるように思える。

　そしてよく観察すると、この光は、壁や天井そのものが発光しているのではなく、もっと奥で放たれているものが乱反射しているのだと気付く。

　きっとそれが光とマナの源なのだ。

　──にしても幻想的だなぁ……やっぱりセラナさんを連れてきた方がよかったかも。

　視界の全てがクリスタルで覆われるなど、まさに御お伽とぎの世界だ。

　ましてそれが光っているとなればロマンチックこの上ない。

　二人で歩くことが出来れば素す敵てきだろう。

　今度、改あらためて来てもいいかもしれない。

　もっとも、奥に行けば行くほど、美しい景色とは裏腹に、威い圧あつ感かんが増してくる。

　それを取とり除のぞかないことには、遊び場として相応ふさわしくない。

　そのためにもタクトは水晶の洞窟を進み、やがて開けた場所に出る。

　光源はそこにあった。

「……凄いな」

　タクトはつい感嘆の声を漏らしてしまう。

　ついにライトクリスタルを見つけたのだ。それも巨大な塊である。

　まるで柱のように地面から伸びていくライトクリスタル。水色に輝くそれは、見とれてしまうほど美しい。

　だが同時に、何者をも近づけない力を持っていた。

　四方へと広がっていく強烈なマナ。それはあらゆるものを押し返し、ライトクリスタルへの接近を拒こばんでいる。

　つまりアジールの周囲に張はり巡めぐらせてあるものと同様の『圧力の結界』だ。

　ただし、出力は比べものにならない。

　こちらの方が遙かに強力だ。

　タクトが「凄いな」と呟いたのは、ライトクリスタルの美しさにではなく、この結界の力に対してだった。

　並大抵の魔術師では、この場に立っただけで潰されて圧あつ死しするだろう。

　いや、混こん沌とん領りよう域いきで活動可能な超一流魔術師でも、この圧力には耐たえられない。

　つまり、人類にライトクリスタルの入手は無理ということだ。

　これがテルタン・テールフラの課した試練だとしたら、何ともハードルが高い試練だ。

　いったい、どんな強さの者を求めているのか。

　それこそタクトでなければ、この結界は突とつ破ぱできないのだ。

「台風に逆さからって進んでいるみたいだな……」

　ライトクリスタルに向かって一歩踏み出すたび、跳はね返かえそうとする力が強まっていく。

　だがタクトは、たとえ女神でも進めないほどの圧力の中を歩ききった。

　そしてライトクリスタルに触ふれる。

　樹齢数百年の木にも匹ひつ敵てきする太さの柱だ。

　流石にこのまま持ち帰るわけにはいかない。

　そこでタクトは手に魔力を込めて、手刀でライトクリスタルを切り裂いた。

　一いつ升しよう瓶びんくらいの大きさにして、脇わきに抱きかかえる。

　ライトクリスタルは小さくカットしても、まだ凄すさまじいマナを放っていた。

　これだけあれば、きっと大丈夫だろう。

　むしろ、これより大きくすると、置いておくだけで周りの花瓶やガラスが割れたりする恐れがある。

　さて。次はこのライトクリスタルに術式を刻んで、右手と左手の紋章の力をぶつければいいわけだ。

　それで次元回廊が開き、何か新しい展開が起きるはず。

　しかし、どこで次元回廊を開けばいいのだろう。

　勇者と魔王の力の激突とは、国が軽く滅ほろびる規模の力である。

　実験する場所は慎重に選ばないと、近所迷惑どころの話では済すまない。

「どうしたものかなぁ……」

　そう呟きながら、タクトは帰路についた。
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　タクトがアジールに帰ると、もうすっかり夜になっていた。

　持ち帰ったライトクリスタルが放つ光で森が淡く照らされ、草や葉についた水滴がそれを反射する。

　どうやらタクトの留守中に雨が降ったようだ。

「ただいまー」

　店にはいると、ライティングの明かりが灯ともっていた。

　しかしクララメラもマオもいない。

　営業時間はとっくに終わっているので、二階に引っ込んでしまったのかもしれない。

　タクトはカウンターの上にライトクリスタルを置き、階段を登っていく。

「店長、マオ。ただいま」

　クララメラのお部屋、という札ふだがかけられた扉を開けると、二人ともちゃんといた。

　ベッドにマオが寝ていて、その隣の椅子にクララメラが座っている。

　それはいいのだが、クララメラが神しん妙みような顔でマオを覗き込んでいるのが気になった。

　その視線を追っていくと、なんとマオの額ひたいに濡れたタオルがのっているではないか。

　それだけでなく、頰も赤くなっていて、呼吸もどこか苦しそうだ。

「店長。マオはどうしたんですっ？」

「ああ、タクト。おかえりなさい。ご覧の通り風か邪ぜよ。熱もあるわ」

「うにゃー……苦しいにゃぁ……」

　ベッドから猫耳幼女のか細い声が聞こえてきた。

　近づいてそのほっぺに触ってみると、本当に熱かった。

「何だってこんなことに？　今朝は元気だったじゃないですか」

「それがね──」

　クララメラは衝撃的な事実を語り出す。




　マオは、タクトが出かけてから庭で、ずっと正拳突きの練習をしていたらしい。

　もちろん、オオクワガタとの再戦のためだ。

　汗をかきながらも一心不乱に正拳突きをくり返す。

　途と中ちゆうで雨が降ってきたが、マオはド根性猫耳幼女であるから断だん固ことして中断しない。

　一方そのころ、クララメラはカウンターに突つっ伏ぷして居眠りをしていた。

　そしてふと目を覚ますと、店内にマオの姿が見当たらない。

　外からは雨の音が聞こえる。

　まさかと思いドアをあけると、「にゃんにゃん」言いながら雨に打たれて拳を突き出すマオがいた。




「──というわけなのよ」

「はあ……店長。もっとしっかり保護者してくださいよ」

「うぐっ……弁べん解かいの余よ地ちがないわ」

　クララメラがうなだれている中、マオが苦しげな声を漏らす。

「にゃぁぁ……」

　可哀想に。

　しかし風邪を引いてしまったものは仕方がない。

　タクトは、ハチミツのお湯割りを作ってマオに飲ませてやる。

　あとはクララメラの魔力で部屋を温かくして、しっかりと寝ることだ。

「店長。責任を持ってマオの看かん病びようをしてくださいよ」

「分かっているわ。今夜は……徹てつ夜やよ！」

　これから死地に赴おもむくかのような悲痛な顔で女神は頷く。

　別に徹夜をしろとまでは言っていないし、仮に徹夜だとしてもこうまで必死になる必要はないのだが、そこがクララメラのクララメラたる由ゆ縁えんだ。

　起きている時間より寝ている時間が長い彼女にとっての徹夜とは、ある意味、戦争にも等しい。

「まあ、頑張って下さい」

　あとはクララメラに任せることにして、タクトは一階に降りていく。

　そしてエミリーから買い取った『究極！　ポーションの作り方』を持って自室に行く。

　付箋が挟まっているところは、媚薬の作り方というクソの役にも立たないページだ。

　しかし全体的には、れっきとした飲み薬の本なのだ。

「風邪に効ききそうな薬の作り方は……これかな？」

　ベッドに寝転がってパラパラめくると、まさにタクトが求めている薬が載っていた。

　その名もなんと『カゼコロリ』である。

　どんな症状の風邪でもコロリと治ってしまうらしい。

　噓くさいが、材料を見る限り全くのデタラメでもなさそうだ。

　その分、貴重なものをふんだんに使っている。

「明日の朝になっても熱が下がっていなかったら……作ってみるか、カゼコロリ」

　そして次の日。

　目を覚ましたタクトは、パジャマのままクララメラの部屋に行く。

　すると驚いたことに、クララメラが起きていた。

　目の下にクマを作り、血走った目になっていたが、ちゃんと完徹したのだ。

「店長……頑張ったんですね……！」

「マオのためだもの……けど、もう駄目……流石に寝るわ……」

　クララメラはふらふらしながらベッドに潜り込み、マオの隣に寝転がって、一瞬で眠ってしまった。これが普通の人間だったら風邪がうつる危険がある。しかし彼女は女神なので、その心配は無用だ。

「さて。マオの熱は……」

　眠っているマオの額に手を当てると、まだまだ熱かった。

　三十八度くらいだろうか。ひとまずタオルを新しいのに代えて、額にのせてやる。するとマオがうっすらと目を開けた。

「にゃ……ぁ……」

「あ、ごめん。起こしちゃった？」

「タオルがひんやりして気持ちいいにゃ……」

「そうか。今、とびきり効く薬を作ってあげるから。もう少し我慢して」

「にゃーん……」

　頭を撫でてやると、マオは目を閉じて、また眠ってしまった。

　さほど苦しそうな様子ではないので、それほど心配する必要はなさそうだ。

　無論、だからといって、このまま放置してもいいということにはならない。

　体が小さい分、抵抗力も弱いはず。やはりカゼコロリを作ろう。

「けど、マオを残したまま出かけるわけにはいかないよなぁ」

　カゼコロリを作るには外にいかなければならない。

　マオを看病するにはここに残らなければならない。

　これは困った。流石のタクトも分身の術は使えないのである。

「そうだ。店を開いて、最初に来たお客さんに頼もう。常連の人ならやってくれるだろ」

　強烈な他力本願だが、今は非常時だ。客にもマオのために一肌脱いでもらう。

　常連ならそのくらいしてくれて、むしろ当然──などと滅め茶ちや苦く茶ちやなことを思いついたタクトは、結界強度を下げて店を開ける。

　そして一番最初に来店したのは、三角帽子のエミリーだった。

「やあタクトくん。今日は特に用事はないけど遊びに来たよ」

「いいところに来ましたエミリーさん。ちょっとお願いがあるのですが」

「なんだい？　官能小説と媚薬のことなら何でも聞いてくれ！」

「そうじゃなくて」

　タクトはマオが熱を出して寝込んでいることを説明した。そしてタクトが風邪薬の材料を集めている間、マオの看病をして欲しいと頼んだ。

「マオにゃんが風邪を!?　それは大変だ！　そういう事情なら任まかせてくれ。真面目に看病しよう！」

「ありがとうございます。お願いします」

　エミリーはこう見えて、仕事はいつも真面目にやっている。

　やるときはやる女なのだ。

　風邪で寝込んだ少女にイタズラするほど腐くさってはいない。

　だから安心して任せることが出来る。

「その代わりタクトくん。元気になったら、マオにゃんと一緒にお風呂に入りたいなぁ！　いいだろう!?」

「……店長がいいと言ったら」

「クララメラ様の許可か……！　これは難題だ！　しかし私は諦めないぞ！」

　エミリーは気迫ある顔になる。

　無謀な戦いであるが、勝手に頑張って頂きたい。

　とにかくタクトは『究極！　ポーションの作り方』とリュックサックを持って街へ出る。

　カゼコロリを作るのに必要なのは、ドラゴンヤドリ草。クロショウガ。虹にじ色いろナツメの実。それからテンダ湖の水である。

　テンダ湖の水は現地に行って汲くんでくればいいだけだが、それ以外はとても貴重な材料だ。果たして見つかるだろうか。

　ひとまずタクトは、カムデン魔術道具店に向かう。

「いらっしゃいませ……おお、タクトくんか。久しぶりだなぁ」

　そう言って迎えてくれたのは、五十歳くらいの男性。

　このカムデン魔術道具店の店長だ。

「お久しぶりですカムデンさん」

「そうだな、一ヶ月ぶりくらいかな？　あのホムンクルスはちゃんと動いているかい？」

　と言われ、タクトはドキリとしてしまう。

　マオの素そ体たいとなったハンバート社製ＣＬ01は、この店から買った。

　しかしその際、カムデンが幼女系ホムンクルスに対して無知なのを利用して、法外な値切り方をしたのだ。

　カムデンがそれに気がつく気配はない。それでも後ろめたさはどうしても付きまとう。

　だからタクトは、ここしばらくカムデン魔術道具店を避さけていたのだ。

　もっとも今日はそんなことを言っていられない。

「実はそのホムンクルスが風邪を引いてしまいまして」

「ほう、それは大変だ。やはり小さいと、病気への抵抗力もないんだなぁ」

「ええ。それで風邪薬を作る材料を探していて。ドラゴンヤドリ草。クロショウガ。虹色ナツメの実。テンダ湖の水。どれか一つでもいいので、ありませんか？」

「テンダ湖の水は丁度切らしているけど、クロショウガと虹色ナツメの実ならあるよ。ま、タクトくんならテンダ湖まで行って汲んでくるくらい、簡単だろう？」

「はい。それは問題ありません」

「けど、ドラゴンヤドリ草は難しいな。うちは入荷したことすらないし、この街に入ってくること自体が少ないよ。確実に入手したいなら、ドラゴンの墓に行かないと……」

　カムデンはそう言って表情を曇くもらせる。

「やはりそうですか」

　ドラゴンヤドリ草とはその名の通り、ドラゴンに寄き生せいする植物だ。

　栄養を吸い取られたドラゴンは衰すい弱じやくし、やがては死に至いたる。一度寄生されると、ドラゴンの生命力を以もつてしてもまず助からない。よって自分が寄生されたと悟ったドラゴンは、醜しゆう態たいを晒さらす前にドラゴンの墓に向かう。

　ドラゴンの墓とは、生存領域の外周ギリギリのところにある、大きな穴のことだ。寿命や大怪我、病気などで死期を悟ったドラゴンは、この穴に潜もぐる。何万体という先せん達だつたちの白骨の上に体を横たえ、最後の瞬間を待つ。

　ゆえに、そこはドラゴンにとっての聖地。

　他の動物がみだりに立ち入ってよい場所ではなく、不用意に近づけば、必ず苛か烈れつな攻撃を喰くらうだろう。

　しかし、ドラゴンの墓に行けば、かなりの確率でドラゴンヤドリ草が手に入る。

　マオの風邪を治すためだ。

　ドラゴンには悪いが、ほんの少しだけ領域侵しん犯ぱんさせてもらう。

「クロショウガと虹色ナツメの実を一つずつください。あとは自力で何とかします」

「そうか。まあ、タクトくんなら大丈夫だろう。合わせて十万イエンだ」

　タクトは受け取ったものをリュックに入れて、次に雑貨屋に向かう。そこで買うのはテンダ湖の水をいれるための水筒だ。激しく動き回る予定なので、頑丈そうな金属製のものにする。

　これでララスギアの街で出来ることは全て済んだ。タクトは即座に離陸して、一直線にテンダ湖に向かう。

　テンダ湖は大昔の噴火で作られたカルデラ湖だ。水質が優すぐれているだけでなく、景色が綺麗で、釣り場としても人気が高い。

　もっとも今日は、景色や釣りを楽しんでいる暇はなかった。

　タクトは着陸することなく水すい面めんスレスレを飛び、水筒を突っ込んで水を満タンにする。

　そして上昇しながら蓋ふたを閉めて、今度はドラゴンの墓を目指す。

　だが、普通にドラゴンの墓に近づけば、ドラゴンたちに攻撃されてしまう。無論、ドラゴンが何百匹いようと倒すのは容よう易いである。

　しかし彼らは自分たちの先祖の墓を守っているだけ。

　ドラゴンに罪などあるはずもなく、むしろ悪いのはどう考えてもこちらだ。戦闘は可能な限り避けたい。

　そこでタクトは急上昇してから、太陽を背にして高々度から突撃する作戦に出た。

　それも超音速突撃である。

　音を置き去りにし、大気を切り裂いて、雲の上から降下を開始。

　眼下には、町一つがスッポリ収まりそうな大穴が見える。

　その奥には当然、ドラゴンの骨が隙間なく並んでいる。

　墓であるが、魔術師にとっては宝の山。

「グオォォ────ォンッ！」

　タクトの接近を感知したドラゴンたちが、空に向かって咆哮を上げた。

　周囲の森から、その巨体が顔を見せる。

　ドラゴンの墓はか守もりだ。

　その数は三十体ほど。それら全てが一斉に火球を吐いた。

　狙ねらいは当然、タクトだ。

　しかし超音速でほとんど垂直に降りてくる目標に対し、流石のドラゴンたちも狙いを定めることが出来ない。

　火球はタクトから外れ、あらぬところで互いに衝突し爆発の連鎖を引き起こす。

　その熱波を結界で防ぎながら、タクトはドラゴンの墓に潜った。

　死にかけのドラゴンが三体いて、目だけを動かし、迷惑そうにこちらを見ている。

　その内の一体が、背や尻尾など体の至るところから植物を生やしていた。

　花すら咲いている。

　ドラゴンの血を吸っているからなのか、真しん紅くの花びらは彼ひ岸がん花ばなに似ていた。

「ごめんよ！」

　タクトはすれ違い様にドラゴンヤドリ草を抜き取った。

　赤い花ごとリュックに突っ込んで、即座に上昇。

　再び火球の弾幕に晒さらされつつも、一気に離脱。

　何体かはタクトを追跡しようと飛び立ったが、一秒以下で振り切り、視界から消してしまう。

「材料は全て揃そろった。待ってろよマオ！」

　進路をララスギアの街へ向け、再加速。

　雷電の如ごとき速度で、轟ごう音おんと共にアジールの正面へと降り立った。

「うわっ何だ！　……ってタクトくんか、驚いたなぁもう！」

　二階の窓からエミリーが顔を出し、呆れた表情を見せる。

「エミリーさん。マオは？」

「寝ていたのに君のせいで目が覚めちゃったぞ」

「これは失敬。ですが、カゼコロリの材料は全て集めてきました」

「え!?　まだ昼になったばかりなのに……やはりタクトくんは凄いなぁ」

　タクトは二階の窓から家に入り、マオの様子を確認する。

　まだ熱っぽい顔だが、今朝よりは具合がよさそうだ。

「にゃぁ……寝てばかりは暇なのにゃ……」

「もう少し待っててくれ。今、風邪薬を作るから。エミリーさん。もう暫しばらくマオをよろしくお願いします」

「うむ。任まかせてくれたまえ」

　エミリーはドンと胸を叩いて快かい諾だくする。実に頼もしい。

「……ところで、どうして店長が部屋の隅に転がっているのですか？」

「ああ。マオにゃんの看病をするのに邪魔だから、退どかしておいたんだ。まずかったかな？」

「いえ。正しい判断だと思います」

　そんなことをされても、女神はスヤスヤと寝息を立てていた。

　寝ているということは彼女にとって幸せということであり、問題は何もない。

　仮に問題があったとしてもマオの看病が最優先だ。

　そんなわけでタクトはクララメラを放置したまま、一階のキッチンに向かう。

　材料集めは大変だったが、調合そのものは簡単だ。

　まずはすり鉢ばちにドラゴンヤドリ草、クロショウガ、虹色ナツメの実を放り込み、すりこ木でゴリゴリ擂する。

　ペースト状になるまで擂すり潰つぶしてから、そこにテンダ湖の水を流し込み、よく混ぜる。

　これで完成だ。

　あとはコップにいれてマオに飲ませれば良い。

「お待たせ。さあ、これを飲めばたちどころに元気になるよ」

「はにゃにゃ……いただきますにゃ……」

　二階に行ってマオにコップを渡す。すると彼女は素直に飲もうとした。が、口にカゼコロリを入れた途と端たん、ブッと盛せい大だいに吹き出した。

「にがいにゃっ……こんなにがいの飲めないにゃん……！」

「けど絶対に効くから。成分的に最強だから」

「いやにゃ！」

　マオはコップをタクトに突き返し、ブンブンブンと首を振る。

　こうなったら仕方がない。実力行使だ。

「エミリーさん。マオを羽交い締めにしてください」

「よしきた、任せろ！」

　エミリーは素早くマオの後ろに回り込み、ガシッと腕を回してロックする。

「にゃぁ！　酷いにゃ、エミリーがこんな酷い人だとは思わなかったにゃぁ！」

「ごめんよ。けど、マオにゃんのためなんだ。さあタクトくん。マオにゃんのお口にカゼコロリを流し込むんだ！」

「分かりました。さあマオ。覚悟を決めろ」

「うにゃーん！　うにゃーんっ！」

　マオは涙を流し、腕をバタつかせて必死に抵抗を試こころみる。だが、エミリーの力で押さえつけられ、どうにもならない。

　そしてタクトはマオの鼻を摘つまみ、強引に口を開かせた。

「さ、一気に飲み干せ！」

　風呂に水を注ぐような勢いで、マオの口にカゼコロリを流し込む。

　あまりのにがさに、マオは真っ青になっていた。

「うにゃうにゃにゃ！　にゃにゃにゃ！　にがにがにがいにゃ！　これは虐待にゃ！　ホムンクルス虐待は断固反対にゃん！」

　ようやく自由になったマオは、ベッドの上で勢いよく立ち上がり、眉を吊り上げて怒りの言葉を並べる。

「ごめんごめん。でも、元気になったじゃないか」

「にゃ？　にゃぁ……本当にゃ！　大復活にゃ！」

　自分の体調が回復していると気がついたマオは、口の中のにがさも忘れ、ぴょんぴょん飛び跳ねる。

　それにしてもカゼコロリの威力は凄い。

　貴重な材料を惜しげもなく使っただけのことはある。

「いやぁ、よかったよかった。やはりマオにゃんは元気にしているのが一番似合う。はっはっは……はっくしょん！　……あれ？」

　エミリーが突然、盛大なくしゃみをする。

　そして鼻水が流れてくる。心なしか、顔色も悪かった。

「変だな……急に寒気が……タクトくん、ティッシュを一枚とってくれ」

「は、はい……」

　エミリーは鼻をチーンとかむ。しかし一枚では足りず、結局三枚も使った。

　これはもしや──。

「もしやエミリーさん。マオの風邪がうつったのでは？」

「何を言ってるんだタクトくん。私は元気が取とり柄えのエミリーさんだぞ。風邪なんて引くわけが──ぶわっくしょん！」

　そのくしゃみと共にエミリーは床に倒れ、ガタガタ震え出す。

「さ、さささ寒い……いったい誰が冷凍魔術を……」

「ああ、これは完全に風邪ですね……マオ。エミリーさんを寝かせるからどいてくれ」

「にゃん」

　エミリーをベッドに寝かせ、布団をかけてやる。それでも彼女の震えはとまらず、歯をカチカチ鳴らしていた。

「マオのせいでこんな……申し訳ないにゃぁ……」

「ははは……気にしないでくれマオにゃん。こんなもの、少し寝ていれば……はっくしょん！」

　明らかに重症だ。

　額に触ってみると、昨日のマオよりも熱い。下へ手たをしたら四十度近くある。

　治るまで何日もかかるに違いない。

　しかし、治るまでアジールにいられても困ってしまう。

「またカゼコロリの材料を採りに行ってきます。その間はマオ。君がエミリーさんの看病をするんだよ」

「分かったにゃ！　マオにお任せにゃん！」

「うぅ……面目ない」

　ベッドからエミリーの弱々しい声が聞こえてきた。

　元気が取り柄の彼女がこうなってしまうとは、本当に珍しい。

「マオにゃん……済まないが水を持ってきてくれないか……今は一冊の官能小説より一杯の水だ……」

　本当に本当の重症だ。死ぬかもしれない。

「了解にゃ！」

　マオはドタドタと階段を降りていく。彼女は張りきっているが、しかしエミリーの看病はマオ一人では手に余あまる。ここは一つ女神の力も借りることにしよう。

「店長、店長。いい加減起きてください。緊急事態です」

　部屋の端でうつ伏せになったクララメラを揺すって起こす。

　するとクララメラはもぞもぞ起き上がり、うーん、と背伸びをする。

「ふぁぁ……まだ寝不足よ……って、私はどうして床に？　そしてなぜエミリーが私のベッドに？」

「その辺の事情はあとでマオから聞いてください。とにかくエミリーさんは今、とんでもない高熱なので、看病よろしくお願いします。俺は風邪薬の材料を採りに行ってくるので」

「はぁ、そうなの。エミリーが風邪なんて珍しいわねぇ」

「クララメラ様……その、ベッドをお借りして申し訳ありません……」

「いいのいいの。あなたにはいつも宅配でお世話になってるから。よーし、女神様、はりきって看病しちゃうわ。ナースのコスプレしちゃうんだから！」

「クララメラ様のナース姿！　ああ、熱が上がってしまう！」

　エミリーは少し元気が出たらしい。

　とは言っても、自力で家に帰るのはまだ無理だ。

　やはりカゼコロリが一刻も早く必要である。

　タクトはエミリーのため、再び材料探しの旅に出たのであった。
















　ライトクリスタルを手に入れてから三日が経たった。

　タクトはいまだ次元回廊を開けていない。

　マオの風か邪ぜというトラブルもあったが、それは大した問題ではなかった。

　重要なのは、どこで次元回廊を開くか、ということ。

　なにせテルタンの書いた本を信じるなら、次元回廊を開くには巨大な力と力の衝突が必要らしいのだ。

　それはつまり、タクトの右手と左手の紋章を解放し、全力でぶつけるということである。

　巻き起こる破壊の規き模ぼは、容よう易いに想像がつく。

　かつて地球でタクトと魔王が戦ったとき、高度二万メートルという場所だったにもかかわらず、爆風と熱波が地表に届き、県が一つ焼け野原になった。

　それと同じことが起きてしまうのだ。

　生せい存ぞん領りよう域いきのどこでやっても、トゥサラガ王国に壊かい滅めつ的てき被ひ害がいが出てしまう。

　では混こん沌とん領りよう域いきならどうかといえば、これもまた危険だった。

　なぜなら混沌領域ですら完全な無人ではないからだ。

　行ぎよう商しよう旅りよ団だんはその筆ひつ頭とう。

　その他にも、腕に覚えのある魔術師が自力で飛行していたりする。

　並の魔術儀式なら、目視で人がいないことを確認して行なえばよいが……紋章をぶつけるというのは地平線の向こう側まで被害が及およぶ行ないだ。

　タクトは別に聖せい人じん君くん子しを気取るつもりはない。しかし、自分の目的のために他人を巻き込んで命を奪うばうような真ま似ねは駄だ目めだろう。物事には限度というものがあるのだ。

「どうしたものかなぁ……」

　営業時間が過すぎたあとも、タクトはカウンターに肘ひじをついて考え込む。

　するとそこにマオがやってきて、文句を言い出した。

「にゃにゃ。タクト、あのピカピカ光るクリスタル、いつまで部屋に置いておくにゃ？　うっとうしいにゃ、気になって眠れないにゃ」

「何だよ、マオ。最初は綺麗だって喜んでたくせに」

「もう飽あきちゃったにゃん」

　なんとも飽きっぽい猫耳幼女である。

　とはいえ、マオの言っていることは正しい。

　なにせライトクリスタルは常に光り続けている。一見ロマンチックな光だが、真夜中になっても消えないのは困ってしまう。

　文句が出てくるのも致いたし方かたない。

「お月様みたいに、もっと控ひかえめに光ってほしいものにゃ」

「無茶言うなよ」

　月だって遠くにあるから控えめなのであり、近くだったらもっと自己主張してくるだろう。

　それに月は太陽の光を反射しているだけで、それ自体が光っているのではない。

　比べるのはライトクリスタルにとって酷こくというものだ。

「いや、待てよ。月……か。そうか、その手があったか」

「にゃーん？」

　マオは何のことか分からないという顔で、首をかしげる。

　しかしタクトの中では答えが出ていた。

　これはいいアイデアだ。

　月面なら万が一にも他人を巻き込む心配がない。どうしてもっと早く気がつかなかったのだろうか。己おのれの発想力の貧ひん困こんさを痛感してしまう。

「マオ。悪いけど、今日の晩ご飯は店長に何とかしてもらってくれ。俺は今から出かけてくる」

　階段を駆け登り、自分の部屋からライトクリスタルを持ちだす。

　それからクララメラの部屋に行き、スヤスヤ眠っていた女神を叩き起こした。

「店長、店長！」

「うーん……なーに。もう晩ご飯できたの？」

　クララメラは布団ふとんをかぶったまま、眠そうな声で言う。

「いえ。俺は今から出かけるので。申し訳ありませんが、マオを連れて外食でもしてくれませんか？」

「出かける……？」

　クララメラはモゾモゾと布団から這はい出だし、上半身を起こす。

「すっかり夜じゃないの。まさかセラナちゃんのとこに夜よ這ばいでも仕し掛かけるつもり？」

「何を馬ば鹿かな。ちょっと月に行って、次元回廊を開くだけです」

「ああ、そう……月で次元回廊をねぇ……」

　まだ寝ぼけているらしく、クララメラはぽわんとした顔でそう呟つぶやく。

　だが二秒後には目を見開き、タクトの両肩を鷲わし摑づかみにしてきた。

「は!?　月で次元回廊ッ!?」

「そうですけど。そんな大声出さないでくださいよ」

「無茶言わないで！　タクト、あなた自分が何を言っているか分かってないのっ？」

　クララメラはタクトの肩かたをガクンガクンと前後に揺すすってきた。

　何やらとても慌あわてている。

　しかしタクトには、その理由が分からない。

「えっと、問題なのは月のほうでしょうか。それとも次元回廊？」

「両方に決まってるじゃない！　だってタクト、あなた月がどれだけ遠い所にあるのか知ってるの!?」

「……俺の生まれた世界だと、だいたい三十八万キロ……こっちの単位だと十九万ラトケメルくらいですかね」

「あってるわ！　それでも行くのっ？」

「え……普通に行ける距離……」

「無理でしょ、普通は！」

　言われてみると、普通は無理だ。

　だが、タクトは普通ではないし、クララメラだって普通ではないだろう。

「こう、ぴょんと飛んでいく感じで」

「ご近所感覚!?　それから次元回廊ってどういうことよ！　説明しなさい！」

「説明と言っても……俺が故郷に帰りたがってるのは前から言ってるじゃないですか」

「私が帰って欲ほしくないと思ってるのも知ってるでしょ！」

　そう叫んでクララメラはタクトを抱だきしめ、その豊ほう満まんな胸で包み込み、ベッドの上をゴロゴロ転がった。

「あのですね。次元回廊を開いて地球に行ったとしても、俺が住むのはこっちの世界です。何度も説明したじゃないですか」

「それは聞いたけど。でも、そう都合よく行くとは限らないでしょ。その地球ってとこに行ったきり、帰ってこれなくなるかもしれないじゃないの！」

「それは……」

　正論だった。

　現時点のタクトは次元回廊にかんして、テルタンの著書やその言動からしか知らない。

　テルタンがどこまで真実を語っているのかも不明。

　下手をすれば全てがイタズラで、タクトは見知らぬ世界に飛ばされたまま、それっきりということもありえる。なにせ相手は大おお神がみ様さまだ。人の尺しやく度どでは測はかれない。

　しかし、この世界に転生して十四年。

　なにも手がかりがないままノラリクラリと生きてきたが、ここに来て急に故郷に通じる情報が溢あふれ出だしてきた。

　もはや我が慢まんは不可能。

　クララメラには悪いが、多少危険があっても、ここまで来たからには、行けるところまで突き抜けるしかないのだ。

「店長。必ず帰ってきますから。それで、俺の故郷の美お味いしいものをお土産みやげに持ってきます」

「本当？　本当に本当？」

「ええ。約束です」

　タクトはクララメラの目を真まっ直すぐ見つめて断言する。

　それなのに彼女はぐずぐずと泣きべそをかいた。

　三百年以上生きているくせに、実のところ、この女神様はセラナと同じくらい泣き虫だった。

　クララメラのためにも、何があろうと絶対に帰ってくる。タクトはその決意を新たにし、アジールを旅立った。

　とはいっても、何日もかけるつもりはないので、荷物はライトクリスタルだけだ。

　当然、テルタンが残した術式はすでに刻きざんである。

　あとは、やるだけ。

　しかし、何だかんだで月は遠い。

　まずトゥサラガ王国を傷つけないよう、ゆっくりと加速し、たっぷり十数分もかけて大たい気き圏けんを突とつ破ぱする。

　そこからは一瞬だ。十秒ほどで月面に到達する。

「流石さすがにファンタジー世界だからって、月面で兎うさぎが餅もちつきしてたりはしないか」

　岩だらけで、大気はほぼゼロに近い。

　何の変へん哲てつもない月世界が広がっていた。

　これなら誰にも迷惑をかけずに全力を出すことが出来る。

「えっと……とにかくライトクリスタルに魔力をぶつけりゃいいのかな？」

　失敗したらまたライトクリスタルを採とってくればいいや、という軽い気持ちで儀式を開始だ。

　まずはライトクリスタルを地面に突つき刺さし、柱のように垂すい直ちよくに立てる。

　そして、勇者の紋章と魔王の紋章を解放。

　周囲一帯に魔力が吹き荒れる。

　重力が弱いので、それだけでタクトの体が浮き上がってしまうほどの力だ。

　もちろん、こんなものは序じよの口くち。

　紋章の力を攻撃に使用すれば、片手だけでも、生存領域をまるごと一つ消滅させて余りある威力となる。

　かつて、そんな力が二つ激突し、次元回廊が開いてしまった。

　それをタクト一人で再現しようというのだ。

　行き先はテルタン・テールフラのみぞ知る。これだけ回りくどくタクトを誘ってきたのだ。それなりに意味のある場所に出るのだろう。

「どこに連れて行ってくれるのか楽しみだな……っと。それ！」

　タクトは右と左の拳を同時にライトクリスタルに叩き付けた。

　その瞬間、大爆発が巻き起きる。

　ライトクリスタルは一瞬にして消滅し、内部に刻まれた術式が起動。

　双そう紋もん章しようの魔力を吸い上げて、黒い球体を作り出した。

　──見覚えがあるぞ。

　そうだ。今、思い出した。

　十四年前、こちらの世界に転生してくる直前。

　タクトはこの球体に飲み込まれたのだ。

　つまり、これこそが次元回廊の入り口である。

　入り口は一気に広がり、あっという間にタクトを飲み込んだ。

　そして、ふと気がつくと、タクトは白い砂浜に立っていた。





　　　　　＊






　タクトはかつて、これと同じ景色を夢の中で見た。

　満天の星空を反射する海と、白い砂浜。

　珊さん瑚ごの森と、貝かい殻がらの家。

　そしてそびえ立つピラミッド。

「また会ったね。それとも初めましてと言うべきなのか？　テルタン・テールフラ」

　かつて出会った場所。ピラミッドの頂いただき。そこで彼女は待っていた。

「そうね。現実世界で会うのは初めてだし、初めましてでいいんじゃない？　タクトさん。ようこそ私の故郷へ。とは言っても、地下に作ったレプリカだけどね」

　人じん類るい発はつ祥しよう以い前ぜんの種族。

　今現在の世界を構築したと自称する大神。

　魔法少女テルタン・テールフラ。

　相も変わらぬコスプレ的服装で、彼女は微笑ほほえむ。

「さあ。あなたのために紅茶とお菓子を用意したのよ。立っていないで座って頂ちよう戴だい」

　言葉どおり、ピラミッドの上には二つの椅子と、丸いテーブルがあった。

　その上には湯ゆ気げを立てるティーカップと、アップルパイが。

「心遣い痛み入るよ。このアップルパイは君が作ったの？」

「そうよ。まさかこんなに早く来るとは思っていなかったから、慌てて作ったんだから」

　テルタンはそう自じ慢まんげに言って、ナイフでアップルパイを切る。

　それを小皿に取り分けて、タクトの前にそっと置く。

「ありがたく頂くよ」

　この期ごに及およんで毒殺もあるまい──とタクトはフォークで一刺し。アップルパイを口に運ぶ。意外なほど美味しかった。

　どうやらテルタンは本気でタクトをもてなすつもりのようだ。

「ところで。君には色々と聞きたいことがあるんだよ、テルタン。自力で会えたら教えてくれるって言っただろう？」

「そうね。けど、タクトさんが一番聞きたいことは分かっているわ。地球に帰る方法、でしょ？」

　テルタンはそう言って、テーブルの上に拳こぶし大だいの物体を置いた。

　それは水色に輝くライトクリスタルだった。

「日本の座標が入ってるから。ここに来たときと同じように、右手と左手の力をぶつければ大丈夫よ」

　長年探し求めていたものが、驚おどろくほど呆あつ気けなくタクトの目の前に現われた。

　その突然の出来事に、タクトはポカンと口を開け、固まってしまう。

「まあ、タクトさんったら変な顔。可愛いけどね。言っておくけど騙だますつもりはないわよ。正しよう真しん正しよう銘めい、本当に日本へ行けるライトクリスタル。それはあげるわ。だから、私のお願いも聞いて頂ちよう戴だい」

　お願いを聞いたらあげる、ではなく。あげるからお願いを聞いてくれ。

　これはフェアというより、タクトが有利すぎて不ぶ気き味みですらある。

　テルタンの狙ねらいがまるで分からない。

「そのお願いって何だ？」

「私と一緒に、混沌を排はい除じよしてほしいの」

　そう呟いて、テルタンは紅茶を飲む。

　とても綺麗な声で、とても優雅な仕し草ぐさで、とても大それたことを口にする。

「例の本にもそんなことが書いてあったな……全ての生物は混沌を排除するために進化していると。そして混沌とは、大昔に次元回廊からこの世界に流れ込んできたものだと」

「そのとおり。おかげで私の種族は、私を除のぞいて全ぜん滅めつしちゃったわ。もう十万年くらい昔の話かしら」

「十万年か……すると君は何歳なんだ？」

「あら、いやだ。女の子に歳を聞くなんて。私は永遠の十四歳よ」

「そうかい」

　少なくとも十万歳以上ということなのだろう。

　そのくらい長生きだと、もう二十万だろうが百万だろうがあまり違いがない。

「俺を地球からこの世界に召喚した理由は？　まあ、別に俺をピンポイントで狙ったわけじゃないみたいだけど」

「そうね。別に誰でもよかったの。強ければね。次元回廊を開けるってことは、最低限の可能性はあるから。今まで二百人くらいこの世界に連れてきたわ。肉体を持っていた者はそのまま転移。あなたみたいに肉体を失っていた者は転生させてね」

「肉体を失っていた……？」

「ええ、そう。知らなかった？　タクトさんは魂たましいだけになってこの世界に来たのよ。きっと、魔王との戦いで死んじゃったのね」

　タクトはあの戦い、勝ったとばかり思っていたが。そうか。相あい打うちだったのか。

「それで赤ん坊になったわけか。アジールの庭にいたのも、君の仕し業わざかい？」

「まぁね。あなたくらい強い人を育てるなんて、女神じゃないと無理だと思ったから。あと、魔王のほうは絞しぼりカスみたいになってたから、適当に捨すてておいたわ。グラド・エルヴァスティが拾ひろったみたいだけど……それが巡めぐり巡めぐってあなたのところにたどり着いたのは、私の仕業じゃないわよ。運命って不思議ね」

「すると、君が関かん与よしたのはどこからどこまでなんだ？」

「そうね……まず、創世記を書いたわ。あなたが『例の本』と呼ぶ代しろ物もの。エルフたちは聖典って呼んでいるわね。あれ、他にも同じものが何冊かあるのよ。それから『次元回廊の研究』ね。私は、この二冊を手に入れた人の夢枕に立つことにしてるの。そして現実で私の元までたどり着けたら、望みを何でも叶かなえてあげるって言うの。そうすれば、大たい抵ていの人が頑張るわ。タクトさんみたいに自分の世界に帰りたがったり、永遠の命を欲したり、この愛らしい魔法少女テルタンをお嫁よめさんにしたがったり、中には世界最強になりたいって人もいたけど……」

「世界最強？　それは駄だ目めだね。君の趣しゆ旨しと違う」

「その通り。私に頼らなきゃ強くなれない程度の人は願い下げよ。私が欲しいのは私より強い人。だって、混沌を倒さなきゃいけないんだもの」

　かつてテルタンを含ふくむ、大神全てが束たばになっても勝てなかった〝混沌〟という存在。

「私はね。この十万年で強くなった。ええ、頑張ったわ。けれども混沌には到とう底てい敵かなわない。一人じゃ駄目なのよ。だから、ねぇタクトさん。お願いよ。私と一緒に、隣の大陸まで行って欲しいの。そこに混沌の核かくがある。そして戦って」

　戦って。

　そう言った彼女の声は、今にも泣きそうだった。

　タクトが日本に帰る方法を求めていた以上に、彼女は仲間を欲していた。

「もう一つ質問なんだけど。五大女神システムはいつまで生存領域を維い持じできるんだ？　いつか限界が来るんだろ？」

「さあ。正確な時期なんて分からないわ。けど、五人の女神のうち二人は精神的にかなりキテるわね。うまく後こう継けい者しやを見つけないと、その時点でその生存領域は終わり。混沌領域が押し寄せる力は日々強まってるから、女神の負ふ担たんも増えているんでしょうね。だから、いつかどこかで全てが終わる。私はそうなる前に何とかしたいの。だから転移・転生者を集めたの。この世界の生き物が進化するまで待っている余裕はもうないから」

　明日かもしれないし。千年後かもしれない。それがいつかは分からない。

　しかし終わりは必ずやってくる。

　今タクトが協力しなければ、次に相応ふさわしい者が現われるまで、更さらに十万年かかるかもしれない。

「いいよ。ライトクリスタルとアップルパイのお礼だ。手伝ってあげる。今すぐ出発するのかい？」

「出発したいのはやまやまだけど。その前に私、全力であなたを殺してみようと思うの。だって、半はん端ぱな人を連れて行ったら、混沌に吸収されて逆効果だから。生いき延のびてね、タクトさん」

　まるで散歩にでも誘うかのような口ぶりで彼女は言い、

「そうかい。かかっておいで」

　と、タクトは軽く頷うなずいた。

　そしてテルラン・テールフラは魔力を解放した。

　椅子とテーブルが消滅して、ピラミッドが砕くだけ散ちって、貝殻や珊瑚が吹き飛んだ。

　魔王よりも女神よりもなお強い相手が、タクトに牙きばを剝むく。
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　まず始めに起きたのは大爆発。

　熱核兵器や火山の噴火ですら青ざめるようなエネルギーの奔ほん流りゆうが、閉へい鎖さ空間で荒れ狂い、その天井を吹き飛ばした。

　そしてタクトとテルタンが飛び出した先は、混沌領域。

　相も変わらずデタラメな場所であり、何の必ひつ然ぜん性せいもなく空から氷の矢が雨あられと降ってきた。

　無論、そんなものは避さけるに値あたいしない。

　体当たりで破は砕さいしながら、タクトとテルタンは向かい合って上昇し続ける。

　ただ視線をぶつけ合っているだけなのに、空間が歪ゆがみ始めていた。

　次元回廊が開きつつある。

「今は小手調べだからいいけど。ちょっとでも本気を出したら、その瞬間に次元回廊に飲み込まれてしまうんじゃないか？」

「あら、心配しないで。次元回廊を封じ込める術式くらい心得ているわ。私、この十万年間、頑張ってきたんだから」

　テルタンは微笑む。

　すると次元回廊の徴ちよう候こうらしき歪みが消えてしまった。

「術式広域展開。これで私の半径一光年以内に次元回廊が開くことはありえない。思う存分、本気を出してね。あなたの強いところ見せて頂戴」

「一光年って、ちょっと広すぎやしないかなぁ」

「そう？　私とあなたが戦うんだから、そのくらい必要でしょ。ほら、宇宙空間に出たわよ。二つの紋章を解放なさい。世界の法則を歪めるほどの魔力を放つのよ。小惑星をダース単位で吹き飛ばしましょう。ほら、早く早く、タクトさん。私を感じさせて。もう待ちきれないわ！　私、初撃から本気で行くわよ！」

　住んでいた惑星はすでにリンゴほどの大きさになった。

　真空。無重力。結界で自分を包まなければ死んでしまう。念を送らなければ会話もできない。つまり、ここは誰にも遠慮する必要のない宇宙空間だ。

　魔法少女テルタンはステッキを振りかざし「キラ☆リンッ！」と口走る。

　瞬間、彼女の背後に光の槍やりが出現する。長さは一キロメートル以上。魔力の量は国家消滅レベル。

　それが十二本。

　ファンシーな花が散るエフェクトと共に、タクトへ向けて連続発射された。

「死んじゃ駄目なんだからねっ！」

　自分で撃ったくせに懇こん願がんするテルタン。

　もちろんタクトに死ぬつもりはない。

　双紋章を全力解放。

　前面に強固な結界を構築し、攻撃の尽ことごとくを吸収する。

　そして吸収した魔力を一点に凝ぎよう縮しゆくさせて弾頭を形けい成せい。

　目が潰つぶれるほどの輝きを放つそれをテルタン目がけて撃ち返した。

　当然テルタンは回避機動をとる。ほぼ光速に近い速度で避さけたが、しかし弾頭は彼女を追つい尾びした。

「──ッ!?」

　驚愕を浮かべる彼女の真正面に、光の弾頭が直撃する。

　宇宙開かい闢びやくの炎かと思えるほどの紅ぐ蓮れんが広がり、彼女の姿を覆い隠す。

　常識的な相手ならこれで終わりだが、無論、テルタンは終わらない。

　即座に反撃がくる。

　爆発の炎が集まって、動物の形を作った。

　それはクマ。テディベアのようにデフォルメされた可愛らしい姿であった。

　ただし全長は五百メートルを超えている。

「そーれっ！」

　クマは炎の回し蹴げりをタクトへと放った。

　その軌道には複数の小惑星が漂っていたが、尽く粉ふん砕さいし、微み塵じんも減速せずに迫り来る。

　蹴り脚とタクトの結界が触れた刹せつ那な、クマ全体が閃光を放った。

　自爆である。

　その威い力りよくに、さしものタクトも一瞬、前後を失った。

　傷こそ負わなかったものの、ふと気がつけば、母星が見えないほど遠くまで吹き飛ばされていた。

　そしてテルタンはタクトと併へい走そうしており、追撃せんと新たな魔術をくり出す。

「マジカル触手アターック！」

　広大な宇宙を埋うめ尽つくすようにして、無数の魔法陣が描き出された。

　数百、いや千を超えている。

　その全てから怪獣じみた大きさの触手が生はえ、タクト目がけて四方八方から襲いかかってきた。

「可愛がってあげるわタクトさん！」

　速度と質量だけでも驚異的。更にどんな特とく殊しゆ能のう力りよくを備そなえているか分からない。

　しかし──。

「覆おおえ、火の繭まゆ」

　迫る触手の全てを覆いつくす炎が、タクトを守る壁となって現われた。

　かつて地球において数万の魔族を屠ほふった技であり、ここでも同様に、目標の尽くを消し飛ばす。

　原子核が崩壊するほどの熱量で、跡あと形かたもなく消滅させる。

「タクトさん、凄いわね。けれど、これはどうかしら？」

　テルタンはステッキをくるくる回して、大きな大きな魔法陣を描いた。

　魔法陣は彼女自身を中心に、徐じよ々じよに徐々に広がっていき、やがてララスギアの街よりも、トゥサラガ王国よりも大きなものとなっていく。

　その奥から、唸る声が聞こえる。蠢うごめく影が見える。

　揺れるはずのない宇宙を揺らして現われたのは、異形の化物。

　先程の触手より大きく、数も多い塊。暗黒神話めいた冒ぼう瀆とく的てきな姿。タコともイカともつかぬ不気味なそれは、重力変動を引き起こすほどの質量を有していた。

「可愛いでしょ？　これが私の、し・も・べ。とても太くて大きいでしょう？　硬くもなるんだから。ふふ、情熱的に遊んでアゲル」

　地上に降り立てば、それだけで百万単位で人が死ぬような正しよう真しん正しよう銘めいのモンスター。

　それが明確な敵意を持って攻撃を仕掛けてくる──その直前。

　タクトは先手を打った。

「輝こう帝てい招しよう来らい──光を以もつて邪を払え」

　勇者と魔王の紋章から溢れる魔力を光のエネルギーへと変換し、波長を整え指向性を与え、的へと叩き込む。

　すなわちレーザー。

　だが光線とは言いがたい。

　いや、離れて見れば確かに線なのだが、タクトやテルタンの視点からは、面攻撃にしか映らない。

　光を一点集中させることによって破壊力を増大させるというレーザーの利点を放ほう棄きしているようにも見えるが、タクトの魔力量を考えれば、そのような小こ賢ざかしい理り屈くつは論ずるに値しない。

　ただひたすらに滅するのみ。

　慈じ悲ひなく化物を消し飛ばす。

「うそ、一撃で!?」

　ここにきてテルタンは焦あせりの色を強めていく。均きん衡こうが崩れた瞬間であった。

　あとは一瞬で終わらせる。

　これは長引かせるような戦いではない。

　タクトは、勇者と魔王の力を凝ぎよう縮しゆくさせた球体を作り出し、亜光速でテルタンへと叩き付ける。

「流石にこのくらいじゃ終われないわよっ！」

　テルタンもまた自分の魔力を絞り出して光球を生み出し、真正面から撃ち込んできた。

　鍔つば迫ぜり合あいのようにして、二つの力が激突する。

　おそらくテルタンにとっては乾けん坤こん一いつ擲てき。ここで敗やぶれたら余力はないという状況だろう。

　一方タクトは余裕がある。むしろ指数関数的に魔力が増大しているような気さえした。

　否いな。気のせいではなく、本当に魔力が増えている。

　テルタンとの開戦からの数分。タクトにとっては、転生してから初めて全力を出した数分だった。

　つまり、今の今まで、自分が本気を出したらどうなるのか知らなかった。

　勇者と魔王の紋章が、共鳴のような現象を引き起こし、天井知らずに強くなっていくなど、予想もしていなかった。

　ゆえにタクトとテルタンの実力は、既に比べものにならないほど開いている。

　手加減の必要すら感じられるほどに。

「まさか、こんな……これほどなんて……！」

　彼女は悔しさと喜びを混ぜ込んだ笑みを浮かべて──そして諦めた。

　光の玉から魔力を抜き、全身からも力を抜き、吹き飛んでいく。

　タクトは、血にまみれて真空に放り出されたテルタンに追いつき、抱きしめ、回復魔術を使う。

　攻撃魔術に対して回復魔術は不得意なのだが、膨大な魔力にものを言わせて何とかする。するとテルタンの傷が塞ふさがっていき、美しい肌が戻ってきた。

「あらタクトさん……助けてくれたの？」












「まあね。別に憎にくき敵ってわけじゃないし。混沌の核とやらを一緒に倒しに行くんだろ？　じゃあもう少し生き残らなきゃ」

「そうね。それにしても……ふふ。タクトさんの魔力が流れ込んでくる……温かいのが沢山……こんな凄い回復魔術かけられたら私、気持ちよくなっちゃうわぁ」

「あんまり変なこと言うと、傷が塞がる前に中断して、太陽に向かってぶん投げるよ」

「いやん。いじわるなのねタクトさん。けど私、噓を言ってるわけじゃないんだから。あなたの回復魔術、本当に心地いい。このままお昼寝したいくらい」

　テルタンは瞼まぶたを閉じ、か細く呟いた。

　体にはほどんど力が入っておらず、あれほど力強かった魔力は微塵も感じられなくなっている。

　タクトの力を試すため、全て放出してしまったのだろう。

　あと、それから。

　研けん鑽さんを積んできた十万年を、容易たやすく越こえられてたまるかという意地。それを打ち砕かれ、疲れ切っている。

「おやすみ、テルタン・テールフラ。目覚めたら一緒に混沌を倒しに行こうか」

「ありがとう、タクトさん……あなたは何をやるにしてもピクニック気分なのねぇ……」

　結界の中に、魔法少女の寝息が流れる。

　十万年以上生きたとか、太古の大神とか、そんな大層なものにはとても見えず、外見相応の十四歳の寝顔がそこにあった。
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　人類は自分たちが住む大地を、ただ『大陸』とだけ呼んでいた。

　海が混沌領域に覆われているため、他に大陸があるのか確かめるすべがなかったからだ。

　宇宙空間に幾度か出たことがあるタクトですら、『大陸』以外が黒いモヤに覆われていたため、どこがどういう地形になっているのか、まるで知らない。

　しかし、テルタン・テールフラいわく、この星には大陸が四つあるという。

　うち一つはタクトたちが住む大陸。

　うち一つは混沌領域の発生源。すなわち『核』がある場所だ。

「あれか」

「そう。あれよ」

　今、タクトとテルタンの前には、漆しつ黒こくの多面体が浮かんでいた。

　大きさは、分からない。流石は混沌の源というべきか。

　山よりも大きくなったかと思えば、次の瞬間には見えないほど縮ちぢんでいる。

　距離感もデタラメで、目の前にあるような気もするし、遙はるか彼方かなたのような気もする。

　形状からして不定形で、三さん角かく錐すいだったと思えば六面体へと変形し、より複雑怪奇に変わっていく。

　その周りの空間も異常極きわまっている。

　テルタンはここが大陸だと言っていたが、眼下に大地はなかった。

　というより何もない。

　真っ白な空間だけがどこまでも続いており、その全土に信じがたい量のマナが渦うず巻まいている。防御結界を解除した瞬間、タクトもテルタンも、押しつぶされ跡形もなく消滅するだろう。

　なにせここは混沌の中心部。もとの風景など片へん鱗りんすら残っていない。

　人間の感覚では捉とらえることすら出来ない、異次元の法則で塗りつぶされている。

　そんな〝混沌〟が恐るべき勢いで全周囲へと広がっていく。

　やがてはこの惑星全てを、そして宇宙全土を飲み込むのだろう。

　テルタンと五大女神はそれにあらがい続けてきたのだ。

　敬けい服ふくするより他にない。

「これを破壊すれば、混沌領域は消えるんだな？」

「そうね。発生源がなくなるんだから。少なくとも、これ以上増えることはなくなるわ。今すでに広がっている分は、私が何とか浄じよう化かする。百年もあれば十分でしょ」

「百年って……気が長い話だなぁ」

「あら、何を言っているのよ。私は十万年頑張ってきたの。そこに百年追加したって、誤ご差さの範囲じゃない」

「スケールが違いすぎてどうもついていけないな」

　タクトは苦笑してしまう。

　隣に浮かぶテルタンは、どう見ても少女なのに、やはり太古から生き残った大神なのだ。自分はそれと共闘し、世界を脅おびやかすものと戦おうとしている。

　ほんの少し前までだったら想像すらしない展開だが、まあ人生とはそういうものかもしれない。色々起きるが、やってやれないことは滅めつ多たにない。

「タクトさん。ここまで一緒に来てくれて、ありがとう。改めて礼を言うわ」

「そいつはアレを壊してからにしようか。ほら、向こうもこっちが気になるみたいだよ」

　混沌の核に目という器官は見当たらない。なのに目が合ったような気がしたのだ。

　そして核が放つ『異世界の法則』の圧力が増した。

　明確にタクトとテルタンを標的にし、押しつぶそうとしている。

　だが、そうはさせない。押しつぶすのはこちらだ。

「さて、テルタン。行こうか」

「ええ、タクトさん。行きましょう」

　時空が引き裂けるほどの魔力全力放出。

　世界の命運を決める戦いが始まり、そして──。





　　　　　＊






　トゥサラガ王国の首都、ララスギアの街の中心には森がある。

　その中には小さな屋敷が一つ建っていて、古書店を営いとなんでいた。

　魔導書を専門に扱あつかう魔導古書店。店名をアジールという。

　そこで猫耳ホムンクルスのマオが一人、店番をしていた。

　いつもは元気いっぱいのマオだが、今日は何やら気が抜けている。カウンターにつっぷして、何度めかのため息をつく。

　するとそこに脳天気な声の客が、銀髪を揺ゆらしながら現われた。

「こんにちはマオちゃん！　あれ、元気ないわね……どうしたの？」

　常連のセラナ・ライトランスだ。

「はにゃぁ……タクトが一昨日おとといの夜に出かけたきり帰ってこないにゃ……」

「ええっ!?」

　セラナはもともと大きい目を更さらに大きくし、飛び上がるほど驚いた。

「そんな、大変じゃない！　早く探しに行かないと！」

　そう。大変なのだ。

　あのタクトが迷子になるはずがないし、敵に襲われて動けなくなったというのはもっとありえない。つまり自分の意志でアジールを留る守すにしているということだ。

　クララメラは言っていた。タクトは故郷に帰ってしまったのよ、と。

　そう泣きながら呟いて、彼女は昨日からずっと枕を濡ぬらして不ふ貞て寝ねしている。

　しかし、本当にそうなのだろうか。

　マオだって、タクトが日本に帰りたがっていたのは知っている。

　だが、クララメラやマオに一言の断りもなしに消えてしまうとは、どうしても思えないのだ。

　そもそもタクトの目的は〝こちら〟と〝あちら〟を自在に行き来できるようにすることであって、日本に定住することではなかった。

　だから仮に次元回廊を開くことに成功していたとしても、絶対にまたアジールに帰ってくる。

　そう信じているのだが──。

「マオも、マオもタクトを探しに行くにゃ！　セラナ、連れて行ってにゃっ！」

　もしかしたら、と思ってしまう。

　タクトがそばにいないという状況に、マオは理屈抜きで耐たえられない。

「よしっ、行くわよマオちゃん！　無断外泊のタクトくんに、お尻しりペンペンしなきゃ！」

　見つけられる可能性は低い。

　なにせタクトは、この世界にいないかもしれないのだから。

　それでも、ここでジッと待つだけなんて絶対に無理。

　早く会いたい。と、強く思った、そのとき。

　カラン、カラン──と、アジールのドアベルが鳴り響く。

　そして、亜あ麻ま色いろの髪の少年が一人、アジールに入ってきた。

「ただいまー」

　マオたちの想いとは裏うら腹はらな、のんびりした彼の声。

「タ、タクトにゃー！」

「わ、なんだいマオ。急に抱きついてきて」

　タクトは戸と惑まどっているが、しかしマオは離れない。離れてやらない。

　しがみついたまま、勢いよく耳と尻尾しつぽをピコピコさせる。

　帰ってきてくれたという当たり前のことが、どうしようもなく嬉しくてたまらない。

「タクトくん、駄だ目めじゃない！　一昨日からずっと帰ってなかったって言うじゃないの。心配するに決まってるわ！」

「え、一昨日？　おかしいな……上手く次元回廊で調整したつもりだったんだけど……一日ずれちゃったんだな。いえ、本当は昨日の朝に繫げたつもりだったんですよ」

　セラナに怒られたタクトは、首をかしげて言い訳をする。

　しかも、全く理解できない言い訳だった。

「むむ、訳の分からないこと言って煙けむに巻まこうとしてる！　タクトくん悪い子！　お尻ペンペンよ！」

「そうにゃ、そうにゃ！　マオとセラナで根性を叩き直してやるにゃ！」

「この歳になってお尻ペンペンは勘かん弁べんしてください。その代わり、ほら。牛丼買ってきましたから」

「……ぎゅーどん？」

「にゃーん？」

　ポカンとするマオとセラナを尻目に、タクトはカウンターの上に白い袋をドサリと置いた。袋には『すぎ家』と書かれている。

　タクトがそれを開くと、店内に美味しそうな香りが広がった。

「きっとセラナさんも遊びに来るだろうなと思って、四つ買ってきたんです。予想が当たりました」

　そして現われる四つの丼どんぶり。白米の上に盛もられた牛肉。タレ。紅べにショウガ。

　この組み合わせは、もしや。

「魔王の知識にあるにゃ。これは日本人が生み出した美食の極きわみ。伝説の牛丼にゃ！」

「いや、そんな大げさなものじゃないけど」

　タクトは苦笑するが、マオとしては興奮を禁きんじ得えない。

　なにせ牛丼だ。

　牛丼が目の前にあるのだぞ。

「クララメラ、クララメラ！　タクトが帰ってきたにゃ！　牛丼を持って帰ってきたにゃぁぁ！」

　マオは階段の前に立ち、二階に向かって叫ぶ。

　すると次の瞬間、扉が勢いよく開けられた音が響き、間かん髪はつ容いれずにネグリジェ姿のクララメラが見えた。

「タクトが!?」

　彼女は叫び、ほとんど滑すべるような速さで階段を駆け降りる。そして踏ふみ外はずし、本当に滑り落ち、最後には転がり落ちていた。

　ビターンという音とともに顔面から床につっこみ、そのまま動かなくなる。

「店長！」

「クララメラ様、大丈夫っ？」

「にゃーん！」

　三人は慌てて駆け寄り抱き起こそうとする。

　しかし、それよりも早くクララメラは起き上がり、飛ぶような勢いでタクトに抱きついた。

「タクトぉぉタクトタクトタクトぉぉぉっ！」

「店長、何を号泣しながら俺の名前を連れん呼こしてるんですか。確かに二日も留守にしたのは悪かったと思っていますが……」

「うわぁーん、だってもう帰ってこないと思ったのよぉぉ！」

　クララメラは鼻水まで流して嗚お咽えつする。

　それを見たセラナは啞あ然ぜんとしており、マオも「まるで子供みたいにゃ」と呟く。

　ところが、タクトだけは動じていなかった。

　彼女にこういう一面があると知っていたのだろうか。タクトはクララメラの頭を撫でながら、優しく微笑ほほえんでいた。

「困った女神様ですね。俺はどこにも行きませんよ。俺の家はここですから」

「ひっぐ、ひっぐ……タクトぉ……」

　いつもは包ほう容よう力りよくのあるクララメラだが、今は逆にタクトに甘えている。

　それが何だか羨うらやましくて、マオもまたタクトに抱きつきたくなった。

「タクトくーん！」

　どうやらセラナも同じ気持ちだったらしく、ぴょんと飛び跳ねタクトに襲いかかった。

「負けていられないにゃん！」

　マオも突撃だ。

　クララメラとセラナの隙間から潜り込み、タクトにしがみつく。

「ちょっと、三人とも、何なんですか。俺は別に稀少動物じゃないんですから……ああ、もう！　牛丼食べましょうよ！」

　タクトはいよいようんざりした様子になってきたが、マオたちにはしばらく離れるつもりはない。

　できることなら、ずっとこのままでもいいとすら思うくらいに──。
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「あら、まあ。タクトさんったらモテモテねぇ」

　森の木の上に、一人の少女が立っていた。

　名前はテルタン・テールフラ。

　タクトと共に混沌の核を破壊した魔法少女である。

「アジールに挨あい拶さつしていこうと思っていたんだけど、邪魔しちゃ悪いから、また今度にしたほうがよさそうね」

　女神も、ホムンクルスも、魔術師の少女も、本当にタクトのことが好きなのだろう。

　その『好き』の形はそれぞれ違うが、タクトはそれに全て応こたえなければならないのだ。

　まさに、モテる男は辛つらい、というやつ。

　そして、とても幸せ。

　あの空気に水を差すほど、テルタンは無ぶ粋すいではない。今日のところは退散する。

「けれど、タクトさん。また会いましょう。だって私、あなたに『恋』しちゃったんだから。あんなに格好いいところ見せられて惚ほれない乙女がいるなんて、思わないことね。覚悟なさい。私はしつこいんだから」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐はいてから、テルタンはステッキをふりかざす。

「きらりん」という呪文が流れて、風とともに姿が消える。

　誰もいなくなった森に、アジールから漏もれる喧けん騒そうがゆっくりと染みこんでいった。
















　タクトが地球に一時帰宅し、牛丼をお土産に持ってきてから一ヶ月が経たった。

　そのせいでマオが牛丼にはまってしまい、「もう一度、牛丼を買ってくるにゃ！」とせがんでくる。

　しかし、地球に帰るための次元回廊を開くには、ライトクリスタルを用意して座ざ標ひようを刻きざみ、そして莫ばく大だいな魔力を解放するという儀式が必要だ。

　無論、帰還用のライトクリスタルも必要である。

　いくらタクトでも、そうそう気軽には行き来できない。

　もっとも牛丼なんて、白米の上に牛肉を載せただけの料理だ。

『すぎ家』には敵かなわないかもしれないが、形だけなら真ま似ねできる。

　タクトが街で材料を買ってきて作ってやると、それでマオは十分満足してくれた。

「美お味いしいにゃ！　毎日食べたいにゃ！」

「毎日だと栄養が偏かたよるから、たまにね」

「にゃーん……」

　そのような感じでマオは毎日にゃんにゃんしているし、クララメラは相変わらず一日の大半を寝ねて過すごしている。

　つまり、魔導古書店アジールは何も変わっていない。

　ただ一つタクトが気にしているのは、あの牛丼を食べて以来、セラナが来店していないということだ。

　おそらく、真面目に勉学に励はげんでいるのだろう。

　普段の姿からは想像も出来ないが、あれでもセラナはララスギア魔術学園の首席なのだ。今すぐ卒業しても差さし支つかえないレベルに達している。むしろ、さっさと卒業試験を受けてしまったほうが、学費も節約できていいことだらけだ。本人もそれを自覚したらしく、卒業試験に向けて色々やっているらしい。

　多分、近いうちに卒業証書と魔術師免許を持ってドヤ顔で現われるだろう。

「タクトくーん」

　そう。こんな感じの声を出しながら──。

「って、本物のセラナさんでしたか」

　タクトが読みかけの本から顔を上げると、そこにはよく知っている銀髪の少女が立っていた。

「え、何その淡たん白ぱくな反応！　一ヶ月ぶりに会ったのに酷ひどい！」

　セラナは涙目になり、だだっ子のように手をブンブン振り回す。

　いつも通りのセラナだ。

　たった一ヶ月会っていなかっただけなのに、そんな彼女の反応が懐なつかしく思えてしまった。

　どうやらタクトは自分でも気付かぬうちに、セラナに会えなかったこの一ヶ月をとても寂さびしく思っていたらしい。

「酷くないですよ。それよりもセラナさん。その手に持っている筒つつはもしかして……」

「ふっふっふ。じゃーん！」

　セラナは黒い筒を自じ慢まんげに開けた。きゅぽん、といい音が鳴る。

　そして、中から出てきたのは──まさに卒業証書であった。

「セラナさん、卒業したんですね！　おめでとうございます！」

「えへへ、ありがと！　実は昨日、卒業試験だったの。受かってよかったぁ」

「セラナさんの実力なら、もっと早く受けても大丈夫だったと思いますよ？」

「うーん。でも実技はともかく筆記は難むずかしそうだったから……過去問の勉強して対策バッチリにしたかったの！」

「なるほど。セラナさん、意外と計画的な一面があるんですね。偉えらい偉えらい」

「わーい、褒ほめられちゃった」

　セラナは心底嬉しそうに破顔する。

　しかし年下の人間に「偉い偉い」と言われて喜ぶのは如何いかがなものか。

　プライドが足たりないと言わざるをえない。

「って、どうして私、タクトくんに褒められて喜んでるの！　私のほうがお姉ちゃんなんだからね！」

「そのフレーズも久しぶりに聞きましたね。卒業してもセラナさんはセラナさんのままで、少し安心しました」

「こ、これでも成長してるんだから！」

　セラナは必死の形ぎよう相そうで訴うつたえてくる。

　無論、こうして無事に卒業したわけだから、出会った頃に比べたら成長しているのだろう。

　ところが、具体的にどこがどう成長したのかと問われると……タクトはまるで思いつかなかった。

「……まあ、セラナさんは頑張り屋さんですからね。その調子で一流魔術師になってください。そして、この店の売上に貢こう献けんしてくださいよ」

「貢献するするー。けど、ちょっと待っててね。卒業証書はもらったけど、魔術師免許が発行されるのは来週だから！」

「いくらでも待ちますよ」

　そもそも、免許を得ることと、収入を得ることはまるで違う。

　正式な魔術師になれば『見習いの杖』を通すことなく自在に魔術を使えるから、出来ることの幅はばは桁けた違ちがいに増える。

　しかし、だからといって、いきなりダンジョンを一人で攻略できるわけでも、優すぐれた研究成果を発表できるわけでもない。

　魔術師として安定した収入を得るには、険けわしい道のりがあるのだ。

「セラナさん。真面目な話、これからどうやって生活するんです？　まさか卒業してからも親の仕送りに頼るわけじゃないんでしょう？」

「うーん……しばらくはバイトとかするつもりだけど」

「だったら、いっそ、アジールでバイトしませんか？」

　魔導古書店アジールには現在、タクトを含めて三人の店員がいる。

　その中でマオはそこそこ頑張ってくれているのだが、やはりまだまだ頼りない。

　遊びたいお年頃らしく、カウンターでジッと座っているのに耐たえきれず、庭をにゃんにゃん走り回ってしまうのだ。今だって虫むし網あみを持ってクワガタとの決闘を繰り広げているはず。

　そしてクララメラは、一日の大半を寝て過ごしているから論ろん外がいである。

　つまり、この店でまともに働いているのはタクトだけなのだ。

　正直、前からバイトを雇やといたいと思っていた。

「私がここでバイト!?　いいのッ？」

「むしろ、こちらからお願いしたいくらいですよ。セラナさんがよければ是ぜ非ひ」

「是非是非！　私、そんなに頼りがいある!?」

「いえ。この際、マオよりマシならそれでいいんです。大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫に決まってるでしょ！　いくら何でもマオちゃんよりはちゃんとしてるわよ！」

　セラナは唇くちびるを尖とがらせて叫んだ。

　そのとき、話題のマオが店に入ってきた。

「にゃー、誰か私の名前を呼んだかにゃ？」

「あ、マオちゃんだ！　相変わらず可愛い！」

「にゃにゃ？　セラナが来てるにゃ！　お久しぶりにゃん！」

　マオはタタタと走ってきてセラナに抱きつく。

　耳と尻尾しつぽがピコピコ動いていて、とても嬉しそうだ。

　セラナも幸せそうな笑顔で、マオの頭を撫なでる。

　相変わらず仲がいい。

　というか、セラナとマオは基本的に誰とでも仲良くなってしまうので、そんな二人が顔を合わせれば親友になってしまうのは必然だった。

「ふぁぁ……何だかセラナちゃんの声が聞こえるわ」

　そして今度は二階からクララメラが降りてきた。

　相あい変かわらずネグリジェのままで、眠そうにアクビをしながら目を擦こすっている。

「お久しぶりです、クララメラ様！」

「あら、セラナちゃん、幻聴じゃなくて本物だったのね。久しぶり。今日はどうしたの？」

「実はですね……じゃじゃーん！」

　セラナは女神に対しても卒業証書を自慢げに見せびらかした。

　するとクララメラは頰ほおに手を当て、あらあらと驚いてみせる。

「セラナちゃん、これで一人前の魔術師になったのね」

「はい！　このアジールで買った本のおかげです！」

「ふふ、そう言ってくれると嬉しいわ。けど……セラナちゃん。卒業したのに制服のままね。もしかして、いまだに他の服を持っていないの？」

「う……それは」

　確かに言われてみれば、セラナはララスギア魔術学園の制服のままだった。

　制服以外の服を持っていないと以前聞いたが……卒業すると、こういう予想外の問題に繫つながるのか。

「セラナさん、制服をずっと着ていたいがために卒業を遅らせていたとか……？」

「ち、違うわよ！　それに卒業したって制服着ててもいいでしょ!?」

「え？」

　セラナの反論にタクトは言葉をつまらせる。

　論ろん破ぱされたからではない。呆あきれてものも言えなくなったのだ。

「セラナちゃん。卒業したのに制服着てたら、ただのコスプレよ？」

「コスプレイヤーにゃーん」

「うぅ……」

　クララメラとマオに指摘され、セラナは唸うなり始めた。

　しかし、唸ろうが泣こうが、現実は変わらない。

「でも服を買うお金が……」

　また別の厳きびしい現実がのしかかる。

　学校を卒業して魔術師になるとは、かくも厳しいものだったのか。

「そうねぇ……じゃあ私がメイド服を作ってあげるわ」

「私とお揃そろいにゃん！」

「マオちゃんとお揃いなのは嬉しいし、メイド服は可愛いと思いますけど、普段着にするのはちょっと恥はずかしいですよー！」

　セラナはまともなことを言い出す。なんと彼女にも人並みの羞しゆう恥ち心しんがあったのだ。これはタクトにとって新鮮な発見である。

「ああ、そうだ店長。セラナさんをバイトとして雇う予定なんですけど、どうせならアジールの制服をメイド服にしたらどうですか？　マオが既すでに着ていることですし」

「あら、それはいいアイデアね。店が華やかになるわ。私の分も作っちゃいましょう！」

　セラナとクララメラのメイド服姿。

　それを想像したタクトは、悪くないと思った。

　なにせ二人とも、中身はともかく外見は大変な美少女だ。

　店が華やかになるのは確かで、おそらく客足も伸びるだろう。

　売上に直結するかは微び妙みようなところだが、タクトの目の保養になるだけでも意味はある。

「制服として着るなら恥ずかしくない！　クララメラ様、お願いします！」

「はーい。頑張って作るわー。けど、三着も作るのは大変そうね」

　睡眠時間の長いクララメラが作り終えるのは、果はたしていつのことだろうか。

「あれ、ちょっと待ってください。今、三着と言いましたか？　マオの分は既にありますよね。二着じゃないんですか？」

「え、三着よ。だって、私とセラナちゃんと、タクトの分。お店の制服にするなら、全員分作らないとねぇ」

「あ」

　クララメラのニヤニヤとした笑顔を見て、タクトは自分が墓ぼ穴けつを掘ほったことを理解した。

　なぜ自分はメイド服を制服にしようなどと言い出してしまったのか。

　こういう流れになるのは目に見えていたではないか。

　迂う闊かつにも程がある。

「タクトくんのメイド服！　この中で一番似に合あいそう！」

「にゃーん。きっと可愛いにゃー」

　セラナだけでなく、マオまではしゃぎだす。

　参った。これには参った。そろそろ年ねん貢ぐの納おさめ時だろうか？
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　タクトがメイド服を着るか否かという問題は先送りにして、セラナの卒業祝いに外食をすることにした。

　場所は、エミリーがいつも冷凍魚を卸おろしている、あの定食屋だ。

　せっかくなので、そのエミリーと、セラナの親友であるシンシアも呼んだ。

　出来れば、かつて一緒にイカの刺さし身みを食べたエルフの兄妹きようだいも呼びたかったが、彼らは別の国にいる。

　いずれ遊びに行くとして、今日は残念ながら無理だった。

「いやー、しかしセラナちゃんもついに正式な魔術師かぁ。めでたいなぁ！」

　エミリーはアジのフライをつまみに、ビールをごきゅごきゅと飲みながら言う。

「ありがとうございます。エミリー先輩！」

「せ、先輩!?　照てれるなぁ」

　セラナに先輩と言われたエミリーは、はにかみながら頭をかく。

　持ち上げられると弱いタイプらしい。

「それにしてもセラナ。本当におめでとうございます。わたくしも負けていられませんわ！」

「ありがとう！　きっとシンシアだってすぐに卒業できるわよ！」

「が、頑張りますわ！」

　セラナに次ぐ成績であるシンシアであるが、彼女の卒業はもう少しかかりそうだ。

　才能自体はそこまで差があるわけではないのだが、セラナの場合、タクトが贔ひい屓きして色々経験を積ませているので、成長の仕方が違うのだ。

　ズルいような気もするが、タクトと親しくなったセラナの運の勝利である。

　シンシアには地道に頑張って頂こう。

「ねえ、セラナちゃん。学校を卒業して大人への第一歩を踏み出したんだから、お酒飲んでみない？」

　クララメラは赤ワインが入った自分のグラスを掲かかげてみせる。

　それに対してセラナは興味深げな視線を送った。

「ワインって美味しいんですか!?」

「美味しいわよー。ほら、一口どうぞ」

「わーい」

　セラナは大喜びでグラスを受け取ろうとする。

　だが、駄目だ。

　タクトは横からそれをひったくる。

「タクトくん、何するの！」

「セラナさんこそ何を考えているんですか。空そら島じまでの醜しゆう態たいを忘れたんですか？」

「あ」

　言われて初めて思い出したらしく、セラナは真顔になり、そしてションボリとうつむいた。

「にゃにゃ？　空島で何があったのにゃ？　気になるにゃー」

「いや、そんな大したことじゃないよ……」

　ハチミツ酒を飲んだセラナが酔っ払い、タクトが入浴しているところに乱入してきたというだけのことである。

　タクトは大変恥ずかしい思いをしたので、あまり思い出したくないし、二度とくり返してはならない。

　というか、普通は逆の立場で起こるべきイベントであろう。

　女性が裸を見られて悲鳴を上げるのが世界の法則ではないのか。

　何なに故ゆえにタクトが「セラナさんのえっち！」などと叫ばねばならないのか。

　世界は不条理に満ちている。
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　食堂でささやかなパーティーを終え、一同は帰路についた。

　エミリーはいつものようにホウキに跨またがり空を飛んでいく。

　シンシアには迎えの馬車がやってきた。

　そして──。

「タクト。セラナちゃんを部屋まで送って行きなさいな」

　そうクララメラに促うながされたからではないが、タクトは夜空の下をセラナと二人で歩く。

　いくらセラナが強くなったといっても、やはり夜の街を女子一人で歩かせるのは真っ当ではない。

　もう少ししっかりした相手なら一人で行かせたかもしれないが……なにせセラナである。どうしても心配になってしまうのだ。

「タクトくん、見て見て。今日は晴れてるから天の川がハッキリ見えるわよ」

　案の定、セラナは空ばかり見ていて、周りに注意を払っていない。

　襲われたりしたらひとたまりもないだろう。

　セラナよりも強い者など、この世にいくらでもいるのだ。

　住すみ慣なれた街だからと油断していると、いつか大変な目に遭うかもしれない。

「セラナさん、ちゃんと前を見て歩きましょうよ」

「大丈夫よー、子供じゃないんだから──」

　言ってるそばからセラナは小石につまずき、ビターンと地面に顔面を打った。

「……だ、大丈夫ですか？」

「いたいよぅ……」

　起き上がったセラナは鼻をさすり、涙目になる。

　やれやれ、だ。

　この人はもしかしたら、一生こんな感じかもしれないな、とタクトは思ってしまう。

　本当に危なっかしくて、目が離せない。

「膝ひざもすりむいてますね。回復してあげますから、そこの公園で少し休みましょう」

「うぅ……ごめんねタクトくん」

「いつものことです。気にしてませんよ」

「それはそれで困りものだわ……もっと頼りがいのあるお姉さんを目指したいのに！」

　それは無駄だから絶対にやめたほうがいい。

　しかし頑張るセラナは素敵だから、このままにしておくのもありかもしれない。

「ほら、セラナさん。靴下を脱ぬいでください」

　公園のベンチに並んで座り、ニーソックスを脱がせる。

　顕あらわになった膝は血が滲にじんでいた。

　タクトはそこに手を触れ、そして魔力を流し込む。

「温かーい……タクトくんの回復魔術って、優しい感じがするわ」

「そうですか？　多分、誰がやっても同じだと思いますよ？」

「そうかなぁ？　タクトくんのは特別だと思うわよ」

　きっとセラナの気のせいだ。

　あるいは、そう思いたいだけ。

　しかし、言われて悪い気はしない。

「はい、完治です。転ばないように気をつけてくださいよ。無理だと思いますけど」

「ありがとう……けど、そんなしょっちゅう転んでるわけじゃないわよ!?」

「でも、半年に一回くらいは転んでるんじゃないですか？」

「そ、それは……普通のペースだと思うわ！」

「普通の人はそんなに転がり回ったりしませんから」

「むぅ……タクトくん、相変わらず毒どく舌ぜつね！」

　セラナはぷんすか怒りながらニーソックスを履き直した。

　彼女の子供っぽさも相変わらずである。

「ところでセラナさん。学生寮にはいつまでいるんですか？」

「えっと、卒業から一週間はいていいんだって。その間に荷物をまとめて、一度、実家に帰るわ。それで、改めてこっちにきて部屋を探すつもりなんだけど……」

　と、そこでセラナは言葉を切った。

　何だろうとタクトがその横顔を見ていると、セラナは拳こぶしをぎゅっと握りしめ、意を決したようにもう一度、口を開く。

「あのね、実家に帰るとき。タクトくんも一緒に来てくれない？　ララスギアの街で一番お世話になった人だって、お父さんとお母さんに紹介したいから……あ、それ以上の意味はないからね……！」

　一気に言葉を放ったセラナは、タクトと目を合わせようとせず、何やら手足をモジモジさせる。

　そんなセラナを見ていると、タクトは自分までモジモジしたくなってきた。

「……三日くらいだったら、店を閉めても問題ありませんから……いいですよ」

「本当!?　ありがとうタクトくん！」

「セラナさんが一人で街の外に出るなんて心配ですからね。どこにだってついていきますよ」

「そ、そういう理由!?　私、この街に来るときは一人で来たんだけど！」

「それは凄いですね。よく迷子にならずに辿り着きました。偉い偉い」

「迷子は……ちょっとなったけど」

「……セラナさん。今後、ダンジョン探索とかに出かけるときは俺に言ってくださいね。絶対についていきますから」

「ダンジョンにもついてきてくれるの？　やったー」

　セラナは両腕を上げて喜びを顕わにした。

　が、すぐに思い直したらしく、眉み間けんにシワをよせ、首を傾かしげる。

「タクトくんと一緒なのは心強いし嬉しいけど……この全く信用されていない状況を喜んでいいのかしら……」

「信用できるセラナさんなんてらしくないですから。今のままでいいですよ」

「タクトくぅん！」

　セラナは目に涙を浮かべ、タクトの服を摑つかんでグイグイと引っ張る。

　何か文句でもあるのだろうか。

　信用を勝ち取りたいなら、まず半べそをやめればいいのに。

「はいはい。大丈夫ですよ。セラナさんがちゃんとした大人になるまで、俺が面倒見てあげますから」

　タクトはセラナの頭を撫でてあやす。

　月明かりに照らされた銀色の髪がとても美しかった。

「ふえーん。ありがとうタクトくん」

　もっとも、彼女がちゃんとした大人になる日が来るとは、到とう底てい思えない。

　──すると、俺は一生セラナさんの面倒を見ることになるのかな？

　まあ、それもいいか、とタクトは思えてきた。

「さあ、セラナさん。そろそろ行きましょう。明日から引っ越しの準備でしょう？　俺も手伝いますよ」

「本当!?　けど、引っ越しくらいは自分でやってみせるわ！　大人の女性になるんだから！」

「そうですか」

　引っ越しの準備のため、夜空に向かって拳を突き上げ決意を固めるセラナ。

　それを見たタクトは苦笑を堪こらえることが出来なかった。

　ああ、この人は本当に可愛いな、と心の底から思えた。

「では、せめて、部屋までエスコートさせてください。なにせ店長の言いつけですからね。守らないと大変なことになります」

　タクトはベンチから立ち上がり、セラナへと手を伸ばした。

　しかしセラナはその手を握らず、ぽつりと漏もらす。

「クララメラ様の言いつけだからなの？」

　ああ、うん。なるほど。確かに今のは駄目な台詞だった。

　ならば正直に答えよう。

「……いいえ。俺がそうしたいからですよ」

「そっか、そうなんだ！　じゃあエスコートさせてあげる！」

　そしてセラナはタクトの手を握った。












　月明かりの下、二人は誰もいない街を歩いて行く。

　学生寮に着くまで、手を繫いだままだった。
















　締しめくくりに、とある少女の話をしよう。

　それは何百年か昔の物語だ。

　もはや名前すら伝わっていない、誰だれの記憶にも残っていない少女の物語だ。




　彼女はどこにでもいる普通の少女として生まれた。

　健すこやかに育ち、美しく成長し、そして彼女はわずか十六歳で魔術学園に入学した。

　普通、二は十た歳ちを過すぎなければ合格するのが難しいと言われる入学試験を一発でクリアしたのだから、間違いなく天才だったのだろう。

　そこで一人の青年と出会った。彼の名もまた伝わっていない。

　なぜなら彼は少女とは違い、凡ぼん庸ような男だった。

　二十歳で入学したということは、それなりの才能を持っていたのは確かだが、しかし、その程度の者はいくらでもいる。

　二人は親友となった。

　共に草むらに座り、流れる雲を見ているだけでも楽しいと思えるほどに。

　あるいは、それ以上の感情があったのかもしれない。

　しかし、どちらも奥手だったのか、それ以上踏ふみ込こむことはなく、ただゆっくりとした時間を過ごしていた。

「私が先に卒業しちゃったわね」

　当然のことだ。少女は天才だったのだから。

「悔くやしいな。けれど、ボクだってすぐに追いつくさ。待っていてくれ」

　青年は魔術学園を去る少女へ笑って宣言した。




　二人には語り合う夢があった。

　いや、正確には青年が語り始めた夢であり、少女はそれを素す敵てきだと思い、寄より添そったのだ。

「一緒に古書店を作ろう。主に魔導書を扱あつかう魔導古書店だ」

「あなたなら出来るわよ、きっと」

「ボクじゃない。ボクとキミでやるのさ」




　店は小さくてもいい。蔵書は二千冊もあれば十分だ。

　一冊一冊を大切に扱おう。

　胸を張ってオススメできる本だけを棚に並べたい。




　店の周りには結界が必要ね。だって魔術師じゃない人が来たら大変だもの。

　夜は強い結界を張りましょう。だって、ぐっすり眠りたいもの。

　朝に結界を弱めましょう。そこそこの魔術師なら来店できるくらいまで。




　そうやって、幾いく度ども幾度も語り合った。

　しかし、自分の店を持つにはお金が必要だろう。

　てっとり早く稼かせぐには、ダンジョン探索でお宝を見つければいい。

　もしかしたら、貴重な魔導書も出てくるかもしれない。

　とはいえ、いくら少女が天才でも、卒業したばかりの彼女がダンジョンに潜もぐるのは無謀だった。潜ってから気がついた。

　真夜中、満まん身しん創そう痍いで街まで帰り着き、大通りで力尽きて倒れてしまう。

　普通なら、死ぬしかなかった。

　日付が変わろうという時間に通りかかる者などいない。

　よしんば誰かが見つけてくれたとしても、手当てして助かるような傷ではなかった。

　だが、少女は次の日、目を覚ました。

　それも、ちゃんとした部屋の中。

　ふかふかのベッドの上で。

　体に痛みはない。打だ撲ぼくも裂れつ傷しようも骨折も、全てが完かん治ちしている。

　驚いて身を起こし、そして窓から外を見ると、そこには森が広がっていた。

「ああ、気がついたのじゃな。よかった。助けを求める思念を辿たどって森の外に出てみれば、年とし端はもいかぬ少女が傷だらけで倒れているなど心臓に悪い。見たところ魔術師のようじゃが、何があった？」

　少女を助けてくれたのは、黒い髪の美しい女性だった。

　女性は自らを『クララメラ』と名乗った。

　それは女神の名前。この生せい存ぞん領りよう域いきを守護する者の名前。

　ああ、確かにクララメラ様は黒髪の女性だと伝え聞いている。

「あなたがクララメラ様……？　ではここは……」

　街の中心にある森。その奥に女神が住まう家があるのは常識だ。

　しかし、敬うやまうべき女神に、用事もなく近づくのは不ふ敬けいの極きわみだというのも共通認識。

「そう身み構がまえることはない。ワシなどただの引きこもりの女。生存領域の維い持じをする意外は、ただボンヤリとしているだけの怠なまけ者じゃよ。敬うだの、信仰だの、まったく無用じゃ」

「はぁ……」

　押し寄せる渾こん沌とん領りよう域いきから自分たちを守ってくれる存在。

　悠ゆう久きゆうの刻ときを過ごす女神。

　そんなお方が気さくに、自分に語りかけている。

　あまりの状況に少女の理解は追いつかない。

　ただポカンとした顔を浮かべるだけ。

「ふむ……それにしてもお前。なかなかの才能があるな。どうじゃ、ワシに弟子入りしてみぬか？　こんな場所に引きこもっていると時間を持もて余あます。哀あわれなワシのためと思って、暇ひまつぶしに付き合っておくれ」




　そして少女は女神の弟子となった。

　たった一年後には、誰も及およばぬほどの魔力と技術を有するまでになった。

　久しぶりに再会した青年は、少女を見て瞠どう目もくする。

「凄すごいな。クララメラ様のところに弟子入りしたとは聞いていたけど、まさかここまでの魔術師になっているなんて……もう、ボクの夢に付き合ってくれとは言えないな」

「あらあら。何を言っているのよ。二人の夢でしょう？　あなただって立派に卒業したんでしょう？　ここから始まるのよ。もうクララメラ様には言ってあるの。あなたが卒業したら、一緒に旅に出るって。さあ、行きましょう」

　まずは冒険。各地にあるダンジョンに潜り、資金を稼ぐ。

　いつか二人の古書店を作るために──。




　ところが、ある日突然、異変が起きた。国全体を揺るがす異変だった。

　人類を守ってくれるはずの女神の結界。樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナを使って永久に維持され続けるはずの生存領域。それが揺らいだのだ。

　地震が大地を揺らす。

　雲一つない空から落雷が落ちた。

　川から有あり得えない量の水が溢あふれ出だす。

　まだ異常は軽けい微び。天変地異に違いはないが〝人類が滅ほろびる〟ほどではない。

　しかし、それでも、これは。明らかに滅びの前兆である。

　一部の魔術師は気付いていた。

　女神の結界に亀き裂れつが走っている、と。

　渾沌領域が生存領域を侵食している、と。

「クララメラ様、クララメラ様！」

　少女は真っ先に森の家に飛び込んだ。

　青年が追いつくのを待っている余よ裕ゆうはなかった。

　自分の師に何が起きたのか確かめるために、とにかく全速力で。

「ああ、来てくれたのか……間に合ってよかった。本当なら、お前たちにはもう少し時間をやりたかったのじゃが……ワシは不ふ甲が斐いない。ご覧のとおり、もう限界のようじゃ」

　女神は家の中に倒れていた。

　あの艶つややかだった漆黒の髪は真っ白になっていた。少女は最初、それが自分の師だと分からなかった。

「クララメラ様、これは一体!?」

「ああ、泣くな、我が弟子よ。ワシはお前に泣いてもらえるほどの者ではない……まあ、聞け。これからワシが語る話を聞けば、お前はワシを怨むだろう。そして逃げ出すかもしれない。いいぞ、逃げても。碌ろくな話ではないから……」

「何を、言って……」

　少女の戸惑いをよそに女神は語り始めた。

　それは恐るべき世界の姿だった。

　耳を塞ふさぎたくなるほどおぞましい真実だった。

「永遠に生き続ける女神。何千年も、何万年も前から人類を守り続ける女神。そう言い伝えられているじゃろ？　ああ、つい五百年前まではワシもそれを信じていた……しかし違うのじゃ。ワシは元々はお前と同じく、人間だったのじゃよ。先代のクララメラから役目と力を引き継ぐまでは」




　女神は代替わりする。

　その代替わりを人間は観測できない。

　別の者に代かわっても、元よりそうだったと記憶が改かい竄ざんされてしまう。

　かつて女神だった者を覚えている人は誰もいない。




　そして新たに女神になった者もまた、人間だった頃の存在が消えてしまう。

　誰も彼もが忘れてしまうのだ。

　それが家族でも。恋人でも。親友でも。

　どれほど大切に想っていても。

　女神になった途と端たん、かつて人間だったその者のことを忘れてしまう。

　絶対に覆くつがえらない。

　それは世界に刻きざまれたシステムだから。

　何万年も、何代も、ずっとくり返されてきた儀式。

　止めてしまえば、その生存領域は滅び去る。




「ワシはもう駄目だ……五百年で磨すり減へった……もう、これ以上〝生きる〟ということに耐たえられぬのじゃ。女神になった瞬間、皆がワシを忘れてしまった。女神になってから知り合った者も、ワシを置いて寿命を全まつとうしていく……まだしばらく持たせるつもりだったのじゃがなぁ……情けないワシを笑ってくれ」

　少女の腕の中で、女神の体が崩壊していった。

　つま先からパラリパラリと砂になっていく。

　その魔力は見る見る薄くなっていく。

「さて、我が弟子よ。もう察さつしているじゃろう。お前を弟子にしたのは、次の女神にするためじゃ。受けるか否かは任まかせる。これは経験談じゃが、碌でもないぞ。耐えられぬぞ。はっきり言って、お勧すすめできぬ。じゃが、今すぐ決めてくれ。もう時間がない」

　女神の体は既に半ばまで砕くだけていた。

　ほどなくして消えてしまうだろう。そして、この生存領域は渾沌領域に飲み込まれるだろう。

　ならば無論、国は滅びる。皆が死んでしまう。

　少女も。故郷に残してきた両親も。大切なあの青年も。

　選択肢など、初めからなかった。




　ゆえに少女は女神となり、クララメラの名を継ついだ。




　それを見届けた先代のクララメラは、安あん堵どしたように笑い、それから「済すまない」と呟き涙を流して、完全にこの世から消えた。

　あっけなく。痕こん跡せきも残さず。

　新しいクララメラは、習ってもいないのに生存領域を維持する方法を理解していた。

　この森の中に樹の特異点ネムス・テラがあり、そこからマナが噴き出している。

　それを女神の力で制御してやればいいのだ。

　簡単な話。

　別に二十四時間ずっと続けなければならないというわけでもない。

　三日くらいなら森から離れてもいいだろう。

　街に出て人々と話すのも可能だ。

　あまり遠出は出来ないが、耐えられないというほどではない。

「……私のことを、誰も覚えていない？　そんな、噓うそでしょう？」

　クララメラは森を出て、街を歩いた。

　そこは見慣れた建物、見慣れた道が続く、住み慣れた街。

　クララメラの力で生存領域は再び安定し、天変地異は収まった。

　だから、今までと同じ平穏がある。




　なのに、何かが違う。




　行きつけの喫茶店に行き、親しかったはずの店員と顔を合わせても、そしらぬ対応。

　かと思えば、別の店員がクララメラの髪を見て、目を丸くする。

「水色の髪にその美び貌ぼう……もしやクララメラ様では!?」

　先代のクララメラは黒髪だった。

　数時間で人々の記憶が塗ぬり替かえられていた。

　魔術学園に行って恩師に会ってみた。女神クララメラとして歓迎された。

　実家まで飛んでいった。どなたですか、と言われてしまった。

　もう、人間だった自分のことを誰も覚えていないのだ。

　先代のクララメラが消えたように、少女はこの世界から消えてしまったのだ。




　──私は誰？




　誰でもない。女神クララメラという記号アバター。

　次の誰かに引き継ぐまで、自分がその役目を演じるしかない。




「それでも、彼なら……！」




　もしかしたら自分のことを覚えているかもしれないと思って、親しいあの青年を探して街を走る。

　幸か不幸か、見つからない。

　どうしてだろう？

　私が突然消えてしまって、混乱したりしていないのか？

　彼だって私を探していてもよさそうなのに。

　と、そこまで考えて。

　クララメラは恐ろしいことに気が付いた。

　彼はきっと、少女が消えたということすら認識していない。

　一緒に古書店を作ろうと誓ちかった相手がいたという記憶そのものが消えている。

　なにせ少女の両親は、自分たちに娘がいたということを忘れていたのだから。

　今度こそ。

　今度こそ絶望が襲ってくる。

　先代は、これに五百年も耐えたのか。

　無理だ。私には無理だ。今すぐ朽くち果はててしまいたい。

　ああ、けれども。自分が消えてしまったら、彼が死んでしまう。

　もう何も覚えていないとしても、守り続けるのだ。

　そのために女神になったのだろうと自分を奮ふるい立たたせる。




　そして一年が経たった頃。

　真夜中に彼の声が聞こえたような気がして、クララメラは跳ね起きた。

　それは助けを求める声だった。

　寝間着の上にカーディガンを羽は織おって大通りに出てみれば、そこには血まみれの青年が倒れていた。

　まさかと思い抱き起こせば、一年ぶりに見る彼の顔がそこにあった。

　どうしてこんなことに──とは考えなかった。

　なぜなら自分も全く同じ状況で先代に拾ひろわれている。

　きっと、自分と似たようなことをして、命からがら街まで辿り着いたのだろう。

　抱き上げて、森の家まで運び、回復魔術をかけて──その次の日。

　目を覚ました彼は、案の定、ダンジョンに潜ってトラップに引っかかり死にかけたのだと言う。

「いやぁ、まさかクララメラ様に助けて頂けるとは……噂どおり、お美しい！」

　案の定、彼は少女のことを覚えていなかった。




　彼は色々なことを話してくれた。

　いつか魔導古書店を開きたいこと。

　その資金集めのためにダンジョンに潜っていること。

　店は小さくてもいい。蔵書は二千冊もあれば十分。

　一冊一冊を大切に扱いたい。

　胸を張ってオススメできる本だけを棚に並べたい。

　夜は強い結界を張って、人を寄せ付けない。

　朝には結界を弱めて、魔術師の客だけが来店できるようにする。




　クララメラは全て知っている。クララメラは彼よりも詳くわしく語る自信がある。

　だって、二人で作った計画だから。何度も何度も語り合ったから。

「魔導古書店。それ面白いわね。もし良かったら、この家の一階を使ってみない？　私一人だとこの家は大きいし」

「え!?　いや、ありがたい話ですが……そんなクララメラ様の家に古書店を開くなんて、罰ばち当あたりですよ！」

「私がいいって言ってるのに、誰が罰を当てるのよ。何なら、私も手伝うわよ。どうせ暇だし」

　お願い。断らないで。

　覚えていなくてもいいから、一緒にあの日の約束を果たしましょう。

　せめてそのくらい叶かなえないと、私、消えてしまいそうなのよ──。




　そんなクララメラの願いが伝わったわけではないだろうが、しかし彼は頷いてくれた。

　当然の話だ。彼は心の底から古書店を開きたがっていたのだから。

　別にクララメラと一緒にいたかったわけではない。

　分かっている。

　分かっているが、それでも嬉しかったのだ。




　そして二人は魔導古書店の開店準備を始める。

　名前は『アジール』に決まった。

「アジールは聖域という意味です。女神様が住む場所なのですから、相応ふさわしいと思うのですが」

「大げさねぇ。けれど、あなたの店なんだから、好きにしなさいな」

　かつて二人で語り合った計画を、もう一度語り合い、実現していく。

　それは素敵な時間だった。

　クララメラはかつて少女だった頃に戻ったような気持ちを味わえた。

　彼の中に〝少女〟が残っていないとしても、いいのだ。

　もう一度、積み上げていく。

　かつて少女だったクララメラは、もう一度、彼と親友になり、そして恋に落ちていく。

　──時が止まればいいのに。

　そう思えるほどの時間が流れていく。

　流れてしまうのだ。

　クララメラは女神。もう歳としを取らない。

　しかし彼は違う。彼は人間。

　──時よ止まって。

　止まらない。止められない。

　彼は老おいていく。

　彼は朽ちていく。

「ありがとう、クララメラ様。あなたのおかげでボクは夢を実現し、何一つ思い残すことなく死ぬことが出来ます。本当にありがとう……」

　もう起き上がることも出来なくなった彼は、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　クララメラはその手を握り、女神としての威い厳げんも何もなく、泣いて懇こん願がんする。

「お願い、私を置いていかないで」

　その叫びは届かなかった。

　彼はもう、死んでいた。

　共に語り合い、共に作った魔導古書店アジール。

　そこにクララメラだけが取り残された。

　この店だけが、彼が生きた証あかし。クララメラがかつて少女だった証。

　だから消したりはしない。守ってみせる。

　ああ、けれども。

　たった一人で耐えられるのだろうか。

　私はこのまま永遠に──。





　　　　　＊






「……私、また眠っていたのね」

　目を覚ましたクララメラは大きなアクビをしながら背を伸ばす。

　いつの間にか夜になっていた。

　アジールの店内は暗く、当然、客は誰だれもいない。

　もしかしたらクララメラが寝ている間に誰か来ていたかもしれないが……しかし、この店がこういう状態だというのは、この街の魔術師なら誰もが知っている。

　女神が店長をしている古書店。

　いまやアジールにはそれ以外の意味はない。

　けれども、仕方がないのだ。

　クララメラはもう、この世界に希望を感じることが出来ない。

　眠りについて、夢を見て、あの頃の記憶に浸ひたることにしか価値を見いだせない。

「消えてしまいたい……」

　もう何万回呟いたか分からない言葉をポツリと漏もらす。

　それは闇の中に溶とけていく。

　自分も一緒に溶けてしまいたい。

「先代は五百年耐えたのね……凄いわ。私は駄目。三百年でもう限界……どうしましょう。ここで朽ち果てたら、この国が滅びてしまうというのに」

　後継者はまだ見つからない。探す気力もない。

　このままでは数年以内に終わってしまう。

　それは、駄目だ。駄目だと分かっている。

　しかし、どうしろと言うのだ。

　億おつ劫くうすぎて立ち上がることすらしたくない。

　また眠りにつこう。

　きっと、それが一番、終末の時を先さき延のばしに出来るはずだ。

　そう考え、クララメラがカウンターに突つっ伏ぷそうとした瞬間。

　声が聞こえた。赤ん坊の泣き声だった。

「……？」

　こんな森の奥で。それも二重結界に包まれたアジールで、赤ん坊の声？

　有あり得えない。が、現にこうして聞こえる。

　流石さすがに興味を引かれたクララメラは、十数時間ぶりに立ち上がり、店の扉を開いた。

　月明かりの下、しんしんと雪が降ふり積つもっている。

　そこでクララメラは一人の赤ん坊を拾った。

　生まれたばかりの乳児。

　されど両手に謎なぞの紋章を持ち、信じがたいほどの魔力を有する男の子。

　正体不明の子供。恐ろしいまでに世界からズレた存在。

　しかしそれでも、赤ん坊であることに変わりはなく、誰かが育ててあげなければ死んでしまうだろう。

　見捨てることなんて出来なかった。

　自分の中にまだそういう感情が残っていることに驚きつつ、クララメラは初めての子育てを経験する。

　そして彼が大きくなっていくを見ているうちに、もう少しだけ生きてもいいかなと、ほんの少しだけ思うようになった。

　あと少しだけ。

　この子が大きくなるまで。

　そうやって過ごしているうちに、赤ん坊は少年になり、クララメラに代わって店で働くようになり、お客さんが増えて、アジールは賑にぎやかになり──。

　あと少しだけ。

　もうちょっと。

　この楽しい時間が続くなら、生きていたいな。









あとがき






　どうも、お久しぶりです。年ねん中じゆう麦むぎ茶ちや太た郎ろうです。

　一巻を出してから半年近く。読者の皆様のおかげで、こうして無事、二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。

　書籍版に先行してＷＥＢ版が先に完結しましたが、二巻はその最終話と後日談の外伝までしっかり収録されています。

　おかげで随ずい分ぶんと分厚い本になってしましましたが……全エピソードを本にすることができて感無量です。




　一巻に引き続き、担当さんには大変お世話になりました。なにやらメールを見ると、今現在、あとがきの締め切りを超過しているとか。いやぁ、原稿が終わったので完全に油断していました。はっはっは……大急ぎであとがきを書いて送ります。本当に申し訳ありませんでした。

　そして夕ゆう薙なぎさんには再び、可愛くて格好いいイラストを描いて頂きました。今回の表紙はマオが主役です。今にもにゃんにゃんと元気に走り出しそうな表情。素晴らしいです。あとセラナとシンシアがベッドで寝ている挿絵がお気に入りです。

　応援してくださった読者の皆様にも、心より感謝申し上げます。




『異世界魔導古書店』はこの二巻で完結ですが、『小説家になろう』というサイトで他にも色々と書いているので、興味がある方はそちらもよろしくお願いします。

　では、皆様。機会があれば、またどこかでお会いしましょう。
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